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総合お問い合わせ先 
〈DoCoMo インフォメーションセンター〉 

海外での故障に関して 海外での紛失、盗難、利用累積額精算などについて 

環境保全のため、不要になった電池はNTT DoCoMoまたは代理店、 
リサイクル協力店などにお持ちください。 

-800-5931-8600-800-0120-0151

-81-3-5366-3114※ -81-3-6718-1414※ 

MMBB0186201

06.6（第3.1版） 

■ドコモの携帯電話、PHSからの場合 

※一般電話などからはご利用できません。 
（局番なしの）151（無料） 

■一般電話などからの場合 

 　　 0120-800-000 
　※ドコモの携帯電話、PHSからもご利用になれます。 
●ダイヤルの番号をよくご確認の上、お間違いないようおかけください。 

※一般電話などからはご利用できません。 

故障お問い合わせ先 

■ドコモの携帯電話、PHSからの場合 

（局番なしの）113（無料） 
■一般電話などからの場合 

 　　 0120-800-000 
　※ドコモの携帯電話、PHSからもご利用になれます。 
●ダイヤルの番号をよくご確認の上、お間違いないようおかけください。 
●なお、詳しくはFOMA端末などに添付の「全国サービスステーション
一覧」でご確認ください。 

〈DoCoMo インフォメーションセンター〉（24時間受付） 
●ユニバーサルナンバー 
   ユニバーサルナンバー用 
   国際電話識別番号（表1）  
　※滞在国内通話料がかかる場合があります。 

●上記ユニバーサルナンバーがご利用できない場合 
　滞在国の国際電話 
　アクセス番号（表2）  

※日本向け通話料がかかります。 
※表1、表2の番号形態は変更になる場合があります。 
 
※FOMA L600iからご利用の場合は+81-3-5366-3114でつながりま
す（「＋」は「0」ボタンを1秒以上押します）。 

※ユニバーサルナンバー用国際電話識別番号（表1）／主要国の国際電話
アクセス番号（表2）は、取扱説明書P220をご覧ください。 

〈ネットワークテクニカルオペレーションセンター〉（24時間受付） 
●ユニバーサルナンバー 
   ユニバーサルナンバー用 
   国際電話識別番号（表1） 
※滞在国内通話料がかかる場合があります。 

●上記ユニバーサルナンバーがご利用できない場合 
   滞在国の国際電話 
   アクセス番号（表2）  

※日本向け通話料がかかります。 
※表1、表2の番号形態は変更になる場合があります。 
 
※FOMA L600iからご利用の場合は+81-3-6718-1414でつながりま
す（「＋」は「0」ボタンを1秒以上押します）。 

※ユニバーサルナンバー用国際電話識別番号（表1）／主要国の国際電話
アクセス番号（表2）は、取扱説明書P220をご覧ください。 

製造元 LG電子ジャパン株式会社 
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ドコモ W-CDMA、GSM/GPRS方式
このたびは、「FOMA L600i」をお買い上げいただきまして、まことにありがとうございます。
ご利用の前に、あるいはご利用中に、この取扱説明書および電池パックなど機器に添付の個別取扱説明書をよくお読みいただき、正し
くお使いください。取扱説明書に不明な点がございましたら、取扱説明書裏面の「総合お問い合わせ先」までお問い合わせください。
FOMA L600iは、あなたの有能なパートナーです。大切にお取り扱いの上、末永くご愛用ください。

FOMA端末のご使用にあたって
●FOMA端末は無線を使用しているため、トンネル・地下・建物の中などで電波の届かない所、屋外でも電波の弱い所および
FOMAサービスエリア外ではご使用になれません。また、高層ビル・マンションなどの高層階で見晴らしのよい場所であって
もご使用になれない場合があります。なお、電波が強くアンテナマークが3本たっている場合で、移動せずに使用している場
合でも通話が切れる場合がありますので、ご了承ください。

●公共の場所、人の多い場所や静かな場所などでは、まわりの方のご迷惑にならないようご使用ください。
●FOMA端末は電波を利用している関係上、第三者により通話を傍受されるケースもないとはいえません。しかし、W-CDMA、
GSM/GPRS方式では秘話機能をすべての通話について自動的にサポートしますので、第三者が受信機で傍受したとしても、た
だの雑音としか聞きとれません。

●FOMA端末は音声をデジタル信号に変換して無線による通信を行っていることから、電波状態の悪いところへ移動するなど送
信されてきたデジタル信号を正確に復元することができない場合には、実際の音声と異なって聞こえる場合があります。

●お客様ご自身でFOMA端末に登録された情報内容は、別にメモを取るなどして保管してくださるようお願いします。万一、登
録された情報内容が消失してしまうことがあっても、当社としては責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。

●お客様はSSLをご自身の判断と責任においてご利用することを承諾するものとします。お客様によるSSLのご利用にあたり、ド
コモおよび別掲の認証会社はお客様に対しSSLの安全性などに関し何ら保証を行うものではなく、万一何らかの損害が発生し
たとしても一切責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。
認証会社：日本ベリサイン株式会社、ビートラステッド・ジャパン株式会社、日本ジオトラスト株式会社

●このFOMA端末は、ドコモの提供するFOMAネットワークおよびドコモのローミングサービスエリア以外ではご使用になれません。

はじめてFOMA端末をお使いになる方へ
本FOMA端末が「はじめてのFOMA端末」という方は、まず、本書を以下の順序でお読みください。FOMA端末をお使いいただく
ための準備と基本的な操作を、ひととおりご理解いただくことができます。

1.電池パックをセットし、充電しましょう→P37、P39
2.電源を入れ、自分の電話番号を確認しましょう→P43
3.本体のボタンなど役割を確認しましょう→P28
4.画面に表示されるアイコンなどの意味を確認しましょう→P31
5.メニューの操作方法を確認しましょう→P34
6.電話のかけかた受けかたを確認しましょう→P46、P52

●この「FOMA L600i取扱説明書」の本文中においては、「FOMA L600i」を「FOMA端末」と表記させていただいております。あ
らかじめご了承ください。

●本書の中ではminiSDメモリーカードを使用した機能の説明をしていますが、その機能のご利用にあたっては、別途miniSDメモ
リーカードが必要となります。miniSDメモリーカードについてはP166を参照してください。

●本書の内容の一部、または全部を無断転載することは、禁止されています。
●本書の内容に関して、将来予告なしに変更することがあります。
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本書の見かた／引きかた
本書の検索方法やページの構成について説明します。なお、本書に掲載している画面などはイメージであり、実

際とは異なる場合があります。

本書の引きかたについて

本書では、次のような方法で目的の機能や説明を探すことができます。

表紙インデックス 表紙

表紙のインデックスを使用して探します。
次のページで詳しく説明しています。

索引 P306

機能名やサービス名などのキーワードから探します。

目次 P4

機能ごとに分類された目次から探します。

特徴 P6

新機能や便利な機能など、FOMA L600iの特徴的な機能をご利用になりたい場合はここから探します。

メニュー一覧 P224

FOMA L600iのメニューをまとめた一覧表から探します。

クイックマニュアル P316

基本的な機能について簡潔に説明しています。外出の際に切り離してお持ちいただけます。

■海外での利用について

海外でご利用になる際は、「海外利用」（P213）の章を参照してください。

本書の見かた／引きかた
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本書の見かた／引きかた

■表紙インデックスから

表紙→章扉（章の最初のページ）→説明ページの順で探します。

■索引から

機能名やサービス名がわかっているときは索引から探します。

目次／注意事項 

ご使用前の確認 

電話のかけかた／ 
受けかた 

テレビ電話の 
かけかた／受けかた 

電話帳 

サウンド／表示 

設定 

あんしん設定 

マルチメディア 
（カメラ） 

ｉモード 

メール 

ｉアプリ 

データBOX 

着信音量を調節する ………………………68

効果音音量を調節する ……………………68

着信音を設定する …………………………68

効果音を設定する …………………………69

バイブレータを設定する …………………70

マナーモードを設定する …………………70

メール着信時の鳴動動作を設定する ……72

呼出時間を設定する ………………………72

メイン画面を設定する ……………………72

サブ画面を設定する ………………………73

ダイヤル文字のフォントを設定する……74

サウンド／ 
表示 

待受画面で C［メニュー ］ 

または「サウンド 」 

サウンドメニューの表示方法 

待受画面で C［メニュー ］ 

または「表示」 

表示メニューの表示方法 

......84

......86
用 ） 
......87
......91
......89

......93

......92
...134
...134
......34

テレビ電話着信音 ................................69
メッセージ F着信音 ............................69
メッセージ R着信音 ............................69
メール着信音 ............................................69
SMS着信音 ..................................................69

着信音量 .............................................................68
着信音 .............................................................68
テレビ電話着信音 ................................68
メッセージ F着信音 ............................68
メッセージ R着信音 ............................68
メール／メッセージ着信音 ........68
SMS着信音 ..................................................68

着信画面を設定 
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本書の見かた／引きかた

本書の見かたについて

本書では、FOMA端末の使いかたを次の構成で説明しています。

・本書に掲載している画面などのイラストはイメージであり、実際とは異なる場合があります。

タイトル 

タイトルを記載して 
います。 

操作説明 

操作番号と操作方法を 
記載しています。→P34 
 

操作説明の補足 
ショートカット操作 

待受画面からのボタン 
操作を記載しています。 
 

機能説明 

機能の詳細説明などを 
記載しています。 

機能説明の補足 

インデックス 

章のタイトルを記載し 
ています。表紙イン 
デックスにはこの名称 
を記載しています。 

画面 

操作中や操作後に表示 
される画面などを掲載 
しています。 

お知らせ 

必要な情報や注意事項、
補足説明を記載してい 
ます。 

※上記のページはサンプルです。 

着信音量を調節する 

C     1

C

I

I

M



*miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P1664
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*miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P166

目次／注意事項

FOMA L600iの特徴

FOMA（Freedom Of Mobile multimedia Access）とは、第3世代移動通信システム（IMT-2000）の世界標準規格の

１つとして認定されたW-CDMA方式をベースとしたドコモのサービス名称です。

ｉモード機能

サイト表示→P120

簡単なボタン操作でサイトやインターネットホームペー

ジに接続し、FOMA端末の画面に表示される情報を閲覧

できるオンラインサービスです。

ｉモードメール→P139

ｉモードメールの作成・送信ができます。画像や動画、メ

ロディなどを添付して送信することもできます。

ｉモーション→P125

サイトやインターネットから映像や音楽をFOMA端末に

取り込んでいつでも楽しむことができます。

ｉモーションメール→P139、P140

カメラで撮影した動画や、サイトやインターネットから取

り込んだｉモーションをｉモードメールに添付して送信で

きます。

ｉアプリ→P148

サイトからｉアプリを取り込んでFOMA端末を便利に

活用いただけます。たとえばゲームを取り込むことに

より、いろいろなゲームを楽しむことができます。

主な機能

テレビ電話→P52

離れている相手と顔を見ながら会話することができま

す。相手の声をスピーカから聞こえるようにしたり、

カメラを回転させて周囲の風景を相手に見せることも

できます。

豊富なネットワークサービス

留守番電話サービス（有料）→P190

転送でんわサービス（無料）→P193

キャッチホン（有料）→P192

SMS（ショートメッセージ）（無料）→P141
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国際ローミングサービス→P214

本FOMA端末をそのまま海外に持ち出しても、日本で

使用している電話番号のまま、音声電話やテレビ電話、

SMSを利用できます。また、ｉモード、ｉモードメー

ル、パソコンなどと接続して行うデータ通信も利用で

きます。留守番電話サービスや転送でんわサービスを

ご契約いただいている場合は、ネットワークサービス

も利用できます。

カメラ機能→P101、P106

カメラで静止画や動画を撮影できます。回転式カメラ

（有効画素数130万画素（記録画素数130万画素））の角

度を調節することで、人物や風景などの撮影だけでは

なく、お客様ご自身の撮影もできます。

撮影時には、映像の調節や画像の拡大、特殊効果など、

さまざまな機能を利用できます。

miniSDメモリーカードに対応→P166、P179

miniSDメモリーカード（市販品）を利用して、本FOMA

端末のカメラで撮影した静止画／動画やメロディなど

を保存できます。保存したデータはパソコンなどとの

間で簡単に交換できます。また、外部機器で作成した

動画や音楽データをminiSDメモリーカードに保存するこ

とで、FOMA端末で再生することができます（一部条件

下では再生できない場合があります）。

海外で利用すると便利な機能

単位変換ツール→P176

通貨、面積、長さ、重量、温度、容積、速度の単位を、

別の単位に変換して数値を表示することができます。

海外で買物をするときに、商品の値段を円に換算して

確認するなどの使いかたができます。

世界時計表示→P178

世界58都市の日時を確認することができます。画面に

は世界地図が表示され、日時と共に都市の位置や国旗

も確認できます。旅行中に次の目的地の日時と位置を

確認するなどの使いかたができます。

デュアルクロック表示→P73

待受画面に任意の2つの都市の時刻を同時に表示する

ことができます。例えば滞在先の都市を設定しておく

ことで、滞在先との時差を確認できます。

赤外線通信→P174

赤外線を利用して他のFOMA端末などとデータのやり

とりができます。

電話帳のキャラクター表示→P58

電話帳には、画像だけでなくキャラクターを設定できま

す。「顔」「髪」「トップス」「ボトムス」「アクセサリー」

「背景」を変更してさまざまなキャラクターを作成でき

ます。
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FOMA L600i を使いこなす！ 

スピーカから相手の声を流して楽しく会話で
きます。 

カメラを回転させて相手に映像を送れます。 

相手の顔を見ながらコミュニケーション「テレビ電話」→P52  
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フレームを追加した画像を撮影できます。 
→P104

カメラを回転させて手軽にお好みの画像を
撮影できます。 

シンプルで使いやすいカメラ機能→P100
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安全上のご注意（必ずお守りください）

■ご使用の前に、この「安全上のご注意」をよく
お読みの上、正しくお使いください。また、お
読みになった後は大切に保管してください。

■ここに示した注意事項は、お使いになる人や、
他の人への危害、財産への損害を未然に防ぐた
めの内容を記載していますので、必ずお守りく
ださい。

■次の表示の区分は、表示内容を守らず、誤った
使用をした場合に生じる危害や損害の程度を説
明しています。

■次の絵表示の区分は、お守りいただく内容を説
明しています。

■「安全上のご注意」は下記の6項目に分けて説
明しています。
FOMA端末、電池パック、アダプタ（充電器含む）、
FOMAカードの取り扱いについて〈共通〉............. P11
FOMA端末の取り扱いについて.............................. P13
電池パックの取り扱いについて............................ P15
アダプタ（充電器含む）の取り扱いについて........ P17
FOMAカードの取り扱いについて........................ P18
医用電気機器近くでの取り扱いについて........ P19

この表示は、取り扱いを誤った場合、

「死亡または重傷を負う危険が切迫し

て生じることが想定される」内容で

す。

この表示は、取り扱いを誤った場合、

「死亡または重傷を負う可能性が想定

される」内容です。

この表示は、取り扱いを誤った場合、

「傷害を負う可能性が想定される場合

および物的損害のみの発生が想定され

る」内容です。

危険

注意

警告

目次／注意事項

禁止（してはいけないこと）を示します。
禁止 

分解してはいけないことを示す記号です。

濡れた手で扱ってはいけないことを示す記

号です。

水がかかる場所で使用したり、水に濡らし

たりしてはいけないことを示す記号です。

分解禁止 

濡れ手禁止 

水濡れ禁止 

指示に基づく行為の強制（必ず実行してい

ただくこと）を示します。

電源プラグをコンセントから抜いていただ

くことを示す記号です。電源プラグを抜く 

指示 



FOMA端末、電池パック、アダプタ
（充電器含む）、FOMAカードの取り扱
いについて〈共通〉

危険

FOMA端末に使用する電池パックおよびア
ダプタ（充電器含む）は、ドコモグループ
各社が指定したものを使用してください。

指定品以外のものを使用した場合は、FOMA端末

および電池パックやその他の機器を漏液、発熱、

破裂、発火、故障させる原因となります。

電池パック　L01 FOMA ACアダプタ 01

FOMA海外兼用ACアダプタ 01

FOMA DCアダプタ 01

●その他互換性のある商品についてはドコモショッ

プ窓口までお問い合わせください。

分解、改造をしないでください。また、ハ
ンダ付けしないでください。

火災、けが、感電などの事故または故障の原因と

なります。また、電池パックを漏液、発熱、破裂、

発火させる原因となります。

火のそばや、ストーブのそば、直射日光の
強いところや炎天下の車内などの高温の場
所で使用、放置しないでください。

機器の変形、故障や、電池パックの漏液、発熱、

破裂、発火、性能や寿命の低下の原因となります。

また、ケースの一部が熱くなり、やけどの原因と

なることがあります。

濡らさないでください。

水やペットの尿などの液体が入ると発熱、感電、

火災、故障、けがなどの原因となります。使用場

所、取り扱いにご注意ください。

警告

ガソリンスタンドなど、引火、爆発の恐れ
がある場所では、使用しないでください。

プロパンガス、ガソリンなど引火性ガスや粉塵が

発生する場所で使用すると、爆発や火災の原因と

なります。

禁止 

水濡れ禁止 

禁止 

分解禁止 

指示 
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目次／注意事項

次のページへ続く
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警告

電子レンジなどの加熱調理機器や高圧容器
に、電池パック、FOMA端末やアダプタ
（充電器含む）、FOMAカードを入れないで
ください。

電池パックを漏液、発熱、破裂、発火させたり、

FOMA端末、アダプタ（充電器含む）の発熱、発

煙、発火や回路部品を破壊させる原因となります。

強い衝撃を与えたり、投げつけたりしない
でください。

電池パックの漏液、発熱、破裂、発火や機器の故

障、火災の原因となります。

充電端子や外部接続端子に導電性異物（金
属片、鉛筆の芯など）が触れないようにし
てください。また、内部に入れないように
してください。

ショートによる火災や故障の原因となります。

使用中、充電中、保管時に、異臭、発熱、
変色、変形など、いままでと異なるときは、
ただちに次の作業を行ってください。

1. 電源プラグをコンセントやソケットから抜く。

2. FOMA端末の電源を切る。

3. 電池パックをFOMA端末から取り外す。

そのまま使用すると発熱、破裂、発火または電池

パックの漏液の原因となります。

注意

子供が使用する場合は、保護者が取り扱い
の内容を教えてください。また、使用中に
おいても、指示どおりに使用しているかを
ご注意ください。

けがなどの原因となります。

ぐらついた台の上や傾いた場所など、不安
定な場所には置かないでください。

落下して、けがや故障の原因となります。

乳幼児の手の届かない場所に保管してくだ
さい。

誤って飲み込んだり、けがなどの原因となります。

湿気やほこりの多い場所や高温になる場所
には、保管しないでください。

故障の原因となります。

禁止 

指示 

禁止 

指示 

指示 

禁止 

禁止 

禁止 
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目次／注意事項

次のページへ続く

注意

充電、または動画撮影や再生、テレビ電話、

ｉモード、ｉアプリの繰り返しや長時間連続

使用などの場合においてFOMA端末や電池パッ

ク、アダプタ（充電器含む）の温度が高くな

ることがあります。

温度の高い部分に直接長時間触れるとお客様

の体質や体調によっては肌に赤みやかゆみ、

かぶれなどが生じる恐れがあります。

FOMA端末をアダプタ（充電器含む）に接続し

た状態で長時間連続使用される場合には特に

ご注意ください。

FOMA端末の取り扱いについて

警告

航空機内や病院など、使用を禁止された区
域では、FOMA端末の電源を切ってくださ
い。

電子機器や医用電気機器に影響を与える場合があ

ります。また、自動的に電源が入る機能が設定さ

れている場合は、設定を解除してから電源を切っ

てください。

医療機関内における使用については各医療機関の

指示に従ってください。

また、航空機内での使用など禁止行為をした場合

は法令により罰せられる場合があります。

高精度な制御や微弱な信号を取り扱う電子
機器の近くでは、FOMA端末の電源を切っ
てください。

電子機器が誤動作するなどの影響を与える場合が

あります。

※ご注意いただきたい電子機器の例

補聴器、植込み型心臓ペースメーカおよび植込

み型除細動器、その他医用電気機器、火災報知

器、自動ドア、その他の自動制御機器など。

植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細

動器、その他の医用電気機器をご使用される方

は、当該の各医用電気機器メーカもしくは販売

業者に電波による影響についてご確認ください。

医用電気機器などを装着している場合は、
胸ポケットや内ポケットへの装着はおやめ
ください。

FOMA端末を医用電気機器などの近くで使用する

と、医用電気機器などの故障の原因となる恐れが

あります。

禁止 

指示 

指示 

指示 
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*miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P166

警告

心臓の弱い方は、着信バイブレータ（振動）
や着信音量の設定に注意してください。

心臓に影響を与える可能性があります。

自動車などを運転中に使用しないでくださ
い。

道路交通法の改正により、2004 年11 月1 日から

運転中の携帯電話の使用は、罰則の対象となって

おります。運転中は、公共モード（電源OFF）ま

たは留守番電話サービスをご利用ください。

赤外線ポートを目に向けて送信しないでく
ださい。

目に影響を与える可能性があります。また、他の

赤外線装置に向けて送信すると誤動作するなどの

影響を与えることがあります。

スピーカホンで通話する際は、必ずFOMA
端末を耳から離してください。

難聴になる可能性があります。

ライトの発光部を人の目に近づけて点灯発
光させないでください。

視力障害の原因となります。また、目がくらんだ

り驚いたりしてけがなどの事故の原因となりま

す。

エアバッグの近くのダッシュボードなど、
エアバッグの展開による影響が予想される
場所にFOMA端末を置かないでください。

エアバッグが展開した場合、FOMA端末が本人や

他の人などに当たり、けがなどの事故や故障およ

び破損の原因となります。

屋外で使用中に、雷が鳴りだしたら、すぐ
に電源を切って安全な場所に移動してくだ
さい。

落雷、感電の原因となります。

注意

ストラップなどを持ってFOMA端末を振り
回さないでください。

本人や他の人などに当たり、けがなどの事故や故

障および破損の原因となります。

禁止 

指示 

禁止 

禁止 

指示 

禁止 

禁止 

指示 



注意

お客様の体質や体調によっては、かゆみ、
かぶれ、湿疹などが生じることがあります。
異状が生じた場合は、直ちに使用をやめ、
医師の診療を受けてください。

下記の箇所に金属を使用しています。

FOMA端末内のFOMAカード挿入口やminiSD
メモリーカード挿入口に水などの液体や金
属片、燃えやすいものなどの異物を入れな
いでください。

火災、感電、故障の原因となります。

自動車内で使用した場合、車種によっては、
まれに車載電子機器に影響を与えることが
あります。

安全走行を損なう恐れがありますので、その場合

は使用しないでください。

磁気カードなどをFOMA端末に近づけたり、
挟んだりしないでください。

キャッシュカード、クレジットカード、テレホン

カード、フロッピーディスクなどの磁気データが

消えてしまうことがあります。

FOMA端末を開閉する際は、指やストラッ
プなどを挟まないようご注意ください。

けがなどの事故や破損の原因となることがあ

ります。

電池パックの取り扱いについて

■電池パックのラベルに記載されている表示によ
り、電池の種類をご確認ください。

危険

電池パック内部の液が目のなかに入ったと
きは、こすらず、すぐにきれいな水で洗っ
た後、直ちに医師の診療を受けてください。

失明の原因となります。

火の中に投下しないでください。

電池パックを漏液、発熱、破裂、発火させる原因

となります。

禁止 

指示 

指示 

禁止 

指示 

禁止 

指示 
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次のページへ続く

使用箇所 材　質

ナビゲーションボタン
クロムメッキ

カメラの周囲

受話口／スピーカと
その周囲

アルミニウム（塗装済
み）

表　示 電池の種類

Li-ion
<Li-polymer>

リチウムイオン電池

（リチウムポリマー電池）
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危険

端子に針金などの金属類を接触させないで
ください。また、金属製ネックレスなどと
一緒に持ち運んだり、保管しないでくださ
い。

電池パックを漏液、発熱、破裂、発火させる原因

となります。

釘を刺したり、ハンマーで叩いたり、踏み
つけたりしないでください。

電池パックを漏液、発熱、破裂、発火させる原因

となります。

電池パックをFOMA端末に取り付けるとき
に、うまく取り付けできない場合は、無理
に取り付けないでください。また、電池パッ
クの向きを確かめてから取り付けてくださ
い。

電池パックを漏液、発熱、破裂、発火させる原因

となります。

警告

電池パック内部の液が皮膚や衣服に付着し
た場合は、直ちに使用をやめてきれいな水
で洗い流してください。

皮膚に傷害をおこす原因となります。

所定の充電時間を超えても充電が完了しな
い場合は、充電をやめてください。

電池パックを漏液、発熱、破壊、発火させる原因

となります。

電池パックが漏液したり、異臭がするとき
は、直ちに使用をやめて火気から遠ざけて
ください。

漏液した液体に引火し、発火、破裂の原因となり

ます。

注意

一般のゴミと一緒に捨てないでください。

発火、環境破壊の原因となることがあります。

不要となった電池パックは、端子にテープなどを

貼り、絶縁してからドコモショップ窓口にお持ち

いただくか、回収を行っている市町村の指示に従

ってください。

禁止 

指示 

指示 

指示 

禁止 

禁止 

禁止 



アダプタ（充電器含む）の取り扱いに
ついて

警告

コンセントやシガーライタソケットにつな
がれた状態で充電端子をショートさせない
でください。また、充電端子に手や指など、
身体の一部を触れさせないでください。

火災、故障、感電、傷害の原因となります。

濡れた手でアダプタ（充電器含む）のコー
ド、コンセントに触れないでください。

感電の原因となります。

ACアダプタは、風呂場などの湿気の多い場
所では、絶対に使用しないでください。

感電の原因となります。

長時間使用しない場合は、電源プラグをコ
ンセントから抜いてください。

感電、火災、故障の原因となります。

アダプタ（充電器含む）のコードや電源
コードが傷んだら使用しないでください。

感電、発熱、火災の原因となります。

万が一、水などの液体が入った場合は、直
ちにコンセントやシガーライタソケットか
らプラグを抜いてください。

感電、発煙、火災の原因となります。

ACアダプタをコンセントに差し込む時は、
金属製ストラップなどの金属類を触れさせ
ないように注意し、確実に差し込んでくだ
さい。

感電、ショート、火災の原因となります。

指定の電源、電圧で使用してください。

誤った電圧で使用すると火災や故障の原因となり

ます。海外で使用する場合は、FOMA海外兼用AC

アダプタ 01を使用してください。

ACアダプタ：AC100V

FOMA海外兼用ACアダプタ：AC100 ～240V

（家庭用交流コンセントのみに接続すること）

DCアダプタ：DC12V ・24V

（マイナスアース車専用）

DCアダプタのヒューズが万が一切れた場合
は、必ず指定のヒューズを使用してくださ
い。

誤ったヒューズを使用すると、火災、故障の原因

となります。指定ヒューズに関しては、個別の取

扱説明書でご確認ください。

指示 

指示 

指示 

電源プラグを抜く 

禁止 

電源プラグを抜く 

禁止 

濡れ手禁止 

禁止 
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警告

DCアダプタはマイナスアース車専用です。
プラスアース車には使用しないでください。

火災の原因となります。

プラグについたほこりは、拭き取ってくだ
さい。

火災の原因となります。

充電中は、充電器を安定した場所に置いてく
ださい。また、充電器を布や布団でおおった
り、包んだりしないでください。

FOMA端末が外れたり、熱がこもり、火災、故障

の原因となります。

雷が鳴り出したら、FOMA端末、アダプタ
（充電器含む）には触れないでください。

落雷、感電の原因となります。

注意

お手入れの際は、コンセントやシガーライ
タソケットからプラグを抜いて、行ってく
ださい。

感電の原因となります。

アダプタ（充電器含む）をコンセントやソ
ケットから抜く場合は、アダプタ（充電器
含む）コードや電源コードを引っ張らず、
プラグを持って抜いてください。

コードを引っ張るとコードが傷つき、感電、火災

の原因となります。

アダプタ（充電器含む）のコードや電源
コードの上に重いものを載せたりしないで
ください。

感電、火災の原因となります。

FOMAカードの取り扱いについて

注意

FOMAカード（IC部分）を取り外す際にご
注意ください。

手や指を傷つける可能性があります。

指示 

禁止 

指示 

電源プラグを抜く 

禁止 

禁止 

指示 

禁止 



医用電気機器近くでの取り扱いについて

■本記載の内容は「医用電気機器への電波の影響
を防止するための携帯電話端末等の使用に関す
る指針」（電波環境協議会）に準ずる。

警告

満員電車の中など混雑した場所では、付近
に植込み型心臓ペースメーカおよび植込み
型除細動器を装着している方がいる可能性
がありますので、FOMA端末の電源を切る
ようにしてください。

電波により植込み型心臓ペースメーカおよび植込

み型除細動器の作動に影響を与える場合がありま

す。

医療機関の屋内では次のことを守って使用
してください。

●手術室、集中治療室（ICU）、冠状動脈疾患監視

病室（CCU）にはFOMA端末を持ち込まないで

ください。

●病棟内では、FOMA端末の電源を切ってくださ

い。

●ロビーなどであっても付近に医用電気機器があ

る場合は、FOMA端末の電源を切ってください。

●医療機関が個々に使用禁止、持ち込み禁止など

の場所を定めている場合は、その医療機関の指

示に従ってください。

●自動的に電源が入る機能が設定されている場合

は、設定を解除してから、電源を切ってくださ

い。

植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型
除細動器を装着されている場合は、装着部
からFOMA端末は22cm以上離して携行およ
び使用してください。

電波により植込み型心臓ペースメーカおよび植込

み型除細動器の作動に影響を与える場合がありま

す。

自宅療養など医療機関の外で、植込み型心
臓ペースメーカおよび植込み型除細動器以
外の医用電気機器を使用される場合には、
電波による影響について個別に医用電気機
器メーカなどにご確認ください。

電波により医用電気機器の動作に影響を与える場

合があります。

指示 

指示 

指示 

指示 
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取り扱い上の注意について

共通のお願い

■水をかけないでください。
FOMA端末、電池パック、アダプタ（充電器含む）、

FOMAカードは防水仕様にはなっておりません。風呂

場など、湿気の多い場所でのご使用や、雨などがか

かることはおやめください。また身につけている場

合、汗による湿気により内部が腐食し故障の原因と

なります。

調査の結果、これらの水濡れによる故障と判明した

場合、保証対象外となり修理できないことがありま

すので、あらかじめご了承願います。

なお、保証対象外ですので修理を実施できる場合で

も有償修理となります。

■お手入れは乾いた柔らかい布で行ってください。
・FOMA端末のディスプレイは、カラー液晶画面を

見やすくするため、特殊コーティングを施してあ

る場合があります。お手入れの際に、乾いた布な

どで強く擦ると、ディスプレイに傷がつく場合が

あります。お取り扱いには十分ご注意いただき、

お手入れは乾いた柔らかい布（めがね拭きなど）

で行ってください。

また、ディスプレイに水滴や汚れなどが付着した

まま放置すると、シミになったり、コーティング

がはがれたりすることがあります。

・アルコール、シンナー、ベンジン、洗剤などで拭

くと、印刷が消えたり、色があせたりすることが

あります。

■端子は時々乾いた綿棒で清掃してください。
端子が汚れていると接触が悪くなり、電源が切れる

ことがあります。また、充電不十分の原因となりま

すので、汚れたときは、端子を乾いた布、綿棒など

で拭いてください。

■エアコンの吹き出し口の近くに置かないでくだ
さい。
急激な湿度の変化により結露し、内部が腐食し故障

の原因となります。

■FOMA端末に無理な力がかかるような場所に置
かないでください。
多くの物がつまった荷物の中に入れたり、衣類のポ

ケットに入れて座ると、液晶画面、内部基板などの

破損、故障の原因となり、保証の対象外となります。

■電池パックやアダプタ（充電器含む）に添付さ
れている個別の取扱説明書をよくお読みくださ
い。

FOMA端末についてのお願い

■極端な高温、低温は避けてください。
温度は－20℃～60℃、湿度は85％以下でご使用くだ

さい。



■一般の電話機やテレビ・ラジオなどをお使いに
なっている近くで使用すると、影響を与える場
合がありますので、なるべく離れた場所でご使
用ください。

■お客様ご自身でFOMA端末に登録された情報内
容は、別にメモを取るなどして保管してくださ
るようお願いします。
万が一登録された情報内容が消失してしまうことが

あっても、当社としては責任を負いかねますのであ

らかじめご了承ください。

■ズボンやスカートの後ろポケットにFOMA端末
を入れたまま、椅子などに座らないでください。
また、鞄の底など無理な力がかかるような場所
には入れないでください。
故障の原因となります。

■ストラップなどを挟んだまま、FOMA端末を折
り畳まないでください。
故障、破損の原因となります。

■使用中、充電中、FOMA端末が温かくなりますが
異常ではありません。そのままご使用ください。

■カメラを直射日光に向けて放置しないでくださ
い。
素子の退色・焼付きを起こす場合があります。

電池パックについてのお願い

■電池パックは消耗品です。
十分に充電しても使用状態などによっても異なりま

すが、使用時間が極端に短くなったときは電池パッ

クの交換時期です。指定の新しい電池パックをお買

い求めください。

■充電は、適正な周囲温度（0℃～40℃）の場所
で行ってください。

■初めてお使いのときや、長時間ご使用にならな
かったときは、ご使用前に必ず充電してくださ
い。

■電池パックの使用時間は、使用環境や電池パッ
クの劣化度により異なります。

■直射日光が当たらず、風通しの良い涼しい場所
に保管してください。
長時間使用しないときは、使いきった状態でFOMA端

末から外し、電池パックを包装しているビニール袋な

どに入れて保管してください。

アダプタ（充電器含む）についてのお願い

■充電は、適正な周囲温度（0℃～40℃）の場所
で行ってください。

■次のような場所では、充電しないでください。
・湿気、ほこり、振動の多い場所

・一般の電話機やテレビ、ラジオなどの近く
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カメラについて

お客様がFOMA端末を利用して公衆に著しく迷惑をかけ

る不良行為などを行う場合、法律、条例（迷惑防止条例

等）に従い処罰されることがあります。

知的財産権について

著作権・肖像権について

お客様が本製品を利用して撮影またはインターネット上

のホームページからのダウンロードなどにより取得した

文章、画像、音楽、ソフトウェアなど第三者が著作権を

有するコンテンツは、私的使用目的の複製や引用など著

作権法上認められた場合を除き、著作権者に無断で複製、

改変、公衆送信などすることはできません。

実演や興行、展示物などには、私的使用目的であっても

撮影または録音を制限している場合がありますのでご注

意ください。

また、お客様が本製品を利用して本人の同意なしに他人

の肖像を撮影したり、撮影した他人の肖像を本人の同意

なしにインターネット上のホームページに掲載するなど

して不特定多数に公開することは、肖像権を侵害する恐

れがありますのでお控えください。

商標について

・「FOMA」「mova」「ｉモード」「ｉアプリ」「ｉモーショ
ン」「ｉモーションメール」「デコメール」「メッセージF」
「ｉメロディ」「mopera」「mopera U」「WORLD CALL」
「WORLD WING」「公共モード」「sigmarion」「musea」「My
DoCoMo」および「FOMA」「i‐mode」「ｉアプリ」ロゴ
はNTT ドコモの商標または登録商標です。

・「マルチタスク／Multitask」は日本電気株式会社の商
標です。

・「キャッチホン」は日本電信電話株式会社の登録商
標です。

・ JavaおよびすべてのJava関連の商標およびロゴは、
米国およびその他の国における米国Sun Microsystems,
Inc.の商標または登録商標です。

・miniSDTM はSDアソシエーションの商標です。

・ N e t F r o n t および は、株式会社

ACCESSの日本ならびにその他の国における登録商標

または商標です。

・Microsoft、MS、Windowsは、米国Microsoft Corporation

の米国およびその他の国における登録商標です。

・Windows XPは、Microsoft® Windows® XP Professional

operating systemまたはMicrosoft® Windows® XP Home

Edition operating systemの略です。

カメラ付き携帯電話を利用して撮影や画像送信を行う

際は、プライバシーなどにご配慮ください。
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■充電中、アダプタ（充電器含む）が温かくなる
ことがありますが、異常ではありませんのでそ
のままご使用ください。

■DCアダプタを使用して充電する場合は、車の
エンジンを切ったまま使用しないでください。
車のバッテリーを消耗させる原因となります。

■抜け防止機構のあるコンセントを使用の場合、
そのコンセントの取扱説明書に従ってくださ
い。

■強い衝撃を与えないでください。また、充電端
子、端子ガイドを変形させないでください。
故障の原因となります。

FOMAカードについてのお願い

■FOMAカードの取り外しには、必要以上に力を
入れないようにしてください。

■ご使用になる端末への挿入には必要以上の負荷
をかけないようにしてください。

■使用中、FOMAカードが温かくなることがあり
ますが、異常ではありませんのでそのままご使
用ください。

■他のICカードリーダライタなどにFOMAカード
を挿入して使用した結果として故障した場合
は、お客様の責任となりますので、ご注意くだ
さい。

■IC部分はいつもきれいな状態でご使用くださ
い。

■お手入れは、乾いた柔らかい布（めがね拭きな
ど）で拭いてください。

■お客様ご自身で、FOMAカードに登録された情
報内容は、別にメモを取るなどして保管してく
ださるようお願いします。
万が一登録された情報内容が消失してしまうことが

あっても、当社としては責任を負いかねますのであ

らかじめご了承ください。

■環境保全のため、不要になったFOMAカードは
ドコモショップ窓口にお持ちください。

■極端な高温・低温は避けてください。

■ICを傷つけたり、不用意に触れたり、ショート
させたりしないでください。
データの消失、故障の原因となります。

■FOMAカードを落としたり、衝撃を与えたりし
ないでください。
故障の原因となります。

■FOMAカードを曲げたり、重いものを載せたり
しないでください。
故障の原因となります。
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カメラについて

お客様がFOMA端末を利用して公衆に著しく迷惑をかけ

る不良行為などを行う場合、法律、条例（迷惑防止条例

等）に従い処罰されることがあります。

知的財産権について

著作権・肖像権について

お客様が本製品を利用して撮影またはインターネット上

のホームページからのダウンロードなどにより取得した

文章、画像、音楽、ソフトウェアなど第三者が著作権を

有するコンテンツは、私的使用目的の複製や引用など著

作権法上認められた場合を除き、著作権者に無断で複製、

改変、公衆送信などすることはできません。

実演や興行、展示物などには、私的使用目的であっても

撮影または録音を制限している場合がありますのでご注

意ください。

また、お客様が本製品を利用して本人の同意なしに他人

の肖像を撮影したり、撮影した他人の肖像を本人の同意

なしにインターネット上のホームページに掲載するなど

して不特定多数に公開することは、肖像権を侵害する恐

れがありますのでお控えください。

商標について

・「FOMA」「mova」「ｉモード」「ｉアプリ」「ｉモーショ
ン」「ｉモーションメール」「デコメール」「メッセージF」
「ｉメロディ」「mopera」「mopera U」「WORLD CALL」
「WORLD WING」「公共モード」「My DoCoMo」および
「FOMA」「i‐mode」「ｉアプリ」ロゴはNTT ドコモの商
標または登録商標です。

・「マルチタスク／Multitask」は日本電気株式会社の商
標です。

・「キャッチホン」は日本電信電話株式会社の登録商
標です。

・ JavaおよびすべてのJava関連の商標およびロゴは、
米国およびその他の国における米国Sun Microsystems,
Inc.の商標または登録商標です。

・miniSDTM はSDアソシエーションの商標です。

・ N e t F r o n t および は、株式会社

ACCESSの日本ならびにその他の国における登録商標

または商標です。

・Microsoft、MS、Windowsは、米国Microsoft Corporation

の米国およびその他の国における登録商標です。

・Windows XPは、Microsoft® Windows® XP Professional

operating systemまたはMicrosoft® Windows® XP Home

Edition operating systemの略です。

カメラ付き携帯電話を利用して撮影や画像送信を行う

際は、プライバシーなどにご配慮ください。
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・Windows 2000は 、 Microsoft® Windows® 2000

Professional operating system の略です。

・Windows Meは、Microsoft® Windows® Millennium Edition

operating systemの略です。

・Windows 98は、Microsoft® Windows® 98 operating

systemの略です。

・Windows 98SEは、Microsoft® Windows® 98 operating

system SECOND EDITION の略です。

・Windows XP、2000、Me、98SE、98のように併記す

る場合があります。

・その他本文中に記載されている会社名および商品名

は、各社の商標または登録商標です。

その他

・本製品はインターネット機能としてNetFront v3.0 for

FOMAを搭載しています。

NetFront v3.0は株式会社 ACCESSの製品です。

Copyright© 1996‐2006 ACCESS CO., LTD.

・本製品のソフトウェアの一部分に、Independent JPEG

Groupが開発したモジュールが含まれています。

・AdobeおよびReaderは米国およびその他の国における

Adobe Systems Incorporated（アドビシステムズ社）

の商標または登録商標です。

・本製品は、MPEG‐4 Patent Portfolio Licenseに基づき

ライセンスされており、お客様が個人的かつ非営利

目的において以下に記載する行為に係る個人使用を

除いてはライセンスされておりません。

－MPEG‐4 Visualの規格に準拠する動画（以下、

MPEG‐4ビデオ）を記録する場合

－個人的かつ非営利的活動に従事する消費者によっ

て記録されたMPEG‐4ビデオを再生する場合

－MPEG‐LAよりライセンスをうけた提供者から入

手されたMPEG‐4ビデオを再生する場合

詳細については米国法人MPEG LA,LLCにお問い合わ

せください。

・下記一件または複数の米国特許またはそれに対応す

る他国の特許権に基づき、QUALCOMM社よりライセ

ンスされています。

Licensed by QUALCOMM Incorporated under one or

more of the following United States Patents and/or

their counterparts in other nations;

4,901,307 5,490,165 5,056,109 5,504,773 5,101,501

5,506,865 5,109,390 5,511,073 5,228,054 5,535,239

5,267,261 5,544,196 5,267,262 5,568,483 5,337,338

5,600,754 5,414,796 5,657,420 5,416,797 5,659,569

5,710,784 5,778,338



本体付属品および主なオプション品
について
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目次／注意事項

●FOMA L600i本体
（保証書、リアカバー
L01含む）

●FOMA L600i用
CD-ROM

＜主なオプション品＞

●FOMA ACアダプタ 01
（保証書、取扱説明書付き）

●FOMA海外兼用ACアダプタ 01
（保証書、取扱説明書付き）

その他オプション品について→P297

●電池パック L01

取扱
説明
書 取

扱
説
明
書 

●取扱説明書（本書）
・クイックマニュアル添付
（P316）
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各部の名称と機能

本FOMA端末の各部の名称と機能は次のとおりです。

・本書では、各ボタンでの操作をイラストを使って説明しています。

2

3

5

4

6
7
8
9
!
"
#

$

%

,

+

~
)

&

1

(

-

:

;

./

<

=
サイズ（高さ×幅×厚さ）：
約89×47×25mm
※折り畳み時で突起部含まず

質量：
約120g
※電池パック装着時



次のページへ続く

ご使用前の確認
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1 受話口／スピーカ

通話中（スピーカホン利用中
※
）は相手の声がこ

こから聞こえます。通話中以外のときは、着信

音やアラームなどがここから鳴ります。
※：スピーカホン利用中は、おおきな音が出ているの

で、耳を近づけないでください。

2 メイン画面→P31

3 カメラ

静止画や動画を撮影するときや、テレビ電話で

映像を送信するときに使います。カメラ部分を

回転させて使用できます。

→P52、P101、P106

4 イヤホンマイク端子

平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）などを

ここに接続します。イヤホンマイクカバー※を無

理に引っ張らないでください。
※：開いた状態で、手前または奥に回すことができます。

5 Mメールボタン

待受画面で押すとメールメニューが表示されま

す。→P128

待受画面で2秒以上押すと「ｉモード問い合わせ」

を行います。→P117、P143

ソフトキーエリアに表示されている項目を実行

できます。→P34

6 Kナビゲーションボタン

項目を選択するときや、画面をスクロールする

ときなどに使います。

待受画面から次の操作ができます。

U上ボタン：電話帳一覧画面が表示されます。

→P60

D下ボタン：カスタムメニュー画面が表示され

ます。→P173

L左ボタン：着信履歴画面が表示されます。

→P78

R右ボタン：リダイヤル画面が表示されます。

→P79

7 Tテレビ電話ボタン

テレビ電話をかけるときや受けるときに使います。

→P52、P54

待受画面で押すと最近通話した相手が表示され

ます。

文字入力中は入力モード（絵文字／記号／顔文字）

の切り替えなどに使います。

8 Cメニュー／決定ボタン

待受画面で押すとメインメニューが表示されます。

→P34

ソフトキーエリアに表示されている項目を実行でき

ます。→P34



*miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P16630
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9 A開始ボタン

音声電話をかけるときや受けるときに使います。

→P46、P48

待受画面で押すと最近通話した相手が表示され

ます。

文字入力中は全角／半角の切り替えに使います。

! FEボリュームボタン

音量の調節などに使います。→P35

" ダイヤルボタン

# Gカメラボタン

待受画面で押すとカメラが起動します。→P101

$ *＊（アスタリスク）ボタン

文字入力中に押すと「＊」の入力や、大文字／

小文字の切り替えなどに使います。

% 送話口

通話中は自分の声をここから相手に伝えます。

カメラで動画を撮影するときはマイクになります。

& Iｉモードボタン

待受画面で押すとｉモードメニューが表示され

ます。→P110

待受画面で2秒以上押すとソフト一覧画面が表示

されます。→P149

文字入力中は入力モード（ひらがな／カタカ

ナ／英字／数字）の切り替えなどに使います。

ソフトキーエリアに表示されている項目を実行

できます。→P34

( Nマルチタスクボタン

タスクマネージャーが表示されます。

1秒以上押すと新規タスク画面を表示します。

→P269

) Qクリアボタン

操作を1つ前の状態に戻します。

文字入力中は文字を削除するときなどに使います。

~ P電源／終了ボタン

電源を入れるときに押します。切るときは2秒以

上押します。→P43

通話を終了するときや各機能を終了するときに

使います。

+ #＃（シャープ）／マナーモードボタン

待受画面で2秒以上押すとマナーモードが設定／

解除されます。→P70

文字入力中は「＃」や改行の入力などに使います。

, 外部接続端子

各種アダプタやケーブルをここに接続します。

- サブ画面→P32

. ライト

カメラで撮影するときに点灯させることができ

ます。

/ アンテナ

よりよい条件で電話を利用するためには、アン

テナを手などで覆わないようにしてお使いくだ

さい。
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次のページへ続く

: ストラップ取り付け穴

; リアカバー

< 赤外線ポート
赤外線通信を行うときは、ここを通信相手の機

器に向けます。→P174

= miniSDメモリーカードスロット

カバーを開けてminiSDメモリーカードをここに差

し込みます。→P167

画面の見かた

メイン画面

1 ～ ：電波の受信レベル

：圏外

2 ：音声電話通話中

：テレビ電話通話中

：スピーカホンで音声通話中

3 （点滅）：ｉモード中

（点滅）：ｉモード通信中

：ダイヤルアップ接続中

：ダイヤルアップ通信中

：SSL対応ページを表示または取得中

4 ：「全着信拒否」を設定中

5 ：機能（タスク）を実行中

6 （白）：ｉモードセンターにメールあり

（ピンク）：ｉモードセンターのメールが満杯

（白）：ｉモードセンターにメッセージRあり

（ピンク）：ｉモードセンターのメッセージR

が満杯

（白）：ｉモードセンターにメッセージFあり

（ピンク）：ｉモードセンターのメッセージF

が満杯

（白）：ｉモードセンターにメールとメッセー

ジR／Fあり

（ピンク）：ｉモードセンターのメールとメッ

セージR／Fが満杯

7 （白）：未読のメールあり

（白）：未読のSMSあり

（白）：未読のメールとSMSあり

1 234 5 6 7 8 9 ! " #

$ % & ( )
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（ピンク）：受信BOXが満杯

：FOMAカードのSMSが満杯

8 （白）：留守番電話の伝言メッセージあり

（ピンク）：留守番電話の伝言メッセージが満杯

9 （白）：未読のメッセージRあり

（ピンク）：メッセージRが満杯

! （白）：未読のメッセージFあり

（ピンク）：メッセージFが満杯

" ：ｉアプリを起動中

：ｉアプリの自動起動失敗

# ～ ：電池残量表示

$ （ピンク）：マナーモードを設定中

（青）：オリジナルマナーモードを設定中

% ：音声電話とテレビ電話の着信音が鳴り、着

信バイブレータが動作しない状態に設定中

：着信バイブレータが「パターン1（バイブのみ）」

または「パターン2（バイブのみ）」で動作する状

態／音声電話またはテレビ電話の着信音が鳴ら

ず、着信バイブレータが「メロディ+バイブ」で

動作する状態に設定中

：音声電話とテレビ電話の着信音が鳴り、着

信バイブレータが「メロディ+バイブ」で動作

する状態に設定中

：音声電話またはテレビ電話の着信音が鳴らず、

着信バイブレータが動作しない状態に設定中

& ：設定中のアラームあり

：当日のスケジュールあり

：設定中のアラームと当日のスケジュールあり

( ：miniSDメモリーカードを装着中

) ：FOMAカード未装着／FOMAカードにエラー

が発生

サブ画面

1 ～ ：電波の受信レベル

：圏外

2 ：音声電話通話中

：テレビ電話通話中

1 2 3 4 5 6
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：スピーカホン通話利用中

：ダイヤルアップ接続中

：ダイヤルアップ通信中

3 ：「全着信拒否」を設定中

4 （白）：ｉモードセンター内にメールまたは

メッセージR／Fあり／未読のメールもしくは

SMSまたは未読のメッセージR／Fあり／留守番

電話の伝言メッセージあり

（ピンク）：ｉモードセンター内のメールまた

はメッセージR／Fが満杯／受信BOX内または

FOMAカード内のメールもしくはSMS、メッセージ

R／Fが満杯／留守番電話の伝言メッセージが満杯

5 ：設定中のアラームあり

：当日のスケジュールあり

：設定中のアラームと当日のスケジュールあり

6 ～ ：電池残量表示

サブ画面の表示について

時計やアイコンなどさまざまな情報が次の例のよう

に表示されます。

＜時計＞ ＜アラーム＞ ＜音声電話着信中＞

不在着信／新着メールがあったときは

FOMA端末を閉じているときは、サブ画面に次のよ

うなメッセージが表示されます。

＜不在着信あり＞ ＜新着メールあり＞

・「X不在着信」が表示された状態でFOMA端末を

開くと、日時や電話番号などをメイン画面で確認

できます。Cを押して着信履歴を表示したり、

I［閉じる］を押して不在着信表示を閉じると、

サブ画面の表示は元に戻ります。

・「Xメッセージ」が表示された状態でFOMA端末

を開くと、サブ画面の表示は元に戻ります。

お知らせ

・FOMA端末を閉じた後、サブ画面の表示内容は右から

左へスライド表示されます。
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メニューの操作方法
ここでは「メイン画面」の「待受画面」を設定する

場合を例にして説明します。

■Kで機能を選択する

1. 待受画面でC［メニュー］ Kで を拡大表

示 C Hで「メイン画面」へカーソルを移

動 C Hで「待受画面」へカーソルを移

動 C

■メニュー番号を押して機能を選択する

1. 待受画面でC［メニュー］ Kで を拡大表

示 C 1 1

ソフトキーの操作方法

メイン画面のソフトキーエリアに表示される項目を

実行したいときは、次のように表示に対応するボタ

ンを押します。

お知らせ

・ソフトキーエリアには、Kでスクロールや項目の選択

が可能な方向を示す （ナビゲーションアイコン）も

表示されます。

・ソフトキーエリアに表示される項目は、表示中の画面

によって異なります。

K  C 1 1

K  C H  C H  C

ソフトキーエリア 
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サイドボタンの主な操作

■FOMA端末を閉じた状態でFE／Gを押してできる

主な操作

■FOMA端末を開いた状態でFE／Gを押してできる

主な操作

E GF

着信音量の調節 着信中 FE
アラームの停止 アラーム／スケジュールア

ラーム鳴動中 E

FOMA端末の動作 操作方法

サブ画面の点灯⇔消灯 待受中（消灯→点灯） F／G
待受中（点灯→消灯） E

着信拒否 着信中 Gを2秒以上
カメラを起動 待受中 G

FOMA端末の動作 操作方法

受話音量の調節 音声電話／テレビ電話通話
中 FE

動画／メロディ再生

時の音量調節

一覧画面やサイト画

面などをページ単位

でスクロール

スケジュールの1ヶ月

表示画面を月単位で

切り替え

動画／メロディ再生中
FE

各画面表示中 FE
・画面によっては、カーソル

を移動する動作になります。

スケジュールの1ヶ月表示

画面表示中 FE

ズーム 静止画／動画撮影画面表示
中 FE

着信音量の調節 着信中 FE

動画／メロディの再

生／一時停止

動画／メロディ停止中

G（再生）

動画／メロディ再生中

G（一時停止）
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FOMAカードを使う

FOMAカードには、お客様の電話番号やご契約の

サービス内容などが記録されており、通話や通信を

利用する場合は必ずFOMA端末に取り付ける必要が

あります。

FOMAカードの詳しい取り扱いについては、FOMA

カードの取扱説明書をご覧ください。

FOMAカードの取り付けかた／取り外し
かた

あらかじめFOMA端末の電源を切って、リアカバー

と電池パックを取り外した状態（P38）で行います。

・ACアダプタやオプション品なども取り外してく

ださい。

取り付ける

1. FOMAカードのIC面を下にして、矢印の方向でガ

イドの下に差し込む

取り外す

1. ストッパーを上から押しながらFOMAカードを矢

印の方向にスライドさせて取り外す

切り欠き 

ガイド 

ストッパー 
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お知らせ

・FOMAカードを取り付ける／取り外す際は、FOMA端末

を閉じて手で持った状態で行ってください。また、

FOMAカードのIC面を不用意に触れたり、傷つけたりし

ないでください。

FOMAカードの暗証番号について

FOMAカードには、PIN1コードとPIN2コードという2

つの暗証番号を設定できます。→P97

FOMAカード動作制限機能について

FOMAカード動作制限機能とは、お客様のデータや

ファイルを保護するためのセキュリティ機能です。

お客様のFOMAカードを取り付けた状態で次のよう

なデータやファイルを取得すると、取得したデータ

やファイルには自動的にFOMAカード動作制限機能

が設定され、FOMAカードを取り付けていなかった

り、別のFOMAカードを取り付けた場合は、それら

のデータやファイルの利用ができなくなります。

・サイトやインターネットホームページから取得し

た画像／メロディ／ｉモーション／ｉアプリなど

のデータ

・ｉモードメールやメッセージR／Fに添付されてい

るファイル

FOMAカードの機能差分について

FOMAカードには緑色と青色の2種類のカードがあり、

次のように機能が異なりますのでご注意ください。

電池パックの取り付けかた／
取り外しかた

必ずFOMA L600i専用の電池パックＬ01を取り付けて

ご利用ください。

FOMAカード
（緑色）

機　能 FOMAカード
（青色）

FOMAカードの電話帳

に登録できる電話番

号の桁数

最大26桁 最大20桁

WORLD WINGの利用 利用可 利用不可

サービスダイヤル 利用可 利用不可
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取り付けかた

1. リアカバーを矢印1の方向に押し付け、矢印2の

方向にスライドさせて取り外す

2. 電池パックの「電池パック」などが記載されてい

る面を上にして、矢印1の方向に差し込み、矢印

2の方向に押し込む

3. リアカバーを矢印の方向にカチッと音がするまで

スライドさせて取り付ける

取り外しかた

1. リアカバーを矢印1の方向に押し付け、矢印2の

方向にスライドさせて取り外す
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次のページへ続く

2. 電池パックのつまみを利用して矢印の方向に持ち

上げる

お知らせ

・電池パックの付け外しは、電源を切ってからFOMA端

末を閉じて手で持った状態で行ってください。また、

無理に付け外しをするとFOMA端末の充電端子が壊れ

ることがあります。

・リアカバーを無理に付け外ししないでください。無理

に付け外しをすると、リアカバーの爪の部分などが壊

れることがあります。

・詳しくは電池パックL01の取扱説明書をご覧ください。

FOMA端末を充電する

充電する
あらかじめ電池パックをFOMA端末に取り付け

（P38）、専用のACアダプタ（別売）を接続して充電

します。海外で利用する場合は、別途FOMA海外兼

用ACアダプタ01（別売）が必要です。

1. FOMA端末の外部接続端子のカバー※を開く
※：開いた状態で、手前または奥に回すことができます。

2. ACアダプタのコネクタを矢印の見えている面を上

にして、コネクタの両脇のリリースボタンを押し

ながらFOMA端末と水平になるようにして矢印の

方向に接続する

3. ACアダプタのプラグをコンセントに差し込む

つまみ 

リリースボタン 

AC100V
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・充電を開始すると、充電開始音が鳴ります。

電池残量表示（ ）がアニメーション表示さ

れます。充電が終了すると、充電終了音が鳴り

アニメーションが終了します。

・FOMA端末の電源を切って充電すると、電池残

量によって次のように表示されます。

－残量がほとんどない場合：

「お待ちください」→「電池が少なくなって

います　お待ちください」→「充電中」→

「充電完了」

－残量が少ない場合：

「お待ちください」→「充電中」→「充電完

了」

お知らせ

・FOMA端末を初めてお使いになる場合は、電池パック

は十分に充電されていません。最初に充電を完了させ

てからお使いください。

・ACアダプタをFOMA端末に取り付ける際は、コネクタ

に無理な力をかけないようにしてください。FOMA端

末やコネクタを破損する恐れがあります。

・充電中は、電池パックやFOMAカードを取り外さない

でください。

・充電が正しくできない場合は、電源を一度切ってから

電池パックを取り外し、再度取り付け直してから充電

してください。

・テレビ電話通話中に電池残量が少なくなった場合は、

ACアダプタを接続しても充電できずに電源が切れる場

合があります。

・詳しくはFOMA ACアダプタ 01(別売）、FOMA海外兼用

ACアダプタ01（別売）の取扱説明書をご覧ください。

ACアダプタの取り外しかた

充電が完了したらACアダプタをFOMA端末から取り

外します。

1. ACアダプタのプラグをコンセントから外す

2. コネクタの両脇のリリースボタンを押しながら

FOMA端末と水平になるようにして矢印の方向に

取り外す

・コネクタを無理に引っ張ろうとすると故障の原

因となります。

リリースボタン 



41

ご
使
用
前
の
確
認

ご使用前の確認

次のページへ続く

3. FOMA端末の外部接続端子のカバーを閉じる

電池残量の確認のしかた

電池残量の目安を電池残量表示で確認できます。

・電池残量表示はあくまでも目安としてご利用くだ

さい。

＜メイン画面＞ ＜サブ画面＞

充電が必要なときは

電池残量が無くなるとメッセージが表示され、 が

点滅して電池アラーム音が鳴ります。Cを押すとメッ

セージが消えて電池アラーム音が止まります。

お知らせ

・「マナーモード」に設定中、および「オリジナルマナー

モード」で「電池アラーム音」を鳴らない設定にしてい

るときは、電池アラーム音は鳴りません。

電池パックの注意事項

必ず本FOMA端末専用の電池パックをご利用くださ

い。

■電池パックの寿命

・電池パックは消耗品です。どのような充電式電

池も、充電を繰り返すごとに1回の使用時間が

次第に短くなっていきます。1回の使用時間が

使用開始時に比べて半分程度になったら、電池

パックの寿命とお考えください（電池パックの

寿命の目安は、約1年です。ただし、使用頻度

により寿命は短くなります）。

■電源を入れたままでの長時間（数日間）の充電は

おやめください。

・充電時にFOMA端末の電源を入れたままで長時

間置くと、充電が終わった後、FOMA端末は電

池パックから電源が供給されるようになるた

め、実際に使うと短い時間しか使えず、すぐに

電池アラーム音が鳴ってしまうことがありま

す。このようなときは、再度正しい方法で充電

を行ってください。再充電の際は、FOMA端末

を一度ACアダプタから外して、再度セットし直

してください。

環境保全のため、不要になった電池はNTT DoCoMo

または代理店、リサイクル協力店などにお持ちくだ

さい。



■電池の使用時間の目安

使用時間は使用環境、電池の劣化度によって異な

ります。

・連続通話時間とは、電波を正常に送受信できる

状態での時間の目安です。

・連続待受時間とはFOMA端末を折り畳み、電波

を正常に受信できる状態で移動したときの時間

の目安です。なお、電池の充電状態、機能設定

状況、気温などの使用環境、利用場所の電波状

態（電波が届かないか、弱い場合）、滞在国の

ネットワークの状況などにより、待受時間は約

半分程度になることがあります。ｉモード通信

を行うと通話（通信）・待受時間は短くなりま

す。また、通話やｉモード通信をしなくても、

FOMAカードを取り外した状態でFOMA端末の電

源をONにしていたり、ｉモードメールを作成し

たり、ダウンロードしたｉアプリを起動させる

と通話（通信）・待受時間は短くなります。

・静止時の連続待受時間とは、FOMA端末を折り

畳み、電波を正常に受信できる静止状態での平

均的な利用時間です。

・移動時の連続待受時間とは、FOMA端末を折り

畳み、電波を正常に受信できるエリア内で「静

止」「移動」と「圏外」を組み合わせた状態で

の平均的な利用時間です。

・データ通信やマルチアクセスを実行したとき、

カメラやライトを使用したときも、前述の通話

時間や待受時間より短くなります。

■電池パックの充電時間の目安

・充電時間の目安は、電池パックが空の状態で、

FOMA端末の電源を切って充電した場合の時間

です。FOMA端末の電源を入れて充電した場合

は、充電時間は長くなります。

■その他の注意事項

・充電前に電池パックの電池残量を完全に無くす

必要はありません。

・指定のアダプタ以外を使用して充電すると、電

池パックの寿命を短くする原因になるので使用

しないでください。

・電池パックの寿命が短くなるため、長期間

FOMA端末を使用しなかったときは充電してか

ら使用してください。
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連続待受時間ネットワーク 連続通話時間

FOMA／3G 静止時：約550時間

移動時：約450時間
音声電話時：約200分

テレビ電話時：約150分

GSM/GPRS 約500時間 音声電話時：約350分

FOMA ACアダプタ 01 約180分
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電源を入れる
・電源を入れる前に、FOMAカードが取り付けられ

ていることと、電池パックが十分に充電されてい

ることを確認してください。

1.P
・ウェイクアップ画面が表示された後、待受画面

が表示されます。

お知らせ

・充電中の時はPを2秒以上押してください。

・「PINコードリクエスト」（P90）を「ON」に設定して

いる場合は、PIN1コードの入力が必要になります。

・「オールロック」（P90）を「パワーオン」に設定して

いる場合は、端末暗証番号の入力が必要になります。

電源を切る

1.Pを2秒以上

・終了画面が表示され、電源が切れます。

お知らせ

・FOMA端末の電源が切れるまで時間がかかる場合があ

ります。また、ネットワークの状態により電源が切れ

るまでの時間が異なります。電源を切る動作が継続し

ている間は、電源を入れ直す操作を行わないでくださ

い。

時計／時間の設定を行う

日付や時刻、サマータイムの設定ができます。詳し

い設定方法については、「時計／時間の設定を行う」

（P86）を参照してください。

発信者番号通知サービスを利用する

電話をかけたときにお客様の電話番号を相手に通知

することができるサービスです。詳しい設定方法に

ついては、「発信者番号通知サービスを利用する」

（P194）を参照してください。

自局番号を表示する

FOMAカードに記録されているお客様の電話番号を

表示します。

1. 待受画面でC 0
・自局番号画面の詳しい設定方法については「自

局番号を表示する」（P65）を参照してください。
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電話をかける

1. 電話番号を入力

＜電話番号入力画面＞

・Q：最後の1桁が消えます。1秒以上押すとす

べての桁が消えます。

・C［保存］：入力した電話番号を電話帳に新

規／追加登録します。P58の操作2に進みます。

・I［検索］：入力した電話番号で電話帳を検索

します。P60の操作3以降を参照してください。

2.A 相手が出たら通話する

＜通話中画面＞

・Qを2秒以上：スピーカホンのON／OFFを切

り替えます。

・I［保留］／［解除］※：通話を保留または保

留を解除します。
※：キャッチホン未契約の場合は利用できません。

3. 通話が終了したらP
お知らせ

・電話番号入力画面（左記）で0～9までの番号を入力し

てAを押すと、その番号と同じメモリー番号の電話

帳に登録されている電話番号に発信します。

・平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）装着時には、

スピーカホンのON／OFFに関わらず、イヤホンマイク

での通話になります。

・通話が切れるときに受話口から確認音が鳴ります。

電話番号入力画面のサブメニューを利用する

1. 電話番号入力画面（左記）でM［メニュー］

次のサブメニュー項目を選択

番号通知設定

1回の通話のたびに発信者番号を通知するかどう

かを設定します。

－通知しない：入力した電話番号の先頭に

「#31#」を付加し、電話番号を通知しません。

－通知する：入力した電話番号の先頭に

「 31#」を付加し、電話番号を通知します。

－キャンセル：付加した「#31#」または

「 31#」を削除します。

相手の名前※1 

相手の電話番号 
通話時間 

相手の画像※2

※1： 電話帳に登録されていない場合
は「発信番号」と表示します。 

※2： 電話帳に画像が登録されている
相手のみ表示します。 
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プレフィックス選択

入力した電話番号の先頭に「プレフィックス設

定」（P83）で登録した番号を付加します。

国際電話発信

入力した電話番号の先頭に「国際電話設定」（P84）

で登録した国際アクセス番号を付加します。

保存

入力した電話番号を電話帳に新規／追加登録し

ます。「電話帳に登録する」の操作2（P58）に進

みます。

電話帳検索

入力した電話番号で電話帳を検索します。検索

後の操作については「電話帳を検索する」の操

作3（P60）以降を参照してください。

お知らせ

・電話番号入力画面（P46）で電話番号の先頭に「184」

（非通知）「186」（通知）を入力して電話をかけること

もできます。

通話中画面のサブメニューを利用する

1. 通話中画面（P46）でM［メニュー］ 次のサ

ブメニュー項目を選択

新規発信※1

通話中の電話を保留にして別の相手に電話をか

けます。

通話を終了

電話を切ります。

保留※1／保留通話解除※1

通話を保留または保留を解除します。

ミュート設定※2／ミュート解除※2

相手に送信する音声を無音または無音を解除し

ます。

※1：キャッチホンをご契約の場合のみご利用になれます。

キャッチホンについては「キャッチホンを利用する」

（P192）を参照してください。

※2：保留中は表示されません。

発着信履歴から電話をかける

1. 待受画面でL／R／A／T 履歴を選択

A

お知らせ

・履歴画面のサブメニューについては、「着信履歴画面／

詳細画面のサブメニューを利用する」（P78）を参照して

ください。

電話帳から電話をかける

1. 待受画面でUまたは電話帳を検索（P60） 電

話をかける相手を選択 A

お知らせ

・表示する電話帳をFOMA端末本体またはFOMAカードに切

り替える場合は、電話帳一覧画面でM［メニュー］→

「表示切替」→「表示データ」を選択します。
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国際電話を利用する

ドコモの国際電話サービス「WORLD CALL」を利用

して国際電話をかけられます。

FOMAサービスのご契約時にあわせてご契約いただい

ています（不要のお申し込みをされた方を除きます）。

■通話方法

009130→010→国番号→市外局番→相手先電話番

号 A
・一部ご利用になれない料金プランがあります。

・WORLD CALLの申込手数料・月額使用料は無料です。

・WORLD CALLの料金は、毎月のFOMAの通話料金

とあわせてご請求させていただきます。

・WORLD CALLについては、取扱説明書裏面に記載の

「総合お問い合わせ先」までお問い合わせください。

・海外の特定3G携帯端末をご利用のお客様に対し、

ダイヤルを入力した後にTで発信すれば「国際

テレビ電話」がご利用いただけます。

－接続可能な国および通信事業者などの情報につ

いてはドコモのホームページをご覧ください。

－国際テレビ電話の接続先の端末により、FOMA

端末に表示される相手の画像が乱れたり、接続

できない場合があります。

簡単な方法で国際電話をかける

・「自動付加設定」（P83）が「自動」、「国際電話設

定」（P84）の番号に「009130010」（WORLD CALL）

が設定されていることを確認してください。

1. 待受画面で0を1秒以上押して「＋」を入力

2. 国番号→市外局番→相手先の電話番号を入力

A（T）

3. 通話が終了したらP

受話音量を調節する

1. 通話中にFE

お知らせ

・変更した音量は、通話終了後も保持されます。

電話を受ける

1. 電話がかかってきたらA

＜着信中画面＞

・I［ミュート］：着信音を消します。さらに

I［拒否］を押すと、着信を拒否します。

・P：着信を拒否します。

2. 通話が終了したらP
・通話が切れるときに受話口から確認音が鳴ります。

相手の名前※1 

相手の電話番号 

相手の画像※2

※1：電話帳に登録されていない相手
は「未登録」と表示します。 

※2：電話帳に画像が登録されている
相手のみ表示します。 
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次のページへ続く

かかってきた電話に出られなかったとき

・C［OK］：着信履歴を表示します。

・I［閉じる］：不在着信画面を閉じます。

着信中画面のサブメニューを利用する

1. 着信中画面（P48）でM［メニュー］ 次のサ

ブメニュー項目を選択

留守番電話※1

留守番電話サービスセンターに接続します。

着信拒否

着信を受けずに電話を切ります。

転送でんわ※2

登録済みの電話番号に転送します。

※1：留守番電話サービスをご契約の場合のみ利用できま
す。留守番電話については「留守番電話サービスを利
用する」（P190）を参照してください。

※2：転送でんわサービスをご契約の場合のみ利用できま
す。転送でんわについては「転送でんわサービスを利
用する」（P193）を参照してください。

公共モード（電源OFF）を利用する
公共モード（電源OFF）は、公共性の高い場所での
マナーを重視した自動応答サービスです。公共モー
ド（電源OFF）を設定すると、電源を切っている間
の着信時に電話をかけてきた相手に、電源を切る必
要がある場所（病院、飛行機、電車の優先席付近な
ど）にいるため電話に出られない旨のガイダンスが
流れ、切断されます。
・本FOMA端末は、公共モード（ドライブモード）

には対応しておりません。

公共モード（電源OFF）を起動する

1.*25251 A
・公共モード（電源OFF）が設定されます（待受

画面上の変化はありません）。
・公共モード（電源OFF）設定後、電源を切って

いる間の着信時に「ただいま携帯電話の電源を
切る必要がある場所にいるため、電話に出られ
ません。のちほどおかけ直しください。」とい
うガイダンスが流れます。

■公共モード（電源OFF）を解除するには

*25250 A
■公共モード（電源OFF）の設定を確認するには

*25259 A
公共モード（電源OFF）を設定すると
音声電話がかかってきたときは、相手に電源を切る必
要がある場所にいる旨のガイダンスが流れ、切断され
ます。テレビ電話がかかってきたときは、相手に公共
モードの映像ガイダンスが表示され、切断されます。

電話帳に登録されていない場合は 
表示されません。 
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・「＊25250」をダイヤルして公共モード（電源
OFF）を解除するまで設定は継続されます。電源
をONにするだけでは設定は解除されません。

・サービスエリア外または電波が届かない所にいる
場合も、公共モード（電源OFF）のガイダンスが
流れます。

ネットワークサービスと公共モード（電源OFF）中の動作

公共モード（電源OFF）とネットワークサービスを
同時に利用しているときは、次のように動作します。
設定状況や電話のかけかたによっては、ネットワー
クサービスが優先され、公共モード（電源OFF）の
動作や不在着信の記録や表示が行われません。

■留守番電話サービス

■転送でんわサービス

■迷惑電話ストップサービス

■番号通知お願いサービス

※1：留守番呼出時間または転送でんわ呼出時間を「0秒」

に設定している場合は、公共モード（電源OFF）のガ

イダンスは流れず、着信履歴には記録されません。

※2：転送でんわ呼出時間を「0秒」に設定している場合は、

着信履歴には記録されません。

※3：着信履歴には記録されません。

音声電話を着信した場合 テレビ電話を着信した場合

相手に公共モード（電源OFF）
のガイダンスが流れた後、
留守番電話サービスセン
ターに接続されます。※1

相手に公共モードの映像ガイ
ダンスは表示されず、留守番
電話サービスセンターにも接
続されずに切断されます。

音声電話を着信した場合 テレビ電話を着信した場合

相手に公共モード（電源
OFF）のガイダンスが流れ
た後、転送先に転送されま
す。※1相手に流れるガイダ
ンスの有無は、転送でんわ
サービスの設定に従います。

相手に公共モードの映像ガ
イダンスは表示されずに、
転送先に転送されます。※2

転送先がテレビ電話に対応
していない電話機の場合は
切断されます。

音声電話を着信した場合 テレビ電話を着信した場合

相手を迷惑電話着信拒否に
登録している場合は、相手
に着信拒否のガイダンスが
流れた後、切断されます。※3

相手を迷惑電話着信拒否に
登録している場合は、相手
に着信拒否の映像ガイダン
スが表示された後、切断さ
れます。※3

音声電話を着信した場合 テレビ電話を着信した場合

・相手が電話番号を通知し
ていない場合は、相手に
番号通知お願いのガイダ
ンスが流れた後、切断さ
れます。

・相手が電話番号を通知し
ている場合は、相手に公
共モード（電源OFF）の
ガイダンスが流れた後、
切断されます。

・相手が電話番号を通知し
ていない場合は、相手に
番号通知お願いの映像ガ
イダンスが表示された後、
切断されます。

・相手が電話番号を通知し
ている場合は、相手に公
共モード（電源OFF）の
映像ガイダンスが表示さ
れた後、切断されます。
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テレビ電話について

ドコモのテレビ電話対応端末同士でなら、お互いの

映像を見ながら通話できます。

・ドコモのテレビ電話は「国際標準の3GPP※1で標準

化された、3G－324M※2」に準拠しています。異

なる方式を利用しているテレビ電話とは接続でき

ません。
※1：3GPP（3rd Generation Partnership Project）とは、第3

世代移動通信システム（IMT－2000）に関する共通

技術仕様開発のために設置された地域標準化団体で

す。

※2：3G－324Mとは、第3世代携帯テレビ電話の国際規格です。

・テレビ電話は、64kbpsの通信速度で行います。

テレビ電話をかける

1. 電話番号を入力

・電話番号入力画面（P46）が表示されます。

2.T 相手が出たら通話する

＜通話中画面＞

・通話が始まるとスピーカホンがONになり、相手

の声がスピーカから聞こえます。

・Qを2秒以上：スピーカホンのON／OFFを切

り替えます。

・C［代替］／［カメラ］：相手に送信する映像を

代替画像とカメラ画像で切り替えます。

・I［保留］／［キャンセル］：通話を保留また

は保留を解除します。保留中は相手に保留画像

が送信されます。

3. 通話が終了したらP

お知らせ

・国際電話の利用方法については、「国際電話を利用する」

（P48）を参照してください。

・平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）装着時には、

スピーカホンのON／OFFに関わらず、イヤホンマイク

での通話になります。

・マナーモード中でもスピーカホンから声が聞こえます。

電話番号入力画面のサブメニューを利用する

利用できるサブメニューについては、音声電話の

「電話番号入力画面のサブメニューを利用する」

（P46）を参照してください。

相手のカメラ画像 

通話時間 

通話音量 

自分のカメラ画像 

説　明マーク

スピーカホンON／OFF

ズーム倍率／
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通話中画面のサブメニューを利用する

→P241

1. 通話中画面（P52）でM［メニュー］ 次のサ

ブメニュー項目を選択

終話

電話を切ります。

保留

通話を保留にします。I［キャンセル］を押し

て解除します。

代替画像／カメラ画像

相手に送信する映像を代替画像に切り替えます。

→P85

カメラ設定

テレビ電話のカメラを設定します。Jを押して

アイコンを選択します。設定後はI［閉じる］

を押します。

－ （ズーム）：カメラ画像をズーム（×1／×

2）します。

－ （明るさ）：カメラ画像の明るさ（明る

い／標準／暗い）を変更します。

－ （ナイトモード）：暗い場所などで利用す

るときに設定します。

テレビ電話設定

テレビ電話の表示方法を設定します。設定後は

I［完了］を押します。→P84

－テレビ電話画面設定：通話中画面の表示方法

を設定します。

・両方…相手と自分の画像を表示します。

・相手画像…相手の画像のみ表示します。

・自画像…自分の画像のみ表示します。

－子画面表示：「テレビ電話画面設定」を「両

方」に設定したときに、それぞれの画面に表

示する画像を設定します。

・自画像…子画面に自分、親画面に相手の画

像を表示します。

・相手画像…子画面に相手、親画面に自分の

画像を表示します。

－照明設定：通話中画面のバックライトの点灯

方法を設定します。

・常時点灯…通話中は常に点灯します。

・端末設定に従う…「バックライト」の「メ

イン画面」の設定内容に従います。→P75

送信画質設定

相手に送信する映像の画質を設定します。

－標準：画質、動きともに標準で送信します。

－動き優先：動きを重視して送信します。動き

が多い場合に有効です。

－画質優先：画質を重視して送信します。動き

が少ない場合に有効です。

設定項目／お買い上げ時 
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発着信履歴からテレビ電話をかける

1. 待受画面でL／R／A／T 履歴を選択

T

お知らせ

・履歴画面のサブメニューについては「着信履歴画面／詳

細画面のサブメニューを利用する」（P78）を参照してく

ださい。

電話帳からテレビ電話をかける

1. 待受画面でUまたは電話帳を検索（P60） 電

話をかける相手を選択 T

お知らせ

・表示する電話帳をFOMA端末本体またはFOMAカードに切

り替える場合は、電話帳一覧画面でM［メニュー］→

「表示切替」→「表示データ」を選択します。

受話音量を調節する

1. 通話中にH／FE

お知らせ

・変更した音量は、通話終了後も保持されます。

テレビ電話を受ける

1. 電話がかかってきたらT／A

＜着信中画面＞

・C［代替］：電話を受けられます。ただし、相

手には代替画像が送信されます。

・P：応答を保留します。相手には保留画像が

送信されます。Cを押すと電話を受けられます。

2. 通話が終了したらP

お知らせ

・平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）装着時には、

スピーカホンのON／OFFに関わらず、イヤホンマイク

での通話になります。

・マナーモード中でもスピーカホンから声が聞こえます。

・FOMA端末を閉じた状態で平型スイッチ付イヤホンマイ

ク（別売）のスイッチを押してテレビ電話を受けた場

合は、保留状態になり、相手には保留画像が送信され

ます。

相手の名前※1 

相手の電話番号 

相手の画像※2

※1：電話帳に登録されていない相手
は「未登録」と表示します。 

※2：電話帳に画像が登録されている
相手のみ表示します。 
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着信中画面のサブメニューを利用する

利用できるサブメニューについては、音声電話の

「着信中画面のサブメニューを利用する」（P49）を

参照してください。ただし、テレビ電話では「留守

番電話」が表示されません。

テレビ電話の設定を行う

C 3
テレビ電話の操作や表示に関する設定をします。設

定内容については、設定の「テレビ電話設定を行う」

（P84）「テレビ電話の画像を選択する」（P85）を参

照してください。
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電話帳に登録する

C 1
電話帳はFOMA端末本体に登録する電話帳と、FOMA

カードに登録する電話帳の2種類があります。

1. 電話帳メニュー（P57）から「電話帳登録」

＜電話帳登録画面＞

2. 次の登録する項目を選択

（本体）／ （FOMAカード（UIM））

電話帳の保存先（FOMA端末本体／FOMAカード）

を選択します。

（名前）

名前を入力します。入力しないと電話帳を保存

できません。

（フリガナ）

フリガナを入力します。「名前」を入力すると自

動的に挿入されます。

（電話番号1～5）※1

電話番号を入力します。入力後にM［アイコン］

を押すと、マークを 以外に変更できます。

（メールアドレス1～3）※1※3

メールアドレスを入力します。入力後にM［アイ

コン］を押すと、マークを 以外に変更できます。

（グループ（本体））／ （グループ

（FOMAカード（UIM）））

登録するグループを選択します。

（画像設定）※2

発着信画面、通話中画面、電話帳一覧画面、電

話帳詳細画面で表示される画像を設定します。

－画像なし：画像を設定しません。

－キャラクター：キャラクターを設定します。

Hを押して部位（顔、髪、トップス、ボトム

ス、アクセサリー、背景）を選択し、Jを押

して選択中の部位のアイテムを選択します。

設定後はCを押します。

－静止画像選択：「データBOX」の「マイピク

チャ」内に保存されている画像から選択しま

す。→P154

－静止画像撮影：カメラを起動します。「静止画

を撮影する」の操作2（P102）に進みます。こ

の場合の撮影サイズは「80×96」に固定され

変更できません。

電話帳
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次のページへ続く

（電話着信音設定）※2

登録した相手から音声電話／テレビ電話を着信

したときの着信音を設定します。

－データBOX：「データBOX」の「メロディ」

内に保存されているメロディから選択します。

→P164

－端末設定に従う：「着信音選択」の設定に従

います。→P68

（メール着信音設定）※2

登録した相手からメールを受信したときの着信

音を設定します。

－データBOX：「データBOX」の「メロディ」

内に保存されているメロディから選択します。

→P164

－端末設定に従う：「着信音選択」の設定に従

います。→P68

（URL）※2

URLを入力します。

（郵便番号）※2

郵便番号を入力します。

（自宅住所）※2

住所を入力します。

（会社名）※2

会社名を入力します。

（役職名）※2

役職名を入力します。

（会社住所）※2

会社住所を入力します。

（テキストメモ）※2

メモを入力します。

※1： 電話帳の保存先を「FOMAカード（UIM）」にした場合、

登録できるのは1件のみになります。

※2： 電話帳の保存先を「FOMAカード（UIM）」にした場合

は、表示されません。

※3： シークレットコード（数字4桁）がついたメールアド

レスを登録する場合は、「電話番号××××」または

「電話番号××××@docomo.ne.jp」（××××はシーク

レットコード）を登録します。

3. 登録後I［保存］ メモリー番号（0～499）入

力 C

FOMAカードに登録する

1. 電話帳登録画面（P58）で「 本体」欄を選

択 Jで「FOMAカード（UIM）」を選択

2. 必要な項目を登録

・項目内容については、「電話帳に登録する」の

操作2（P58）を参照してください。

3.I［保存］

お知らせ

・メモリー番号0～9に登録した電話帳の電話番号（「電話

番号1」に登録したもの）は、待受画面で0～9
を押してA（T）を押すと、音声電話（テレビ電話）

をかけることができます。
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・FOMA端末本体には500件、FOMAカードには50件まで

電話帳を保存できます。ただし、登録内容により保存

できる件数は少なくなります。→P63

電話帳を検索する

C 2
検索方法を指定して、FOMA端末本体／FOMAカード

内電話帳を表示できます。

1. 電話帳メニュー（P57）から「電話帳検索」

・I［UIM］／［本体］：FOMA端末本体の電話

帳検索画面と、FOMAカードの電話帳検索画面

を切り替えることができます。

2. 次の検索方法を選択

全件検索

検索する名前の50音に対応したボタン1～

0（あ行～わ行）を押して検索します。*
を押すとその他を検索します。Jを押して50音

のタブを切り替えられます。

グループ検索

検索するグループ（グループなし、グループ1～

30（FOMA端末本体）／グループ1～10（FOMA

カード））を選択して検索します。検索後はJ
を押してグループを切り替えられます。

フリガナ検索

名前のフリガナに含まれる文字の一部を入力し

て検索します。

メモリー検索※

メモリー番号（0～499）を入力して検索します。

Jを押してメモリー番号のタブを切り替えられ

ます。

電話番号検索

電話番号に含まれる数字の一部を入力して検索

します。

ドメイン検索

ドメインを指定して検索します。Jでドメイン

を切り替えます。

・指定に利用するドメインは「ドメインリスト

を作成する」（P64）で作成します。

※：FOMAカードの電話帳検索画面では利用できません。

3. 検索条件を満たした電話帳一覧画面が表示される

＜電話帳一覧画面＞

・ 左記は「全件検索」後の画面の一例
です。 
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次のページへ続く

・A／T：選択中の電話帳に登録されている

電話番号に音声電話／テレビ電話をかけます。

・I［メール］※：選択中の電話帳に登録されて

いるメールアドレスを宛先にしたｉモードメー

ルを作成します。「ｉモードメールを作成する」

の操作3（P139）に進みます。
※：選択中の電話帳にメールアドレスが登録されてい

ない場合は利用できません。

4. 目的の電話帳を選択 C

＜電話帳詳細画面＞

・A／T：表示中の電話帳に登録されている

電話番号に音声電話／テレビ電話をかけます。

・C［発信］：選択中の電話番号に音声電話をか

けます。

・C［メール］：選択中のメールアドレスを宛先

にしたｉモードメールを作成します。「ｉモー

ドメールを作成する」の操作3（P139）に進み

ます。

・C［接続］：選択中のURLのホームページに接

続します。

電話帳一覧画面のサブメニューを利用する

→P241

1. 電話帳一覧画面（P60）でM［メニュー］ 次

のサブメニュー項目を選択

検索カテゴリ別メニュー※1

－本体※4／FOMAカード※5グループ設定：「グルー

プ検索」後の電話帳一覧画面の上部に表示され

ているグループの設定を行います。「グループを

設定する」の操作2（P65）に進みます。

－入力文字切替：「フリガナ検索」後の電話帳

一覧画面の上部に表示される文字入力欄の入

力モードを切り替えます。

－入力に戻る：フリガナ／電話番号入力状態に

戻ります。

－ドメインリスト作成：「ドメイン検索」後の

電話帳一覧画面からドメインリストを作成し

ます。「ドメインリストを作成する」の操作2

（P64）に進みます。

メール／URL接続※2

－メール作成：選択中の電話帳に登録されてい

るメールアドレスを宛先にしたｉモードメー

ルを作成します。「ｉモードメールを作成する」

の操作3（P139）に進みます。

－SMS：選択中の電話帳に登録されている電話

番号を宛先にしたSMSを作成します。「SMSを

作成する」の操作3（P141）に進みます。

設定項目／お買い上げ時 
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－URL接続：選択中の電話帳に登録されている

URLのホームページに接続します。

新規作成

電話帳を新規作成します。「電話帳に登録する」

の操作2（P58）に進みます。

編集

選択中の電話帳を編集します。「電話帳に登録す

る」の操作2（P58）に進みます。

赤外線送信※3

選択中の電話帳を赤外線通信で送信します。赤

外線送信については、「赤外線通信を利用する」

（P174）を参照してください。

コピー

－FOMAカードへ1件コピー※4：選択中の電話帳

をFOMAカードへコピーします。

－FOMAカードへ複数件コピー※4：複数の電話帳

を選択してFOMAカードへコピーします。M
［メニュー］を押すと「全選択」などができま

す。選択後はI［確定］を押します。

－本体へ1件コピー※5：選択中の電話帳をFOMA

端末本体へコピーします。

－本体へ複数件コピー※5：複数の電話帳を選択

してFOMA端末本体へコピーします。M［メ

ニュー］を押すと「全選択」などができます。

選択後はI［確定］を押します。

検索方法選択

別の方法を選択して電話帳を検索します。検索方

法については「電話帳を検索する」の操作2（P60）

を参照してください。

削除

－1件削除：選択中の電話帳を削除します。

－複数件削除：複数の電話帳を選択して削除しま

す。M［メニュー］を押すと「全選択」など

ができます。選択後はI［確定］を押します。

－全件削除：登録されている電話帳をすべて削

除します。削除には端末暗証番号の入力が必

要になります。

表示切替

－画像表示※3：画像が登録されている電話帳を

電話帳一覧画面で選択したときに、画像を表

示するかどうかを設定します。→P64

－表示データ：表示する電話帳（本体のみ／FOMA

カードのみ）を設定します。→P63

※1：「グループ検索」（「グループなし」で検索した場合を

除く）「フリガナ検索」「電話番号検索」「ドメイン検

索」後の電話帳一覧画面からの操作で利用できます。

ただし、電話帳の登録状況により利用できない場合が

あります。

※2： 選択中の電話帳に電話番号／メールアドレス／URLが

登録されていない場合は利用できません。

※3： FOMAカードの電話帳では利用できません。

※4： FOMA端末本体の電話帳で表示されます。

※5： FOMAカードの電話帳で表示されます。
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次のページへ続く

電話帳詳細画面のサブメニューを利用する

1. 電話帳詳細画面（P61）でM［メニュー］ 次

のサブメニュー項目を選択

メール／URL接続※1

－メール作成：表示中の電話帳に登録されてい

るメールアドレスを宛先にしたｉモードメー

ルを作成します。「ｉモードメールを作成する」

の操作3（P139）に進みます。

－SMS：表示中の電話帳に登録されている電話

番号を宛先にしたSMSを作成します。「SMSを

作成する」の操作3（P141）に進みます。

－URL接続：表示中の電話帳に登録されている

URLのホームページに接続します。

編集

表示中の電話帳を編集します。「電話帳に登録す

る」の操作2（P58）に進みます。

赤外線送信※2

表示中の電話帳を赤外線通信で送信します。赤

外線送信については、「赤外線通信を利用する」

（P174）を参照してください。

FOMAカードへ1件コピー※3

表示中の電話帳をFOMAカードへコピーします。

本体へ1件コピー※4

表示中の電話帳をFOMA端末本体へコピーします。

1件削除

表示中の電話帳を削除します。

※1： 表示中の電話帳に電話番号／メールアドレス／URLが

登録されていない場合は利用できません。

※2： FOMAカードの電話帳では利用できません。

※3： FOMA端末本体の電話帳を表示中に表示されます。

※4： FOMAカードの電話帳を表示中に表示されます。

電話帳の登録件数を確認する

C 3
FOMA端末本体とFOMAカードの電話帳に登録されて

いる件数や、残りの登録可能件数を確認できます。

1. 電話帳メニュー（P57）から「電話帳登録件数」

お知らせ

・電話帳の登録内容により、FOMAカードに登録できる件

数が少なくなる場合があります。

電話帳の設定を行う

表示データを設定する

C 41
電話帳を表示したときに、FOMA端末本体の電話帳

を表示するか、FOMAカードの電話帳を表示するか

を設定できます。

→P231設定項目／お買い上げ時 
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1. 電話帳メニュー（P57）から「電話帳設定」

「表示データ」 「本体のみ」／「FOMAカード

のみ」

ドメインリストを作成する

C 42
「ドメイン検索」（P60）を行うときに利用するドメ

インを登録します。

→P231

1. 電話帳メニュー（P57）から「電話帳設定」

「ドメインリスト作成」

・I［表示］※：選択中のドメインリスト欄の登

録内容全体を表示します。
※：未入力欄を選択中は利用できません。

・M［削除］※：選択中のドメインリスト欄の登

録内容を削除します。
※：「@docomo.ne.jp」欄または未入力欄を選択中は利

用できません。

2. ドメインリスト欄を選択 C ドメインを入力

C

検索方法を選択する

C 43
待受画面でUを押して検索画面を表示したときの検

索方法を設定します。

→P231

1. 電話帳メニュー（P57）から「電話帳設定」

「検索方法選択」 検索方法を選択

・検索方法については「電話帳を検索する」の操

作2（P60）を参照してください。

お知らせ

・「表示データ」（左記）を「FOMAカードのみ」に設定

している場合は、「メモリー検索」を選択できません。

画像を表示する

C 44
「 （画像設定）」（P58）が設定されている電話帳

を電話帳一覧画面で選択したときに、その画像を表

示するかどうかを設定します。

→P231

1. 電話帳メニュー（P57）から「電話帳設定」

「画像表示」 「ON」／「OFF」

グループを設定する

C 5
電話帳のグループにグループ名を登録できます。ま

た、グループごとに着信音を設定できます。

1. 電話帳メニュー（P57）から「グループ設定」

・グループ設定画面が表示されます。

設定項目／お買い上げ時 

設定項目／お買い上げ時 

設定項目／お買い上げ時 
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次のページへ続く

・I［UIM］／［本体］：FOMA端末本体のグルー

プ設定画面と、FOMAカードのグループ設定画面

を切り替えることができます。

2. 設定するグループを選択 C 次の登録する項

目を選択 設定後I［完了］

グループ名

グループの名前を登録します。

電話着信音※

電話の着信時に鳴る着信音を設定します。

－データBOX：「データBOX」の「メロディ」内

に保存されているメロディから選択します。

→P164

－端末設定に従う：「着信音選択」の設定に従い

ます。→P68

メール着信音※

メールの受信時に鳴る着信音を設定します。

－データBOX：「データBOX」の「メロディ」内

に保存されているメロディから選択します。

→P164

－端末設定に従う：「着信音選択」の設定に従い

ます。→P68

※：FOMAカードのグループ設定画面では表示されません。

お知らせ

・「グループなし」の設定はできません。

グループ設定画面のサブメニューを利用する

1. グループ設定画面（P64）でM［メニュー］

次のサブメニュー項目を選択

リセット※1

選択中のグループ設定内容をリセットします。

移動※2

選択中のグループの並び順を変更します。

編集

選択中のグループを編集します。「グループを設

定する」の操作2（左記）に進みます。

オールリセット※3

すべてのグループ設定や並び順をリセットします。

※1： 選択中のグループが編集されていない場合は利用でき

ません。

※2： FOMAカードのグループ設定画面では利用できません。

※3： グループが1件も移動／編集されていない場合は利用

できません。

自局番号を表示する

C 6
FOMAカードに記録されているお客様の電話番号を

表示します。

1. 電話帳メニュー（P57）から「自局番号」

・自局番号画面が表示されます。
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お知らせ

・待受画面でC0を押しても確認できます。

自局番号の詳細を表示する

1. 自局番号画面でC［詳細］ 端末暗証番号入

力 C
・詳細画面が表示されます。

・A／T：登録されている電話番号（お客様

の電話番号を除く）に音声電話／テレビ電話を

かけます。

・C［発信］※：選択中の電話番号に音声電話を

かけます。
※：お客様の電話番号は選択しても利用できません。

・C［メール］：選択中のメールアドレスを宛先

にしたｉモードメールを作成します。P139の操

作3に進みます。

・C［接続］：選択中のURLのホームページに接

続します。

詳細画面のサブメニューを利用する

1. 詳細画面（上記）でM［メニュー］ 次のサブ

メニュー項目を選択

メール／URL接続※1

－メール作成：自局番号に登録されているメール

アドレスを宛先にしたｉモードメールを作成し

ます。「ｉモードメールを作成する」の操作3

（P139）に進みます。

－SMS※2：自局番号に登録されている電話番号を

宛先にしたSMSを作成します。「SMSを作成す

る」の操作3（P141）に進みます。

－URL接続：自局番号に登録されているURLのホー

ムページに接続します。

編集

お客様の情報を登録します。登録方法について

は「電話帳に登録する」の操作2（P58）以降を

参照してください。ただし、「 （自局番号）」

に登録されているお客様の電話番号は編集でき

ません。

赤外線送信※3

自局番号と登録情報を赤外線通信で送信します。

赤外線送信については、「赤外線通信を利用する」

（P174）を参照してください。

リセット※4

編集した自局番号の登録情報（お客様の電話番

号を除く）をリセットし、お買い上げ時の状態

に戻します。

※1： 電話番号／メールアドレス／URLが登録されていない

場合も利用できません。

※2： 自局番号は選択して利用できません。

※3： 通話中は利用できません。

※4： 登録情報がない場合は利用できません。
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*miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P16668
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着信音量を調節する

C 1
→P234

1. サウンドメニュー（P67）から「着信音量」 次

の調節する項目を選択 設定後I［完了］

着信音

音声電話の着信音量を調節します。

テレビ電話着信音

テレビ電話の着信音量を調節します。

メール／メッセージ着信音

メールの着信音量を調節します。

メッセージR着信音

メッセージRの着信音量を調節します。

メッセージF着信音

メッセージFの着信音量を調節します。

SMS着信音

SMSの着信音量を調節します。

お知らせ

・FOMA端末が開いている状態のときにメール、メッセー

ジR／F、SMSを受信した場合は、「着信音量」の設定に

関わらずレベル1の音量で鳴ります。ただし、「着信音

量」をレベル0に設定している場合は、着信音は鳴りま

せん。

効果音音量を調節する

C 2
→P234

1. サウンドメニュー（P67）から「効果音音量」 次

の調節する項目を選択 設定後I［完了］

ボタン確認音

ボタン操作音の音量を調節します。

パワーオン／オフ時音

FOMA端末の電源をオンまたはオフにしたときの

音量を調節します。

オープン／クローズ音

FOMA端末を開閉したときの音量を調節します。

ポップアップ表示時音

ポップアップが表示されたときの音量を調節し

ます。

着信音を設定する

C 3
音声電話やテレビ電話、メールなどの着信音を設定

します。設定できるのは、SMFファイルまたはMFiファ

イルです。ただし、メロディによっては設定できない

ものがあります。

･ miniSDメモリーカードに保存されているメロディは

設定できません。

設定項目／お買い上げ時 設定項目／お買い上げ時 

サウンド／表示
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・お買い上げ時に登録されているメロディについて

は「メロディ一覧」（P251）を参照してください。

→P234

1. サウンドメニュー（P67）から「着信音選択」

次の設定する項目を選択 設定後I［完了］

・それぞれ「データBOX」の「メロディ」内に保

存されているメロディから選択します。→P164

着信音

音声電話の着信音を選択します。

テレビ電話着信音

テレビ電話の着信音を選択します。

メール着信音

メールの着信音を選択します。

メッセージR着信音

メッセージRの着信音を選択します。

メッセージF着信音

メッセージFの着信音を選択します。

SMS着信音

SMSの着信音を選択します。

お知らせ

・音声／テレビ／メール着信音の優先順位は次のとおり

です。

1 FOMA端末電話帳で設定した着信音

→「電話帳に登録する」（P58）

2 FOMA端末電話帳のグループに設定した着信音

→「グループを設定する」（P64）

3着信音／テレビ電話着信音／メール着信音

→「着信音を設定する」（P68）

効果音を設定する

C 4
→P234、P235

1. サウンドメニュー（P67）から「効果音選択」

次の設定する項目を選択 設定後I［完了］

ボタン確認音

ボタン操作をしたときに効果音を鳴らすかどう

かを設定します。

パワーオン／オフ時音

FOMA端末の電源をオンまたはオフにしたときに

効果音を鳴らすかどうかを設定します。

オープン／クローズ音

FOMA端末を開閉したときに鳴る効果音を設定し

ます。

ポップアップ表示時音

ポップアップが表示されたときに効果音を鳴ら

すかどうかを設定します。

設定項目／お買い上げ時 

設定項目／お買い上げ時 
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サウンド／表示

バイブレータを設定する

C 5
→P235

1. サウンドメニュー（P67）から「バイブレータ設定」

次の設定する項目を選択 設定後I［完了］

音声／テレビ電話

音声電話、テレビ電話を着信したときの振動パ

ターンを設定します。

－パターン1（バイブのみ）：パターン1で振動

します。「着信音量」の設定に関わらず着信音

が鳴らなくなります。

－パターン2（バイブのみ）：パターン2で振動

します。「着信音量」の設定に関わらず着信音

が鳴らなくなります。

－メロディ＋バイブ：バイブレータが振動し、

「着信音量」で設定した音量で着信音が鳴ります。

－OFF：FOMA端末は振動しません。

メール／メッセージ

メール、メッセージR／F、SMSを受信したとき

の振動パターンを設定します。

－パターン1（バイブのみ）：パターン1で振動

します。「着信音量」の設定に関わらず着信音

が鳴らなくなります。

－パターン2（バイブのみ）：パターン2で振動

します。「着信音量」の設定に関わらず着信音

が鳴らなくなります。

－メロディ＋バイブ：バイブレータが振動し、

「着信音量」で設定した音量で着信音が鳴りま

す。

－OFF：FOMA端末は振動しません。

マナーモードを設定する

周囲に迷惑がかからないように、着信音やボタン確

認音、アラーム音などスピーカから出る音を鳴らさ

ないように設定します。設定すると、着信やアラー

ムなどをバイブレータでお知らせします。

・マナーモード設定中の動作は「オリジナルマナー

モード」で変更できます。→P71

1. 待受画面で#を2秒以上

・FOMA端末本体が振動し、 （ピンク／マナー

モード）または （青／オリジナルマナーモー

ド）が表示されます。

・マナーモードが設定されている状態で#を2

秒以上押すと解除されます。

マナーモードを変更する

C 6
マナーモードに設定したときの動作を設定します。

→P235

1. サウンドメニュー（P67）から「マナーモード設

定」 次の設定する項目を選択

設定項目／お買い上げ時 

設定項目／お買い上げ時 
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マナーモード

マナーモードに設定します。

オリジナルマナーモード

マナーモードの動作をお好みで設定します。設

定後はI［完了］を押してください。

－音声／テレビ電話着信音：音声電話、テレビ

電話を着信したときに着信音を鳴らすかどう

かを設定します。

－音声／テレビ電話バイブ：音声電話、テレビ

電話を着信したときにバイブレータを動作さ

せるかどうかを設定します。

－メール／メッセージ着信音：メール、メッセー

ジR／F、SMSを受信したときに着信音を鳴らす

かどうかを設定します。

－メール／メッセージバイブ：メール、メッセー

ジR／F、SMSを受信したときにバイブレータを動

作させるかどうかを設定します。

－ボタン確認音：ボタン操作をしたときにボタン

操作音を鳴らすかどうかを設定します。

－オープン／クローズ音：FOMA端末を開閉した

ときに効果音を鳴らすかどうかを設定します。

－電池アラーム音：電池が切れたときに電池ア

ラーム音を鳴らすかどうかを設定します。

お知らせ

･ マナーモード設定中でも、次の音は鳴ります。

－カメラやビデオカメラ撮影時のシャッター音→P104

－通話切断時の確認音→P46、P48

－再接続機能のアラーム音→P82

－通話品質アラームのアラーム音→P83

･ マナーモード設定中に、メロディや動画／ｉモーショ

ンなどを再生しようとすると、確認画面が表示され、

音声付きで再生するかどうかを選択することができま

す。
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*miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P166

メール着信時の鳴動動作を設定する

C 7
メールやSMSを受信したときに着信音を鳴らすかど

うかを設定します。着信音を鳴らす時間や回数を設

定することもできます。

→P235

1. サウンドメニュー（P67）から「メール鳴動設定」

次の設定する項目を選択 設定後I［完了］

メール鳴動設定

メール着信音を鳴らすかどうかを設定します。

「ON」に設定したときは、着信音を鳴らす時間

や回数を設定します。

メール着信鳴動時間

着信音の鳴動時間や回数を設定します。

－時間：Dを押して「秒」欄を選択して鳴動時

間を入力します。

－回数：Dを押して「回」欄を選択して鳴動す

る回数を入力します。

呼出時間を設定する

C 8
電話帳に電話番号が登録されていない相手や電話番

号を通知してこない相手から音声電話、テレビ電話

がかかってきても、すぐに着信音を鳴らさずに無音

でいる秒数を設定します。すぐに切れてしまう迷惑

電話（ワン切り）が多いときなどに便利な設定です。

→P235

1. サウンドメニュー（P67）から「呼出時間表示設

定」 呼出時間を入力 I［完了］

お知らせ

･ 電話帳に電話番号が登録されていない相手や電話番号

を通知してこない相手からの音声電話やテレビ電話の

着信が設定した時間内に切れた場合は、着信履歴に記

憶されません。

メイン画面を設定する

メイン画面の待受画面や発着信時画面の表示を設定しま

す。設定できるのは、画像サイズが1280×1024ドット、

ファイルサイズが500Kバイトまでの画像になります。

ただし、画像によっては設定できないものがあります。

・miniSDメモリーカードに保存されている画像は設

定できません。

・お買い上げ時に登録されている待受、発信、着信

画面の画像については「お買い上げ時に登録され

ているデータ」（P248）を参照してください。

設定項目／お買い上げ時 

設定項目／お買い上げ時 
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次のページへ続く

待受画面を設定する

C 11
待受画面の壁紙と時計表示を設定します。

→P235、P236

1. 表示メニュー（P67）から「メイン画面」 「待

受画面」 次の設定する項目を選択 設定後I
［完了］

時計表示設定

待受画面に表示する時計の表示形式を設定しま

す。「デュアルクロック」に設定すると、待受画

面に2つの都市の日時を表示できます。

壁紙※1

待受画面に表示する壁紙を設定します。

・「データBOX」の「マイピクチャ」内に保存

されている画像から選択します。→P154

時計文字色※2

時計表示の文字の色を設定します。

時計1※3

「世界時計」（P179）でホームに設定されている

都市が表示されます。待受画面に表示されてい

る時計の都市です。ここでは都市の変更はでき

ません。

時計2※3

「デュアルクロック」に設定したときに表示され

る、もう1つの時計の都市を設定します。

※1：「時計表示設定」を「テーマ1」「テーマ2」「テーマ3」

「テーマ4」に設定した場合は表示されません。

※2：「時計表示設定」を「デジタル表示（小）」に設定し

た場合のみ表示されます。

※3：「時計表示設定」を「デュアルクロック」に設定した

場合のみ表示されます。

お知らせ

・M［表示］を押すと、設定後の画面を確認できます。

・「時計1」で表示されている都市を他の都市に変更した

い場合は「世界時計を利用する」（P178）で変更してく

ださい。

電話着信時の画面を設定する

C 12
電話がかかってきたときに表示される画像を設定します。

→P236

1. 表示メニュー（P67）から「メイン画面」 「着信

画面」

・「データBOX」の「マイピクチャ」内に保存され

ている画像から選択します。→P154

電話発信時の画面を設定する

C 13
電話をかけたときに表示される画像を設定します。

→P236

1. 表示メニュー（P67）から「メイン画面」 「発信

画面」

設定項目／お買い上げ時 

設定項目／お買い上げ時 

設定項目／お買い上げ時 
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*miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P166

・「データBOX」の「マイピクチャ」内に保存され

ている画像から選択します。→P154

サブ画面を設定する

サブ画面の待受画面や発着信時画面の表示を設定しま

す。設定できるのは、画像サイズが1280×1024ドッ

ト、ファイルサイズが500Kバイトまでの画像になり

ます。ただし、画像によっては設定できないものがあ

ります。

・miniSDメモリーカードに保存されている画像は設定

できません。

・お買い上げ時に登録されている待受、発信、着信

画面の画像については「お買い上げ時に登録され

ているデータ」（P248）を参照してください。

待受画面を設定する

C 21
待受画面の壁紙と時計表示を設定します。

→P236

1. 表示メニュー（P67）から「サブ画面」 「待受

画面」 次の設定する項目を選択 設定後I
［完了］

時計表示設定

時計の表示形式を設定します。

壁紙※

待受画面に表示する壁紙を設定します。

・「データBOX」の「マイピクチャ」内に保存され

ている画像から選択します。→P154

時計文字色※

時計表示の文字の色を設定します。

※：「時計表示設定」を「デジタル表示（小）」に設定した

場合のみ表示されます。

お知らせ

・M［表示］を押すと、設定後の画面を確認できます。

電話着信時の画面を設定する

C 22
電話がかかってきたときに表示される画像を設定し

ます。

→P236

1. 表示メニュー（P67）から「サブ画面」 「着信

画面」

・「データBOX」の「マイピクチャ」内に保存され

ている画像から選択します。→P154

設定項目／お買い上げ時 

設定項目／お買い上げ時 
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電話発信時の画面を設定する

C 23
電話をかけたときに表示される画像を設定します。

→P236

1. 表示メニュー（P67）から「サブ画面」 「発信

画面」

・「データBOX」の「マイピクチャ」内に保存され

ている画像から選択します。→P154

ダイヤル文字のフォントを設定する

C 3
電話をかけるときなどに表示されるダイヤル文字の

サイズと文字色を設定します。

→P236

1. 表示メニュー（P67）から「フォント」 次の設

定する項目を選択 設定後I［完了］

ダイヤル表示サイズ

ダイヤル文字のサイズを設定します。

ダイヤル表示色

ダイヤル文字の色を設定します。

メニュー画面を設定する

C 4
待受画面でC［メニュー］を押して表示されるメ

ニュー画面のスタイルを設定します。

→P236

1. 表示メニュー（P67）から「メニュー画面」 「ピ

クチャ表示」／「リスト表示」 I［完了］

バックライトを設定する

C 5
メイン画面やサブ画面、ボタンの照明が点灯する時

間を設定します。

→P236、P237

1. 表示メニュー（P67）から「バックライト」 次

の設定する項目を選択 設定後I［完了］

メイン画面

メイン画面の照明の点灯時間を設定します。

サブ画面

サブ画面の照明の点灯時間を設定します。

ボタン

ボタンの照明の点灯時間を設定します。

設定項目／お買い上げ時 

設定項目／お買い上げ時 

設定項目／お買い上げ時 

設定項目／お買い上げ時 
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配色パターンを設定する

C 6
メイン画面の色調を設定します。

→P237

1. 表示メニュー（P67）から「配色パターン」 設

定したい配色パターンを選択 I［完了］

お知らせ

･ C［表示］を押すと、設定後の画面を確認できます。

設定項目／お買い上げ時 
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通話／応答の設定を行う

通話履歴を確認する

着信履歴を表示する

C 111

かかってきた電話の履歴を表示します。

1. 設定メニュー（P77）から「通話／応答」 「通

話履歴」 「着信履歴」

＜着信履歴画面＞

・A／T：選択中の履歴の相手に電話をかけ

ます。

・I［削除］：選択中の履歴を削除します。

2. 履歴を選択 C

＜詳細画面＞

・A／T：表示中の履歴の相手に電話をかけ

ます。

・I［削除］：表示中の履歴を削除します。

・J：前後の履歴を表示します。

着信履歴画面／詳細画面のサブメニューを利用
する

1. 着信履歴画面（左記）／詳細画面（上記）でM
［メニュー］ 次のサブメニュー項目を選択

表示※1

選択中の履歴の詳細を表示します。

選択中の履歴の相手が電話帳に
登録されている場合は、Jを押
して登録内容を確認できます。 

設定

マーク 説　明

音声電話の着信

テレビ電話の着信

着信拒否

不在着信（音声電話）

不在着信（テレビ電話）
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電話帳登録※2

選択中／表示中の履歴の電話番号を電話帳に新

規／追加登録します。「電話帳に登録する」の操

作2（P58）に進みます。

メール作成※3

電話帳に登録されているメールアドレスを宛先に

したｉモードメールを作成します。「ｉモードメー

ルを作成する」の操作3（P139）に進みます。

1件削除

選択中／表示中の履歴を削除します。

全件削除※1

履歴をすべて削除します。

リストへ移動※4

着信履歴画面（P78）に戻ります。

※1：詳細画面のサブメニューでは利用できません。

※2：選択中／表示中の履歴の相手の電話番号が既に電話帳

に登録されている場合は利用できません。

※3：選択中／表示中の履歴の相手のメールアドレスが電話

帳に登録されていない場合は利用できません。

※4：詳細画面のサブメニューで利用できます。

リダイヤル（発信履歴）を表示する

C 112

電話をかけた履歴を表示します。

1. 設定メニュー（P77）から「通話／応答」 「通

話履歴」 「リダイヤル」

・リダイヤル画面が表示されます。

2. リダイヤルを選択 C
・詳細画面が表示されます。

お知らせ

・画面の操作方法や、リダイヤル画面／詳細画面から利用で

きるサブメニューについては、「着信履歴画面／詳細画面

のサブメニューを利用する」（P78）を参照してください。

すべての履歴を表示する

C 113

着信履歴と発信履歴をまとめて表示します。

1. 設定メニュー（P77）から「通話／応答」 「通

話履歴」 「全履歴」

・全履歴画面が表示されます。

2. 履歴を選択 C
・詳細画面が表示されます。

お知らせ

・画面の操作方法や、全履歴画面／詳細画面から利用でき

るサブメニューについては、「着信履歴画面／詳細画面の

サブメニューを利用する」（P78）を参照してください。

マーク 説　明

音声電話の発信

テレビ電話の発信
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通話時間を表示する

C 12
通話の種類ごとに通話時間を確認できます。確認で

きる項目は次のとおりです。

・表示される通話時間はあくまで目安であり、実際

の通話時間とは異なる場合があります。

1. 設定メニュー（P77）から「通話／応答」 「通

話時間表示」

・通話時間表示画面が表示されます。

直前通話時間

最後に通話した電話の通話時間が表示されます。

積算通話時間（着信）

かかってきた電話で通話したときの通話時間が

表示されます。

積算通話時間（発信）

電話をかけて通話したときの通話時間が表示さ

れます。

全積算通話時間

通話時間の合計が表示されます。

お知らせ

・通話時間表示は「9999999：59：59」を超えると、

「0000000：00：00」に戻ります。

通話時間をリセットする

1. 通話時間表示画面（左記）でクリアする通話時間を

選択 I［リセット］ 端末暗証番号を入力

C 「はい」

・すべての通話時間をクリアする場合は、M［メ

ニュー］→「オールリセット」を選択します。

イヤホン自動応答を設定する

C 13
平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）などを接続中

に電話の着信があったときの応答動作を設定します。

→P237

1. 設定メニュー（P77）から「通話／応答」 「イ

ヤホン自動応答」 次の設定する項目を選択

設定後I［完了］

イヤホン自動応答

イヤホンで自動応答するかどうかを設定します。

イヤホン自動応答時間（0-120秒）

電話を着信してから自動で応答するまでの時間

を設定します。

お知らせ

・平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）を使うと、イ

ヤホンのスイッチを押すだけでかかってきた音声電話

やテレビ電話に出ることができます。

設定項目／お買い上げ時 
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着信を拒否／許可するように設定する

C 14
電話の着信を拒否するように設定できます。

→P237

1. 設定メニュー（P77）から「通話／応答」 「着

信拒否／許可」 端末暗証番号を入力 C
・着信拒否／許可画面が表示されます。

2. 次の設定する項目を選択

許可

電話を着信したときは、常に許可します。

着信拒否リスト

特定の相手からの着信を拒否します。I［設定］

を押して拒否動作と、拒否する相手の電話番号

を設定（右記）します。

全着信拒否

－ミュート：電話を着信したときは、常に着信

音を鳴らしません。

－非接続：電話を着信したときは、常に着信拒

否します。

お知らせ

・「着信拒否リスト」「全着信拒否」で着信を拒否した場

合でも、着信履歴が残ります。

着信拒否リストを設定する

1. 着信拒否／許可画面（左記）で「着信拒否リスト」

を選択 I［設定］

・着信拒否リスト画面が表示されます。

・M［メニュー］：設定したリストを編集または

1件削除します。

2.I［追加］ 次の設定する項目を選択 設定後

I［完了］

着信拒否動作

－ミュート：「着信拒否番号」に設定した相手

からの電話を着信したときは、着信音を鳴ら

しません。

－非接続：「着信拒否番号」に設定した相手か

らの電話を着信したときは、着信を拒否しま

す。

着信拒否番号

電話を受けたくない相手の電話番号を入力しま

す。C［検索］※を押すと電話帳から電話番号

を選択できます。

※：着信拒否リスト画面からM［メニュー］→「編集」で

編集している場合は利用できません。

設定項目／お買い上げ時 

マーク 説　明

「着信拒否動作」を「ミュート」に設定

「着信拒否動作」を「非接続」に設定
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登録外着信拒否を設定する

C 15
電話帳に登録されていない相手や電話番号を通知し

てこない相手からの電話を、着信拒否するように設

定します。

→P237

1. 設定メニュー（P77）から「通話／応答」 「登

録外着信拒否」 「ON」／「OFF」

応答方法を設定する

C 16
音声電話がかかってきたときにA以外のボタンを

押して電話を受けられるように設定します。

→P237

1. 設定メニュー（P77）から「通話／応答」 「応

答設定」 次の設定する項目を選択

通話ボタンアンサー

Aのみで電話を受けられます。

オープンアンサー

FOMA端末を開くことで電話を受けられます。既

に開いていた場合はAで電話を受けられます。

エニーキーアンサー

M、I、P、FE、Gを除くボタンを押して

電話を受けられます。

お知らせ

・本設定はテレビ電話には無効です。

通話機能の設定を行う

再接続機能を設定する

C 21
電波の状態が悪くなり通話が一時的に途切れたとき

に、再接続するまでのアラームを設定します。

→P237

1. 設定メニュー（P77）から「通話機能」 「再接

続機能」 次の設定する項目を選択

アラーム高音

高音のアラームを鳴らします。

アラーム低音

低音のアラームを鳴らします。

アラームなし

アラームを鳴らしません。

お知らせ

・利用状態や電波状態により、再接続されるまでの時間

（最長10秒）は異なります。

・再接続されるまでの時間も通話料金がかかります。

・利用状態や電波状態により、アラームが鳴らずに通話

が切れてしまう場合があります。

設定項目／お買い上げ時 

設定項目／お買い上げ時 

設定項目／お買い上げ時 
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品質アラームを設定する

C 22
電波の状態が悪くなり通話が途切れそうになったと

きに、アラームでお知らせするように設定します。

→P238

1. 設定メニュー（P77）から「通話機能」 「通話

品質アラーム」 次の設定する項目を選択

アラーム高音

高音のアラームを鳴らします。

アラーム低音

低音のアラームを鳴らします。

アラームなし

アラームを鳴らしません。

通話時間通知を設定する

C 23
音声通話中、約1分ごとに音を鳴らし、時間の経過

を知らせます。

→P238

1. 設定メニュー（P77）から「通話機能」 「通話

時間通知」 「ON」／「OFF」

お知らせ

・本設定はテレビ電話には無効です。

プレフィックス設定を行う

C 24
国際アクセス番号や「184」「186」などの電話番号

の先頭に付けるプレフィックス番号を登録します。

→P238

1. 設定メニュー（P77）から「通話機能」 「プレ

フィックス設定」

・プレフィックス設定画面が表示されます。

2. 入力するプレフィックス欄を選択 番号を入力

I［完了］

国際ダイヤルを設定する

自動付加設定をする

C 251

国際電話をかけるとき、電話番号の先頭に入力した

「＋」を自動的に「009130010」などの国際アクセス

番号に置き換えるかどうかを設定します。

→P238

1. 設定メニュー（P77）から「通話機能」 「国際

ダイヤル設定」 「自動付加設定」 「自動」／

「付加なし」

設定項目／お買い上げ時 

設定項目／お買い上げ時 

設定項目／お買い上げ時 

設定項目／お買い上げ時 
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国際電話設定をする

C 252

国際電話をかけるときに電話番号の先頭に付加する

国際アクセス番号を設定します。

→P238

1. 設定メニュー（P77）から「通話機能」 「国際

ダイヤル設定」 「国際電話設定」 次の設定

する項目を選択 設定後I［完了］

名称

国際電話サービスの名称を入力します。

番号

国際アクセス番号を入力します。

通話中クローズを設定する

C 26
通話中にFOMA端末を折り畳んだときの動作を設定

します。

→P238

1. 設定メニュー（P77）から「通話機能」 「通話中

クローズ設定」 次の設定する項目を選択

通話終了

電話を切ります。

継続（消音）

継続（消音）保留音を流さずに通話を保留しま

す。この場合、こちらの音声は相手に聞こえま

せん。

お知らせ

・テレビ電話では、FOMA端末を閉じると本設定に関係な

く通話が終了します。

テレビ電話の設定を行う

テレビ電話の操作や表示に関する設定をします。

テレビ電話設定を行う

C 31
テレビ電話をかけたときの動作や、画面の表示方法

について設定できます。

→P238

1. 設定メニュー（P77）から「テレビ電話」 「テ

レビ電話設定」 次の設定する項目を選択 設

定後I［完了］

音声自動再発信

相手がテレビ電話を受けられないとき、自動的

に音声電話に切り替えて電話をかけ直すかどう

かを設定します。

設定項目／お買い上げ時 

設定項目／お買い上げ時 

設定項目／お買い上げ時 
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テレビ電話画面設定

通話中画面の表示方法を設定します。

－両方：相手と自分の画像を表示します。

－相手画像：相手の画像のみ表示します。

－自画像：自分の画像のみ表示します。

子画面表示

「テレビ電話画面設定」を「両方」にしたときに、

それぞれの画面に表示する画像を設定します。

－自画像：子画面に自分、親画面に相手の画像

を表示します。

－相手画像：子画面に相手、親画面に自分の画

像を表示します。

発信時自画像送信

相手に自分の映像を送信するかどうかを設定し

ます。「OFF」に設定すると、相手には代替画像

が送信されます。

送信画質設定

－画質優先：画質を重視して送信します。動き

が少ない場合に有効です。

－標準：画質、動きともに標準で送信します。

－動き優先：動きを重視して送信します。動き

が多い場合に有効です。

照明設定

－常時点灯：通話中は常に点灯します。

－端末設定に従う：「バックライト」の「メイン

画面」の設定内容に従います。→P75

テレビ電話の画像を選択する

代替画像を変更する

C 321

テレビ電話通話中に自分の映像の代わりに送信する

代替画像を設定します。

→P238

1. 設定メニュー（P77）から「テレビ電話」 「テ

レビ電話画像選択」 「代替画像」 次の設定

する項目を選択 設定後I［完了］

画像

－標準画像：お買い上げ時の画像です。

－選択画像：標準以外の画像を「画像一覧」で

選択します。

画像一覧

「画像」を「選択画像」に設定した場合の画像を

選択します。「データBOX」の「マイピクチャ」

内に保存されている画像から選択します。→P154

応答保留画像を変更する

C 322

テレビ電話の応答保留中に表示する画像を設定しま

す。

→P238設定項目／お買い上げ時 

設定項目／お買い上げ時 
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1. 設定メニュー（P77）から「テレビ電話」 「テ

レビ電話画像選択」 「応答保留画像」

・以降の操作は、「代替画像を変更する」（P85）

を参照してください。

保留画像を変更する

C 323

テレビ電話の保留中に表示する画像を設定します。

→P238、P239

1. 設定メニュー（P77）から「テレビ電話」 「テ

レビ電話画像選択」 「保留画像」

・以降の操作は、「代替画像を変更する」（P85）

を参照してください。

時計／時間の設定を行う

時刻を設定する

C 41
「世界時計」（P178）で「ホーム設定」に設定してい

る都市（お買い上げ時は東京）の時刻を設定します。

→P239

1. 設定メニュー（P77）から「時計／時間設定」

「時刻設定」 次の設定する項目を選択 設定後

I［完了］

時刻設定

Jを押して入力項目（時、分、秒、am／pm※）

を選択し、ダイヤルボタンで入力します。am／

pm※はCを押すたびに切り替わります。

時刻表示形式

時刻表示を12時間制で表示するか、24時間制で

表示するかを設定します。

時刻お知らせ

毎正時（00分）にあわせて音を鳴らすかどうか

を設定します。鳴らす音を設定すれば、その音

で鳴ります。鳴らさないときは「OFF」に設定

します。

※：「時刻表示形式」を「12時間表示」にした場合に表示

されます。

日付を設定する

C 42
日付を設定できます。

→P239設定項目／お買い上げ時 
設定項目／お買い上げ時 

設定項目／お買い上げ時 
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1. 設定メニュー（P77）から「時計／時間設定」

「日付設定」 次の設定する項目を選択 設定後

I［完了］

日付設定

Jを押して入力項目（年、月、日）を選択し、

ダイヤルボタンで入力します。

日付表示形式

日付の表示形式（「DD/MM/YYYY」「MM/DD/YYYY」

「YYYY/MM/DD」）※を選択します。

※：YYYYは年、MMは月、DDは日付を表しています。

サマータイムを設定する

C 43
サマータイムを設定できます。

→P239

1. 設定メニュー（P77）から「時計／時間設定」

「サマータイム設定」 「ON」／「OFF」

お知らせ

・設定する前に、「世界時計」（P178）でサマータイムが

利用できる国を「ホーム設定」に設定してください。

設定後はサマータイムで表示されます。

ネットワークの設定を行う（海外利用）

ネットワークの接続モードを選択する

C 51
海外で利用するときに、接続先のネットワーク（通

信事業者）が切り替わった場合のネットワークの設

定方法を選択します。

→P239

1. 設定メニュー（P77）から「ネットワーク」

「ネットワーク接続モード選択」 次の設定する

項目を選択

自動

ネットワークを自動的に検索して設定します。

手動

ネットワークの検索画面が表示され、検索後に一

覧表示されるネットワークを選択して設定します。

お知らせ

・ネットワークの検索には時間がかかる場合があります。

・「自動」に設定した場合は、次の状態になると自動で

ネットワークを検索します。

－電源をONにしたとき　　－圏外になったとき

・「手動」でネットワークを検索中に検索を中止すると、

設定は「自動」に変更されます。

設定項目／お買い上げ時 

設定項目／お買い上げ時 
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ネットワークモードを設定する

C 52
「ネットワーク接続モード選択」の設定に従ってネッ

トワークが検索されたとき、検索するネットワーク

の種類を設定します。

→P239

1. 設定メニュー（P77）から「ネットワーク」

「ネットワークモード」 次の設定する項目を選

択

自動

接続できるすべてのネットワークを検索します。

3G

3Gに対応したネットワークのみを検索します。

GSM

GSM/GPRSに対応したネットワークのみを検索

します。

お知らせ

・GSMネットワーク内でも、GPRSに対応していない場合

はパケット通信を行うことができません。

優先的に接続するネットワークを登録する

C 53

ネットワークを登録する

ネットワークを自動で検索する場合に優先的に接続

するネットワーク（通信事業者）を登録します。

→P239

1. 設定メニュー（P77）から「ネットワーク」

「リストから登録」

・FOMAカードに登録されているネットワークが

優先度の高いものから順に、上から表示されま

す。

・I［削除］：選択中のネットワークを削除し

ます。

2.M［メニュー］ 次の設定する項目を選択

新規追加

－ネットワーク検索：FOMA端末に登録されてい

るネットワーク一覧から選択して登録します。

－新規ネットワーク：「国番号（MCC）」と「ネッ

トワーク番号（MNC）」を入力して登録します。

設定後はI［完了］を押してください。

削除

選択中のネットワークを削除します。

上へ移動※

選択中のネットワークを上に移動します。ネッ

トワークの優先順位が高くなります。

設定項目／お買い上げ時 

設定項目／お買い上げ時 
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下へ移動※

選択中のネットワークを下に移動します。ネッ

トワークの優先順位が低くなります。

※：登録されているネットワークが複数ある場合に利用でき

ます。

お知らせ

・ネットワークが1件も登録されていない場合は、リスト

登録画面のソフトキーエリアに［メニュー］［削除］は

表示されません。ネットワークを登録するにはI［追

加］を押し、ネットワークを選択して登録します。

・登録したデータはFOMAカードに保存されます。

ネットワーク名を表示する

C 54
待受画面に、現在設定されているネットワーク名を表

示するかどうかを設定します。

→P239

1. 設定メニュー（P77）から「ネットワーク」

「ネットワーク名表示」 「ON」／「OFF」

ｉモードから接続先を変更する

接続先を設定／変更する

C 6

※通常は設定を変更する必要はありません。

ｉモード以外の各種プロバイダのサービスをご利用

になる場合に接続先を設定できます。接続先を変更

した場合は、ｉモードをご利用できなくなります。

→P239

1. 設定メニュー（P77）から「接続先選択」 接続

先選択画面でI［追加］ 端末暗証番号を入力

C 次の設定する項目を選択 設定後I
［完了］

・設定後は接続先選択画面に設定した接続先が表

示され、 がつきます。

接続先名称

接続先選択画面で表示される名前を入力します。

接続先アドレス

接続先のアドレスを入力します。

接続先

接続先を入力します。

設定項目／お買い上げ時 

設定項目／お買い上げ時 
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お知らせ

・接続先を「ｉモード」に戻す場合やその他の接続先に

変更する場合は、接続先選択画面で「ｉモード」／そ

の他の接続先を選択してCを押します。

・接続先選択画面でM［メニュー］を押すと、設定した

接続先を編集／削除／表示することができます。ただ

し、お買い上げ時に登録されている「ｉモード」は編

集／削除することができません。

・「接続先アドレス」欄には、PDPタイプのIPアドレスを

入力してください。

セキュリティの設定を行う

オールロックを設定する

C 71
FOMA端末をロックして、端末暗証番号を入力しな

いと操作できないようにします。設定中は待受画面

に「オールロック」と表示されます。

→P239

1. 設定メニュー（P77）から「セキュリティ」

「オールロック」 次の設定する項目を選択

パワーオン

電源を入れたときにロックされるように設定し

ます。設定には端末暗証番号の入力が必要にな

ります。

即時

すぐにオールロックを設定します。設定には端

末暗証番号の入力が必要になります。

ロック解除

オールロックを解除します。解除には端末暗証

番号の入力が必要になります。

オールロックを解除する

1.1〜0のいずれかを押す 端末暗証番号を

入力 C
・ロック中の画面でI［緊急呼］：緊急通報

（110／118／119）に電話をかけることができま

す。（FOMAカード未挿入時を除く）

PINコードリクエストを設定する

C 72
FOMA端末の電源を入れたときに、PIN1コードを入

力しなければ使用できないように設定します。

→P239

1. 設定メニュー（P77）から「セキュリティ」

「PINコードリクエスト」 「ON」／「OFF」

PIN1コードを入力 C

設定項目／お買い上げ時
設定項目／お買い上げ時
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パスワードを変更する

PIN1コード／PIN2コードを変更する

C 731／

C 732

PIN1コード／PIN2コードを変更します。PIN1コード

を変更するには、「PINコードリクエスト」を「ON」

に設定しておく必要があります。ご契約時には

「0000」に設定されています。

1. 設定メニュー（P77）から「セキュリティ」 「パ

スワード変更」 「PIN1コード」／「PIN2コード」

＜PIN1コード変更画面＞

2. 現在のPIN1コード／PIN2コードを入力 C
3. 新しいPIN1コード／PIN2コードを入力 C
4. 操作3で入力したコードをもう一度入力 C

お知らせ

・PINコード入力を3回連続で間違えると、PINコードが自

動的にロックされますのでご注意ください。PINロック

の解除については「PINロック解除コード」（P97）を参

照してください。

端末暗証番号を変更する

C 733

端末暗証番号を変更します。

→P239

1. 設定メニュー（P77）から「セキュリティ」

「パスワード変更」 「端末暗証番号」

・以降PIN1コード／PIN2コード変更の操作（左記）

と同様に、現在の端末暗証番号を入力し、新し

い端末暗証番号と確認用にもう一度番号を入力

します。

バイリンガルを設定する

C 8
FOMA端末の表示言語を日本語または英語に切り替

えることができます。

→P240

1. 設定メニュー（P77）から「Bilingual」 「日本

語」／「English」

設定項目／お買い上げ時 

設定項目／お買い上げ時 

PINロックがかかるまでの回数 
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*miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P166

お知らせ

・本設定内容はFOMA端末と差し込まれたFOMAカードに

記憶されます。本設定内容が記憶されている別のFOMA

カードを差し込んだ場合は、FOMAカードの設定が優先

されます。

その他の設定を行う

メモリーの状況を確認する

C 91
FOMA端末本体やFOMAカード、miniSDメモリーカー

ドのメモリー状況を確認できます。

1. 設定メニュー（P77）から「その他」 「メモリー

状況」 次の項目を選択

一般メモリー

一般メモリー（「メロディ」「マイピクチャ」「ｉ

モーション」）の使用済み領域と空き領域（目安）

を確認できます。

固定メモリー

固定メモリー（「電話帳」「スケジュール」「メモ」

「ｉアプリ」「メール」「ｉモード」）の使用済み

領域と空き領域（目安）を確認できます。

FOMAカード（UIM）メモリー

FOMAカードメモリー（「電話帳」「SMS」）の使

用済み領域と空き領域（目安）を確認できます。

miniSD

miniSDメモリーカードの使用済み領域と空き領

域（目安）を確認できます。

設定をリセットする

メモリーをすべて削除する

C 921

FOMA端末本体、miniSDメモリーカードに記録されて

いるすべてのデータを削除できます。

1. 設定メニュー（P77）から「その他」 「設定リ

セット」 「メモリー全削除」 次の項目を選

択

・削除には端末暗証番号の入力が必要になります。

データBOX

データBOXに保存されているデータ（プリイン

ストールデータを除く）をすべて削除します。

個人情報

発着信履歴／スケジュール／メモ／電話帳（本

体）／自局番号（お客様の電話番号を除く）デー

タやアラーム設定をすべて削除します。

miniSD

miniSDメモリーカードの「minisd」フォルダ内に

保存されているデータをすべて削除します。
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すべての設定をリセットする

C 922

「ｉモード設定」「メール設定」を除くFOMA端末の

各設定をお買い上げ時の状態に戻します。

1. 設定メニュー（P77）から「その他」 「設定リ

セット」 「設定リセット」 「はい」 端末

暗証番号を入力 C

お知らせ

・日付と時間がリセットされると、再生期間・再生期限が

設定されているｉモーションや、ファイルによっては、

表示または再生ができなくなります。

SMSセンターの設定を行う

C 93

※通常は設定を変更する必要はありません。

利用するSMSセンターを変更できます。

→P240

1. 設定メニュー（P77）から「その他」 「SMSセ

ンター」 次の設定する項目を選択 設定後I
［完了］

SMSセンター

－DoCoMo：ドコモのSMSセンターを利用しま

す。

－その他：他社のSMSセンターを利用します。

アドレス

「SMSセンター」を「その他」に設定した場合に、

SMSセンターのアドレスを入力します。

スケジュールの休日設定をすべてリセット
する

C 94
FOMA端末のスケジュール（P182）に設定した休日

設定をすべて元に戻すことができます。

1. 設定メニュー（P77）から「その他」 「休日リ

セット」 「はい」

設定項目／お買い上げ時 
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携帯電話の操作や機能を制限する………97

その他のあんしん設定について…………98

あんしん設定



暗証番号について

FOMA端末には、便利にお使いいただくための各種

機能に、暗証番号の必要なものがあります。各種端

末操作用の端末暗証番号の他、ネットワークサービ

スでお使いになるネットワーク暗証番号、ｉモード

パスワードなどがあります。用途ごとに上手に使い

分けてFOMA端末を活用してください。

各種暗証番号に関するご注意

・ 設定する暗証番号は「生年月日」「電話番号の一

部」「所在地番号や部屋番号」「1111」「1234」

などの他人にわかりやすい番号は避けください。

また、設定した暗証番号はメモを取るなどして

お忘れにならないようお気をつけください。

・ 暗証番号は、他人に知られないように十分ご注

意ください。万一暗証番号が他人に知られ悪用

された場合、その損害について当社は一切の責

任を負いかねます。

・ ドコモからお客様の暗証番号をうかがうことは

一切ございません。

・ 各種暗証番号を忘れてしまった場合は、契約者ご

本人であることが確認できる書類（運転免許証な

ど）やFOMA端末、FOMAカードをドコモショッ

プ窓口までご持参いただく必要があります。

詳しくは取扱説明書の裏表紙の「総合お問い合わ

せ先」までご相談ください。

端末暗証番号

端末暗証番号は、お買い上げ時には「0000」に設定

されていますが、お客様ご自身で番号を変更できま

す。変更方法については「端末暗証番号を変更する」

（P91）を参照してください。

ネットワーク暗証番号

ドコモeサイトでの各種手続き時や、各種ネットワ

ークサービスご利用時にお使いいただく数字４桁の

番号で、ご契約時に任意の番号を設定いただきます

が、お客様ご自身で番号を変更できます。

パソコン向け総合サポートサイト「My DoCoMo」の

「My DoCoMo ID／パスワード」をお持ちの方は、パ

ソコンから新しいネットワーク暗証番号への変更手

続きができます。なお、ｉモードからは、ドコモe

サイト内の「各種手続き」からお客様ご自身で変更

ができます。
※「My DoCoMo」「ドコモeサイト」については、取扱説明

書の裏表紙の裏面を参照してください。

ｉモードパスワード

マイメニューの登録・削除、メッセージサービス、

ｉモードの有料サービスのお申し込み・解約などを

行うには4桁の「ｉモードパスワード」が必要にな

ります（この他にも各情報サービス提供者が独自に

パスワードを設定していることがあります）。
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ｉモードパスワードは、ご契約時には「0000」に設

定されていますが、お客様ご自身で番号を変更でき

ます。ｉモードから変更する場合は「ｉモードパス

ワードを変更する」（P126）を参照してください。

PIN1コード／PIN2コード

FOMAカードには、PIN1コード、PIN2コードという2

つの暗証番号を設定できます。これらの暗証番号は、

ご契約時には「0000」に設定されていますが、お客

様ご自身で番号を変更できます。変更方法について

は「PINコードリクエストを設定する」（P90）「PIN1

コード／PIN2コードを変更する」（P91）を参照して

ください。

■PIN1コード

第三者による無断使用を防ぐため、FOMAカードを

FOMA端末に差し込むたびに、またはFOMA端末の電

源を入れるたびに使用者を確認するために入力する

4～8桁の番号（コード）です。PIN1コードを入力す

ることにより、発着信および端末操作が可能となり

ます。

■PIN2コード

積算通話料金リセット、ユーザ証明書の利用時や発

行申請を行なうときなどに使用する4～8桁の番号で

す。
※ 本FOMA端末で利用する機能はありません。

お知らせ

・新しくFOMA端末を購入されて、現在ご利用中のFOMA

カードを差替えてお使いになる場合は、以前にお客様

が設定したPIN1コード、PIN2コードをご利用ください。

・誤ったPIN1／PIN2コードを3回連続して入力すると、PIN

コードが自動的にロックされます。解除するには、PIN

ロック解除コードの入力が必要になります。

PINロック解除コード

PINロック解除コードは、PIN1コード、PIN2コードが

ロックされた状態を解除するための8桁の番号です。

なお、お客様ご自身では変更することができませ

ん。

お知らせ

・PINロック解除コードの入力を通算で10回間違えると、

FOMAカードがロックされます。その場合は、ご利用中

のFOMAカード、ご契約されたご本人であるかどうか確

認できるもの（運転免許証など）をドコモショップ窓口

にご持参いただくことが必要になりますので、ご注意く

ださい。

携帯電話の操作や機能を制限する

FOMA端末には、FOMA端末に保存されている情報や

データなどを保護するために、携帯電話の操作や機

能を制限するセキュリティ機能があります。
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オールロックを設定する

FOMA端末をロックして、端末暗証番号を入力しな

いと操作できないようにします。設定方法について

は、「オールロックを設定する」（P90）を参照して

ください。

メールを無断で表示できないように設定する

メールメニューの受信・送信・未送信BOXにセキュリ

ティを設定します。設定方法については「メールの設

定を行う」の「表示」（P145）を参照してください。

その他のあんしん設定について

この章で紹介した以外にも、次のようなあんしん設

定があります。

あんしん設定

メールアドレス変更

ｉモードメールのみ

受信／拒否

ドメイン指定受信

メールアドレスを変

更する

ｉモード端末から送

信されたメールのみ

を受信／拒否する

指定したドメイン

（会社）からのメール

のみを受信する

目　的 機能／サービス

メールの相手を指定

して受信／拒否する

1日に1台のｉモード

端末から大量のメー

ルが送信されている

場合に200通目以降

のメールを拒否する

アドレス指定受信／

拒否

ｉモードメール大量

送信者からのメール

受信制限

未承諾広告※メール

拒否

SMS拒否設定／確認

ｉモード災害用伝言

板サービス

メール機能停止

設定状況確認

未承諾の広告メール

を拒否する

SMSの受信を拒否す

る

災害時に安否情報を

登録／確認する

メール機能を一時的

に停止

メール機能の設定状

況確認

参照先

『 ｉ モ

ード操

作ガイ

ド』を

ご覧く

ださい

目　的 機能／サービス

電話の相手を指定し

て拒否する

電話帳に登録した相手

からのみ電話を受ける

着信拒否／許可

登録外着信拒否

迷惑電話ストップ

サービス

番号通知お願いサー

ビス

メール選択受信

迷惑電話を受けない

発信者番号を通知し

ない電話を受けない

必要なメールだけを

受信する

参照先

P81

P82

P194

P194

P143
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カメラを使用するにあたってのご注意 …100

カメラの使いかた ………………………101

静止画を撮影する ………………………101

動画を撮影する …………………………106

マルチメディア（カメラ）

待受画面で

C［メニュー］ または

「マルチメディア」

マルチメディアメニューの表示方法



*miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P166100
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カメラを使用するにあたってのご注意
・レンズに指紋や油脂などが付くと、きれいに撮影

できません。撮影前にやわらかい布で拭いてくだ

さい。

・レンズに直射日光が長時間当たると、内部のカラー

フィルターが変色し映像が変色することがありま

す。

・FOMA端末を暖かい場所に長時間置いた後で撮影

したり、画像を保存したりすると、画質が劣化す

ることがあります。

・撮影の際、レンズを指などで覆わないでくださ

い。

・電池残量が少ないと、カメラを起動できない場合

があります。

・速く動いている被写体を撮影すると、撮影した時

にディスプレイに表示されていた位置とは若干ず

れた位置で撮影されたり、画像がぶれる場合があ

ります。

・手ぶれにご注意ください。FOMA端末が動かない

ようにしっかり持って撮影するか、FOMA端末を

安定した場所に置き、セルフタイマーを使用して

撮影してください。

・撮影の際、手ぶれをおこしたり、動きの激しいも

のを撮影したりすると画像が乱れることがありま

す。

・直接、太陽やランプなどの強い光源を撮影しよう

とすると、画質が暗くなったり画像が乱れたりす

ることがありますのでご注意ください。

・カメラは非常に精密度の高い技術で作られておりま

すが、常時明るく見える点や線、暗く見える画素や

線が存在する場合があります。また、特に光量が少

ない場所での撮影では、若干粗く見えたり、白い線

などのノイズが増えますのでご了承ください。

・保存先をminiSDメモリーカードに設定している場

合は、カメラ使用中にminiSDメモリーカードを抜

かないでください。miniSDメモリーカードに損傷

を与えたり、データの破損やFOMA端末の故障の

原因になります。

・撮影した静止画や動画を保存する前に電池残量が

なくなると、保存できません。

・カメラは電力の消費が非常に早いため、カメラを

長時間使用したり、起動したまま放置したりしな

いでください。

・設定によっては、カメラを起動してから撮影画面

に映像が表示されるまでに時間がかかる場合があ

ります。

・カメラで撮影した画像は、実際の被写体と色味や

明るさが異なる場合があります。

・盗撮防止のため、シャッター音はマナーモード設

定中でも一定の音量で鳴ります。また、FOMA端

末に平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）を取

り付けている場合でも、スピーカからシャッター

音が鳴ります。

マルチメディア（カメラ）
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マルチメディア（カメラ）

次のページへ続く

著作権肖像権について

お客様が本製品を利用して撮影またはインターネッ

ト上のホームページからのダウンロードなどにより

取得した文章、画像、音楽、ソフトウェアなど第三

者が著作権を有するコンテンツは、私的使用目的の

複製や引用など著作権法上認められた場合を除き、

著作権者に無断で複製、改変、公衆送信などするこ

とはできません。実演や興行、展示物などには、私

的使用目的であっても撮影または録音を制限してい

る場合がありますのでご注意ください。また、お客

様が本製品を利用して本人の同意なしに他人の肖像

を撮影したり、撮影した他人の肖像を本人の同意な

しにインターネット上のホームページに掲載するな

どして不特定多数に公開することは、肖像権を侵害

する恐れがありますのでお控えください。

カメラの使いかた

撮影状況に合わせてカメラの角度を調節します。

お知らせ

・図のようにレンズ部をFOMA端末の内側に調節して撮影

した場合は、画像は鏡像で保存されます。

静止画を撮影する

C 1
静止画を撮影できます。撮影した静止画はFOMA端

末本体の「データBOX」内「マイピクチャ」の「カ

メラ」フォルダ、または「miniSDメモリーカード」

の「マイピクチャ」に保存されます。保存先は「保

存先」（P104）で設定します。

レンズ部
 

矢印の方向に回転させて 
カメラの角度を調節します。 

カメラ付き携帯電話を利用して撮影や画像送信を行う

際は、プライバシーなどにご配慮ください。
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マルチメディア（カメラ）

*miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P166

1. 待受画面でG

＜静止画撮影待機画面＞

・H／FE：画像のズーム倍率を設定します。

・J：画像の明るさを設定します。

・I［アルバム］：「マイピクチャ」の「カメラ」

フォルダ内を表示します。

2. 被写体を確認し、C

＜静止画撮影終了画面＞

・I［メール］： 撮影した画像を添付してｉモー

ドメールを作成します。「ｉモードメールを作成

する」の操作2（P139）に進みます。

・C［OK］：静止画撮影待機画面に戻ります。

・M［メニュー］：サブメニューから削除などの

操作ができます。→P105

マルチショット撮影後の画面について

マルチショット（P103）を設定して複数の画像を撮

影後、撮影した画像が一覧表示されます。

＜マルチショット撮影終了画面＞

・C［表示］：選択中のファイルを表示してズーム

することができます。

・I［メール］：選択中のファイルを添付してｉモー

ドメールを作成します。「ｉモードメールを作成する」

の操作2（P139）に進みます。

・Q：静止画撮影待機画面に戻ります。

選択中のファイルサイズ 
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マルチメディア（カメラ）

次のページへ続く

静止画撮影待機画面の表示について

･ 静止画撮影の設定状況を表示します。

※1：撮影可能枚数は、撮影の設定状況に応じて変わります。

※2：設定した値が表示されます。

静止画撮影待機画面のサブメニューを利用
する

静止画を撮影するための機能を設定できます。

→P242

1. 静止画撮影待機画面（P102）でM［メニュー］

Jで次のサブメニュー項目を選択 設定項目

を選択 C I［閉じる］

（サイズ）

撮影サイズを設定します。

（保存画質設定）

撮影した静止画を保存するときの画質を設定し

ます。

（ライト）

撮影するときのライトの発光方法を設定します。

－OFF：点灯しません。

－自動：撮影場所が暗いときなど、撮影状況に

応じて自動的に点灯します。

－常時点灯：カメラ起動中は常に点灯します。

－撮影時：撮影場所の明るさに関係なく、シャッ

ターを押すとき常に点灯します。

（マルチショット）

シャッターを押して連続で撮影できるように連

続撮影回数を設定します。

設定項目／お買い上げ時 

説　明表示例

カメラモード（静止画撮影モード）

169※1 撮影可能枚数

保存先 本体メモリー

OFF

自動

常時点灯

撮影時

miniSD

ライト

～ ※2 セルフタイマー

～ ※2 サイズ

～ ※2

ズーム～ ※2

明るさ

～ ※2 マルチショット

制限なし

100KB

画像サイズ

選択

9KB

スーパーファイン

ファイン

保存画質設

定

標準
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マルチメディア（カメラ）

（ズーム）

画像のズーム倍率を設定します。

（明るさ）

画像の明るさ（露出）を設定します。

（ホワイトバランス）

画像の色合いを補正できます。撮影画像が不自

然な色合いのときに設定します。

（ナイトモード）

暗い場所などで撮影するときに設定します。

（フレームショット）

被写体にフレームを付けて撮影するときに設定

します。「フレーム選択」を選択後、Jでフレー

ムを選択→Cを押してください。

（セルフタイマー）

セルフタイマーを設定します。シャッターを押

してから撮影されるまでの秒数を選択します。

（撮影効果）

画像に特殊な効果をかけて撮影するときに設定

します。

（シャッター音）

シャッターを押したときの音を設定します。

・項目を選択するとサンプル音が鳴ります。

（画像サイズ選択）

撮影した静止画を保存するときのサイズを制限

します。

（ちらつき調整）

画面のちらつきを抑えるときに設定します。

（保存先）

撮影した静止画を保存する場所を設定します。

お知らせ

・「サイズ」を「1280×1024」に設定して撮影する場合

は、ズームが利用できません。

・「マルチショット」を設定すると「サイズ」は自動的

に「320×240」に変わります。「マルチショット」設

定後は、「サイズ」の変更はできません。

・「フレームショット」を設定すると、「サイズ」は自動的

に「176×220」に変わります。「フレームショット」設

定後は、「サイズ」の変更はできません。

・「マルチショット」と「フレームショット」は同時に

設定できません。

・「画像サイズ選択」で設定したサイズで保存できない

場合は、自動的に解像度を下げて保存します。

・「画像サイズ選択」を「100KB」「9KB」に設定した場

合は、「保存画質設定」は設定できません。

・「画像サイズ選択」を「9KB」に設定した場合は、「マルチ

ショット」「フレームショット」撮影はできません。
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・撮影環境や被写体の色合いなどによっては、「ちらつき

調整」を設定しても、ちらつきが完全に消えない場合

があります。

・お買い上げ時に登録されているフレーム画像については

「お買い上げ時に登録されているデータ」の「フレーム」

（P250）を参照してください。

静止画撮影終了画面のサブメニューを利用
する

→P243

1. 静止画撮影終了画面（P102）／マルチショット

撮影終了画面（P102）でM［メニュー］ 次の

サブメニュー項目を選択

写真撮影

静止画撮影画面に戻ります。

選択／解除※

マルチショットで撮影したファイルを選択して削除

します。選択後はM［メニュー］→「1件削除」を

選択してください。

－選択：ファイルを1件ずつ選択します。

－全件選択：すべてのファイルを選択します。

－解除：「選択」「全件選択」で選択したファイ

ルを1件ずつ解除します。

－全件解除：「選択」「全件選択」で選択したす

べてのファイルの選択を解除します。

メール作成
撮影した静止画を添付してｉモードメールを作
成します。「ｉモードメールを作成する」の操作
2（P139）に進みます。

削除（1件削除※）
撮影した静止画を削除します。

壁紙に設定

「メイン画面」または「サブ画面」に待受画面の

壁紙として設定します。

スライドショー※

－開始：マルチショットで撮影した静止画を順

に表示します。

－設定：スライドショーの「表示方法」と「間

隔（秒）」を設定します。設定後はI［完了］

を押してください。

アニメーション作成※

マルチショットで撮影したファイルを選択してア
ニメーションを作成します。選択後はI［作成］
を押してください。

並べ替え※

ファイルを並べ替えます。

表示※

ファイルの表示方法を変更します。

情報表示※

選択中のファイルの名前、サイズ、種類などを
表示します。

※：マルチショット撮影後のみ表示されます。

設定項目／お買い上げ時 
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マルチメディア（カメラ）

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P166

動画を撮影する

C 2
動画を撮影できます。撮影した動画はFOMA端末本

体の「データBOX」内「ｉモーション」の「カメラ」

フォルダ、または「miniSDメモリーカード」の「ｉ

モーション」に保存されます。保存先は「保存先」

（P108）で設定します。

1. マルチメディアメニュー（P99）から「ビデオカメラ」

＜動画撮影待機画面＞

・H／FE：画像のズーム倍率を設定します。

・J：画像の明るさを設定します。

・I［アルバム］：「ｉモーション」の「カメラ」

フォルダ内を表示します。

2. 被写体を確認し、C

＜動画撮影中画面＞

・H／FE：画像のズーム倍率を設定します。

・J：画像の明るさを設定します。

・Q：撮影中の動画を保存せずに動画撮影待機

画面に戻ります。

・C［ストップ］：撮影を終了し、操作3の画面が

表示されます。

3. 撮影が終了する

＜動画撮影終了画面＞

撮影中は赤色に点灯します。 

撮影経過時間／最大撮影時間 

撮影経過時間をバーで表示します。
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マルチメディア（カメラ）

次のページへ続く

説　明表示例

ビデオカメラモード（動画撮影モード）

ライト（常時点灯／撮影時）

録画時間（メール用）

音声＋映像

映像のみ

音声のみ

撮影種別

・I［メール］：撮影した動画を添付してｉモー

ドメールを作成します。「ｉモードメールを作

成する」の操作2（P139）に進みます。

・C［OK］：動画撮影待機画面に戻ります。

・M［メニュー］：サブメニューから削除などの

操作ができます。→P108

動画撮影待機画面の表示について

･ 動画撮影の設定状況を表示します。

・そのほかの表示については、「静止画撮影待機画

面の表示について」（P103）を参照してください。

動画撮影待機画面のサブメニューを利用する

動画を撮影するための機能を設定できます。

→P243

1. 動画撮影待機画面（P106）でM［メニュー］

Jで次のサブメニュー項目を選択 設定項目を

選択 C I［閉じる］

（保存画質設定）

撮影した動画を保存するときの画質を設定します。

（ライト）

撮影するときのライトの発光方法を設定します。

－OFF：点灯しません。

－常時点灯：ビデオカメラ起動中は常に点灯します。

－撮影時：撮影場所の明るさに関係なく、撮影

中は常に点灯します。

（ズーム）

画像のズーム倍率を設定します。

（明るさ）

画像の明るさ（露出）を設定します。

（ホワイトバランス）

画像の色合いを補正できます。撮影画像が不自

然な色合いのときに設定します。

（ナイトモード）

暗い場所などで撮影するときに設定します。

（撮影効果）

画像に特殊な効果をかけて撮影するときに設定します。

（録画時間）

動画の撮影時間を設定します。

（ちらつき調整）

画面のちらつきを抑えるときに設定します。

設定項目／お買い上げ時 
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＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P166

（保存先）

撮影した動画を保存する場所を設定します。

（撮影種別）

動画を撮影するときの映像・音声の有無を設定

します。

お知らせ

・「録画時間」を「メール用」に設定した場合は、「保存

画質設定」の設定により録画時間が変わります。

･「録画時間」を「60分」に設定して長時間録画する場合

は、miniSDメモリーカードに保存してください。

・撮影環境や被写体の色合いなどによっては、「ちらつき

調整」を設定しても、ちらつきが完全に消えない場合

があります。

動画撮影終了画面のサブメニューを利用する

1. 動画撮影終了画面（P106）でM［メニュー］

次のサブメニュー項目を選択

ビデオ撮影

動画撮影待機画面に戻ります。

メール作成

撮影した動画を添付してｉモードメールを作成

します。「ｉモードメールを作成する」の操作2

（P139）に進みます。

削除

撮影した動画を削除します。
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ｉモードメニューについて

各種サイトやインターネットホームページを見るとき

などの基本画面です。ｉモードメニューからｉモード

の各機能を利用できます。

ｉモードとは

ｉモード端末のディスプレイを利用して、ｉモード

のサイト（番組）やｉモード対応ホームページから

便利な情報をご利用いただけるほか、手軽にメール

のやりとりができるオンラインサービスです。

・詳細は『ｉモード操作ガイド』をご覧ください。

・『ｉモード操作ガイド』に記載されているすべて

のサービスには対応していません。『ｉモード操

作ガイド』の各サービスの対応機種記載をご確認

ください。

ｉMenu画面を表示する

C 1
ｉMenuから各ｉモードサイトに接続できます。

1. ｉモードメニュー（P109）から「ｉMenu」

・ｉMenu画面に表示される項目については『ｉモー

ド操作ガイド』をご覧ください。

・以降の操作については、「サイトを表示する」

（P120）を参照してください。

内　容メニュー項目

ｉMenu ｉモードセンターに接続します。

お気に入りのサイトやインターネット

ホームページを表示します。

URLを入力してインターネットに接続

します。

FOMA端末に保存したサイトなどの画

面を表示します。

最後に表示したサイトやインターネッ

トホームページを表示します。

Bookmark

画面メモ

ラストURL

受信したメッセージR／Fの一覧を表示し

ます。

メッセージ

ｉモードに関するFOMAの機能を設定

します。

ｉモード設

定

ｉモードセンターにメール、メッセー

ジR／Fが保管されていないかを問い合

わせます。

ｉモード問

い合わせ

Internet
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ブックマークからサイトを表示する

C 2
ブックマークからお気に入りのサイトに直接接続します。

・ブックマークの登録方法については、「サイト画

面のサブメニューを利用する」（P120）を参照し

てください。

1. ｉモードメニュー（P109）から「Bookmark」

＜Bookmark一覧画面＞

2. ブックマークを選択 C
・サイトに接続します。

Bookmark一覧画面のサブメニューを利用する

1. Bookmark一覧画面（上記）でM［メニュー］ 次

のサブメニュー項目を選択

接続

選択中のブックマークのサイトに接続します。

ブックマーク編集

選択中のブックマークのタイトルとURLを編集し

ます。編集後はI［完了］を押してください。

削除

選択中のブックマークを削除します。

選択削除

複数のブックマークを選択して削除します。選択

後はM［メニュー］→「削除」を選択します。

全削除

登録されているすべてのブックマークを削除します。

削除にはC→端末暗証番号入力→C［確定］が必

要となります。

URL表示

選択中のブックマークのURLを表示します。

URLコピー

選択中のブックマークのURLをコピーします。コ

ピーについては、「コピー／切り取り／貼り付け

を行う」（P209）を参照してください。

ｉモードメール作成

選択中のブックマークのURLを本文に貼り付けてｉ

モードメールを作成します。「ｉモードメールを作

成する」の操作2（P139）に進みます。

赤外線送信

選択中のブックマークを赤外線で送信します。赤外

線送信については、「赤外線通信を利用する」

（P174）を参照してください。
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画面メモを表示する

C 3
ｉモードに接続せずに保存したサイト画面を表示し

ます。

・サイト画面の保存方法については、「サイト画面

のサブメニューを利用する」（P120）を参照して

ください。

1. ｉモードメニュー（P109）から「画面メモ」

＜画面メモ一覧画面＞

2. 画面メモを選択 C
・画面メモ表示画面が表示されます。

画面メモ一覧画面のサブメニューを利用する

1. 画面メモ一覧画面（上記）でM［メニュー］ 次

のサブメニュー項目を選択

表示

選択中の画面メモを表示します。

タイトル編集

選択中の画面メモのタイトルを編集します。

削除

選択中の画面メモを削除します。

選択削除

複数の画面メモを選択して削除します。選択後

はM［メニュー］→「削除」を選択します。

全削除

保存されているすべての画面メモを削除します。

削除にはC→端末暗証番号入力→C［確定］が必

要となります。

URL表示

選択中の画面メモのURLを表示します。

保護／保護解除

選択中の画面メモを保護または保護解除します。

保護された画面メモは削除できません。

画面メモ表示画面のサブメニューを利用する

1. 画面メモ表示画面（左記）でM［メニュー］

次のサブメニュー項目を選択

画像保存※1

画面メモに含まれている画像を選択して保存し

ます。保存した画像は「データBOX」の「マイ

ピクチャ」→「ｉモード」フォルダで確認でき

ます。→P154

ｉモード

説　明マーク

保護されていない画面

メモ

保護されている画面

メモ
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詳細表示

－URL表示：表示中の画面メモのURLを表示しま

す。

－ページ情報：表示中の画面メモのページ情報

を表示します。

－証明書※2：表示中の画面メモで使われている

証明書を表示します。

リトライ※3

GIFアニメーションを最初から再生します。

タイトル編集

表示中の画面メモのタイトルを編集します。

削除

表示中の画面メモを削除します。

保護／保護解除

表示中の画面メモを保護または保護解除します。

保護された画面メモは削除できません。

※1：表示中の画面メモに画像が含まれていない場合は利用

できません。

※2：表示中の画面メモに証明書が使われていない場合は利

用できません。

※3：表示中の画面メモにGIFアニメーションが含まれていな

い場合は利用できません。

ラストURLを使って表示する

C 4
ｉモードを終了すると、最後に表示していたページの

URLが「ラストURL」に記録されます。「ラストURL」

を使って最後に表示したサイトやインターネットホー

ムページに接続します。

1. ｉモードメニュー（P109）から「ラストURL」

I［完了］

お知らせ

・ラストURL画面でCを押すと、ラストURLを編集できます。

インターネットホームページを
表示する

C 5
URLを入力してｉモード対応のホームページに接続

したり、これまでに表示したサイトの履歴から直接

サイトに接続できます。

1. ｉモードメニュー（P109）から「Internet」 次

の項目を選択

URL入力

URLを入力してｉモード対応のインターネットホー

ムページに接続します。入力後にI［完了］を押

すと接続できます。

ｉモード

次のページへ続く
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URL履歴

URL履歴画面が表示され、これまでに表示したサ

イトのURL履歴を選択して直接サイトに接続しま

す。

お知らせ

・「URL入力」では半角で256文字まで入力できます。

・「URL履歴」では履歴が50件まで記録されます。

・接続するインターネットホームページによっては正し

く表示されないことがあります。

・ｉモード対応のインターネットホームページ以外は正

しく表示されないことがあります。

URL履歴画面のサブメニューを利用する

1. URL履歴画面（上記）でM［メニュー］ 次のサブ

メニュー項目を選択

接続

選択中のURL履歴のサイトに接続します。

URL編集

選択中のURL履歴のURLを編集して接続します。

削除

選択中のURL履歴を削除します。

全削除

登録されているすべてのURL履歴を削除します。

削除にはC→端末暗証番号入力→C［確定］が必

要となります。

ｉモードメール作成

選択中のURL履歴のURLを本文に貼り付けてｉモー

ドメールを作成します。「ｉモードメールを作成す

る」の操作2（P139）に進みます。

メッセージR／Fを表示する

C 6
受信したメッセージR／Fを表示します。

・メッセージR：

メッセージサービスを提供する各サイトで購読を

申し込むと、自動的に届けられるメッセージです。

・メッセージF：

オプション設定で受信設定※すると、通信料無料

で届けられるメッセージです。設定方法について

は『ｉモード操作ガイド』をご覧ください。
※：2004年10月１日以降にFOMAサービスを新規契約さ

れた方は、初期設定が「受信する」になっています。

ｉモード
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ｉモード

1. ｉモードメニュー（P109）から「メッセージ」

「メッセージR」／「メッセージF」

＜メッセージR／F一覧画面＞

・J／FE：ページが複数ある場合は、前後のペー

ジを表示します。

2. 表示するメッセージR／Fを選択 C

＜メッセージR／F表示画面＞

・J：前後のメッセージR／Fを表示します。

・FE：画面単位でスクロールします。

お知らせ

・メッセージRを最大100件まで、メッセージFを最大50

件まで保存できます。ただし、メッセージR／Fの内容

により保存できる件数は少なくなります。

メッセージR／F一覧画面およびメッセージR／F表

示画面のマークについて

メッセージR／F一覧画面のサブメニューを
利用する

→P244設定項目／お買い上げ時 

次のページへ続く

説　明マーク

／ 未読のメッセージR／F

既読のメッセージR／F

保護されているメッセージR／F

件名

／

ファイルが添付または貼り付けられた

メッセージR／F

受信日時

メロディが貼り付けられています。

メロディが添付されています。

画像が添付されています。

FOMAカード動作制限機能が設定され

ているファイルが添付されています。
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1. メッセージR／F一覧画面（P115）でM［メ

ニュー］ 次のサブメニュー項目を選択

削除

選択中のメッセージR／Fを削除します。

選択削除

複数のメッセージR／Fを選択して削除します。

選択後はM［メニュー］→「削除」を選択しま

す。

全削除

すべてのメッセージR／Fを削除します。削除に

はC→端末暗証番号入力→C［確定］が必要とな

ります。

保護／保護解除

選択中のメッセージR／Fを保護または保護解除し

ます。保護されたメッセージR／Fは削除できませ

ん。

ソート

一覧画面に表示されるメッセージR／Fを並べ替

えます。

フィルタ

一覧画面に表示されるメッセージR／Fの種類を

変更します。

メッセージR／F表示画面のサブメニューを
利用する

1. メッセージR／F表示画面（P115）でM［メ

ニュー］ 次のサブメニュー項目を選択

削除

表示中のメッセージR／Fを削除します。

保護／保護解除

表示中のメッセージR／Fを保護または保護解除

します。保護されたメッセージR／Fは削除でき

ません。

電話帳登録※1

メッセージR／Fに表示されている電話番号やメー

ルアドレスを電話帳に新規／追加登録します。「電

話帳に登録する」の操作2（P58）に進みます。

貼付データ保存※2

表示中のメッセージR／Fに貼り付けられたメロディ

（ ）を保存します。保存したメロディは「データ

BOX」の「メロディ」→「ｉモード」フォルダで確

認できます。→P164

ｉモード



117

ｉ
モ
ー
ド

添付ファイル保存※2

表示中のメッセージR／Fに添付されたメロディ

（ ）または画像（ ）を保存します。保存し

たメロディまたは画像は「データBOX」の「メロ

ディ」／「マイピクチャ」→「ｉモード」フォル

ダで確認できます。→P154、P164

※1：登録する電話番号やメールアドレスを選択してから操

作してください。登録できる項目がない場合は利用で

きません。

※2：保存するファイルを選択してから操作してください。

保存するファイルがない場合は利用できません。

メッセージR／Fを自動的に受信する

FOMA端末が圏内にあるときは、自動的にメッセージR／

Fが送られてきます。

1. メッセージRまたはメッセージFを受信する

・ （白）または （白）が表示されます。

2. 受信結果画面が表示される

・受信したメッセージR／Fをすぐに確認する場合は、

「メッセージR」／「メッセージF」を選択してC
を押します。

・Q：受信する前の画面に戻ります。

メッセージR／Fがあるかどうかを
問い合わせる

C 7
圏外にいたり、電源を切っていたときにｉモードセ

ンターにｉモードメールやメッセージR／Fが届いて

いるかどうかを問い合わせることができます。

1. 待受画面でM［メール］を2秒以上

・問い合わせ結果画面が表示されます。受信した

メッセージR／Fをすぐに確認する場合は、「メッ

セージR」／「メッセージF」を選択してCを押し

ます。

お知らせ

・ｉモードセンターにｉモードメールやメッセージR／F

が保管されている場合は、マーク（P31）が表示されま

す。ただし、FOMA端末の電源が入っていないときなど

にｉモードセンターに保管された場合は、マークが表

示されないことがあります。

ｉモードの設定を行う

ｉモードやメッセージR／Fなどの設定をします。

ｉモード
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ホーム

C 81
「ホーム」（P121）を選択したときに、表示するホーム

ページのURLと「ホーム」の有効／無効を設定します。

→P224

1. ｉモードメニュー（P109）から「ｉモード設定」

「ホーム」

2.「有効」または「無効」

3. URL欄を選択 C URLを入力 C
・「 無効」の場合、URLは入力できません。

4.I［完了］

表示

C 82
サイトや画面メモの表示に関わる設定をします。

→P224、P225

1. ｉモードメニュー（P109）から「ｉモード設定」

「表示」 次の設定する項目を選択 設定後

I［完了］

文字サイズ

サイトや画面メモ、メッセージR／Fの本文の文

字サイズを設定します。

画像表示設定

サイトや画面メモに含まれる画像を表示するかどう

かを設定します。※

スクロール

サイトや画面メモ、メッセージR／Fの本文を表

示している画面でHを押したときにスクロール

する行数を設定します。

メッセージ一覧表示

メッセージR／F一覧画面の表示方法（行数）を

設定します。

メッセージ貼付メロディ

受信したメッセージR/Fのメロディを再生できるよ

うにするかどうかを設定します（「無効」に設定し

た場合はメロディは削除されます）。

※：メッセージR/Fでは、本設定内容に関わらず画像が表示

されます。

証明書

C 83
SSLに対応したサイトを表示するときに使用する証

明書の設定をします。

1. ｉモードメニュー（P109）から「ｉモード設定」

「証明書」 M［メニュー］ 次の設定す

る項目を選択

証明書参照

選択中の証明書を表示します。

設定項目／お買い上げ時 

設定項目／お買い上げ時 

ｉモード
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有効／無効

選択中の証明書の有効／無効を設定します。

・証明書の状態は次のマークで確認できます。

：有効　 ：無効

お知らせ

・「有効／無効」を「無効」に設定すると、その証明書

を持っているサイトは表示できなくなります。

その他

C 84
ｉモードの接続待ち時間や問い合わせ項目などを設

定したり、ｉモード設定の設定内容などの確認もで

きます。

→P225

1. ｉモードメニュー（P109）から「ｉモード設定」

「その他」 次の設定する項目を選択

接続待ち時間設定

サイトの内容を取得するまで、しばらく時間が

かかることがあります。その場合に取得を中止

するまでの時間を設定します。設定後はI［完

了］を押してください。

ｉモーション自動再生

サイトから標準タイプのｉモーションを取得し

たときに、自動再生するかどうかを設定します。

設定後はI［完了］を押してください。

ｉモード問い合わせ

「ｉモード問い合わせ」をするときに問い合わせる

内容（メール／メッセージR／メッセージF）を設

定します。設定後はI［完了］を押してくださ

い。

ｉモード設定確認

「ｉモード設定」の各項目の設定状況を確認しま

す。

ｉモード設定リセット

「ｉモード設定」の各設定内容をお買い上げ時の

状態に戻します。リセットにはC→端末暗証番

号入力→C［確定］が必要となります。

ｉモードデータリセット

メッセージR／Fを除くすべてのｉモードデータ

（ブックマークや画面メモ、URL履歴など）を削

除します。リセットにはC→端末暗証番号入力→

C［確定］が必要となります。

お知らせ

・「接続待ち時間設定」を「無制限」に設定していても、

電波状況などにより切断される場合があります。

設定項目／お買い上げ時 

ｉモード
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サイトを表示する

簡単なボタン操作でサイトに接続して、IP（情報サー

ビス提供者）が提供する各種サービスを利用します

（別途申し込みが必要なことがあります）。

1. ｉモードメニュー（P109）から「ｉMenu」

・ｉモード通信中は が点滅します。

2. 項目（リンク先）を選択 C

＜サイト画面＞

・FE：画面単位でスクロールします。

・P：ｉモードを終了できます。

お知らせ

・リンク先を示す項目の前に番号が表示されているとき

は、その番号と同じダイヤルボタンを押して直接リン

ク先に接続できます。ただし、サイトによっては接続

できない場合があります。

・サイトによっては画像を表示できない場合があります。

・接続先のサイトによっては、携帯電話情報を送信する

旨の確認画面が表示されることがあります。送信する

お客様の携帯電話情報（携帯電話の機種や製造番号）

はインターネットを経由してIP（情報サービス提供者）

に送信されるため、場合によっては第三者に知得され

ることがあります。なお、この操作によりご使用の電

話番号、お客様の住所や年齢、性別が、IP（情報サービ

ス提供者）などに通知されることはありません。

サイト画面のサブメニューを利用する

1. サイト画面（左記）でM［メニュー］ 次のサ

ブメニュー項目を選択

ブックマーク登録

表示中のサイトのURLをブックマークに登録しま

す。Bookmark画面（タイトルとURLの編集ができ

ます）が表示され、I［完了］を押して登録し

ます。登録したブックマークから直接サイトに接

続できます。→P111

画面メモ保存

表示中のサイトの内容を画面メモとして保存し

ます。保存した画面はｉモードに接続せずに表

示できます。→P112

画像保存※1

サイトに含まれている画像を選択して保存します。

→P124

ｉモード
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詳細表示

－URL表示：表示中のサイトのURLを表示しま

す。

－ページ情報：表示中のサイトのページ情報を

表示します。

－証明書※2：表示中のサイトで使われている証

明書を表示します。

ブックマーク一覧

「ブックマーク登録」したブックマークを一覧表

示します。選択すると直接サイトに接続できま

す。

Internet

－URL入力：URLを入力してｉモード対応のホー

ムページに接続します。入力後にI［完了］

を押すと接続できます。

－URL履歴：これまでに表示したサイトのURL履

歴を選択して直接ホームページに接続します。

画面メモ一覧

「画面メモ保存」で保存した画面メモを一覧表示

します。選択すると画面メモを表示できます。

ｉMenu

ｉMenu画面を表示します。

ホーム

「ホーム」登録（P118）したホームページを表示

します。

再読み込み

サイトのデータを再読み込みします。サイトが

更新されていれば、この操作をするたびにサイ

トの内容が最新の情報に更新されます。

ｉモードメール作成

表示中のサイトのURLまたは選択中のリンク先の

URLを本文に貼り付けてｉモードメールを作成し

ます。「ｉモードメールを作成する」の操作2

（P139）に進みます。

文字コード変換

文字が正しく表示されないときに、正しい文字

に変換して表示します。

電話帳登録※3

サイトに表示されている電話番号やメールアド

レスを電話帳に新規／追加登録します。「電話帳

に登録する」の操作2（P58）に進みます。

リトライ※4

GIFアニメーションを最初から再生します。

※1：表示中のサイトに、保存できる画像が含まれていない

場合や「画像表示設定」（P118）を表示しない設定に

している場合は利用できません。

※2：サイトで証明書が使われていない場合は利用できません。

※3：登録する電話番号やメールアドレスを選択してから操

作してください。登録できる項目がない場合は利用で

きません。

※4：表示中のサイトに、GIFアニメーションが含まれていな

い場合は利用できません。

ｉモード

次のページへ続く
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お知らせ

・サイトによってはブックマークに登録できない場合が

あります。

・「文字コード変換」をしても正しく表示されないとき

は、操作を繰り返してください。ただし、繰り返して

も正しく表示されないことがあります。また、4回操作

を行うと元の文字コードで表示されます。

・正しく表示されているときに「文字コード変換」をす

ると、正しく表示されなくなる場合があります。

SSLサイトについて

SSLサイトとは、データを暗号化して送受信するこ

とにより、データの盗聴や書き換えを防ぎ、お客様

の個人情報をより安全にやりとりすることができる

サイトです。

・SSLに対応したサイトを表示しようとすると、SSL

通信開始メッセージが表示されます。SSLサイト

を表示すると、 が表示されます。

・SSLサイトから通常のサイトへ移動するときは、

確認画面が表示されます。「はい」を選択すると、

通常のサイトが表示され、 が消えます。

サイトの見かたと操作

サイトで入力・選択する

サイト利用時には、文字を入力したり（テキストボッ

クス）、複数の選択肢の中から項目を選択する（ラジ

オボタン、チェックボックス、プルダウンメニュー）

場合があります。

ｉモード

：

非選択状態

：

選択状態

項目などの選択に使用

します。1つの項目の

み選択できます。

ラジオボタン

：

非選択状態

：

選択状態

項目などの選択に使用

します。複数の項目を

選択できます。

チェック

ボックス

表示例 説　明名　称

ＩＤ 
 
ハ゜スワート゛ 

文字を入力できます。テキスト

ボックス

東京 
埼玉 
神奈川 

項目などの選択に使用

します。プルダウンメ

ニューを選択すると、

選択できる項目の一覧

が表示されます。

プルダウンメ

ニュー
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取得済みのページに戻る／進む

FOMA端末では、直前に表示していたサイトの画面

データを最新の画面から数画面記憶しています。

1. 前のページを表示させるときはL
次のページを表示させるときはR

反転した情報を使っていろいろな操作をする

サイトやメール、メッセージR／Fなどで反転表示さ
れた情報（電話番号、メールアドレス、URLなど）
を選択して電話をかけたり、メールを送信したり、
インターネットホームページを表示したりできます。

Phone To機能／AV Phone To機能

表示されている電話番号などの情報を選択して電話

をかけます。

・サイトによってはPhone To／AV Phone To機能を

利用できない場合があります。

1. 電話番号などの情報を選択 C
2.「電話発信」／「テレビ電話発信」

・以降、画面に従って発信者番号通知などを設定

して発信します。

お知らせ

・サイト画面に表示されている電話番号情報は、サイト

画面のサブメニューから電話帳に登録することができ

ます。

Mail To機能

表示されているメールアドレスなどの情報を選択し

てメールを送信します。

・サイトによってはMail To機能を利用できない場合

があります。

1. メールアドレスなどの情報を選択 C
・「ｉモードメールを作成する」の操作2（P139）

に進みます。

お知らせ

・サイト画面に表示されているメールアドレス情報は、

サイト画面のサブメニューから電話帳に登録すること

ができます。

Web To機能

表示されているURLなどの情報を選択してサイトを

表示します。

・サイトによってはWeb To機能を利用できない場

合があります。

1. URLなどの情報を選択 C
・接続するかどうかの確認画面が表示された場合

はI［はい］を押します。

ｉモード
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ｉアプリTo機能

表示されているURL（リンク）を選択してｉアプリ

を起動します。

1. ｉアプリの情報を選択 C I［はい］

お知らせ

・「ｉアプリTo設定」（P150）を「許可しない」に設定

している場合は、この方法でｉアプリの起動はできま

せん。

サイトから画像をダウンロードする

表示中のサイト、画面メモから画像を保存します。

保存した画像は「データBOX」の「マイピクチャ」

→「ｉモード」フォルダ（P154）で確認できます。

1. サイト表示中／画面メモ表示画面 M［メニュー］

「画像保存」 C 画像を選択 C
「はい」

お知らせ

・画像によっては保存できません。

・保存できる画像が含まれていない場合や「画像表示設

定」（P118）を表示しない設定にしている場合は、「画

像保存」を利用できません。

サイトからｉメロディをダウンロードする

サイトからメロディをダウンロードします。保存し

たメロディは「データBOX」の「メロディ」→「ｉ

モード」フォルダ（P164）で確認できます。

1. メロディダウンロードが可能なサイトを表示 メ

ロディを選択 C
・ダウンロードが完了すると、確認画面が表示さ

れます。

2.「保存」

・「再生」：ダウンロードしたメロディを再生し

ます。

・「情報表示」：ダウンロードしたメロディの情

報を表示します。

・「戻る」：メロディを保存せずにサイト画面に

戻ります。

お知らせ

・接続するサイトによっては、ダウンロードできないこ

とがあります。

・ダウンロードしたメロディは正しく再生されない場合

があります。

ｉモード
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サイトからｉモーションを取得する

ｉモーションとは、映像や音が含まれた動画ファイル

で、ｉモーション対応サイトから取得します。取得し

たｉモーションは「データBOX」の「ｉモーション」

→「ｉモード」フォルダ（P161）で確認できます。

・詳細は『ｉモード操作ガイド』をご覧ください。

1. ｉモーション取得可能なサイトでｉモーションを

選択 C
・取得が完了すると、確認画面が表示されます。

2.「保存」

・「再生」：取得したｉモーションを再生します。

・「情報表示」：取得したｉモーションの情報を

表示します。

・「戻る」：ｉモーションを保存せずにサイト画

面に戻ります。

お知らせ

・ｉモーション取得中の再生方法を設定できます。→P119

・ｉモーションによっては、データを取得しても正しく

再生できない場合があります。

・ストリーミングタイプおよびASF形式のｉモーション

を取得することはできません。

マイメニューを使う

よく利用するサイトをマイメニューに登録すること

で、次回からそのサイトに簡単に接続できます。

マイメニューに登録する

1. 登録したいサイトを表示 「マイメニュー登録」を

選択 C
2. ｉモードパスワードのテキストボックスを選択

C ｉモードパスワードを入力 C 「決定」

・ｉモードパスワードについては、「ｉモードパス

ワードを変更する」（P126）を参照してくださ

い。

お知らせ

・マイメニューに登録できないサイトもあります。

・メニューリスト内の有料サイトに申し込むと自動的に

マイメニューに登録されます。

マイメニューからサイトを表示する

1. 待受画面でI 「ｉMenu」 「マイメニュー」

接続したいサイトを選択 C

ｉモード
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ｉモード

ｉモードパスワードを変更する

メッセージサービスやｉモード有料サイトの申し込

み／解約、メール設定をするときは「ｉモードパス

ワード」（4桁）が必要になります。ご契約時は「0000」

（数字のゼロ4つ）がｉモードパスワードとして設定さ

れていますので、お客様独自のｉモードパスワード

に変更してください。なお、ｉモードパスワードは

他人に知られないように十分ご注意ください。

1. 待受画面でI 「ｉMenu」 「オプション設定」

「ｉモードパスワード変更」

2.「現在のパスワード」のテキストボックスを選択

C ｉモードパスワード（4桁）を入力 C
・ご契約時は「0000」となっていますので、初回

は「0000」を入力します。

3.「新パスワード」のテキストボックスを選択

C 新しいｉモードパスワード（4桁）を入力

C
4.「新パスワード確認」のテキストボックスを選択

C 新しいｉモードパスワード（4桁）を入

力 C 「決定」

・操作3で入力した数字と同じものを入力します。

お知らせ

・ｉモードパスワードをお忘れの場合は、ドコモショッ

プ窓口において確認書類（運転免許証など）によりご

契約者ご本人であることを確認させていただいた上で、

ｉモードパスワードを「0000」へリセットさせていた

だくことになります。
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メール

選択 

受信ＢＯＸ 

待受画面で

C［メニュー］ または「メール」

メールメニューの表示方法



メールメニューについて

メールメニューにはFOMA端末に用意されているメー

ルの機能が表示されます。

ｉモードメールとは

ｉモード端末はもちろん、インターネットを経由して
e-mail（電子メール）とのメールのやりとりができま
す。ｉモードメールをご利用いただくには「ｉモード」
の契約が必要です。
・詳細は『ｉモード操作ガイド』をご覧ください。
・『ｉモード操作ガイド』に記載されているすべて

のサービスには対応していません。『ｉモード操
作ガイド』の各サービスの対応機種記載をご確認
ください。

SMS（ショートメッセージ）について
ｉモードを契約していなくても、FOMA端末との間
でSMSの送受信ができます。
ドコモ以外の海外通信事業者のお客様との間でも送
受信が可能です。ご利用可能な国・海外通信事業者
についてはドコモのホームページをご覧ください。
・詳細は『ネットワークサービス操作ガイド』をご

覧ください。

メール一覧画面（受信／送信／未送信メー
ル）の表示について
・メール一覧画面で選択削除を行うと、2ページ目

以降の画面でメールの送信元／送信先欄に電話帳
の登録名が表示されずに、メールアドレスが表示
されることがあります。
また、その他のメール一覧画面においても、送信
元／送信先欄に電話帳の登録名が表示されずに、
メールアドレスが表示される場合があります。
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内　容メニュー項目

受信BOX 受信したｉモードメールやSMSの履歴、

内容を確認できます。

送信したｉモードメールやSMSの履歴、

内容を確認できます。

ｉモード問い合わせを行って、ｉモー

ドセンターに保管されているｉモード

メールを受信します。

一時保存したｉモードメールやSMSの

内容を確認できます。

ｉモードメールやSMSを作成する画面

を表示します。

送信BOX

未送信BOX

新規メール

作成

ｉモードセンターに保管されているｉ

モードメールの題名などを確認し、受

信するｉモードメールを選択したり、

受信前にｉモードセンターでｉモード

メールを削除できます。

メール選択

受信

FOMA端末のメールに関する各機能の

設定をします。

メール設定

SMS問い合わせを行って、SMSセンター

に保管されているSMSを受信します。

SMS問い合わ

せ

ｉモード問

い合わせ



Kでメール一覧画面をページ送りなど実施した
後、元のページを表示させると、電話帳の登録名
を確認できます。確認後、選択削除などのメール
操作を行ってください。

受信BOXのメールを表示する
C 1

受信フォルダ一覧画面を表示します。フォルダごとに
メールを振り分けて管理できます。受信したｉモード
メールやSMSの履歴、内容を確認できます。

1. メールメニュー（P127）から「受信BOX」

＜受信メールフォルダ一覧画面＞

2. フォルダを選択 C

＜受信メール一覧画面＞

・J／FE：ページが複数ある場合は、前後のペー

ジを表示します。

3. メールを選択 C

＜受信メール表示画面＞

・I［返信］：送信元などに返信します。「ｉモー

ドメールを作成する」の操作3（P139）／「SMS

を作成する」の操作3（P141）に進みます。

・J：前後のメールを表示します。

・FE：画面単位でスクロールします。

お知らせ

・「セキュリティ」（P145）が設定されたBOX内を表示す

るときは、C→端末暗証番号入力→C［確定］が必

要となります。

・本FOMA端末で受信したデコメールは、本文とデコメー

ルのURLを記載したメールとして受信し、URLを選択す

るとデコメールを閲覧できます。→P134

・最大400件まで受信メール／SMSを保存できます。ただ

し、メール／SMSの内容により保存できる件数は少な

くなります。

※： 受信メール一覧画面の※2、※3
と同様に表示されます。 

件名※ 
受信日時 

送信元※ 

件名※3
受信日時※1 送信元※2

※1：受信当日は時刻、当日以外は日
付で表示します。 

※2：電話帳に登録されている場合は
その名前を表示します。 

※3：SMSは「SMS」と表示します。 

未読メール数 
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受信メールのフォルダ一覧画面のマークについて

受信メール一覧画面および表示画面のマークに

ついて

受信メールフォルダ一覧画面のサブメニュー
を利用する

1. 受信メールフォルダ一覧画面（P129）でM［メ

ニュー］ 次のサブメニュー項目を選択
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メロディが貼り付けられています。

説　明マーク

10000バイトまでの画像が添付されています。

メロディが添付されています。

ｉアプリの起動情報が貼り付けられています。

ｉショットのURLが記載されています。

貼り付けられたメロディが破損しています。

ｉモーションのURLが記載されています。

添付ファイルが破損しています。

Ccタイプの同報メールアドレス

受信日時

送信元からToタイプで受信

送信元からCcタイプで受信

送信元からBccタイプで受信

Toタイプの同報メールアドレス

件名

FOMAカード動作制限機能が設定されている

ファイルが添付されているメール
説　明マーク

未読のメール／SMSがあるフォルダ

未読のメール／SMSが無い作成したフォルダ

未読のメール／SMSがある作成したフォルダ

（グレー）

（ブルー）

（ブルー）

（グレー）未読のメール／SMSが無いフォルダ

説　明マーク

未読のメール

既読のメール

未読のSMS

既読のSMS

未読のSMS送達通知

既読のSMS送達通知

FOMAカード内の未読SMS

FOMAカード内の既読SMS

保護されているメール／SMS

転送したメール／SMS

返信したメール／SMS

ファイルが添付または貼り付けられている

メール
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フォルダ追加

フォルダを追加します。

フォルダ名編集※

選択中のフォルダの名前を編集します。

フォルダ削除※

選択中のフォルダを削除します。メールが保存

されているフォルダは削除できません。

自動振り分け※

選択中のフォルダに振り分け条件を設定します。

「受信メールを自動的にフォルダに振り分ける」

の操作2（P133）に進みます。

※：受信BOXを選択している場合には利用できません。

受信メール一覧画面のサブメニューを利用する

→P244

1. 受信メール一覧画面（P129）でM［メニュー］

次のサブメニュー項目を選択

フォルダ移動※1

選択中のメールを他のフォルダに移動します。

削除

選択中のメールを削除します。

選択削除

複数のメールを選択して削除します。選択後は

M［メニュー］→「削除」を選択します。

全削除

フォルダ内のメールをすべて削除します。削除

にはC→端末暗証番号入力→C［確定］が必要と

なります。

保護／保護解除※1

選択中のメールを保護または保護解除します。

保護されたメールは移動／削除できません。

ソート

一覧画面に表示されるメールを並べ替えます。

フィルタ

一覧画面に表示されるメールの種類を変更します。

FOMAカード※2

選択中のSMSをFOMAカードに移動／コピーした

り、FOMAカード内のSMSをFOMA端末に移動／

コピーします。

※1：FOMAカード内のSMSでは利用できません。

※2：ｉモードメール、保護されたSMS／SMS送達通知では

利用できません。

受信メール表示画面のサブメニューを利用する

1. 受信メール表示画面（P129）でM［メニュー］

次のサブメニュー項目を選択

返信

表示中のメールの送信元に返信します。次の項目

を選択した後は「ｉモードメールを作成する」の

操作3（P139）／「SMSを作成する」の操作3

（P141）に進みます。

設定項目／お買い上げ時 

メール

次のページへ続く
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－返信※1：送信元に返信します。

－引用返信※1：送信元に受信メールの本文を引

用して返信します。

－すべてへ返信※1：送信元とすべての宛先に返

信します。

－すべてへ引用返信※1：送信元とすべての宛先

に受信メールの本文を引用して返信します。

転送

表示中のメールを他の相手に転送します。「ｉモー

ドメールを作成する」の操作2（P139）／「SMSを

作成する」の操作2（P141）に進みます。

フォルダ移動※2

表示中のメールを他のフォルダに移動します。

削除

表示中のメールを削除します。

保護／保護解除※2

表示中のメールを保護または保護解除します。

保護されたメールは移動／削除できません。

アドレス登録

表示中のメールの送信元（その他の宛先含む）

のメールアドレス／電話番号を電話帳に新規／

追加登録します。「電話帳に登録する」の操作2

（P58）に進みます。

電話帳登録※3

表示中のメール本文に記載されたメールアドレ

ス／電話番号を電話帳に新規／追加登録します。

「電話帳に登録する」の操作2（P58）に進みます。

貼付データ保存※1※4

表示中のメールに貼り付けられたメロディ（ ）

を保存します。保存したメロディは「データBOX」

の「メロディ」→「ｉモード」フォルダで確認でき

ます。→P164

添付ファイル保存※1※4

表示中のメールに添付されたメロディ（ ）ま

たは10000バイトまでの画像（ ）を保存しま

す。保存したメロディ／画像は「データBOX」の

「メロディ」／「マイピクチャ」→「ｉモード」

フォルダで確認できます。→P154、P164

コピー

・次の項目を選択した後のコピー方法は、「コ

ピー／切り取り／貼り付けを行う」（P209）を

参照してください。

－本文：本文をコピーします。

－題名※1：題名をコピーします。

－アドレス：送信元のメールアドレスや電話番

号をコピーします。

FOMAカード※5

表示中のSMSをFOMAカードにコピー／移動したり、

FOMAカード内のSMSをFOMA端末からコピー／移

動します。

※1：SMSでは表示されません。

※2：FOMAカード内のSMSでは利用できません。

メール



133

メ
ー
ル

※3：登録するメールアドレス／電話番号を選択してから操

作してください。登録できるものが含まれていない場

合は利用できません。

※4：保存するファイルを選択してから操作してください。

保存できるファイルがない場合は利用できません。

※5：ｉモードメール、保護されたSMSでは利用できません。

お知らせ

・SMS送達通知／留守番着信通知表示画面のサブメ

ニュー項目は、「フォルダ移動」「削除」「保護／保護解

除」「電話帳登録」となります。

受信メールを自動的にフォルダに振り分ける

設定した条件に合うメール／SMSを、自動的に指定

のフォルダに保存します。追加したフォルダにのみ

設定できます。

1 受信メールフォルダ一覧画面（P129）で条件を設

定するフォルダを選択 M［メニュー］ 「自

動振り分け」

・自動振り分け設定画面が表示されます。

2 M［メニュー］ 次のサブメニュー項目を選択

アドレス※1※2

フォルダに振り分けるメールアドレスや電話番

号を入力します。

－電話帳参照：電話帳から検索して設定します。

－アドレス入力：直接入力します。メールアド

レスを入力する場合は、ドメイン（@マークよ

り後ろの部分）まで正しく入力してください。

題名※1※2

フォルダに振り分けるメールの題名を入力します。

解除

選択中の振り分け条件を解除します。

全件解除

すべての振り分け条件を解除します。

※1：同じフォルダに複数の条件を設定することはできません。

※2：受信したメールが複数の条件を含む場合は、「アドレ

ス」の設定が優先されます。

ｉモードメール／SMSを自動的に受信する

FOMA端末が圏内にあるときには、自動的にｉモー

ドメール／SMSが送られてきます。

1. メール／SMSを受信する

・ （白）または （白）が表示されます。

2. 受信結果画面が表示される

・受信したｉモードメールをすぐに確認する場合

は、「ｉモードメール」を選択してCを押しま

す。

・受信したSMSをすぐに確認する場合はCを押し

ます。

・Q：受信する前の画面に戻ります。

メール
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10000バイトを超える画像を保存する

10000バイトを超えるJPEG画像データは、受信しても

FOMA端末に取り込まれないため、メール本文に付与

されている画像閲覧のためのURLからｉショットセン

ターに接続してデータを取り込んでから保存します。

1. 受信メール表示画面（P129）でURLを選択 C
I［はい］

・画像の保存方法は、「サイトから画像をダウン

ロードする」（P124）を参照してください。

お知らせ

・受信したデコメールの内容は、この方法で閲覧できます。

ｉモーションメールからｉモーションを取
得する

ｉモーションメールのデータは、受信してもFOMA端

末に取り込まれていないため、メールの本文に付与

されているｉモーション閲覧のためのURLからｉモー

ションメールセンターに接続してデータを取り込ん

でから保存します。保存したｉモーションは「デー

タBOX」の「ｉモーション」→「ｉモード」フォル

ダ（P161）で確認できます。

1. 受信メール表示画面（P129）でURLを選択 C
I［はい］

・ｉモーションの取得が開始されます。

・取得しながら再生できるｉモーションの場合

は、取得中にｉモーションが再生されます。

2. 取得完了後にQ 「保存」

・「再生」：取得したｉモーションを再生します。

・「情報表示」：取得したｉモーションの情報を

表示します。

・「戻る」：ｉモーションを保存せずに受信メー

ル表示画面に戻ります。

送信BOXのメールを表示する

C 2
送信メール一覧画面を表示します。送信したｉモー

ドメールやSMSの履歴、内容を確認できます。

1. メールメニュー（P127）から「送信BOX」

＜送信メール一覧画面＞

・J／FE：ページが複数ある場合は、前後のペー

ジを表示します。

選択 メニュー 

送信ＢＯＸ 
　　１２：３４　ｄｏｃｏｍｏ．ｔａｒｏ 
おはよう 
　　１０：０５　ドコモ太郎 
ＳＭＳ 
　　０５／３１　携帯はる子 
ありがとう 
　　０５／３１　ドコモ二郎 
待ちあわせ時間 

１／２ 

件名※3
送信日時※1 送信先※2

※1：送信当日は時刻、当日以外は日
付で表示します。 

※2：電話帳に登録されている場合は
その名前を表示します。 

※3：SMSは「SMS」と表示します。 

メール
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メール

2. メールを選択 C

＜送信メール表示画面＞

・J：前後のメールを表示します。

・FE：画面単位でスクロールします。

お知らせ

・「セキュリティ」（P145）が設定されたBOX内を表示す

るときは、C→端末暗証番号入力→C［確定］が必

要となります。

・最大400件まで送信メール／SMSを保存できます。ただ

し、メール／SMSの内容により保存できる件数は少な

くなります。

送信メールの一覧画面および表示画面のマークに

ついて

※： 送信メール一覧画面の※2、※3
と同様に表示されます。 

件名※ 

送信日時 

送信先※ 

説　明マーク

送信に成功したメール

送信に失敗したメール

送信に成功したSMS

説　明マーク

Toタイプで送信に成功したメールアドレス

Toタイプで送信に失敗したメールアドレス

Ccタイプで送信に成功したメールアドレス

Ccタイプで送信に失敗したメールアドレス

Bccタイプで送信に成功したメールアドレス

Bccタイプで送信に失敗したメールアドレス

送信日時

画像が添付されています。

メロディが添付されています。

動画が添付されています。

貼り付けメロディファイルが添付されています。

ｉアプリ起動情報ファイルが添付されています。

破損した添付ファイルが添付されています。

破損した貼り付けメロディファイルが添付さ

れています。

FOMAカード内の送信SMS

送信に失敗したSMS

保護されているメール／SMS

ファイルが添付されているメール

FOMAカード動作制限機能が設定されている

ファイルが添付されているメール

件名
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送信メール一覧画面のサブメニューを利用
する

→P244

1. 送信メール一覧画面（P134）でM［メニュー］

次のサブメニュー項目を選択

再編集

選択中のメールを再編集します。「ｉモードメー

ルを作成する」（P139）／「SMSを作成する」

（P141）の操作2に進みます。

削除

選択中のメールを削除します。

選択削除

複数のメールを選択して削除します。選択後は

M［メニュー］→「削除」を選択します。

全削除

送信BOX内のメールをすべて削除します。削除

にはC→端末暗証番号入力→C［確定］が必要と

なります。

保護／保護解除※1

選択中のメールを保護または保護解除します。

保護されたメールは削除できません。

ソート

一覧画面に表示されるメールを並べ替えます。

フィルタ

一覧画面に表示されるメールの種類を変更します。

FOMAカード※2

選択中のSMSをFOMAカードにコピー／移動したり、

FOMAカード内のSMSをFOMA端末からコピー／移

動します。

※1：FOMAカード内のSMSでは利用できません。

※2：ｉモードメール、保護されたSMSでは利用できません。

送信メール表示画面のサブメニューを利用
する

1. 送信メール表示画面（P135）でM［メニュー］

次のサブメニュー項目を選択

再編集

表示中のメールを再編集します。「ｉモードメー

ルを作成する」（P139）／「SMSを作成する」

（P141）の操作2に進みます。

削除

表示中のメールを削除します。

保護／保護解除※1

表示中のメールを保護または保護解除します。

保護されたメールは削除できません。

アドレス登録

表示中のメールの送信先のメールアドレス／電

話番号を電話帳に登録します。「電話帳に登録す

る」の操作2（P58）に進みます。

設定項目／お買い上げ時 

メール
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電話帳登録※2

表示中のメール本文に記載されたメールアドレ

ス／電話番号を選択して電話帳に登録します。「電

話帳に登録する」の操作2（P58）に進みます。

コピー※3

・次の項目を選択した後のコピー方法は、「コピー／

切り取り／貼り付けを行う」（P209）を参照して

ください。

－本文：本文をコピーします。

－題名：題名をコピーします。

FOMAカード※4

表示中のSMSをFOMAカードにコピー／移動したり、

FOMAカード内のSMSをFOMA端末からコピー／移

動します。

※1：FOMAカード内のSMSでは利用できません。

※2：登録するメールアドレス／電話番号を選択してから操

作してください。登録できるものが含まれていない場

合は利用できません。

※3：SMSでは表示されません。

※4：ｉモードメール、保護されたSMSでは利用できません。

未送信BOXのメールを表示する

C 3
未送信メール一覧画面を表示します。送信せずに保

存したｉモードメールやSMSの内容を確認できます。

1. メールメニュー（P127）から「未送信BOX」

＜未送信メール一覧画面＞

・J／FE：ページが複数ある場合は、前後のペー

ジを表示します。

2. メールを選択 C

＜未送信メール表示画面＞

お知らせ

・「セキュリティ」（P145）が設定されたBOX内を表示す

るときは、C→端末暗証番号入力→C［確定］が必

要となります。

・最大400件まで未送信メール／SMSを保存できます。た

だし、メール／SMSの内容により保存できる件数は少

なくなります。

件名※3
保存日時※1 送信先※2

※1： 保存当日は時刻、当日以外は
日付で表示します。 

※2： 電話帳に登録されている場合
はその名前を表示します。 

※3： SMSは「SMS」と表示します。 

メール
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未送信メールの一覧画面および表示画面のマーク

について
未送信メール一覧画面のサブメニューを利
用する

→P245

1. 未送信メール一覧画面（P137）でM［メニュー］

次のサブメニュー項目を選択

送信

選択中のメールを送信します。

削除

選択中のメールを削除します。

選択削除

複数のメールを選択して削除します。選択後は

M［メニュー］→「削除」を選択します。

全削除

未送信BOX内のメールをすべて削除します。削

除にはC→端末暗証番号入力→C［確定］が必要

となります。

ソート

一覧画面に表示されるメールを並べ替えます。

フィルタ

一覧画面に表示されるメールの種類を変更しま

す。

設定項目／お買い上げ時 

メール

説　明マーク

未送信メール

未送信SMS

ファイルが添付されているメール

破損した添付ファイルが添付されています。

件名

Toタイプの宛先

Ccタイプの宛先

FOMAカード動作制限機能が設定されている

ファイルが添付されているメール

添付ファイル

貼り付けメロディファイルが添付されていま

す。

ｉアプリ起動情報ファイルが添付されていま

す。

メロディファイルが添付されています。

画像ファイルが添付されています。

動画ファイルが添付されています。

破損した貼り付けメロディファイルが添付さ

れています。

本文

Bccタイプの宛先
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未送信メール表示画面のサブメニューを利
用する

未送信メール表示画面（P137）でM［メニュー］を

押し、サブメニュー項目を選択します。利用できる

サブメニューについては「メール作成画面のサブメ

ニューを利用する」（右記）／「SMS作成画面のサブ

メニューを利用する」（P142）を参照してください。

メールを作成する

ｉモードメールを作成する

C 41
ｉモードメールを新規に作成して送信します。

1. メールメニュー（P127）から「新規メール作成」

「ｉモードメール作成」

＜メール作成画面＞

2. （宛先）欄を選択 C 宛先を入力 C

3. （件名）欄を選択 C 件名を入力 C
・ファイルを添付しない場合は、操作5に進みます。

4. （添付ファイル）欄を選択 C 「添付フ

ァイル追加」

・「データBOX」の「マイピクチャ」（P154）／

「ｉモーション」（P161）／「メロディ」（P164）

内に保存されているファイルから選択します。

5. （本文）欄を選択 C 本文を入力 C
6.I［送信］

お知らせ

・電波状況により、相手に文字が正しく送信されない場

合があります。

・相手がシークレットコード（数字4桁）を登録していると

きは、宛先を「電話番号××××」または「電話番

号××××@docomo.ne.jp」（××××はシークレットコー

ド）と入力します。尚、シークレットコードについては

『ｉモード操作ガイド』をご覧ください。

・ｉモード端末どうしのメールのやりとり以外で半角カ

タカナ、絵文字を使用したときは正しく表示されない

場合があります。

メール作成画面のサブメニューを利用する

1. メール作成画面（左記）でM［メニュー］ 次

のサブメニュー項目を選択

メール

次のページへ続く
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送信

作成中／編集中のｉモードメールを送信します。

保存

作成中／編集中のｉモードメールを未送信BOX

に保存します。

宛先追加

宛先を追加します。宛先を追加すると、同じ内容

のｉモードメールを一度に複数の相手に送信でき

ます。同時に送信できる宛先は5件までです。

－電話帳参照：電話帳から検索して設定します。

－アドレス入力：直接入力します。

宛先メニュー※1

－電話帳参照：電話帳から検索して設定します。

－アドレス入力：直接入力します。

－Toに変更：選択中の宛先をToタイプに変更し

ます。

－Ccに変更：選択中の宛先をCcタイプに変更し

ます。

－Bccに変更：選択中の宛先をBccタイプに変更

します。

－アドレス削除：選択中の宛先を削除します。

添付ファイルメニュー

－添付ファイル追加：「データBOX」の「マイ

ピクチャ」（P1 5 4）／「ｉモーション」

（P161）／「メロディ」（P164）内に保存され

ているファイルから選択します。

－添付ファイル削除※2：添付したファイルを削

除します。

－添付ファイル再生／表示※2：添付ファイルし

たファイルを再生／表示します。

署名貼付

署名をメール本文の最後に挿入します。

・署名を登録しておく必要があります。→P145

本文消去

本文に入力されている文章をすべて削除します。

宛先や題名、添付ファイルなどは削除されません。

メール削除

作成中／編集中のｉモードメールを削除します。

※1： ／ ／ （宛先）欄を選択してから操作してください。

※2： （添付ファイル）欄を選択してから操作してください。

お知らせ

・宛先の種類について

ーTo… 通常の宛先です。

ーCc… 直接の送信相手以外にメール内容を知らせたい

ときに指定します。

ーBcc…他の送信相手に知られたくないときに指定します。

・添付可能なファイルについて

メール

添付可能な最大件数ファイルの種類

メロディ

合計10件※110000バイト以下の

画像（JPEG、GIF）
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※1：メロディと画像の合計と本文を合わせたデータ量

が全角5000文字分（10000バイト）までで最大10

件です。

※2：最大100Kバイトまでの画像もしくは動画／ｉモー

ションのどちらか1件のみ添付できます。メロディ、

10000バイト以下の画像とは別に1件として数えま

す。

・メールへの添付やFOMA端末外への出力が禁止されてい

るファイルは添付できません。

・10000バイトを超えるJPEG形式の画像もしくはｉモー

ションを添付すると、本文に入力できる文字数が全角

100文字（半角200文字）分少なくなります。

・GIF形式の画像、メロディはmovaサービスのｉモード端

末では受信できません。

・添付ファイルによっては、ｉモードセンターで削除さ

れたり、相手側で正しく受信できなかったり、表示ま

たは再生できない場合があります。

メール作成中の文字入力画面のサブメ
ニューを利用する

メール作成中の文字入力画面でM［メニュー］を押

し、サブメニュー項目を選択します。利用できるサブ

メニューについては「文字入力画面のサブメニューを

利用する」（P208）を参照してください。

SMSを作成する

C 42
SMSを新規に作成して送信します。

ドコモ以外の海外通信事業者のお客様との間でも送

受信が可能です。ご利用可能な国・海外通信事業者

についてはドコモのホームページをご覧ください。

1. メールメニュー（P127）から「新規メール作成」

「SMS作成」

＜SMS作成画面＞

2. （宛先）欄を選択 C 相手の電話番号を

入力 C
3. （本文）欄を選択 C 本文を入力 C
4.I［送信］

メール

添付可能な最大件数ファイルの種類

どちらか1件※2

動画／ｉモーション

10000バイトを超え

る画像（JPEG）
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宛先がドコモ以外の海外通信事業者の場合

「+」（*を2回押す） 「国番号」 「相手先

携帯電話番号」

または

「010」 「国番号」 「相手先携帯電話番号」

・携帯電話番号が0で始まる場合には、「0」を除

いて入力します。

お知らせ

・電波状況により、相手に文字が正しく送信されないこ

とがあります。

・海外通信事業者を利用している相手にSMSを送信した

ときに、本文中に相手側が対応していない文字が含ま

れる場合は、それらの文字が正しく表示されないこと

があります。

・受信側がmovaの場合、ｉモード契約をしていれば

FOMAから送られたSMSをｉモードメールとして受信す

ることができます。

・送信元が非通知設定（公衆電話／通知不可能の場合を

含む）のSMSには返信できません。

SMS作成画面のサブメニューを利用する

1. SMS作成画面（P141）でM［メニュー］ 次の

サブメニュー項目を選択

送信

作成中／編集中のSMSを送信します。

保存

作成中／編集中のSMSを未送信BOXに保存します。

宛先メニュー

－電話帳参照：電話帳から検索して設定します。

－アドレス入力：直接入力します。

SMS送達通知要求

作成中／編集中のSMSの送達通知を要求するか

どうかを設定します。送達通知とは、SMSが相

手に届いたことをお知らせするSMSです。

SMS有効期間

作成中／編集中のSMSを送信した相手が受け取

れないときに、SMSセンターで保管する期間を

設定します。

本文消去

本文に入力されている文章をすべて削除します。

宛先は削除されません。

SMS削除

作成中／編集中のSMSを削除します。

メール
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SMS作成中の文字入力画面のサブメニューを
利用する

SMS作成中の文字入力画面でM［メニュー］を押し、

サブメニュー項目を選択します。利用できるサブメ

ニューについては「文字入力画面のサブメニューを

利用する」（P208）を参照してください。

ｉモードメールがあるかどうかを
問い合わせる

C 5
圏外にいたり、電源を切っていたときにｉモードセ

ンターにｉモードメールやメッセージR／Fが届いて

いるかどうかを問い合わせることができます。

1. 待受画面でM［メール］を2秒以上

・問い合わせ結果画面が表示されます。受信した

ｉモードメールをすぐに確認する場合は、

「ｉモードメール」を選択してCを押します。

お知らせ

・ｉモードセンターにｉモードメールやメッセージR／F

が保管されている場合は、マーク（P31）が表示されま

す。ただし、FOMA端末の電源が入っていないときなど

にｉモードセンターに保管された場合は、マークが表

示されないことがあります。

・「メール選択受信設定」を「ON」にしている場合は、

この方法でｉモードセンターに保管されているすべて

のメールが受信されます。受信したくない場合は、「ｉ

モード問い合わせ」（P144）で「メール」のチェックを

外してから問い合わせてください。

メールを選択して受信する

C 6
ｉモードセンターに保管されているｉモードメール

のタイトルなどを確認し、受信するメールを選択し

たり、受信前にｉモードセンターでメールを削除で

きます。

メール選択受信を利用するには、あらかじめ「メー

ル選択受信設定」（P144）を「ON」に設定します。

1. メールメニュー（P127）から「メール選択受信」

・サイトに接続し、メール選択受信画面が表示さ

れます。

2. メールごとにプルダウンメニューを選択 C
「受信」「削除」「保留」のいずれかを選択 C

3.「受信／削除」を選択 C
・確認画面が表示されます。

4.「決定」を選択 C
・操作2で「受信」を選択したメールはすぐに受

信されます。

メール

次のページへ続く
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お知らせ

・その他の操作方法や、画面内に表示されるマークにつ

いては、『ｉモード操作ガイド』をご覧ください。

SMSがあるかどうかを問い合わせる

C 7
圏外にいたり、電源を切っていたときにSMSセンター

にSMSが届いているかどうかを問い合わせることがで

きます。

1. メールメニュー（P127）から「SMS問い合わせ」

・問い合わせ結果画面が表示されます。受信した

SMSをすぐに確認する場合はCを押します。

メールの設定を行う

通信

C 81
メールやSMSの通信に関わる設定をします。

→P228

1. メールメニュー（P127）から「メール設定」

「通信」 次の設定する項目を選択 設定後

I［完了］

メール選択受信設定

ｉモードメールを選択受信するかどうかを設定

します。「ON」に設定すると、ｉモードメール

を自動的に受信できません。

添付ファイル

ｉモードメールに添付されている画像やメロディ

を受信するかどうかを設定します。

ｉモード問い合わせ

「ｉモード問い合わせ」をして受信するときに、

問い合わせる内容（メール／メッセージR／メッ

セージF）を設定します。

SMS送達通知設定

SMSを送信したときに、SMS送達通知を要求する

かどうかを設定します。SMS送達通知とは、SMS

が相手に届いたことをお知らせするSMSです。

SMS有効期間設定

SMSを送信した相手が受け取れないときに、SMS

センターで保管する期間を設定します。

お知らせ

・「添付ファイル」設定で に設定した項目の添付ファ

イルは、ｉモードセンターで削除され、受信できなく

なりますのでご注意ください。

・「添付ファイル」設定で「メロディ」を に設定して

も、メール本文に貼り付けられたMFi形式のメロディは

受信されます。

設定項目／お買い上げ時 

メール
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編集

C 82
メール本文に貼り付ける署名やメール返信時の引用

符に関わる設定をします。

→P228、P229

1. メールメニュー（P127）から「メール設定」

「編集」 次の設定する項目を選択 設定後I
［完了］

署名

本文の最後に自分の名前や住所など（署名）を

自動的に貼り付けするかどうかと、貼り付けす

る署名の内容を設定します。

引用符

「引用返信」するときに引用するメール本文の先

頭につける記号や文章（引用符）を設定します。

表示

C 83
メールやSMSの表示に関わる設定をします。

→P229

1. メールメニュー（P127）から「メール設定」

「表示」 次の設定する項目を選択 設定後I
［完了］

文字サイズ

メール表示画面の本文の文字サイズを設定します。

スクロール

メール表示画面でHを押したときにスクロール

する行数を設定します。

メール一覧表示

メール一覧画面でメールの表示方法（行数／表

示内容）を設定します。

セキュリティ

メールメニューの受信・送信・未送信BOXにセキュ

リティを設定します。セキュリティを設定したBOX

内を表示するには、C→端末暗証番号入力→C
［確定］が必要となります。

メロディ自動再生

メール表示画面で、添付または貼り付けられてい

るメロディを自動再生するかどうかを設定します。

貼付データ

受信メール本文に貼り付けられているメロディ

やｉアプリToデータを有効にするかどうかを設

定します。

設定項目／お買い上げ時 

設定項目／お買い上げ時 

メール
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メール

その他

C 84
「メール設定」で設定した内容の確認や、設定した

内容をお買い上げ時の状態に戻します。

1. メールメニュー（P127）から「メール設定」

「その他」 次の設定する項目を選択

メール設定確認

「メール設定」の設定状況を確認します。

メール設定リセット

「メール設定」の各設定内容をお買い上げ時の状

態に戻します。リセットにはC→端末暗証番号

入力→C［確定］が必要となります。

メールデータリセット

FOMA端末に保存されているすべてのメールとメッ

セージR／Fを削除します。リセットにはC→端末

暗証番号入力→C［確定］が必要となります。



147

ｉアプリとは ……………………………148

サイトからｉアプリをダウンロード
する ………………………………………148

ｉアプリを起動する ……………………149

ｉアプリ

待受画面で

C［メニュー］ または

「ｉアプリ」

ソフト一覧画面の表示方法
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ｉアプリ

ｉアプリとは

サイトからさまざまなソフトをダウンロードして

FOMA端末に保存し、自動的に株価や天気情報など

を更新させたり、ネットワークに接続していない状

態でもゲームを楽しんだりすることができます。

・詳細は『ｉモード操作ガイド』をご覧ください。

・『ｉモード操作ガイド』に記載されているすべて

のサービスには対応していません。『ｉモード操

作ガイド』の各サービスの対応機種記載をご確認

ください。

サイトからｉアプリをダウンロードする

サイトからソフトをダウンロードして、FOMA端末

で起動します。

1. ｉアプリダウンロード可能なサイトを表示 ソフ

トをダウンロードできる項目を選択 C
2. ダウンロードが完了したらC
・ダウンロード完了後に通信設定画面が表示され

ることがあります。設定後にI［完了］を押し

ます。

・ソフトによっては、ダウンロード完了後すぐに

起動することがあります。その場合、ソフトに

よっては保存されていません。ソフトを終了す

ると、保存するかどうかの確認画面が表示され

ます。保存する場合は「はい」を選択します。

3.「はい」／「いいえ」

・「はい」：ｉアプリが起動します。

・「いいえ」：サイト画面に戻ります。

お知らせ

・接続するサイトによっては、ダウンロードできないこ

とがあります。

・ソフトをダウンロードするときに、「携帯電話／FOMA

カード（UIM）の製造番号」を利用するかどうかの確認

画面が表示されることがあります。「はい」を選択する

とダウンロードが開始されます。この場合、送信する

お客様の「携帯電話／FOMAカード（UIM）の製造番号」

はインターネットを経由してIP（情報サービス提供者）

に送信されるため、場合によっては第三者に知得され

ることがあります。なお、この操作によりご使用の電

話番号、お客様の住所や年齢、性別が、IP（情報サービ

ス提供者）などに通知されることはありません。
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ｉアプリ

次のページへ続く

ｉアプリを起動する

C
1. 待受画面でIを2秒以上押す

＜ソフト一覧画面＞

2. 起動したいソフトを選択 C
・P：ｉアプリを終了します。

ソフト一覧画面のマークについて

・ 異なるFOMAカードでダウンロードまたはバージョンアッ

プしたｉアプリ（FOMAカード動作制限機能付き）は、各

マークがうすく表示されます。

お知らせ

・ソフトによっては、ダウンロードした後も通信を行う

場合があります。「通信設定」で通信しないようにする

こともできます。

ソフト一覧画面のサブメニューを利用する

→P245

・ソフトによっては利用できないサブメニュー項目

があります。

1. ソフト一覧画面（左記）でM［メニュー］ 次

のサブメニュー項目を選択

フォルダ作成※

フォルダを作成します。

フォルダ削除※

選択中のフォルダを削除します。ソフトが保存され

ているフォルダは削除できません。

フォルダ名編集※

選択中のフォルダの名前を編集します。

フォルダ移動

選択中のソフトを他の作成したフォルダに移動しま

す。

バージョンアップ

選択中のソフトをバージョンアップします。

設定項目／お買い上げ時 

説　明マーク

通常のｉアプリ

SSLサイトからダウンロードしたｉア

プリ

自動起動が設定されているｉアプリ

（ブルー） 作成したフォルダ



150

ｉ
ア
プ
リ

ｉアプリ

削除

選択中のソフトを削除します。

選択削除

複数のソフトを選択して削除します。選択後はM
［メニュー］→「削除」を選択します。

全件削除

すべてのソフトを削除します。削除にはC→端末

暗証番号入力→C［確定］が必要となります。

ソート

一覧画面に表示されるソフトを並べ替えます。

ソフト情報

選択中のソフトのソフト名、ソフトサイズなどを表

示します。

証明書表示

選択中のソフトに使われている証明書の所有者、発

行元、有効期限などを表示します。

通信設定

選択中のソフトを起動中に通信するかどうかを設定

します。設定後はI［完了］を押してください。

ｉアプリTo設定

サイトやメールなどから選択中のソフトを起動させ

るかどうかを設定します。設定後はI［完了］を

押してください。

アイコン情報設定

ｉモードメール、SMS、メッセージR／F、電池残量、

マナーモード、電波受信レベル、圏外アイコンなど

の情報を選択中のソフトが利用するかどうかを設定

します。設定後はI［完了］を押してください。

自動起動設定

選択中のソフトを自動起動させるかどうかを設定し

ます。「する」に設定した場合は、「編集」を選択し

て起動方法と起動する時間を設定します。設定後は

I［完了］を押してください。

ソフト情報表示設定

ｉアプリダウンロード時にソフト情報を表示するか

どうかを設定します。設定後はI［完了］を押し

てください。

自動起動失敗履歴

ｉアプリが自動起動に失敗した場合の情報を確認し

ます。

トレース情報

トレース機能に対応したｉアプリがエラーなどで終

了した場合の情報を確認します。

システム情報

ｉアプリのメモリー使用状況などのシステム情

報を表示します。

※：作成したフォルダ内では利用できません。
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ｉアプリ

次のページへ続く

お知らせ

・「通信設定」で通信しない設定にした場合は、タイム

リーな情報提供を受けられない場合がありますのでご

注意ください。

・ソフトを「バージョンアップ」するときに、「携帯電

話／FOMAカード（UIM）の製造番号」を利用するかど

うかの確認画面が表示されることがあります。「はい」

を選択するとバージョンアップが開始されます。この

場合、送信するお客様の「携帯電話番号／FOMAカード

（UIM）の製造番号」はインターネットを経由してIP（情

報サービス提供者）に送信されるため、場合によって

は第三者に知得されることがあります。なお、この操

作によりご使用の電話番号、お客様の住所や年齢、性

別が、IP（情報サービス提供者）などに通知されること

はありません。

・「アイコン情報設定」を「利用する」に設定すると、

ｉモードメール、SMS、メッセージR／F、電池残量、マ

ナーモード、電波受信レベル、圏外アイコンなどの有無

がお客様の携帯電話／FOMAカード（UIM）の製造番号

と同様にインターネットを経由してIP（情報サービス提

供者）に送信される場合があるため、場合によっては第

三者に知得されることがあります。なお、この操作によ

りご使用の電話番号、お客様の住所や年齢、性別が、IP

（情報サービス提供者）などに通知されることはありま

せん。

お買い上げ時に登録されているｉアプリ

九九で頭の体操

落ちてくる数字ブロックをすばやくかけ算して、計

算結果と同じ数字ブロックにくっつけて消していく

ゲームです。

1. ソフト一覧画面（P149）で「九九で頭の体操」を

選択 C 次のメニューを選択

・I［Quit］：ゲームを終了します。

スタート※1

ゲームがスタートします。

ステージ※1

Jを押してステージ（01～10）を選択します。

コンティニュー※2

中断しているゲームを再開します。

キーインフォ

ゲーム中に使用するボタンの説明を表示します。表

示後はI［Menu］を押すとメニューに戻ります。
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ヘルプ

ブロックの消し方についての説明を表示します。説

明画面は2画面あり、J を押して切り替えます。

I［Menu］を押すとメニューに戻ります。

ランク

得点ランキングなどを表示します。表示後はI
［Menu］を押すとメニューに戻ります。

サウンド

ゲームの音を鳴らすかどうかを設定します。C
を押すたびに、ON／OFFが切り替わります。

※1：ゲーム中断時のメニューでは表示されません。

※2：ゲーム中断時のメニューのみ表示されます。

ゲーム中画面について

・M［Pause］／［Resume］：ゲームを一時停止

（ポーズ）します。もう一度押すと再開します。

・I［Menu］：ゲームを中断してメニュー画面を

表示します。

ゲーム中のボタン操作

メニューの「キーインフォ」（P151）で確認してく

ださい。

ブロックの消し方

落ちてくる数字ブロックを、次のような条件になるよ

うにくっつけて消していきます。左から4行目～7行目

にブロックがいっぱいになると、ゲームオーバーにな

ります。

・かけ算結果が2桁の場合は、1の位と同じ数字のブ

ロックにくっつけます。

・数字以外のブロックについては、メニューの「ヘ

ルプ」（左記）で確認してください。

■ゲームオーバーになったときは

ゲームオーバー画面が表示されます。Cを押すと

ランク画面が表示され、スコアを確認できます。

I［Menu］を押すとメニュー画面に戻ります。

お知らせ

・ゲーム中にFOMA端末を閉じると、ゲームを一時停止

（ポーズ）します。

縦に並んだとき 横に並んだとき 

＜例：ブロック224が並んだ場合＞ 

3つの 
ブロックが 
すべて 
消えます。 

× 

＝ × 
＝ 

ブロックを消すと数が減ります。0に 
なるとステージクリアになります。 
 

次に落ちてくるブロックです。 
 

現在のステージです。 
 残量がなくなると、ブロックが横1行 
で落ちてきます。 
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画像を表示／管理／編集する …………154

動画／ｉモーションを再生／管理／編集
する ………………………………………161

メロディを再生／管理／編集する ……164

miniSDメモリーカードを使用するに
あたってのご注意 ………………………166

miniSDメモリーカードの取り付けかた／
取り外しかた ……………………………167

miniSDメモリーカードのデータを
再生／編集する …………………………168

外部機器で作成したｉモーション
（音楽データ含む）をFOMA端末で
再生する …………………………………169

データBOX

待受画面で

C［メニュー］ または

「データBOX」

データBOXメニューの表示方法
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データBOX

*miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P166154

デ
ー
タ
B

X
O

データBOXについて

データBOXには次のような項目とフォルダがありま

す（お客様が追加したフォルダは含みません）。

お知らせ

・データBOXに十分な空き容量が無い場合、静止画、動

画／ｉモーション、メロディを保存しようとすると既

に保存されているデータの削除を促すメッセージが表

示されます。

その場合、データの保存先（上記）以外に保存されて

いるデータを削除しても、空き容量を増やすことはで

きませんのでご注意ください。

また、ダウンロード前や撮影前には、データBOXに十

分な空き容量があるかどうかを確認してください。

画像を表示／管理／編集する

C 1
撮影した静止画、サイトやｉモードメールから取得

した静止画などを表示します。

表示可能なファイル形式について

・FOMA端末で表示できるファイルは次のとおりです。

※：対応しているファイル形式でも、ファイルによっては
再生できない場合があります。

画像を表示する
1. データBOXメニュー（P153）から「マイピクチャ」

＜フォルダ一覧画面＞

2. フォルダを選択 C

＜画像ファイル一覧画面＞

3. ファイルを選択 C

画像ファイル一覧画面に表示されるマークについて

※：本FOMA端末外への出力が禁止されていたり、ファイル

の編集やminiSDメモリーカードへのコピーが制限されて

います。

ファイル名 

＜画像表示画面＞ 

･ C［全画面］：画像をディスプレイ 
   全体に表示します。 
･ I［メール］：表示中のファイルを 
   添付してｉモードメールを作成しま 
   す。「ｉモードメールを作成する」の 
   操作2（P139）に進みます。 
･ J：前のファイル／次のファイル 
   を表示します。 

 

選択中のファイル名、ファイル 
サイズ（      選択中を除く） 

･ I［メール］：選択中のファイルを 
   添付してｉモードメールを作成しま 
   す。「ｉモードメールを作成する」 の 
   操作2（P139）に進みます。  

選択中のフォルダ名 

･ I［切替］：フォルダの表示方法 
   を変更します。 

選択中のフォルダ内にある 
ファイル数 

データBOX

メニュー項目 内　容フォルダ

マイピクチャ

ｉモーション

カメラで撮影した静

止画など

サイトやメールから

取得した静止画など

フレームやスタンプに

使用できる静止画

お買い上げ時に登録

されている静止画

ビデオカメラで撮影

した動画など

サイトやメールから取得

したｉモーションなど

カメラ

データ通信で取得し

た静止画など

データ交換

ｉモード

アイテム

プリインストール

カメラ

データ通信で取得し

た動画など

データ交換

ｉモード

説　明マーク

１つ上の一覧画面を表示

認識できないファイル

制限※が設定されているファイル

メニュー項目 内　容フォルダ

miniSDメモリー

カード
マイピクチャ

ｉモーション

メロディ

ファイルの内容は

FOMA端末本体（上

記）と同じです。

メロディ データ通信で取得し

たメロディなど

データ交換

サイトから取得した

メロディなど

ｉモード

お買い上げ時に登録

されているメロディ
プリインストール

お買い上げ時に登録

されている動画
プリインストール

JPEG、GIFファイル形式※

画素数 1280×1024ドット以下

ファイルサイズ 500Kバイト以下

拡張子 jpg、gif

**L600i(J)(153-170)DataBox  06.3.24 4:59 PM  ページ 154



155

デ
ー
タ
B

X
O

データBOX

*miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P166154

デ
ー
タ
B

X
O

データBOXについて

データBOXには次のような項目とフォルダがありま

す（お客様が追加したフォルダは含みません）。

お知らせ

・データBOXに十分な空き容量が無い場合、静止画、動

画／ｉモーション、メロディを保存しようとすると既

に保存されているデータの削除を促すメッセージが表

示されます。

その場合、データの保存先（上記）以外に保存されて

いるデータを削除しても、空き容量を増やすことはで

きませんのでご注意ください。

また、ダウンロード前や撮影前には、データBOXに十

分な空き容量があるかどうかを確認してください。

画像を表示／管理／編集する

C 1
撮影した静止画、サイトやｉモードメールから取得

した静止画などを表示します。

表示可能なファイル形式について

・FOMA端末で表示できるファイルは次のとおりです。

※：対応しているファイル形式でも、ファイルによっては
再生できない場合があります。

画像を表示する
1. データBOXメニュー（P153）から「マイピクチャ」

＜フォルダ一覧画面＞

2. フォルダを選択 C

＜画像ファイル一覧画面＞

3. ファイルを選択 C

画像ファイル一覧画面に表示されるマークについて

※：本FOMA端末外への出力が禁止されていたり、ファイル

の編集やminiSDメモリーカードへのコピーが制限されて

います。

ファイル名 

＜画像表示画面＞ 

･ C［全画面］：画像をディスプレイ 
   全体に表示します。 
･ I［メール］：表示中のファイルを 
   添付してｉモードメールを作成しま 
   す。「ｉモードメールを作成する」の 
   操作2（P139）に進みます。 
･ J：前のファイル／次のファイル 
   を表示します。 

 

選択中のファイル名、ファイル 
サイズ（      選択中を除く） 

･ I［メール］：選択中のファイルを 
   添付してｉモードメールを作成しま 
   す。「ｉモードメールを作成する」 の 
   操作2（P139）に進みます。  

選択中のフォルダ名 

･ I［切替］：フォルダの表示方法 
   を変更します。 

選択中のフォルダ内にある 
ファイル数 

データBOX

メニュー項目 内　容フォルダ

マイピクチャ

ｉモーション

カメラで撮影した静

止画など

サイトやメールから

取得した静止画など

フレームやスタンプに

使用できる静止画

お買い上げ時に登録

されている静止画

ビデオカメラで撮影

した動画など

サイトやメールから取得

したｉモーションなど

カメラ

データ通信で取得し

た静止画など

データ交換

ｉモード

アイテム

プリインストール

カメラ

データ通信で取得し

た動画など

データ交換

ｉモード

説　明マーク

１つ上の一覧画面を表示

認識できないファイル

制限※が設定されているファイル

メニュー項目 内　容フォルダ

miniSDメモリー

カード
マイピクチャ

ｉモーション

メロディ

ファイルの内容は

FOMA端末本体（上

記）と同じです。

メロディ データ通信で取得し

たメロディなど

データ交換

サイトから取得した

メロディなど

ｉモード

お買い上げ時に登録

されているメロディ
プリインストール

お買い上げ時に登録

されている動画
プリインストール

JPEG、GIFファイル形式※

画素数 1280×1024ドット以下

ファイルサイズ 500Kバイト以下

拡張子 jpg、gif

**L600i(J)(153-170)DataBox  06.3.24 4:59 PM  ページ 154
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*miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P166

フォルダ一覧画面のサブメニューを利用する

→P246

1. フォルダ一覧画面（P155）でM［メニュー］

次のサブメニュー項目を選択

開く

選択中のフォルダを開きます。

新規フォルダ※1

フォルダを作成します。

フォルダ削除※1※2

選択中のフォルダを削除します。

並べ替え

フォルダを並べ替えます。

表示

フォルダの表示方法を変更します。

メモリー情報

「本体メモリー」または「miniSDメモリーカード」

内の保存領域の状態などを表示します。

フォルダ情報

選択中のフォルダの名前、サイズ、フォルダ内

のファイル数などを表示します。

※1：miniSDメモリーカード内「マイピクチャ」「ｉモーショ

ン」「メロディ」が表示されている画面では利用でき

ません。

※2：お買い上げ時に登録されているフォルダでは利用できま

せん。

お知らせ

・待受画面や電話帳、テレビ電話に設定している画像が含ま

れているフォルダ、または着信音やアラーム、スケジュー

ルに設定しているメロディが含まれているフォルダを削除

すると、それぞれの画像やメロディはお買い上げ時の設定

に戻ります。

画像ファイル一覧画面のサブメニューを利用する

→P246

1. 画像ファイル一覧画面（P155）でファイルを選

択 M［メニュー］ 次のサブメニュー項目を

選択

新規フォルダ※1

フォルダを作成します。

ファイル※1

－表示：選択中のファイルを表示します。

－編集※2：選択中のファイルを編集します。

→P159

－移動※3：選択中のファイルを他のフォルダに

移動します。「本体メモリー」／「miniSDメモ

リーカード」→移動先フォルダを選択→C→
I［貼付］を押してください。

－コピー※3：選択中のファイルを他のフォルダに

コピーします。「本体メモリー」／「miniSDメモ

リーカード」→コピー先フォルダを選択→C→
I［貼付］を押してください。

設定項目／お買い上げ時 

設定項目／お買い上げ時 
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－1件削除：選択中のファイルを削除します。

－全件削除：フォルダ内のファイルをすべて削

除します。削除には端末暗証番号の入力が必

要になります。

－名称変更：選択中のファイルの名前を変更し

ます。

選択／解除※1

複数のファイルを選択して移動、コピー、削除

します。選択後はM［メニュー］→「ファイル」

→「移動」／「コピー」／「削除」を選択して

ください。

－選択：ファイルを1件ずつ選択します。

－全件選択：すべてのファイルを選択します。

－解除：「選択」「全件選択」で選択したファイ

ルを1件ずつ解除します。

－全件解除：「選択」「全件選択」で選択したす

べてのファイルの選択を解除します。

メール作成※1※4

選択中のファイルを添付してｉモードメールを

作成します。「ｉモードメールを作成する」の操

作2（P139）に進みます。

壁紙に設定※5

「メイン画面」または「サブ画面」に待受画面の

壁紙として設定します。

スライドショー

－開始：フォルダ内のファイルを順に表示します。

－設定：スライドショーの「表示方法」と「間

隔（秒）」を設定します。設定後はI［完了］

を押してくだい。

アニメーション作成※1※4※5

10個までのファイルを選択してアニメーション

を作成します。選択後はI［作成］を押してく

ださい。

並べ替え

ファイルを並べ替えます。

表示

ファイルの表示方法を変更します。

メモリー情報

「本体メモリー」または「miniSDメモリーカード」

内の保存領域の状態などを表示します。

情報表示

選択中のファイルの名前、サイズ、種別、保存

日時、解像度、制限状態を表示します。

※1：「アイテム」「プリインストール」フォルダ内では利

用できません。

※2：JPEGファイル（制限が設定されていないファイルを除

く）のみ利用できます。

※3：「アイテム」「プリインストール」フォルダには移動、

コピーできません。また、制限が設定されているファ

イルは、miniSDメモリーカードに移動、コピーができ

ません。

※4：制限が設定されているファイルでは利用できません。

※5：miniSDメモリーカード内に保存されている画像では利

用できません。
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*miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P166

お知らせ

・待受画面や電話帳、テレビ電話に設定している画像を

削除すると、それぞれの画像はお買い上げ時の設定に

戻ります。

画像表示画面のサブメニューを利用する

→P246

1. 画像表示画面（P155）でM［メニュー］ 次

のサブメニュー項目を選択

ファイル※1

－1件削除：表示中のファイルを削除します。

－名称変更：表示中のファイルの名前を変更し

ます。

－編集※2：表示中のファイルを編集します。→

P159

メール作成※1※3

表示中のファイルを添付してｉモードメールを

作成します。「ｉモードメールを作成する」の操

作2（P139）に進みます。

全画面表示

ソフトキー表示などを消して、画像をディスプレ

イ全体に表示します。

・J：前の画像／次の画像を表示します。

・Q：全画面表示を解除します。

ズーム

画像を拡大して表示します。

・M［＋］：押すごとに拡大します。

・I［－］：拡大した画像を、1つ前の倍率に

戻します。

・K：拡大した画像の表示位置を移動します。

・Q：ズーム表示を解除します。

壁紙に設定※4

「メイン画面」または「サブ画面」に待受画面の

壁紙として設定します。

スライドショー

－開始：フォルダ内のファイルを順に表示しま

す。

－設定：スライドショーの「表示方法」と「間

隔（秒）」を設定します。設定後はI［完了］

を押してください。

リストへ移動

画像ファイル一覧画面（P155）に戻ります。

情報表示

表示中のファイルの名前、サイズ、種別、保存

日時、解像度、制限状態を表示します。

※1：「アイテム」「プリインストール」フォルダ内では利

用できません。

※2：JPEGファイル（制限が設定されていないファイルを除

く）のみ利用できます。

※3：制限が設定されているファイルでは利用できません。

※4：miniSDメモリーカード内に保存されている画像では利

用できません。

設定項目／お買い上げ時 
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お知らせ

・待受画面や電話帳、テレビ電話に設定している画像を

削除すると、それぞれの画像はお買い上げ時の設定に

戻ります。

静止画を編集する

静止画を編集します。編集できるファイルはJPEGファ

イルのみです。ただし、ファイルによっては編集でき

ない場合があります。編集した静止画は、編集元の静

止画があるフォルダに保存されます。

→P246

1. 画像ファイル一覧画面（P155）でファイルを選

択／画像表示画面（P155）でM［メニュー］

「ファイル」 「編集」

・画像編集画面が表示されます。

2. 編集画面でM［メニュー］ 次の編集方法を選択

編集後C［保存］

・編集後の画面では次の操作ができます。

－M［メニュー］：編集メニューを表示しま

す。

－I［Undo］：編集を元に戻します。

保存※

編集した静止画を保存します。

回転

静止画を左や右に回転させます。

1）「左」／「右」

・M［回転］：左／右に90度ずつ回転します。

・I［キャンセル］：編集を中止します。

2）C
サイズ変更

静止画のサイズを変更します。

挿入

－テキスト：静止画にテキストを貼り付けます。

・テキストボックス選択画面でM［メニュー］

を押すと、フォントサイズとフォントカラー

を設定できます。

1）テキストボックスを選択 C
2）テキストを入力 C

・M［テキスト］：テキストボックスを変

更します。

・I［キャンセル］：1つ前の操作に戻りま

す。

3）C Kでテキストの位置を選択 C

設定項目／お買い上げ時 
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－フレーム：静止画にフレームを付けます。

1）フレームを選択 C
・M［回転］：フレームを180度ずつ回転し

ます。

・I［キャンセル］：1つ前の操作に戻ります。

2）C
－スタンプ：静止画にスタンプを貼り付けます。

・スタンプ選択画面でM［メニュー］を押すと、

スタンプサイズを設定できます。

1）スタンプを選択 C
2）Kでスタンプを貼り付けたい位置を選択 C

・続けて同じスタンプを貼り付ける場合は操

作2を繰り返します。

・M［追加］：別のスタンプに変更します。

3）I［完了］

トリミング

1）トリミングサイズを選択 C
・トリミング範囲は赤い枠で表示されます。

2）Kを押してトリミングする位置を選択 C
・「ユーザ設定サイズ」を選択した場合は、

Kを押して赤色のカーソルを移動し、ト

リミング範囲の始点と終点でCを押して

確定してください。

撮影効果

－白黒：白黒に変換します。

－セピア：セピア調に変換します。

－ネガ：ネガ調に変換します。

－白黒ネガ：白黒のネガ調に変換します。

－カラーバランス：「赤」「緑」「青」を選択後、

Jを押して色の濃淡を調節します。

－コントラスト：コントラストを強調したり、

弱くしたりします。

－シャープネス：輪郭を強調します。

－ソフトネス：輪郭をぼかします。

－モザイク：モザイクをかけます。「四角」／「丸」

を選択後、Kを押して赤い枠を移動し、モザイ

クをかける範囲の始点と終点でCを押して確定

してください。

鏡像

左右が反転した鏡像表示にします。

元に戻す※

編集したファイルを元に戻します。

※：編集前のファイルでは利用できません。

お知らせ

・「サイズ変更」は、編集元の静止画より大きいサイズに

は変更できません。また、編集元のサイズによっては、

変更できない場合があります。

・「サイズ変更」で選択したサイズが、編集元の静止画

の縦横比と異なる場合は、選択したサイズとは異なっ
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たサイズに保存される場合があります。

･ 画像サイズが「1280×1024」の静止画は、「挿入」「撮

影効果」は設定できません。

･「フレーム」を設定できる画像サイズは、「352×288」

「320×240」「176×220」「176×144」「128×96」です。

それ以外のサイズは「フレーム」を設定できません。

･「トリミング」は、編集元の静止画より大きいサイズ

は選択できません。

・お買い上げ時に登録されているテキストボックス、フレー

ム、スタンプについては「お買い上げ時に登録されている

データ」の「テキストボックス」（P251）、「フレーム」

（P250）、「スタンプ」（P251）を参照してください。

動画／ｉモーションを再生／管理／
編集する

C 2
撮影した動画、サイトやｉモードメールから取得し

た動画を再生します。

再生可能なファイル形式について

・FOMA端末で再生できるファイルは次のとおりです。

※：対応しているファイル形式でも、ファイルによっては

再生できない場合があります。

動画／ｉモーションを再生する

1. データBOXメニュー（P153）から「ｉモーション」

＜フォルダ一覧画面＞

・I［切替］：フォルダの表示方法を変更しま

す。

2. フォルダを選択 C

＜動画ファイル一覧画面＞

・I［メール］：選択中のファイルを添付してｉ

モードメールを作成します。「ｉモードメール

を作成する」の操作2（P139）に進みます。

音声ファイル 

・画面に表示されるマークについては、
「画像ファイル一覧画面に表示される
マークについて」（P155）を参照し
てください。 

選択中のファイル名、ファイル 
サイズ（      選択中を除く） 

選択中のフォルダ名 

選択中のフォルダ内にある 
ファイル数 

ファイル形式※

拡張子

MP4ファイル（映像：MPEG4、

H263／音声：AAC、AMR）

mp4、3gp

MP4

符号方式
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*miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P166

3. ファイルを選択 C

＜動画再生画面＞

・C［再生］／［ポーズ］／G：
再生／ポーズ（一時停止）

・I［ストップ］：停止

・J：前のファイル／次のファイルを再生

・J（押し続ける）：押している間、映像を早送

り／早戻し

・H／FE：音量調節

フォルダ一覧画面のサブメニューを利用する

利用できるサブメニューについては、画像の「フォル

ダ一覧画面のサブメニューを利用する」（P156）を参

照してください。

動画ファイル一覧画面のサブメニューを利
用する

→P247

1. 動画ファイル一覧画面（P161）でファイルを選

択 M［メニュー］ 次のサブメニュー項目を

選択

再生

選択中のファイルを再生します。

新規フォルダ※1

フォルダを作成します。

ファイル※1

－移動※2：選択中のファイルを他のフォルダに移

動します。「本体メモリー」／「miniSDメモリー

カード」→移動先フォルダを選択→C→I
［貼付］を押してください。

－コピー※2：選択中のファイルを他のフォルダ

にコピーします。「本体メモリー」／「miniSD

メモリーカード」→コピー先フォルダを選択→
C→I［貼付］を押してください。

－1件削除：選択中のファイルを削除します。

－全件削除：フォルダ内のファイルをすべて削

除します。削除には端末暗証番号の入力が必

要になります。

－名称変更：選択中のファイルの名前を変更し

ます。

設定項目／お買い上げ時 

音量 

再生バー 

再生経過時間／最大再生時間 

ステレオ／モノラル表示 
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選択／解除※1

複数のファイルを選択して移動、コピー、削除

します。選択後はM［メニュー］→「ファイル」

→「移動」／「コピー」／「削除」を選択して

ください。

－選択：ファイルを1件ずつ選択します。

－全件選択：すべてのファイルを選択します。

－解除：「選択」「全件選択」で選択したファイ

ルを1件ずつ解除します。

－全件解除：「選択」「全件選択」で選択したす

べてのファイルの選択を解除します。

メール作成※1※3

選択中のファイルを添付してｉモードメールを

作成します。「ｉモードメールを作成する」の操

作2（P139）に進みます。

並べ替え

ファイルを並べ替えます。

表示

ファイルの表示方法を変更します。

メモリー情報

「本体メモリー」または「miniSDメモリーカード」

内の保存領域の状態などを表示します。

情報表示

選択中のファイルの名前、サイズ、種別、保存

日時、再生時間、制限状態、トラック状態、着

信音に設定可能／不可能、タイトル、作成者、

コピーライト、説明を表示します。

※1：「プリインストール」フォルダ内では利用できません。

※2：「プリインストール」フォルダには移動、コピーでき

ません。また、制限が設定されているファイルは、

miniSDメモリーカードに移動、コピーができません。

※3：制限が設定されているファイルでは利用できません。

動画再生画面のサブメニューを利用する
･ 映像が録画されていない音声のみのMP4ファイル

は、「メロディ再生画面のサブメニューを利用す

る」（P166）を参照してください。

→P247

1. 動画再生画面（P162）でM［メニュー］ 次

のサブメニュー項目を選択

ポーズ※3（再生※5）

再生中の動画を一時停止します。

メール作成※1※2

ファイルを添付してｉモードメールを作成します。

「ｉモードメールを作成する」の操作2（P139）に

進みます。

拡大再生※3

ソフトキー、プレーヤーなどの表示を消して、

動画をディスプレイ全体に表示して再生します。

・Q：拡大表示を解除します。

キャプチャ※1※2※4

一時停止中の画像を静止画として保存します。

キャプチャした画像は「マイピクチャ」の「カ

メラ」フォルダに保存されます。

設定項目／お買い上げ時 
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ミュート設定（ミュート解除）

音を消して動画を再生します。

プレーヤー設定

プレーヤーのビジュアル効果や色合いを設定し

ます。

情報表示

再生中の動画ファイルの名前、サイズ、種別、

保存日時、再生時間、制限状態、トラック状態、

着信音に設定可能／不可能、タイトル、作成者、

コピーライト、説明を表示します。

※1：「プリインストール」フォルダ内では利用できません。

※2：制限が設定されているファイルでは利用できません。

※3：再生中のみ利用できます。

※4：一時停止中のみ利用できます。

※5：一時停止中、再生終了後に利用できます。

メロディを再生／管理／編集する

C 3
お買い上げ時に登録されているメロディや、サイト

などから取得したメロディを再生します。

再生可能なファイル形式について

・FOMA端末で表示できるファイルは次のとおりです。

※1：対応しているファイル形式でも、ファイルによっては

再生できない場合があります。

※2：音声フォーマットがAAC、AMRのMPEG4ファイルは、

「ｉモーション」フォルダに3gpファイルとして保存さ

れます。

メロディを再生する

1. データBOXメニュー（P153）から「メロディ」

＜フォルダ一覧画面＞

・I［切替］：フォルダの表示方法を変更します。

2. フォルダを選択 C

＜メロディファイル一覧画面＞

・I［メール］：選択中のファイルを添付してｉ

モードメールを作成します。「ｉモードメール

を作成する」の操作2（P139）に進みます。

 

・画面に表示されるマークについては、
「画像ファイル一覧画面に表示される
マークについて」（P155）を参照して
ください。 

ファイル名、ファイルサイズ 

フォルダ名、フォルダ内にある 
ファイル数 

SMF、MFi、MP4※2ファイル形式※1

拡張子 mid、mld
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次のページへ続く

3. ファイルを選択 C

＜メロディ再生画面＞

・C［再生］／［ポーズ］／G：
再生／ポーズ（一時停止）

・J：前のファイル／次のファイルを再生

・J（押し続ける）：押している間、メロディを

早送り／早戻し

・H／FE：音量調節

・I［⇔］：メロディの繰り返しエリア（始点と

終点）を設定します。設定中に押すと、解除で

きます。

フォルダ一覧画面のサブメニューを利用する

利用できるサブメニューについては、画像の「フォル

ダ一覧画面のサブメニューを利用する」（P156）を参

照してください。

メロディファイル一覧画面のサブメニュー
を利用する

利用できるサブメニューについては、「動画ファイ

ル一覧画面のサブメニューを利用する」（P162）を

参照してください。

お知らせ

・着信音やアラーム、スケジュールに設定しているメロ

ディを削除すると、それぞれのメロディはお買い上げ

時の設定に戻ります。

メロディ再生画面のサブメニューを利用する

→P247

1. メロディ再生画面（P165）でM［メニュー］

次のサブメニュー項目を選択

ポーズ※5（再生※6）

再生中のメロディを一時停止します。

メール作成※1※2

ファイルを添付してｉモードメールを作成します。

「ｉモードメールを作成する」の操作2（P139）に

進みます。

着信音※2※3※4

音声電話またはテレビ電話の着信音として設定

します。

設定項目／お買い上げ時 

再生バー 

再生経過時間／最大再生時間 

音量 
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*miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P166

ミュート設定（ミュート解除）

音を消してメロディを再生します。

再生設定※3※4

メロディの繰り返し再生方法を設定します。

－なし：繰り返し再生を解除します。

－現在のファイル（ ）：再生中のメロディ

を繰り返し再生します。

－全ファイル（ ）：フォルダ内のすべての

メロディを繰り返し再生します。

－シャッフル（Shuffle）：フォルダ内すべての

メロディをシャッフル再生します。

繰り返しエリア設定（⇔）※5

再生エリアを指定してメロディを再生します。

I［⇔］を押して始点（→）と終点（←→）を

設定します。設定中に押すと、解除できます。

プレーヤー設定

プレーヤーのビジュアル効果や色合いを設定し

ます。

情報表示

再生中のメロディファイルの名前、サイズ、種別、

保存日時、再生時間、着信音に設定可能／不可能、

制限状態、タイトルを表示します。

※1：「プリインストール」フォルダ内では利用できません。
※2：制限が設定されているファイルでは利用できません。
※3：映像が録画されていない音声のみのMP4ファイルでは

利用できません。
※4：miniSDメモリーカード内に保存されているメロディで

は利用できません。

※5：再生中のみ利用できます。
※6：一時停止中、再生終了後に利用できます。
※7：一時停止中、再生終了後は利用できません。

お知らせ

・着信音の設定はメロディファイル一覧画面でも設定で

きます。メロディファイル一覧画面（P164）でM
［メニュー］→「着信音」を選択してください。

miniSDメモリーカードを使用するに
あたってのご注意

miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途

miniSDメモリーカードが必要となります。miniSDメ

モリーカードをお持ちでない場合は、家電量販店な

どでお買い求めいただけます。

・miniSDメモリーカードアダプタは、家電量販店な

どでお買い求めいただけます。

・FOMA L600iは、1GバイトまでのminiSDメモリーカー

ド（市販品）に対応しています。（2006年3月現在）

ただし、各社のminiSDメモリーカードの動作を保証

するものではありません。最新の対応情報につい

ては下記をご覧ください。

－ｉモード：「ｉMenu」→「メニューリスト」→

「ケータイ電話メーカー」→「WOWLG」

－パソコンなど：http://jp.lge.com/index.do

・パソコンなど他の機器でフォーマットしたminiSDメ

モリーカードは使用できないことがあります。必ず

FOMA L600iでフォーマットしたminiSDメモリーカー



ドをご使用ください。

・miniSDメモリーカードは、事故や故障によってデータ

の消失または変形してしまうことがあります。大切

なデータは控えを取っておくことをおすすめします。

・miniSDメモリーカードのご利用により生じる直接

的・間接的損害または付随的保証について、当社

はその責任を負いかねます。あらかじめご了承く

ださい。

－通話や通信などにより、利用の機会を逃したた

めに発生した被害

－お客様がFOMA端末またはminiSDメモリーカード

に記録したデータが消失したために発生した被害

・データ処理を行っているときはminiSDメモリーカー

ドを抜いたり、FOMA端末の電源を切らないでくだ

さい。データ処理を行っていないことを確認してか

らFOMA端末の電源を切って、miniSDメモリーカー

ドを抜いてください。

・miniSDメモリーカードには寿命があります。長期間

ご使用になると、新しくデータを書き込めなかっ

たり、使用できなくなることがあります。

・miniSDメモリーカード内のフォルダをパソコンで

削除したり、移動したりしないでください。

FOMA L600iでminiSDメモリーカードを読めなくな

ることがあります。

・FOMA L600iに対応していないデータをパソコン

でminiSDメモリーカードに記録しても、FOMA

L600iでは認識できません。

・FOMA端末の電源を入れた状態で取り付けたり取り

外したりしないでください。miniSDメモリーカード

に損傷を与えたり、データが壊れることがあります。

・miniSDメモリーカードを取り付けたり取り外した

りするときは、miniSDメモリーカードが飛び出す

ことがありますので注意してください。

・miniSDメモリーカードの向きを確認してまっすぐ

に出し入れしてください（斜めに差し込むとカー

ドが破損する恐れがあります）。

・miniSDメモリーカードの内容を選択、表示すると

きに時間がかかる場合があります。

miniSDメモリーカードの取り付けか
た／取り外しかた

取り付けかた

1miniSDメモリーカードスロットのカバーを矢印の

方向に開ける
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次のページへ続く

2 3
1
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*miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P166

2miniSDメモリーカードの印字面を上にして、「カチッ」

と音がするまでゆっくりと差し込む

3miniSDメモリーカードスロットのカバーを矢印の

方向に閉じる

取り外しかた

1miniSDメモリーカードスロットのカバーを矢印の

方向に開ける

2miniSDメモリーカードを軽く押し込む

・miniSDメモリーカードが少し飛び出します。

3miniSDメモリーカードをまっすぐに取り出す

4miniSDメモリーカードスロットのカバーを矢印の

方向に閉じる

miniSDメモリーカードのデータを
再生／編集する

C 4
miniSDメモリーカードをFOMA端末に挿入して、外付

けメモリとして利用できます。miniSDメモリーカード

アダプタに装着すれば、SDメモリーカードに対応し

たパソコンなどでも利用できます。

・miniSDメモリーカードを初めて利用するときは、

「miniSDフォーマットを行う」（P180）でフォーマッ

ト（初期化）をする必要があります。フォーマッ

トは必ず本FOMA端末で行ってください。

お知らせ

・miniSDメモリーカードの使用状況や空き容量などを確

認できます。→P156、P157、P163

miniSDメモリーカードのフォルダ構成

■FOMA端末で表示したとき

「データBOXについて」（P154）の表に記載されて

いる「miniSDメモリーカード」を参照してください。

■パソコンなどで表示したとき

FOMA端末からminiSDメモリーカードにファイルを

移動／コピーしたときや、カメラで撮影した静止

画や動画を直接miniSDメモリーカードに保存した

ときなど、そのファイルに対応したフォルダが

miniSDメモリーカードに自動的に作成されます。

2 4

1

3
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次のページへ続く

・パソコンなどからminiSDメモリーカードにファイ

ルを書き込む場合も、次のようなフォルダ構成

にする必要があります。

※1：音楽データを含みます。

※2：静止画や動画のサムネイルを表示するフォルダで

す。「1 my picture」「2 i-motion」にファイルが保

存されると自動的にフォルダを作成します。この

フォルダにファイルを保存したり、ファイルを削

除／移動したりしないでください。

お知らせ

･ フォルダ名やファイル名の文字数には制限があります。

拡張子を除いた次の文字数以内に設定してください。

－フォルダ名：半角最大15文字

－ファイル名：半角最大36文字

FOMA端末⇔miniSDメモリーカード間で
ファイルをコピー／移動する

操作方法は「画像ファイル一覧画面のサブメニュー

を利用する」（P156）「動画ファイル一覧画面のサブ

メニューを利用する」（P162）の「コピー」「移動」

を参照してください。

miniSDメモリーカードのファイルを表示／
再生する

・他の機器からminiSDメモリーカードに保存したファ

イルは、FOMA端末で表示／再生できない場合があ

ります。

1. データBOXメニュー（P153）から「miniSDメモリー

カード」

・以降の操作については、「画像を表示する」

（P155）／「動画／ｉモーションを再生する」

（P161）／「メロディを再生する」（P164）を参

照してください。

外部機器で作成したｉモーション（音
楽データ含む）をFOMA端末で再生する

インターネットで購入した楽曲やCDの楽曲などを、

パソコンなどを利用してminiSDメモリーカードに保

存し、FOMA端末で再生することができます。

　minisd 

　1 my picture････静止画を保存するための
フォルダ 

　2 i-motion･･･････動画／ｉモーション※1を
保存するためのフォルダ 

　3 melody･･･････メロディを保存するため
のフォルダ 

　private※2 

lge 

thumb 



170

デ
ー
タ
B

X
O

データBOX

*miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P166

miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途

miniSDメモリーカードが必要となります。miniSDメ

モリーカードをお持ちでない場合は、家電量販店な

どでお買い求めいただけます。→P166

・miniSDメモリーカード内に保存した楽曲は、個人

使用の範囲内でのみ使用することができます。

・ご利用にあたっては、著作権などの第三者の知的

財産権その他の権利を侵害しないよう十分ご配慮

ください。

・miniSDメモリーカード内に保存した楽曲は、パソ

コンなど他の媒体に複製または移し変えをしない

でください。

1. 購入したCDの楽曲などを、AAC（.3gp）形式に

変換できる市販のソフト※などを利用して変換し、

パソコンに保存する
※：ソフトウェアの使用方法など詳細については、ソフ

トウェア提供各社ホームページなどでご確認くださ

い。

2. mimiSDメモリーカードをパソコンに挿入し、楽曲

ファイルを「2 i-motion」フォルダ（P169）内に

コピーする

・操作1で作成したファイル名は半角で36文字以

内に変更してください。

■「2 i-motion」フォルダがない場合は

FOMA端末にminiSDメモリーカードを挿入し、「デー

タBOX」→「miniSDメモリーカード」を選択すると

自動的にフォルダが作成されます。その状態で

FOMA端末から取り外し、再度パソコンに挿入して

ください。

3. miniSDメモリーカードをFOMA端末に挿入（P167）

し、待受画面でC 「データBOX」 「miniSD

メモリーカード」 「ｉモーション」フォルダを

選択 C 再生するファイルを選択 C
・以降は「動画／ｉモーションを再生する」の操

作3（Ｐ162）を参照してください。

お知らせ

・本FOMA端末では、複数のファイルが保存されていても

音楽を連続して再生することはできません。

・FOMA端末を閉じても音楽再生は継続されます。ただし、

音量調節などの操作はできません。

・平型ステレオイヤホンマイクセット（別売）などを接

続（P29）すれば、ヘッドホンで音楽を聴くことができ

ます。
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ツール

待受画面で

C［メニュー］ または「ツール」

ツールメニューの表示方法



172

ツ
ー
ル

アラームを利用する

C 1
指定した時刻にアラームを鳴らすように設定しま

す。スヌーズやアラーム音の設定もできます。

アラームを設定する
→P231、Ｐ232

1. ツールメニュー（P171）から「アラーム」

＜アラーム一覧画面＞

・I［ON］／［OFF］：選択中のアラームを

ON／OFFします。

2. 編集するアラームを選択 C 次の編集する項

目を選択 C 編集後I［完了］

（ON／OFF設定）

「ON」または「OFF」を選択します。アラームを

設定する場合は「ON」を選択してください。

時刻設定

アラームを鳴らす時刻を設定します。

（繰り返し設定）

繰り返しの種類を選択します。

・「休日を除く」に設定すると、日曜日と「休

日設定」（P184）で設定した休日にはアラーム

を通知しません。

（メロディ）

アラーム音を選択します。

・「データBOX」の「メロディ」内に保存され

ているメロディから選択します。→P164

（メモ）

アラームの名前を入力します。

（スヌーズ）

スヌーズ通知する時間の間隔を選択します。ス

ヌーズ通知を設定したくない場合は「OFF」を

選択してください。

アラームを設定した時刻になると

アラームをお知らせする画面が表示され、FOMA端

末からアラーム音が鳴ります。

アラームを止めるには次の操作を行います。

・C［解除］：アラーム音が止まりアラーム設定

を解除します。スヌーズを設定している場合は、

スヌーズも解除されます。

・I［スヌーズ］：アラーム音が止まります。ス

ヌーズ通知は継続されます。

■音声電話またはテレビ電話通話中のときは

アラーム設定時刻になると通話中画面の上部に

設定項目／お買い上げ時 

ツール

説　明マーク

アラームが「ON」に

設定

アラームの繰り返し

が設定



173

ツ
ー
ル

ツール

次のページへ続く

が点滅し、アラーム音は鳴りません。通話を終了

した後に、アラームをお知らせする画面が表示さ

れ、アラーム音が鳴ります。

・アラーム通知中に音声電話またはテレビ電話を

着信した場合は、アラームをいったん停止し、

通話を終了した後に再びアラームを通知します。

■動画、メロディ再生中／カメラ、ビデオカメラ起

動中のときは

アラーム設定時刻になると画面の上部に が点滅

し、アラーム音は鳴りません。再生／撮影画面を

終了した後に、アラームをお知らせする画面が表

示され、アラーム音が鳴ります。

お知らせ

・FOMA端末の電源が入っていない場合は、アラームを通

知しません。

・ｉアプリ起動中などアラームを通知できないときは、

画面の上部に が点滅し、アラーム設定時刻になった

ことをお知らせします。

アラーム一覧画面のサブメニューを利用する

1. アラーム一覧画面（P172）でM［メニュー］

次のサブメニュー項目を選択

編集

選択中のアラームを編集します。「アラームを設

定する」の操作2（P172）に進みます。

ON（OFF）

設定したアラームをON／OFFします。

選択／解除

編集したアラームを複数選択して「ON」または

「OFF」します。選択後はM ［メニュー］→

「ON」／「OFF」を選択してください。

－選択：アラームを1件ずつ選択します。

－全件選択：すべてのアラームを選択します。

－解除：「選択」「全件選択」で選択したアラーム

を1件ずつ解除します。

－全件解除：「選択」「全件選択」で選択したす

べてのアラームの選択を解除します。

カスタムメニューを設定する

C 2
カスタムメニューは待受画面でDを押すだけで表示

できるので、よく利用する機能などを登録すること

で、すばやく起動できます。

→P232

1. ツールメニュー（P171）から「カスタムメニュー」

＜カスタムメニュー画面＞

設定項目／お買い上げ時 
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・C［選択］：選択中の機能を起動します。

・I［編集］：登録した機能を変更します。

2. 未登録のメニューを選択 I［追加］

・カスタムメニューに登録できる機能が一覧表示

されます。

3. 機能を選択 C
・既に登録済みの機能は選択できません。

カスタムメニュー画面のサブメニューを利
用する

1. カスタムメニュー画面（P173）でM［メニュー］

次のサブメニュー項目を選択

新規追加※1

機能一覧から登録した機能を追加します。「カス

タムメニューを設定する」の操作3（上記）に進

みます。

開く※2

選択中の機能を起動します。

編集※2

登録済みの機能を変更します。「カスタムメニュー

を設定する」の操作3（上記）に進みます。

1件削除※2

登録済みの機能を削除します。

全件削除

登録済みの機能をすべて削除します。

※1： 未登録のメニューを選択中に表示されます。

※2： 登録済みの機能を選択中に表示されます。

赤外線通信を利用する

C 3
赤外線通信機能を搭載した他のFOMA端末やパソコン

などと、赤外線通信を利用して電話帳やブックマー

クなどのデータを送受信できます。

赤外線通信で送受信できるデータ

※：電話帳に登録されている画像は送信／受信できません。

赤外線通信を行うには

FOMA端末の赤外線ポートと相手側の赤外線ポート

が平行に向き合うように置きます。

・FOMA L600iの赤外線ポートは、FOMA端末のサイ

ド（右側）にあります。→P28

・机などの安定した台の上に置き、通信中はFOMA

端末を動かさないでください。

・赤外線通信の通信距離は20cm以内でご利用ください。

データの種類 内　容

電話帳※ 1件送信／受信（FOMA端

末本体の電話帳）

ブックマーク １件送信／受信

自局番号
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お知らせ

・赤外線通信中に電池パックを取り外さないでください。

取り外した場合は、データは転送されずに赤外線通信

を中止します。

・電池残量が少ないと、赤外線通信ができません。赤外

線通信を行う前にFOMA端末の電池が十分に残っている

かどうか確認してください。

・赤外線通信中に音声電話やテレビ電話を着信した場合

は、赤外線通信は中止され電話を受けられる状態にな

ります。データを送受信できなかった場合は、通話終

了後もう一度赤外線通信を行ってください。

・データを保存するメモリーの空き容量によって、受信

できるデータ量は異なります。データを受信できない

ときは、不要なデータなどを削除してから赤外線通信

をやり直してください。

・赤外線通信を行う前に、相手の機器と赤外線通信がで

きるかどうかを確認してください。

・相手側の機器が赤外線通信機能を搭載した機器でも、

データを転送できない場合があります。

データを送信する

受信側を受信状態にしてから、次の手順で30秒以内

に送信を開始します。

1. 送信したいデータの画面 M［メニュー］

「赤外線送信」

2. 受信側の受信状態を確認 「はい」

データを受信する

1. ツールメニュー（P171）から「赤外線通信」

2. 送信側の機器で送信操作を行う

3. データを受信

電卓を利用する

C 4
足し算や引き算、掛け算、割り算などの計算ができ

ます。ダイヤルボタンで数字を入力します。

1. ツールメニュー（P171）から「電卓」

＜電卓画面＞

・*：小数点を入力します。

・#：カッコを入力します。

・Q：入力した数字を後ろから消去します。

・I［AC］：数字、計算をすべて消去します。

K／Cを押して操作します。

四則演算（＋－×÷（/）） 
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電卓画面の機能メニューを利用する

1. 電卓画面（P175）でM［機能］ 次の機能メニュー

項目を選択

＋／－

正数と負数を切り替えます。

sin

三角関数の計算に使用します。

cos

三角関数の計算に使用します。

tan

三角関数の計算に使用します。

log

対数関数の計算に使用します。

ln

自然対数の計算に使用します。

exp

指数関数の計算に使用します。

sqrt

平方根（ルート）の計算に使用します。

deg

角度の単位を「度」に指定します。

rad

角度の単位を「ラジアン」に指定します。

単位変換ツールを利用する

通貨、面積、長さ、重量、温度、容積、速度の単位

を利用する単位に変換できます。

通貨の単位を変換する

C 51
手持ちの円をドルに変換するときなどに便利な機能

です。

→P232

為替レートを設定する

変換操作をする前に、為替レートを設定します。

1. ツールメニュー（P171）から「単位変換ツール」

「通貨」

・通貨の変換画面（P177）が表示されます。

2. 通貨欄を選択 I［レート］

設定項目／お買い上げ時 
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＜為替レート設定画面＞

3. 次の設定項目を選択 設定後I［完了］

通貨名設定欄

通貨の名前を設定します。Cを押すと編集でき

ます。ただし、「円」は編集できません。

為替レート設定欄

為替レートを設定します。例えば米ドルと円で

変換する場合（例：1ドル⇔120円）は、「円」に

120を設定し、「米ドル」に1を設定します。

・#：小数点を入力します。

・Q：入力した数字を後ろから消去します。

通貨を変換する

為替レートを設定した通貨を他の通貨へ変換しま

す。上下2つの入力欄のどちらからでも入力が可能

で、入力をしていない方の欄には変換後の数値が表

示されます。

1. ツールメニュー（P171）から「単位変換ツール」

「通貨」

＜通貨の変換画面＞

2. 次の項目を選択

通貨単位欄

変換元／変換後の通貨を選択します。

数値入力欄

変換したい通貨の数値を入力します。入力をし

ていない方には変換後の数値が表示されます。

・#：小数点を入力します。

・Q：入力した数字を後ろから消去します。

・I［リセット］：入力した数字をすべて消去

します。

通貨単位欄 

数値入力欄 

選択している通貨の為替レート 

通貨名設定欄 

為替レート設定欄 
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*miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P166

面積の単位を変換する

C 52
面積の単位を変換します。上下2つの入力欄のどち

らからでも入力が可能で、入力をしていない方の欄

には変換後の数値が表示されます。

→P232

1. ツールメニュー（P171）から「単位変換ツール」

「面積」

＜面積の単位変換画面＞

面積単位欄

変換元／変換後の面積の単位を選択します。

数値入力欄

変換したい面積の数値を入力します。入力して

いない方には変換後の数値が表示されます。

・#：小数点を入力します。

・Q：入力した数字を後ろから消去します。

・I［リセット］：入力した数字をすべて消去

します。

長さ／重量／温度／容積／速度の単位を
変換する

C 53～7
→P232、P233

1. ツールメニュー（P171）から「単位変換ツール」

「長さ」／「重量」／「温度」／「容積」／

「速度」

・以降の操作は、「面積の単位を変換する」（左記)

と同様に操作してください。

世界時計を利用する

C 6
世界の主要都市の日時を確認できます。「ホーム設

定」に設定した都市の時間は、「時計／時間の設定

を行う」（P86）で設定した時間になります。

設定項目／お買い上げ時 

面積単位欄 

数値入力欄 

設定項目／お買い上げ時 



179

ツ
ー
ル

ツール

1. ツールメニュー（P171）から「世界時計」

＜世界時計画面＞

・C［一覧］：都市のリストを表示して選択しま

す。

2.Jで確認したい都市を選択

・I［設定］：選択中の都市をホームに設定しま

す。

世界時計画面のサブメニューを利用する

→P233

1. 世界時計画面（上記）でM［メニュー］ 次の

サブメニュー項目を選択

都市選択

都市を選択します。選択後はCを押してくださ

い。

ホーム設定※

選択中の都市をホームに設定します。

※：ホームに設定されている都市を選択している場合は、

表示されません。

ストップウォッチを利用する

C 7
FOMA端末をストップウォッチとして利用できます。

1. ツールメニュー（P171）から「ストップウォッチ」

・C［開始］／［停止］：計測を開始／停止しま

す。

・I［リセット］：計測結果を消去します。

・計測中は次の操作ができます。

－I［Lap］：ラップを記録し、画面の下部に

表示します。

－M［履歴］：ラップを一覧で確認できます。

miniSDメモリーカードを利用する

miniSDメモリーカードに保存されているデータやファ

イルを確認できます。また、メモリーの使用状況や

空き容量の確認、miniSDメモリーカードのフォーマッ

ト（初期化）もできます。

設定項目／お買い上げ時 

ホーム（自国）の日時 

確認している都市名と日時 
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*miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P166

データBOXを利用する

C 81
1. ツールメニュー（P171）から「miniSDメモリーカー

ド」 「データBOX」

・「データBOX」の「miniSDメモリーカード」内

に保存されている画像や動画／ｉモーション、

メロディファイルを確認、再生できます。

→P154、P161、P164

メモリー情報を確認する

C 82
miniSDメモリーカードの使用状況や空き容量を確認

できます。

→P233

1. ツールメニュー（P171）から「miniSDメモリーカー

ド」 「メモリー情報」 「miniSD」

miniSDフォーマットを行う

C 83
miniSDメモリーカードをフォーマット（初期化）し

てFOMA端末で使用できるようにします。

1. ツールメニュー（P171）から「miniSDメモリーカー

ド」 「miniSDフォーマット」

お知らせ

・フォーマット（初期化）を行うと、保存されているファ

イルはすべて削除されます。操作する前に大切なファイ

ルが保存されていないことを確認してください。

設定項目／お買い上げ時 
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スケジュールを利用する ………………182

メモを利用する …………………………185

日付サーチを利用する …………………186

日付カウンターを利用する ……………186

ステーショナリー

待受画面で

C［メニュー］ または

「ステーショナリー」

ステーショナリーメニューの表示方法
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スケジュールを利用する

C 1

スケジュールを登録する

1. ステーショナリーメニュー（P181）から「スケジュール」

・1ヶ月表示画面（P183）が表示されます。

2. スケジュールを登録する日付を選択 I［作成］

＜新規作成画面＞

3. 次の登録する項目を選択 登録後I［完了］

開始日

スケジュールを開始する日付を設定します。日

付はJとダイヤルボタンで入力します。Cを押

すとカレンダー表示で選択できます。

終了日

スケジュールを終了する日付を設定します。日

付はJとダイヤルボタンで入力します。Cを押

すとカレンダー表示で選択できます。

なし※1（スケジュールタイプ）

スケジュールの種類を設定します。

時刻

スケジュールを開始／終了する時刻を設定します。

－終日：登録中のスケジュールを一日のスケジュー

ルとして登録します。

－ユーザ設定：時刻欄を選択して開始・終了す

る時刻を設定します。時刻はJとダイヤルボ

タンで入力します。

件名

スケジュールの件名を入力します。件名を入力

しないとスケジュールを登録できません。

アラーム

「開始日」と「時刻」に設定した日付・時刻になっ

たときなどに、アラームで通知するかどうかを設

定します。「アラームなし」以外に設定したときは

「メロディ※1」を選択します。

・「データBOX」の「メロディ」内に保存され

ているメロディから選択します。→P164

繰り返し※2

このスケジュールの繰り返し方法を設定します。

繰り返さないときは「1回」を選択します。

※1：設定した内容が表示されています。

※2：「開始日」と「終了日」を違う日付に設定した場合は、

「1回」のみ利用できます。

ステーショナリー
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次のページへ続く
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お知らせ

・アラームが設定されているスケジュールの設定時刻に

なると、スケジュールをお知らせする画面が表示されま

す。

－C［OK］：アラームが止まり、スケジュールの開始

時間、件名などが表示されます。さらにCを押すと

アラームが解除されます。

－I［スヌーズ］：スヌーズを設定します。

・通話中やカメラ撮影中などに、設定した時刻になった場

合の動作については、「アラームを設定した時刻になる

と」（P172）を参照してください。

スケジュールの内容を確認する

1．ステーショナリーメニュー（P181）から「スケジュール」

＜1ヶ月表示画面＞

・13：表示を年単位で切り替えます。

・79／FE：表示を月単位で切り替えます。

・5：カーソルが現在の日付に戻ります。

・I［作成］：スケジュールを作成します。「スケジュー

ルを登録する」の操作3（P182）に進みます。

2．スケジュールが登録されている日付を選択 C

＜1日表示画面＞

・I［作成］：スケジュールを作成します。「スケ

ジュールを登録する」の操作3（P182）に進みます。

・J：前日／後日のスケジュールを表示します。

3. スケジュール項目を選択 C

＜表示画面＞

・これ以外のマークについ

てはP182を参照してくだ

さい。

カーソルを合わせた日付に登録 
されているスケジュールの件数 

スケジュールが登録されている 
日付には下線が付きます。 

説　明マーク

アラームを設定

繰り返しを設定

説　明マーク

スケジュール開始日

スケジュール終了日

スケジュールタイプ

休日

アラーム音
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ステーショナリー

・C［編集］：表示中のスケジュールを編集し

ます。「スケジュールを登録する」の操作3

（P182）に進みます。

・I［削除］：表示中のスケジュールを削除し

ます。

・J：前後のスケジュールを表示します。

1ヶ月表示画面のサブメニューを利用する

1. 1ヶ月表示画面（P183）でM［メニュー］ 次のサ

ブメニュー項目を選択

新規作成

スケジュールを登録します。「スケジュールを登

録する」の操作3（P182）に進みます。

開く

選択中の日付のスケジュール内容（1日表示画面）

を表示します。

休日設定※

選択中の日付を休日に設定します。休日名入力

後はI［完了］を押してください。設定した日

付は1ヶ月表示画面で赤色になります。

－日付指定：休日名を入力し、選択中の日付を

休日に設定します。

－週単位：休日名を入力し、選択中の日付の曜

日を毎週休日に設定します。

－月単位：休日名を入力し、選択中の日付の曜

日を毎月休日に設定します。

－毎年：休日名を入力し、選択中の日付の曜日

を毎年休日に設定します。

－期間設定（2～31）：休日名を入力し、休日に

する期間を設定します。

指定日へ移動

指定した日にカーソルが移動します。日付はJ
とダイヤルボタンで入力します。

削除

－休日削除：選択中の日付に設定されている休

日設定をすべて解除します。

－前日まで削除：当日より前の日付に設定されて

いるスケジュールをすべて削除します。

－1日分削除：選択中の日付のスケジュールを削

除します。

－1週間分削除：選択中の日付と同じ週のスケジュー

ルをすべて削除します。

－1ヶ月分削除：表示中の月のスケジュールをす

べて削除します。

－全件削除：すべてのスケジュールを削除しま

す。

※：既に「休日設定」している日付を選択している場合は

利用できません。

1日表示画面のサブメニューを利用する

1. 1日表示画面（P183）でM［メニュー］ 次の

サブメニュー項目を選択
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新規作成

スケジュールを登録します。「スケジュールを登

録する」の操作3（P182）に進みます。

開く

選択中のスケジュール内容（表示画面）を表示

します。

編集※1

選択中のスケジュールを編集します。「スケ

ジュールを登録する」の操作3（P182）に進みま

す。

休日設定※1※2

休日に設定します。設定項目については「1ヶ月

表示画面のサブメニューを利用する」の「休日

設定」（P184）を参照してください。

選択／解除

スケジュールを複数選択して削除する場合に使

用します。選択後はI［削除］を押します。

指定日へ移動

指定した日のスケジュールが表示されます。日

付はJとダイヤルボタンで入力します。

削除

選択中のスケジュールを削除します。

※1：「休日設定」などで作成された「休日」のスケジュー

ルを選択している場合は利用できません。

※2：既に「休日設定」している日付の1日表示画面では利

用できません。

メモを利用する

C 2

メモを作成する

メモを作成して保存します。

1. ステーショナリーメニュー（P181）から「メモ」

・メモ画面（下記）が表示されます。

2.I［作成］ メモを入力 C

メモを表示する

作成したメモを表示します。

1．ステーショナリーメニュー（P181）から「メモ」

＜メモ画面＞

2. 表示するメモを選択 C
・表示画面が表示されます。

・C［編集］：選択中のメモを編集します。

・I［削除］：選択中のメモを削除します。

・J：前後のメモを表示します。
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メモ画面／表示画面のサブメニューを利用する

1. メモ画面（P185）／表示画面（P185）でM［メ

ニュー］ 次のサブメニュー項目を選択

新規作成

メモを作成します。

開く※

選択中のメモの表示画面を表示します。

編集

選択中のメモを編集します。

選択／解除※

メモを複数選択して削除する場合に使用します。

選択後はI［削除］を押します。

削除

選択中／表示中のメモを削除します。

※：表示画面のサブメニューでは表示されません。

日付サーチを利用する

C 3
ある日付から指定した期間が過ぎたときの日時（ター

ゲット日）を調べることができます。例えば当日から

90日後の日付を知りたい場合などに利用すると便利で

す。

1. ステーショナリーメニュー（P181）から「日付サー

チ」 次の設定する項目を選択

・I［リセット］：設定値をリセットします。

開始日

サーチを開始する日付を設定します。日付はJ
とダイヤルボタンで入力します。

期間

日数を設定します。日数はダイヤルボタンで入

力します。例えば「開始日」から90日後の日付

を知りたい場合は90を入力します。

お知らせ

・うるう年の例外の年もうるう年として計算されますの

で、ご注意ください。

日付カウンターを利用する

C 4
誕生日などのイベントの名前と日付を登録し、あと

何日でイベントがあるか、またはイベントから何日

過ぎたかを確認できます。

日付カウンターに登録する

1. ステーショナリーメニュー（P181）から「日付カ

ウンター」

・日付カウンター画面（P187）が表示されます。
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2.I［作成］ 次の設定項目を選択 設定後I
［完了］

（日時）

イベントなどがある日時を設定します。日時は

Jとダイヤルボタンで入力します。

（メモ）

メモを入力します。入力しないと設定できませ

ん。

日付カウンターを表示する

1．ステーショナリーメニュー（P181）から「日付カ

ウンター」

＜日付カウンター画面＞

・I［作成］：日付カウンターを作成します。

「日付カウンターに登録する」の操作2（上記）

に進みます。

2. 日付カウンターを選択 C

＜表示画面＞

・C［編集］：表示中の日付カウンターを編集

します。「日付カウンターに登録する」の操作2

（左記）に進みます。

・I［削除］：表示中の日付カウンターを削除

します。

・J：前後の日付カウンターを表示します。

日付カウンター画面／表示画面のサブメ
ニューを利用する

1. 日付カウンター画面（左記）／表示画面（上記）

でM［メニュー］ 次のサブメニュー項目を選

択

新規作成

日付カウンターに登録します。「日付カウンター

に登録する」の操作2（左記）を参照してくださ

い。

数字の前に－： 
登録した日付から現在までの日数 

数字の前に＋： 
現在から登録した日付までの日数 
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開く※

選択中の日付カウンターを表示します。

編集

選択中／表示中の日付カウンターを編集します。

「日付カウンターに登録する」の操作2（P187）

に進みます。

選択／解除※

日付カウンターを複数選択して削除する場合に

使用します。選択後はI［削除］を選択しま

す。

削除

選択中／表示中の日付カウンターを削除します。

※：表示画面のサブメニューでは表示されません。
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ネットワークサービス

待受画面で

C［メニュー］ または

「ネットワークサービス」

ネットワークサービスメニューの表示方法



利用できるネットワークサービス

FOMA端末から次のようなドコモのネットワークサー

ビスをご利用いただけます。

・詳細は『ネットワークサービス操作ガイド』をご

覧ください。

・『ネットワークサービス操作ガイド』に記載され

ているすべてのサービスには対応していません。

・ネットワークサービスのお申し込みやお問い合わ

せなどは、取扱説明書裏面の「総合お問い合わせ

先」までお問い合わせください。

お知らせ

・サービスエリアの圏外では、ネットワークサービスセ

ンターに接続して操作を行うネットワークサービスは

ご利用になれません。

・ドコモから新しいネットワークサービスが追加提供さ

れた場合は、新しいサービスを登録できます。→P196

留守番電話サービスを利用する

C 1
FOMA端末が圏外のときや電源が入っていないとき、

または設定した時間内に電話にでなかったとき、お

客様に代わって伝言メッセージをお預かりするサー

ビスです。伝言メッセージは、日本全国どこからで

も確認できます。

・番号通知お願いサービスを「番号通知サービス開始」

に設定している場合は、非通知の電話がかかってく

ると番号通知お願いガイダンスが流れ、伝言メッ

セージはお預かりできません。

・留守番電話サービスを「留守番サービス開始」に

設定しても、テレビ電話がかかってきた場合は、

留守番電話サービスセンターに接続されず、留守

番電話サービスの呼出時間に設定した時間経過後

に切断されます。
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ネットワークサービス

サービス名 参照先月額使用料お申し込み

留守番電話サービス 右記有料必要

キャッチホン P192有料必要

転送でんわサービス P193無料必要

迷惑電話ストップサービス P194無料必要

番号通知お願いサービス P194無料不要

英語ガイダンス P197無料不要

サービスダイヤル P198無料不要

公共モード（電源OFF） P49無料不要

発信者番号通知サービス P194無料不要
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1. ネットワークサービスメニュー（P189）から「留

守番電話」 次の設定する項目を選択

留守番サービス開始

留守番電話サービスを開始します。

留守番呼出時間設定

電話を着信してから留守番電話サービスセンター

に接続するまでの時間を設定します。

留守番サービス停止

留守番電話サービスを停止します。

留守番設定確認

現在の留守番電話サービスの設定状況を確認しま

す。M［メニュー］を押すと、留守番電話サー

ビスの開始や停止、留守番呼出時間を設定できま

す。

留守番メッセージ再生

録音された伝言メッセージを再生します。

留守番サービス設定

留守番電話サービスセンターに接続し、音声ガ

イダンスに従って設定を変更します。

メッセージ問合せ

新しい伝言メッセージが録音されているかどう

かを問い合わせます。

着信通知

FOMA端末の電源が入っていないときや圏外のと

きに着信があった場合、再び電源が入ったときや

圏内になったときに着信があったことをショート

メッセージサービス（SMS）でお知らせするサー

ビスです。

－着信通知開始：着信通知サービスを開始しま

す。

－着信通知停止：着信通知サービスを停止しま

す。

－着信通知設定確認：着信通知サービスの設定

状況を確認します。

留守番アイコン消去

アイコン表示エリアに表示されている を消去

します。

件数増加鳴動設定

新しい伝言メッセージが録音されたときに着信

音を鳴らすかどうかを設定します。
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キャッチホンを利用する

C 2
通話中に別の音声電話がかかってきたとき、通話中

の音声電話を保留にして電話を受けることができる

サービスです。また、通話中の音声電話を保留にし

て別の相手に音声電話をかけることもできます。

・キャッチホンの詳しい操作方法については、『ネッ

トワークサービス操作ガイド』をご覧ください。

・キャッチホンを使用する場合は、「着信中動作設

定」を「通常着信」に設定してください。

→P195

・番号通知お願いサービスを「番号通知サービス開始」

に設定している場合は、非通知の電話がかかってく

ると番号通知お願いガイダンスが流れ、キャッチホ

ンは利用できません。

・音声電話通話中にテレビ電話がかかってきた場

合、またはテレビ電話通話中に音声電話がかかっ

てきた場合は、キャッチホンは動作しません。着

信履歴に不在着信として記憶されます。

1. ネットワークサービスメニュー（P189）から「キャッ

チホン」 次の設定する項目を選択

キャッチホンサービス開始

キャッチホンサービスを開始します。

キャッチホンサービス停止

キャッチホンサービスを停止します。

キャッチホンサービス設定確認

キャッチホンサービスが設定されているか、停

止されているかを確認します。

キャッチホン利用時の通話中画面のサブメニュー

について

・M［メニュー］を押してサブメニューを表示し

ます。

■通話中に別の相手から電話がかかってきたとき

留守番電話※1

別の相手からの電話を留守番電話サービスセン

ターに接続します。

着信拒否

別の相手からの電話を受けずに電話を切ります。

転送でんわ※2

別の相手からの電話を登録済みの電話番号に転

送します。

現在の通話を終了

通話中の電話を切り、着信中の別の相手と通話

します。

ミュート設定／ミュート解除

相手に送信する音声を無音または無音を解除し

ます。

※1：留守番電話サービスをご契約の場合のみ利用できま

す。留守番電話については「留守番電話サービスを利
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用する」（P190）を参照してください。

※2：転送でんわサービスをご契約の場合のみ利用できま

す。転送でんわについては「転送でんわサービスを利

用する」（下記）を参照してください。

■保留中の相手がいる状態で、もう一方の相手と通

話しているとき（マルチ接続中）

通話切替

通話中の電話を保留にして保留中の別の相手と

通話します。

通話を終了

－現在の通話を終了：通話中の電話を切り、保

留中の別の相手と通話します。

－保留中通話を終了：保留中の電話を切ります。

－全ての通話を終了：両方の電話を切ります。

ミュート設定／ミュート解除

通話中の相手に送信する音声を無音にします。

転送でんわサービスを利用する

C 3
FOMA端末の電源が入っていないときや圏外のとき

などに、FOMA端末にかかってきた電話をあらかじ

め登録した電話番号に転送するサービスです。

・番号通知お願いサービスを「番号通知サービス開始」

に設定している場合は、非通知の電話がかかってく

ると番号通知お願いガイダンスが流れ、転送先には

転送されません。

・留守番電話サービスを「留守番サービス開始」に

設定すると、転送でんわサービスは自動的に停止

します。

・一部ご利用できない料金プランがあります。

1. ネットワークサービスメニュー（P189）から「転

送でんわ」 次の設定する項目を選択

転送サービス開始

転送でんわサービスを開始します。

－転送先変更：転送先の電話番号を登録します。

M［検索］を押すと、電話帳から検索できま

す。

－呼出時間設定：電話を着信してから電話を転

送するまでの時間を設定します。

転送サービス停止

転送でんわサービスを停止します。

転送先変更

転送先の電話番号を変更します。M［検索］を

押すと、電話帳から検索できます。

転送先通話中時設定

転送先が通話中だった場合に留守番電話サービ

スセンターに接続するように設定します。
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転送サービス設定確認

現在の転送でんわサービスの設定状況を確認し

ます。

迷惑電話ストップサービスを利用する

C 4
いたずら電話や迷惑電話など、特定の電話番号から

の電話を着信しないように登録するサービスです。

登録すると、その電話番号から着信があったときは、

着信を拒否するガイダンスを流して通話を終了しま

す。

1. ネットワークサービスメニュー（P189）から「迷

惑電話ストップ」 次の設定する項目を選択

迷惑電話着信拒否登録

最後に応答した相手の電話番号を登録し、着信

を拒否するように設定します。

迷惑電話全登録削除

拒否登録した電話番号をすべて削除します。

迷惑電話1登録削除

登録した電話番号のうち、最後に登録した1件の

みを削除します。

発信者番号通知サービスを利用する

C 5
電話をかけたときにお客様の電話番号を相手に通知

することができるサービスです。相手の電話機がデ

ジタル端末で発信者番号を表示できる場合は、お客

様の電話番号が相手の電話機に表示されます。

・発信者番号はお客様の大切な情報ですので、通知

する際には十分にご注意ください。

1. ネットワークサービスメニュー（P189）から「発

信者番号通知」 次の設定する項目を選択

発信者番号通知設定

電話をかけたときに、自分の電話番号を相手に

通知します。設定にはネットワーク暗証番号の

入力が必要になります。

設定確認

現在の発信者番号通知サービスの設定状況を確

認します。

番号通知お願いサービスを利用する

C 6
電話番号を通知してこない電話がかかってきたと

き、発信者番号の通知をお願いするガイダンスを流

し、通話を終了します。
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1. ネットワークサービスメニュー（P189）から「番

号通知お願いサービス」 次の設定する項目を選

択

番号通知サービス開始

番号通知お願いサービスを開始します。

番号通知サービス停止

番号通知お願いサービスを停止します。

番号通知サービス確認

現在の番号通知お願いサービスの設定状況を確

認します。

通話中着信設定を利用する

C 7
「着信中動作設定」（右記）で設定した着信動作の使

用を開始、停止します。現在の設定内容を確認する

こともできます。

1. ネットワークサービスメニュー（P189）から「通

話中着信設定」 次の設定する項目を選択

通話中着信設定開始

「着信中動作設定」で設定した応答方法を開始し

ます。

通話中着信設定停止

「着信中動作設定」で設定した応答方法を停止し

ます。

通話中着信設定確認

現在の通話中着信設定の設定状況を確認します。

通話中の着信動作を選択する

C 8
通話中に音声電話がかかってきたときの着信動作を

設定します。

・次の着信動作を設定した後、設定した着信動作を

開始するために「通話中着信設定」（左記）を

「通話中着信設定開始」に設定してください。設

定した着信動作が開始します。

→P227

1. ネットワークサービスメニュー（P189）から「着

信中動作設定」 次の設定する項目を選択

通常着信

着信動作します。留守番電話サービス、キャッ

チホン、転送でんわサービスが設定されている

場合は、その設定に従います。

留守番電話

留守番電話サービスで応答します。キャッチホ

ンを設定していても留守番電話サービスへ接続

されます。

設定項目／お買い上げ時 
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転送でんわ

あらかじめ登録している転送先へ転送します。

キャッチホンや留守番電話サービスを設定して

いても転送されます。

着信拒否

着信を拒否します。

サービスを追加登録する

C 91
ドコモから新しいネットワークサービスが追加提供

されたとき、追加されたサービスをFOMA端末に登

録できます。

1. ネットワークサービスメニュー（P189）から「そ

の他」 「追加サービス」

・追加サービス一覧画面が表示されます。

2.I［編集］ 次の項目を選択 編集後C［OK］

サービスコード番号

ドコモから通知されたサービスコード番号

（USSD）を入力します。

サービス名

任意のサービス名を入力します。I［編集］を

押して編集します。

追加サービス一覧画面のサブメニューを利用
する

1. 追加サービス一覧画面（左記）でM［メニュー］

次のサブメニュー項目を選択

編集

サービスを編集します。

OK※

選択中のサービスを実行します。

１件削除※

選択中のサービスを削除します。

全件削除

登録したサービスをすべて削除します。

※：未登録を選択している場合は表示されません。

登録したサービスを利用する

1. 追加サービス一覧画面（左記）で登録したサービ

スを選択 C

応答メッセージを登録する

C 92
「追加サービス」で追加したサービスを実行したと

きに、サービスセンターから返ってくるコード

（USSD）に対応した応答メッセージを登録します。

登録したコードが応答として返ってきたときに応答
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メッセージが表示されます。

1. ネットワークサービスメニュー（P189）から「そ

の他」 「応答メッセージ」

・応答メッセージ一覧画面が表示されます。

2.I［設定］ 次の項目を選択 設定後C［OK］

サービスコード番号

ドコモから通知されたサービスコード番号

（USSD）を入力します。

応答メッセージ名

応答メッセージ名を入力します。I［編集］を

押して編集します。

応答メッセージ一覧画面のサブメニューを利
用する

1. 応答メッセージ一覧画面（上記）でM［メニュー］

次のサブメニュー項目を選択

設定

応答メッセージを設定します。

１件削除※

選択中の応答メッセージを削除します。

全件削除

登録した応答メッセージをすべて削除します。

※：未登録を選択している場合は表示されません。

英語ガイダンスを利用する

C 93
電話の発着信時やネットワークサービスの設定時に

流れる音声ガイダンスの言語を設定できます。

設定できる言語について

1. ネットワークサービスメニュー（P189）から「そ

の他」 「英語ガイダンス」 次の設定する項

目を選択

ガイダンス設定

－発信時＋着信時：発信時と着信時の言語を設

定します。「はい」を選択した後に言語を選択

します。

－発信時：発信時の言語のみを設定します。「は

い」を選択した後に言語を選択します。

ガイダンスの言語設　定

日本語 日本語ガイダンスが流れます。

英語ガイダンスが流れます。

はじめに日本語のガイダンスが流

れ、その後に英語のガイダンスが

流れます。

はじめに英語のガイダンスが流

れ、その後に日本語のガイダンス

が流れます。

英語

日本語＋英語

英語＋日本語
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－着信時：着信時の言語のみを設定します。「は

い」を選択した後に言語を選択します。

ガイダンス設定確認

現在のガイダンス設定の設定状況を確認します。

サービスダイヤルを利用する

C 94
ドコモ故障窓口、ドコモ総合案内・受付へ電話をか

けます。

1. ネットワークサービスメニュー（P189）から「そ

の他」 「サービスダイヤル」 次の項目を選

択

ドコモ故障問合せ

ドコモ故障問合せに電話がかかります。

ドコモ総合案内・受付

ドコモ総合案内・受付に電話がかかります。

海外紛失等（有料）※

海外渡航時にはDoCoMo インフォメーションセ

ンターに電話がかかります。

・日本向け通話料がかかります。

海外故障（有料）※

海外渡航時にはネットワークテクニカルオペレー

ションセンターに電話がかかります。

・日本向け通話料がかかります。

※：FOMAカードによっては、表示されない場合があります。

ローミング時着信規制を利用する

C 95
海外でFOMA端末を利用するローミング中に、着信

を受け付けないように設定することができます。

1. ネットワークサービスメニュー（P189）から「そ

の他」 「ローミング時着信規制」 次の設定

する項目を選択

着信規制開始

－全着信規制：すべての着信を規制します。ネッ

トワーク暗証番号の入力が必要になります。

－データ呼着信規制：テレビ電話の着信のみを規

制します。ネットワーク暗証番号の入力が必要

になります。

着信規制停止

着信規制を停止します。ネットワーク暗証番号

の入力が必要になります。

着信規制設定確認

着信規制の設定状況を確認します。
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データ通信

データ通信について、詳細は添付のCD-
ROMに収録されている「データ通信マニュ
アル」（データ通信マニュアル.pdf）をご覧
ください。「データ通信マニュアル」（デー
タ通信マニュアル.pdf）をご覧いただくに
は、Adobe Reader（バージョン6.0以上を推
奨）が必要です。お使いのパソコンにイン
ストールされていない場合は、アドビシス
テムズ株式会社のホームページから最新版
をダウンロードできます（別途通信料金が
かかります）。

詳細はアドビシステムズ株式会社のホーム
ページをご覧ください。



FOMA端末から利用できるデータ通信
について

FOMA端末とパソコンなどを接続してデータ通信が

できます。データ通信は、パケット通信とデータ転

送（OBEX）に分類できます。

・本FOMA端末は、64Kデータ通信に対応していま

せん。

・FOMA端末は、Remote Wakeupには対応していません。

・FOMA端末は、FAX通信をサポートしていません。

利用できる通信方式

パケット通信

送受信したデータ量に応じて通信料金がかかる通信

方式です。ネットワークに接続したままの状態で必

要なときにのみデータを送受信する使いかたに適し

ています。

ドコモのインターネット接続サービス「mopera U」

などFOMAのパケット通信に対応したアクセスポイ

ントを利用して、受信最大384kbps、送信最大

64kbpsの通信速度でデータ通信ができます。

FOMA L600iは、海外でもW-CDMAまたはGPRSのパ

ケット通信に対応したアクセスポイントを利用し

て、データ通信ができます。

･ 多量のデータの送受信を行うと、通信料金が高額

になりますのでご注意ください。

データ転送（OBEX）

赤外線を使用してFOMA端末やパソコンなどとデー

タを送受信する通信方式です。通信料金はかかりま

せん。

赤外線を使用する場合は、赤外線通信機能を持つ他

のFOMA端末やパソコンなどとデータの送受信がで

きます。

ご利用に当たっての留意点

インターネットサービスプロバイダの利用料につ
いて

インターネットを利用する場合は、ご利用になるイン

ターネットサービスプロバイダ（以降プロバイダ）に

対する利用料が必要になります。この利用料は、

FOMAサービスの利用料とは別に直接プロバイダにお

支払いいただきます。利用料の詳しい内容については、

ご利用のプロバイダにお問い合わせください。

ドコモのインターネット接続サービス「mopera U」を

ご利用いただけます。「mopera U」をご利用いただく

場合は、お申し込みが必要となります（有料）。
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接続先（プロバイダなど）の設定について

パケット通信を行うときはパケット通信対応の接続

先をご利用ください。

･ DoPaのアクセスポイントには接続できません。

･ PIAFSなどのPHS64K/32Kデータ通信のアクセスポ

イントには接続できません。

ネットワークアクセス時のユーザ認証について

接続先によっては、接続時にユーザ認証（IDとパス

ワード）が必要な場合があります。その場合は、通

信ソフト（ダイヤルアップネットワーク）でIDとパス

ワードを入力して接続してください。IDとパスワード

は接続先のプロバイダまたは接続先のネットワーク管

理者から付与されます。詳しい内容については、そち

らにお問い合わせください。

パケット通信の条件

FOMA端末とパソコンなどを接続して通信を行うに

は、次の条件が必要です。ただし、条件が整ってい

ても基地局の混雑状況や電波状態によって通信でき

ないことがあります。

・FOMA USB接続ケーブル（別売）が利用できるパ

ソコンであること

・FOMAサービスエリア内であること

・アクセスポイントがFOMAのパケット通信の接続方

式（PDP Type）のうち、IP接続に対応していること

お使いになる前に

動作環境について

データ通信を利用するためのパソコンの動作環境は

次のとおりです。

※1：Windows 98には対応していません。

※2：必要メモリ、ハードディスク容量は、パソコンのシス

テム構成によって異なる場合があります。

次のページへ続く

必要環境

･PC-AT互換機でCD-ROMドライブが

使用できる機器

･USBポート（USB仕様 Rev1.1/2.0準

拠）

･ディスプレイ解像度800×600ドッ

ト、High Color（65,536色）以上を

推奨

Windows XP、Windows 2000、

Windows Me、Windows 98SE（各日

本語版）

･Windows XP：128Mバイト以上※2

･Windows 2000：64Mバイト以上※2

･Windows Me、Windows 98SE：32M

バイト以上※2

5Mバイト以上の空き容量※2

項　目

パソコン本体

OS※1

ハードディスク

容量

必要メモリ
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お知らせ

・USBケーブルは専用のFOMA USB接続ケーブル（別売）

をお買い求めください。パソコン用のUSBケーブルはコ

ネクタ部の形状が異なるため使用できません。

データ通信の用語一覧

■APN：

Access Point Nameの略です。パケット通信の接続

先（プロバイダやLANなど）を識別するときに使用

されます。ドコモのインターネット接続サービス

「mopera U」のAPNは「mopera.net」となります。

■cid：

Context Identifier の略です。パケット通信の接続先

（APN）をFOMA端末に登録するときに付ける登録

番号です。本FOMA端末では1～10までのcidを使っ

て10件のAPNを登録できます。

■DNS：

Domain Name Systemの略です。URLなどに含まれる

「nttdocomo.co.jp」などの表記を、コンピュータが読

み込めるように数字のみのアドレスに変換するシ

ステムです。

■PDP type :

PDPは、Packet Data Protocol の略です。パケット

通信の方式を表し、通常はPPP接続方式とIP接続方

式からプロバイダなど接続先が指定する方式を選

択します。本FOMA端末は、IP接続方式のみに対

応しています。

接続先が対応するPDP typeにつきましては、プロ

バイダまたは接続先のネットワーク管理者にお問

い合わせください。

■QoS：

Quality of Serviceの略です。ネットワークのサー

ビス品質を示します。FOMA端末ではデータの通

信速度の条件を指定できます。※

※：接続時の速度は通信状況などによって可変し

ます。

■W-TCP：

FOMAネットワークでパケット通信を行うときに、

TCP/IPの伝送能力を最大限に生かすためのTCPパ

ラメータです。

FOMA端末の通信性能を最大限に活用するには、

TCPパラメータの最適化が必要となります。

データ通信
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■パソコンの管理者権限：

Windows XP、Windows 2000のシステムのすべてに

アクセスできる権限のことです。管理者権限を持

たないユーザー（アカウント）は、通信設定ファ

イル（ドライバ）やFOMA PC設定ソフトなどのイ

ンストール／アンインストールができません。

データ通信の準備の流れ

FOMA端末とパソコンを接続して、パケット通信と

データ転送を行うときの準備について説明します。

次のような流れになります。

データ通信

パケット通信 
データ転送（OBEX） 

データ転送（OBEX）をする 接続先を設定する 

 L600i通信設定ファイルを 
パソコンにインストールする 

接続する 

赤外線通信の場合 

FOMA PC設定 
ソフトを使用 
する場合  

FOMA PC設定 
ソフトを使用 
しない場合  

赤外線通信の場合→P174
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通信設定ファイルとFOMA PC設定ソフトについて

添付のCD-ROMにはL600i通信設定ファイルとFOMA

PC設定ソフトが収録されています。

・L600i通信設定ファイルは、FOMA端末とパソコン

をFOMA USB接続ケーブル（別売）で接続して、

パケット通信やデータ転送を行うときに必要なソ

フトウェア（ドライバ）です。

・FOMA PC設定ソフトは、パケット通信の接続先

（APN）やダイヤルアップを簡単に設定できるソ

フトウェアです。

ATコマンドについて

ATコマンドとは、パソコンでFOMA端末の機能の設

定や変更を行うためのコマンド（命令）です。

FOMA端末はATコマンドに準拠しています。

ATコマンドの詳細は、添付のCD-ROMに収録されて

いる「データ通信マニュアル」（データ通信マニュ

アル.pdf）をご覧ください。
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文字を入力する

FOMA端末には、電話帳やメールなど文字の入力が

必要になる機能がいくつかあります。

文字入力画面について

文字入力画面では、そのときの入力モードや操作ガ

イド情報が表示されています。

＜文字入力画面＞

1入力可能文字数：入力可能な残りの文字数をバイ

ト数で表示します。

2操作ガイド欄：全角／半角を表示します。

3入力モード欄：入力モードを表示します。

予測入力機能を設定する

入力したひらがなに続くと予想される文字などを、

変換候補として表示（P207）する予測入力機能の

ON／OFFを設定します。

・お買い上げ時には「ON」に設定されています。

1. 文字入力画面（左記）でM［メニュー］ 「入力

設定」 「予測ON／OFF」

2.「ON」／「OFF」

入力モードの切り替え
・入力している画面によっては切り替えができない

場合があります。

1. 文字入力画面（左記）でI［文字］

・I［文字］を押すたびに入力モードが切り替わ

ります。

「漢」…ひらがなや漢字を入力できます。

「カ（ｶﾅ）」…カタカナを入力できます。

「a／A※（ab／AB※）」…英字を入力できます。
※：大文字入力モード時に表示します。

「1 （12）」…数字を入力できます。

全角／半角の切り替え
・入力している画面によっては切り替えができない

場合があります。

1. 文字入力画面（左記）でA

半角 漢カａ１ 

全角 漢カナａｂ１２ 

1

2

3
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次のページへ続く

・Aを押すたびに「全角」と「半角」が切り替わ

ります。

絵文字／記号／顔文字の切り替え
・入力している画面によっては切り替えができない

場合があります。

1. 文字入力画面（P206）でT

・Tを押すたびに入力モードが切り替わります。

「絵」…絵文字を入力できます。

「記」…全角記号を入力できます。

「ｷｺﾞｳ」…半角記号を入力できます。

「顔」…顔文字を入力できます。

－I［連続］：複数選択して入力できます。選

択後はI［確定］を押します。

－A：ページを切り替えます。「ｷｺﾞｳ」選択

時はカーソルがジャンプします。

文字を入力する

目的の文字が割り当てられたダイヤルボタンを押し

て文字を入力します。

・文字の割り当てについては「ダイヤルボタンの文

字割り当て一覧」（P212）を参照してください。

予測入力で文字を入力する
・ひらがなモード（「漢」）でのみ利用できます。

1. 文字入力画面（P206）で文字を入力

・M［カナ英数］：入力中の文字をカタカナや数

字などに変換します。

・I［変換］：入力中の文字を漢字などに変換し

ます。

・C［確定］：入力中の文字を確定します。

2.Hで予測候補／変換候補エリアにカーソルを移動

3. 変換する文字を選択 C

通常入力で文字を入力する
・ひらがなモード「（漢）」以外で入力する場合は、

変換操作（操作2以降）は必要ありません。

1. 文字入力画面（P206）で文字を入力

・M［カナ英数］※：入力中の文字をカタカナや

数字などに変換します。

予測候補／変換候補エリア 

確定 変換 

２５６ 
ｂｙｔｅｓ 

お 

予測候補 

おはよう　お時間　同じ 

大きな　俺　多い　多く 

及び　お店　男　お　尾 

↑↓ 

カナ英数 

メモ 
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・C［確定］※：入力中の文字を確定します。
※：ひらがなモード（「漢」）のみ

2.D／I［変換］

3.Hで変換候補エリアにカーソルを移動

4. 変換する文字を選択 C
■大文字／小文字を切り替えるには

文字を入力して*を数回押します。ただし、対

応していない文字では切り替えができません。

・数字モード（「1（12）」）では切り替えができま

せん。

■濁点、半濁点を入力するには

文字を入力して*を数回押します。ただし、対

応していない全角文字では入力できません。

・英字モード（「a／A（ab／AB）」）、数字モード

（「1（12）」）では入力できません。

■句読点を入力するには

*を数回押します。

・英字モード（「a／A（ab／AB）」）、数字モード

（「1（12）」）では入力できません。

■改行を入力するには

#／Dを押します。

・数字モード（「1（12）」）ではDを押します。

■スペースを入力するには

M［メニュー］→「特殊入力」→「スペース」を

選択します。文末にカーソルがある場合はRを押

すと入力できます。

■文字を消去するには

消去する文字にカーソルを移動してQを押しま

す。文末にカーソルがある場合はQを押すと1

つ前の文字を消去します。また、Qを1秒以上

押すとすべての文字を消去します。

文字入力画面のサブメニューを利用する
・入力している画面によっては利用できないサブメ

ニュー項目があります。

1. 文字入力画面（P206）でM［メニュー］ 次のサ

ブメニュー項目を選択

定型文

－定型文入力：登録されている定型文を選択し

て入力します。

－定型文編集：定型文を作成して登録したり、

登録した定型文を編集します。「定型文を編集

する」の操作2（P210）に進みます。

文字編集

範囲を指定して文字をコピー／切り取りして貼

り付けます。「コピー／切り取り／貼り付けを行

う」の操作2（P209）に進みます。

辞書編集

単語を登録します。「単語を登録する」の操作2

（P211）に進みます。
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次のページへ続く

引用

－電話帳：電話帳の登録内容を引用します。操

作方法については「電話帳を検索する」の操

作3（P60）以降を参照してください。

－自局番号：お客様の電話番号を引用します。引

用には端末暗証番号の入力が必要になります。

入力設定

－全／半角切替：全角／半角入力モードを切り

替えます。

－大／小文字切替※：英字モード「 a／A（ab／

AB）」の大文字／小文字入力モードを切り替え

ます。

－予測ON／OFF：予測変換機能を設定します。

特殊入力

－改行：カーソルの前に改行を入力します。

－スペース：カーソルの前にスペースを入力します。

－区点コード：区点コードで文字を入力します。

「区点コードで入力する」の操作2（右記）に

進みます。

※：英字モード「a／A（ab／AB）」に切り替えてから操作

してください。それ以外のモードでは利用できません。

区点コードで入力する

4桁の区点コードを入力して文字や記号などを入力

できます。

・区点コードについては、「区点コード一覧」（P258）

を参照してください。

1. 文字入力画面（P206）でM［メニュー］ 「特殊

入力」 「区点コード」

・区点コード画面が表示されます。

2. ダイヤルボタンで区点コードを入力 C
・Kでも文字や記号などを選択できます。

コピー／切り取り／貼り付けを行う

文字列のコピーまたは切り取りを行い、他の画面／

位置に貼り付けることができます。

1. 文字入力画面（P206）でM［メニュー］ 「文字

編集」 「コピー」／「切取り」

2.Kで開始位置へカーソルを移動 C
3.Kで終了位置へカーソルを移動 C
4. 貼り付け先の文字入力画面を表示 Kで貼り付

け先へカーソルを移動

5.M［メニュー］ 「文字編集」 「貼付け」

・切り取った文字や貼り付けた文字を元に戻すに

は、M［メニュー］→「文字編集」→「元に戻

す」を選択します。

お知らせ

・コピーまたは切り取りした文章が、貼り付け先で入力

可能な文字数を超えている場合は、入力可能な文字数

以降が消去された文章が貼り付けられます。
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・コピーまたは切り取った文字種と、貼り付け先の文字

種が同じときのみ貼り付けられます。例えばメールア

ドレスの入力欄（半角英数字）に、ひらがなや漢字な

どの文字は貼り付けられません。

・改行が入力できない入力画面に、改行を含んだ文字列

を貼り付けた場合は、空白（半角スペース）に置き換

えられます。

定型文を編集する

登録済みの定型文を変更したり、新たに登録したり

できます。

1. 文字入力画面（P206）でM［メニュー］ 「定

型文」 「定型文編集」

＜定型文編集画面＞

2. カテゴリーを選択 C
・定型文一覧画面が表示されます。

・定型文一覧画面でCを押すと、選択中の定型文

の全体を表示できます。

・新規登録する場合は、「自由定型文」を選択し

ます。

3. 変更する定型文／登録する項目（1～10）を選

択 I［編集］ 定型文を変更／入力 C

定型文編集画面／定型文一覧画面のサブメ
ニューを利用する

1. 定型文編集画面（左記）／定型文一覧画面（左記）で

M［メニュー］ 次のサブメニュー項目を選択

全件リセット※1

すべての定型文をお買い上げ時の状態に戻します。

1件削除※2

選択中／表示中の定型文を削除します。

1件リセット※2

選択中／表示中の定型文をお買い上げ時の状態

に戻します。

カテゴリーリセット※2

カテゴリー内のすべての定型文をお買い上げ時

の状態に戻します。

キャンセル

定型文の編集を終了します。

※1：定型文一覧画面のサブメニューでは表示されません。

※2：定型文編集画面のサブメニューでは表示されません。

お知らせ

・「全件リセット」を行うと、「自由定型文」の内容はす

べて削除されますのでご注意ください。



単語を登録する

文字を入力しても変換候補に出てこない単語や、特
殊な読み方をする単語などを、読みとともに登録し
ます。登録後は、その読みを入力すると変換候補に
表示されます。

1. 文字入力画面（P206）でM［メニュー］ 「辞

書編集」

・登録単語一覧画面が表示されます。

・登録済みの辞書を確認するには、辞書を選択し

てCを押します。

2.I［作成］ 次の登録する項目を選択 登録後

I［登録］

読み

「単語」の読みを設定します。

単語

「読み」に設定した文字を入力すると、文字変換

候補に表示される文字を設定します。

単語を削除する

1. 登録単語一覧画面（上記）でM［メニュー］

「1件削除」／「全件削除」 「はい」
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ダイヤルボタンの文字割り当て一覧

文字入力はダイヤルボタンで行います。1つのボタンには、次の表のように複数の文字が割り当てられています。

ボタンを押すごとに表示（#を押すと逆順に表示できます）される文字が切り替わります。

※1：全角では「 ﾞ」「 ﾟ」を付けることができる文字入力中のときだけ表示されます。

※2：全角のときだけ入力できます。 ※3：半角では「̃」（チルダ）が表示されます。 ※4：半角のときだけ入力できます。

※5：「大／小文字切替」（P209）を「大文字入力」に設定している場合は大文字から表示されます。

ボタン 

1

2

3
4

5
6
7
8

9
0

*

#

ひらがなモード（「漢」） 

あ い う え お  

ぁ ぃ ぅ ぇ ぉ  

か き く け こ  

 

さ し す せ そ  

た ち つ て と  

　 っ 　  

な に ぬ ね の  

は ひ ふ へ ほ  

ま み む め も  

や ゆ よ  

ゃ ゅ ょ  

ら り る れ ろ  

わ を ん ゎ （ ス ペ ー ス ）  

、 。 ー ・ ！ ？  

゛
※１　

゜
※１

、。ー・！？ 

 

（改行） 

カタカナモード（「カ（カナ）」） 

ア イ ウ エ オ  

ァ ィ ゥ ェ ォ  

カ キ ク ケ コ  

ヵ
※2                                            

ヶ
※2    

 

サ シ ス セ ソ  

タ チ ツ テ ト  

　 ッ 　  

ナ ニ ヌ ネ ノ  

ハ ヒ フ ヘ ホ  

マ ミ ム メ モ  

ヤ ユ ヨ  

ャ ュ ョ  

ラ リ ル レ ロ  

ワ ヲ ン ヮ
※ 2

（ ス ペ ー ス ）  

、 。 ー ・ ！ ？  

゛
※１　

゜
※１
　、。ー・！？ 

 

（改行） 

英字モード（「 a／A (ab／AB)」）※5 

.　@　/　:　－　～
※3
 

 

ａ ｂ ｃ Ａ Ｂ Ｃ  

 

ｄ ｅ ｆ Ｄ Ｅ Ｆ  

ｇ ｈ ｉ Ｇ Ｈ Ｉ  

 

ｊ ｋ ｌ Ｊ Ｋ Ｌ  

ｍ ｎ ｏ Ｍ Ｎ Ｏ  

ｐ ｑ ｒ ｓ Ｐ Ｑ Ｒ Ｓ  

ｔ ｕ ｖ Ｔ Ｕ Ｖ  

 

ｗ ｘ ｙ ｚ Ｗ Ｘ Ｙ Ｚ  

（スペース）！？－，‘ 

；（ ）“＿～
※3
＆￥ 

！？－，‘ ；（ ）“ 
＿～

※3
＆￥ 

（改行） 

数字モード（「 1 （12）」） 

1 

 

2 

 

3 

4 

 

5 

6 

7 

8 

 

9 

0 

 

＊　＋
※4
　 

Ｐ
※4 

 

＃ 
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ネットワークの設定を行う

C 5
お買い上げ時の設定では、3Gネットワークに接続され

るように設定されています。GSM／GPRSネットワーク

でご利用になる場合は、「ネットワークモード」（P88）

設定を「GSM」または「自動」に設定してください。

また、ご利用になる地域のネットワークがわかってい

る場合は、直接選択して設定することもできます。詳

しい設定方法については「ネットワークの設定を行う

（海外利用）」（P87）を参照してください。

国際ローミングサービスについて

国際ローミング中に利用できる通信サービスについ

て、詳しくは『国際サービスご利用ガイド』をご覧

ください。また、ドコモのホームページでは、国際

サービスに関する最新の情報が見られるほか、『国

際サービスご利用ガイド』の最新版をダウンロード

いただけます。

http://www.nttdocomo.co.jp/service/world/

WORLD WINGのお申し込み

お申し込みは不要で国際ローミングサービス

「WORLD WING」をご利用いただけます。ただし、

2005年8月31日以前にFOMAサービスをご契約で、

「WORLD WING」をご契約いただいていないお客様は、

お申し込み手続きが必要になります。→P221

出発前の準備

充電について

滞在先の国や場所で利用できる電圧を確認して、

FOMA海外兼用ACアダプタ01を使用してください

（渡航先に適合した変換プラグアダプタが必要にな

ります）。

海外から留守番電話・転送でんわを利用するには

海外からの留守番電話・転送でんわサービスのご利

用は「遠隔操作」の扱いとなりますので、あらかじ

め日本国内で「遠隔操作設定」を開始に設定する必

要があります。設定の方法は次のとおりです。

159A 音声ガイダンスに従って

1 P
※出国前にネットワーク暗証番号をご確認くださ

い。留守番電話サービスの遠隔操作などで必要に

なる場合があります。お忘れになった場合は、運

転免許証などの本人確認書類をご持参の上、お近

くのドコモショップ、またはドコモワールドカウ

ンターへお越しください。

海外利用
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次のページへ続く
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海外でｉモード、ｉモードメールを利用するには

海外でｉモードやｉモードメールをご利用になるに

は、「海外利用設定」を「利用する」に設定する必

要があります。

■日本国内から設定する場合

パケット通信料は無料です。

「ｉMenu」 「オプション設定」 「海外利用

設定」 「利用する」

■海外から設定する場合

パケット通信料は有料です。

「ｉMenu」 「海外利用設定」 「利用する」

・「利用しない」に設定した場合は、ｉモードメール

の送受信、および「ｉMenu」の閲覧のみ可能です。

初期設定は「利用しない」となっています。

※ｉモードサイトは、情報サービス提供者により、

一部利用できない場合があります。

※海外からアクセスした際は、日本国内で無料となっ

ている通信を含め、すべてパケット通信料がかか

ります。

※海外からｉモードサイトにアクセスした際でも日

本時間が適用されます。月末・月初めのマイメ

ニュー登録や削除の際にはご注意ください。

現地到着後に行う設定

海外のネットワークと利用できるサービスについて

※ご利用中の通信事業者や地域によっては、上表で

「○」となっているサービスであっても、ご利用

いただけない場合があります。

※各国・地域でご利用できるサービスについて、詳

しくはホームページをご確認ください。

http://www.nttdocomo.co.jp/service/world/

接続中のネットワーク名を表示でき 
ます。設定方法については「ネット 
ワーク名を表示する」（P89）を参照 
してください。 

ネット

ワーク
アイコン 音　声

パケット通信
（ｉモード・
mopera Uなど）

SMS テレビ電話

3G

GPRS

GSM

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

×



お知らせ

・待受画面に2つの国の時刻を一緒に表示させることがで

きます。→P73

接続する通信事業者の設定

国際ローミング中は、「ネットワーク接続モード選
択」（P87）が「自動」に設定されていれば、ネット
ワークが自動で検索され、設定されます。
・検索するネットワークの種類を「ネットワークモー

ド」（P88）で設定できます。

・「自動」で検索するときに、優先的に接続する通

信事業者を「優先的に接続するネットワークを登

録する」（P88）で設定できます。
・通信事業者を手動で直接選ぶこともできます。
「ネットワークの接続モードを選択する」（P87）
を参照してください。

お知らせ

・「ネットワークモード」を「3G」／「GSM」、「ネット

ワーク接続モード選択」を「自動」に設定して検索し

た後は、「ネットワークモード」が「自動」に設定され

ています。

・「ネットワークモード」を「自動」、「ネットワーク接続

モード選択」を「手動」に設定して検索した後は、検索

後に選択したネットワーク（通信事業者）の種類と同じ

モード（「3G」／「GSM」）が「ネットワークモード」

に設定されています。

海外で利用する
・相手がFOMAテレビ電話に対応した通信事業者で、

テレビ電話対応機種を利用していれば、Tを押

してテレビ電話をかけることができます。

電話をかける

■滞在国から日本にかける

・「自動付加設定」（P83）が「付加なし」に設定

されていることをご確認ください。

0を1秒以上押して「＋」を表示 81
（日本の国番号） 市外局番の「0（ゼロ）」を除

いた相手の電話番号 A（T）

例：発信先が東京23区（03）の場合

「＋」→81→3→XXXX－XXXX

■滞在国で他のWORLD WING／WORLD WALKER利

用者にかける

・「自動付加設定」（P83）が「付加なし」に設定

されていることをご確認ください。

0を1秒以上押して「＋」を表示 81
（日本の国番号） 市外局番の「0（ゼロ）」を

除いた相手の電話番号 A（T）

例：発信先が携帯電話（090）の場合

「＋」→81→90→XXXX－XXXX
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■滞在国内にかける

相手先の電話番号を市外局番からそのままダイ

ヤル A（T）

■滞在国から他国（日本を除く）の携帯・固定電話

にかける

・「自動付加設定」（P83）が「付加なし」に設定

されていることをご確認ください。

0を1秒以上押して「＋」を表示 相手国番

号 市外局番の「0（ゼロ）」を除いた相手の電

話番号 A（T）

電話を受ける

電話がかかってきたらA（T）

滞在先の自分に電話をかけてもらう

■日本から電話をかけてもらう

お客様の電話番号にいつものようにかけてもらう

090→XXXX－XXXX／

080→XXXX－XXXX 発信

■日本以外の国から電話をかけてもらう

発信国の国際アクセス番号 81（日本

の国番号） 最初の「0（ゼロ）」を除いたお客

様の電話番号 発信

不通の際の対処とご注意

発着信できない／圏外のまま／電源が入らないとき

発着信ができない、電波の受信レベルが圏外のまま

になる、電源が入らないなどの場合、次の事態が想

定されます。

・電波の弱い場合または利用エリア外

・現地交換機または基地局の故障、または一時的な

回線の混雑

・携帯電話の操作ミス

・その他

最新のエリアや不通情報などについては、ドコモの

ホームページをご確認ください。

http://www.nttdocomo.co.jp/service/world/

また、操作方法をご確認の上、次のことをお試しく

ださい。

・屋内の場合、屋外に出ても同じかご確認ください。

・お客様の月間利用額がご利用限度額を超えていな

いかご確認ください。

・電源を入れ直してください。

・接続する通信事業者を手動で選択してください。

上記をご確認いただいても症状が回復しない場合は、

ネットワークテクニカルオペレーションセンター

（P219）へご連絡ください。
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利用限度額について

・WORLD WINGは利用限度額が設定されています。

お客様の月間利用額が利用限度額を超えたことを

当社が確認したときは、当該月の末日まで本サー

ビスのご利用を停止させていただきます。

・利用限度額には、海外ローミング時に使用した通

話料、テレビ電話通話料、パケット通信料、SMS

通信料が含まれます。ただし、利用限度額には国

際転送料および渡航先事業者より料金データが当

社に到着していないご利用料金は含まれていない

ため、ご請求額が利用限度額を上回ることがあり

ますが、その場合でも、停止前までにご利用され

た本サービスの月間利用額をお支払いいただきま

す。

・月間利用額のお支払いが確認できたときには、

WORLD WINGの利用停止を解除します（お支払い

後、利用停止の解除までお時間をいただく場合が

あります）。海外からは、クレジットカード決済

（1回払いのみ）によりお支払いいただけます。

・詳しくは、ドコモインフォメーションセンターに

お問い合わせください。

ｉモードがつながらないときは

・「ｉMenu」以外のｉモードサイトが閲覧できない場

合はまず「海外利用設定」（P215）を行ってくださ

い。なお、情報サービス提供者によっては一部利用

できない場合があります。

・接続した通信事業者によっては、ｉモードサービ

スがご利用いただけない場合があります。

・パケット通信がご利用可能な通信事業者を選択し

てください。

・パケット通信をご利用いただける海外の通信事業

者についての最新情報は、ドコモのホームページ

をご確認ください。

・海外通信事業者が提供する「ｉモード」サービス

はご利用いただけません。

帰国後

海外でネットワークの設定を変えて利用していたと

きは、帰国後に が表示される場合があります。

その場合は次の設定を行ってください。

・「ネットワークモード」（P88）を必ず「3G」に設

定してください。

・「ネットワーク接続モード選択」（P87）を「自動」

に設定するか、「手動」に設定し、検索後に表示さ

れるネットワーク選択画面で「 JP DoCoMo-3G」

を選択してください。



トラブルの際のお問い合わせ（海外渡航時）

紛失・盗難などについて

〈DoCoMo インフォメーションセンター〉（24時間受付）

■ユニバーサルナンバー

ユニバーサルナンバー用国際電話識別番号（表1）

－800－0120－0151
※ 滞在国内通話料がかかる場合があります。

■上記ユニバーサルナンバーがご利用できない場合

滞在国の国際電話アクセス番号（表2）

－81－3－5366－3114
※ 日本向け通話料がかかります。

海外で携帯電話・FOMAカードを紛失・盗難された

場合、その後に発生した通信料もお客様負担となり

ます。紛失・盗難時は速やかにご連絡の上、利用中

断の手続きをおとりください。

故障について

〈ネットワークテクニカルオペレーションセンター〉

（24時間受付）

■ユニバーサルナンバー

ユニバーサルナンバー用国際電話識別番号（表1）

－800－5931－8600
※ 滞在国内通話料がかかる場合があります。

■上記ユニバーサルナンバーがご利用できない場合

滞在国の国際電話アクセス番号（表2）

－81－3－6718－1414
※ 日本向け通話料がかかります。

※表1のユニバーサルナンバー用国際識別番号、表2

の国際アクセス番号は変更になる場合があります。

主要国の国番号
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ご利用地域 番 号

アメリカ合衆国 1

イギリス 44

イタリア 39

インド 91

インドネシア 62

エジプト 20

オーストラリア 61

ご利用地域 番 号

オーストリア 43

オランダ 31

カナダ 1

韓国 82

ギリシャ 30

シンガポール 65

スイス 41



220

海
外
利
用

海外利用

※この他の国の番号および詳細については、WORLD

WINGのホームページをご覧ください。

ユニバーサルナンバー用国際識別番号（表1）

主要国の国際電話アクセス番号（表2）

ご利用地域 番 号

アイルランド 00

アメリカ合衆国 011

アルゼンチン 00

ご利用地域 番 号

イギリス 00

イスラエル 014

イタリア 00

ご利用地域 番 号

スペイン

タイ

34

66

台湾

タヒチ

886

689

チェコ 420

中国 86

ドイツ 49

トルコ 90

ニューカレドニア 687

ハンガリー 36

スウェーデン 46

ご利用地域 番 号

フィジー 679

フィリピン 63

フィンランド 358

フランス 33

ブラジル 55

ベトナム 84

ペルー 51

ベルギー 32

香港 852

マカオ 853

ニュージーランド 64 マレーシア 60

モルディブ 960ノルウェー 47

ロシア 7

ご利用地域 番 号

アイルランド 00

アメリカ合衆国 011

アラブ首長国連邦 00

ご利用地域 番 号

イタリア 00

インド 00

インドネシア 001

オーストラリア 0011

イギリス 00 オランダ 00

ご利用地域 番 号

オーストラリア 0011

オーストリア 00

オランダ 00

カナダ 011

韓国 001

コロンビア 009

シンガポール 001

スイス 00

スウェーデン 00

スペイン

タイ

00

001

ご利用地域 番 号

デンマーク 00

ドイツ

00ニュージーランド

ノルウェー

00

00

フィリピン 00

フィンランド 990

フランス 00

ブラジル 0021

ベルギー

香港

00

001

台湾 00

中国 00

マレーシア 00

ルクセンブルグ 00
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※一部ご利用できない場合があります。

※ユニバーサルナンバーは、ユニバーサルナンバー

用国際識別番号（P220）に記載のある国のみご利

用可能です。

※ホテルから電話される場合、電話使用料を別途ホ

テルから請求される場合があります（お客様のご

負担となります）。ホテル側にご確認されてから

ご利用ください。

WORLD WINGのお申し込み

ドコモのｅサイトで

■ｉモードから：

「ｉMenu」 「料金＆お申込」 「ドコモｅサイ

ト」

■パソコンなどから：

My DoCoMo（https://www.mydocomo.com/）

ドコモｅサイト

※ｉモードからご利用になる場合、「ネットワーク

暗証番号」が必要となります。

※パソコンなどからご利用になる場合、「My

DoCoMo ID」「パスワード」が必要となります。

※ご契約内容によってはご利用いただけない場合が

あります。

ご利用地域 番 号

カナダ 011

韓国 001

ギリシャ 00

シンガポール 001

ご利用地域 番 号

フィリピン 00

フィンランド 00

990

フランス

ブラジル

00

スイス 00 0041

スウェーデン 00 0021

スペイン 00 0023

タイ 001 ベトナム 00

台湾 002 ベルギー 00

チェコ 00 ポーランド 00

中国 00 ポルトガル 00

デンマーク 00 香港 001

ドイツ 00 マカオ 00

トルコ 00 マレーシア 00

ニュージーランド 00 モナコ 00

ルクセンブルグ 00ノルウェー 00

ロシア 810ハンガリー 00
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お電話で

〈DoCoMo インフォメーションセンター〉

■ドコモの携帯電話、PHSからの場合

局番なしの151（無料）
※ 一般電話などからはご利用できません。

■一般電話などからの場合

0120－800－000
※ 携帯電話、PHSからもご利用になれます。

※ダイヤルの番号をよくご確認の上、お間違いない

ようおかけください。

お近くのドコモショップで

お近くのドコモショップでもお申し込みができます。

ドコモワールドカウンターで

出国当日でもお申し込みができます。

■ドコモワールドカウンター成田第1：

成田国際空港第1ターミナル中央ビル　4Ｆ

■ドコモワールドカウンター成田第2：

成田国際空港第2ターミナルビル本館　Ｂ1Ｆ

■ドコモワールドカウンター関空：

関西国際空港旅客ターミナルビル　4Ｆ

■ドコモワールドカウンター中部：

中部国際空港旅客ターミナルビル　3Ｆ

「ビジネスセンター　P＠tio」内

※手続きにはお時間をいただく場合があります。時

間に余裕を持ってご来店ください。

※営業時間については『国際サービスご利用ガイド』

をご覧ください。

WORLD CALLご利用のポイント

■「国際電話設定」の設定をご確認ください。

＜設定方法＞

C［メニュー］ または「設定」 「通話

機能」 「国際ダイヤル設定」 「国際電話設

定」

・ WORLD CALLの「009130010」を利用するよ

うに設定してください。

■ かけかた

「＋」を画面表示→国番号→市外局番→相手先

番号→A
※ 携帯番号におかけの場合は、国番号のあとに携

帯電話番号をダイヤルしてください。

※ 相手先の市外局番または携帯電話番号が0で始

まる場合は、0を除いてダイヤルしてください

（ただし一部の国・地域を除く）。
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・表内の数字に対応するダイヤルボタンを押すと、その機能が選択されます。

メニュー項目 設定項目（青字：お買い上げ時の設定または状態） 参照先

ｉアプリ

2 画像表示設定

1 文字サイズ

プリインストールアプリのみ

－

P147

登録なし

登録なし

－

http://

履歴なし

メッセージなし

メッセージなし

－

有効／無効

URL欄：http://

縮小／標準

表示する／表示しない

P110

P111

P112

P113

P117

1 ｉMenu

2 Bookmark

3 画面メモ

4 ラストURL

1 URL入力

2 URL履歴

1 メッセージR

2 メッセージF

7 ｉモード問い合わせ

8 ｉモード設定

1 ホーム

2 表示

5 Internet

6 メッセージ

P118

P114

付録

ｉモード P109

3 スクロール 1行／3行／5行
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メニュー項目 設定項目（青字：お買い上げ時の設定または状態） 参照先

5 メッセージ貼付メロディ

4 メッセージ一覧表示

有効／無効

－

60秒間／90秒間／無制限

自動再生する／自動再生しない

メール、メッセージR、メッセージF（すべてチェックあ

り）

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

P119

－

P189

P190

P191

3 証明書

4 その他

1 接続待ち時間設定

2 ｉモーション自動再生

3 ｉモード問い合わせ

4 ｉモード設定確認

5 ｉモード設定リセット

6 ｉモードデータリセット

ネットワークサービス

1 留守番電話

1 留守番サービス開始

2 留守番呼出時間設定

3 留守番サービス停止

4 留守番設定確認

5 留守番メッセージ再生

6 留守番サービス設定

7 メッセージ問合せ

8 着信通知

1 着信通知開始

2 着信通知停止

1行／2行

P118
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メニュー項目 設定項目（青字：お買い上げ時の設定または状態） 参照先

P194

3 転送でんわ

1 転送サービス開始

3 キャッチホンサービス設定確認

2 キャッチホンサービス停止

1 キャッチホンサービス開始

2 キャッチホン

－

1 転送先変更 －

－2 呼出時間設定

－

－

－

－

－

－

－

－

－

2 転送サービス停止

3 転送先変更

4 転送先通話中時設定

5 転送サービス設定確認

4 迷惑電話ストップ

1 迷惑電話着信拒否登録

2 迷惑電話全登録削除

3 迷惑電話1登録削除

5 発信者番号通知

1 発信者番号通知設定

2 設定確認

6 番号通知お願いサービス

P193

－

－
P192

－

－

9 留守番アイコン消去

0 件数増加鳴動設定

－3 着信通知設定確認

P191
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メニュー項目 設定項目（青字：お買い上げ時の設定または状態） 参照先

通常着信／留守番電話／転送でんわ／着信拒否

登録なし

登録なし

発信時+着信時／発信時／着信時

－

－

－

－

－

P197

P198

8 着信中動作設定

－

－

－

P196

3 通話中着信設定確認

2 通話中着信設定停止

1 通話中着信設定開始

9 その他

1 追加サービス

2 応答メッセージ

3 英語ガイダンス

1 ガイダンス設定

2 ガイダンス設定確認

1 ドコモ故障問合せ

2 ドコモ総合案内・受付

3 海外紛失等（有料）

4 海外故障（有料）

1 着信規制開始

4 サービスダイヤル

5 ローミング時着信規制

－

－

P195

2 番号通知サービス停止

3 番号通知サービス確認

7 通話中着信設定

1 全着信規制

2 データ呼着信規制

－

－

－1 番号通知サービス開始
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メニュー項目 設定項目（青字：お買い上げ時の設定または状態） 参照先

0日／1日／2日／3日

要求する／要求しない

画像、メロディ（すべてチェックあり）

ON／OFF

メール、メッセージR、メッセージF（すべてチェックあ

り）

P145

5 SMS有効期間設定

4 SMS送達通知設定

3 ｉモード問い合わせ

2 添付ファイル

1 メール選択受信設定

1 通信

2 編集

受信BOX

ユーザ作成フォルダ

メールなし

なし

メールなし

メールなし

P127

P198

P129

P134

P137

P139

P143

P144

メール

1 受信BOX

2 送信BOX

3 未送信BOX

4 新規メール作成

－

－

－

－

－

1 ｉモードメール作成

P1412 SMS作成

5 ｉモード問い合わせ

6 メール選択受信

7 SMS問い合わせ

8 メール設定

－

－

2 着信規制停止

3 着信規制設定確認
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メニュー項目 設定項目（青字：お買い上げ時の設定または状態） 参照先

2 ｉモーション

>

縮小／標準

1行／3行／5行

1行題名／1行アドレス／1行名前／2行アドレス／2行名前

受信BOX、送信BOX、未送信BOX（すべてチェックなし）

自動再生する／自動再生しない

貼付メロディ、ｉアプリTo（すべてチェックあり）

－

－

－

P145

自動貼付：チェックなし

署名欄：未記入

P146

4 その他

1 メール設定確認

3 メールデータリセット

2 メール設定リセット

1 署名

2 引用符

3 表示

1 文字サイズ

2 スクロール

3 メール一覧表示

4 セキュリティ

5 メロディ自動再生

6 貼付データ

データなし

データなし

なし

プリインストールファイルのみ

プリインストールファイルのみ

なし

カメラ、データ交換、ｉモード

ユーザ作成フォルダ

アイテム、プリインストール

カメラ、データ交換、ｉモード

プリインストール

ユーザ作成フォルダ

P154

P161

P153

1 マイピクチャ

データBOX
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*miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P166

メニュー項目 設定項目（青字：お買い上げ時の設定または状態） 参照先

電話帳 P57

1 電話帳登録 未登録 P58

2 電話帳検索 P60

未登録

なし／プライベート／記念

日／旅行／仕事／会議

スケジュールタイプ

アラーム

繰り返し

アラームなし／設定時刻／

15分前／30分前／1時間前／

1日前／3日前／1週間前

1回／毎日／月～金／土日／

週単位／月単位／年単位

4 miniSDメモリーカード

P99マルチメディア

P1011 カメラモード

P1062 ビデオカメラ

P181ステーショナリー

P182

1 スケジュール

なし

なし

－

－

ユーザ作成フォルダ

ユーザ作成フォルダ

P164

P168

P186

P185未登録

－

未登録4 日付カウンター

3 日付サーチ

2 メモ

3 メロディ データなし

プリインストールファイルのみ

データ交換、ｉモード

プリインストール
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付
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メニュー項目 設定項目（青字：お買い上げ時の設定または状態） 参照先

－

－

－

－

－

－

－

1．@docomo.ne.jp

2～10．未入力

全件検索／グループ検索／フリガナ検索／メモリー検索／

電話番号検索／ドメイン検索

ON／OFF

P60

1 全件検索

2 グループ検索

3 フリガナ検索

4 メモリー検索

5 電話番号検索

6 ドメイン検索

3 電話帳登録件数
P63

P64

1 表示データ 本体のみ／FOMAカードのみ

2 ドメインリスト作成

3 検索方法選択

4 画像表示

4 電話帳設定

5 グループ設定 グループ名：グループ1～グループ30（すべて未設定）

P656 自局番号 －

P171ツール

P172

1 アラーム すべて未設定

ON／OFF（ON／OFF設定）

1回／毎日／月～金／土日／

休日を除く

（繰り返し設定）
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*miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P166

4 電卓

3 赤外線通信 －

－

P174

P173

P172

5 アラーム、6 着信音選択、7～10 未登録

2 カスタムメニュー 1 電話帳検索、2 メール、3 ｉモード、4 カメラモード、

OFF／5分毎／10分毎／30分

毎／1時間毎／2時間毎／4時

間毎／8時間毎／1日毎／1週

間毎

（スヌーズ）

5 単位変換ツール

P175

P176

P177

P178

1 通貨 円／米ドル／ユーロ／通貨

1／通貨2／通貨3

通貨単位欄

面積単位欄

長さ単位欄

エーカー／ヘクタール／平方

インチ／平方フィート／平方

ヤード／平方マイル／平方ミ

リメートル／平方センチメー

トル／平方メートル／平方キ

ロメートル

ミリメートル／センチメート

ル／メートル／キロメート

ル／インチ／フィート／ヤー

ド／マイル

2 面積

3 長さ
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メニュー項目 設定項目（青字：お買い上げ時の設定または状態） 参照先

P179、267

P179

P180

キロメートル/時／メートル/

秒／マイル/時／フィート/秒

－

東京

都市選択

ホーム設定

－

－

－

－

－

－

－

7 速度

6 世界時計

7 ストップウォッチ

8 miniSDメモリーカード

1 データBOX

2 メモリー情報

1 一般メモリー

2 固定メモリー

3 FOMAカード(UIM)メモリー

4 miniSD

P178

重量単位欄 ミリグラム／グラム／キログ

ラム／トン／オンス／ポン

ド／ストーン

温度単位欄

容積単位欄

速度単位欄

摂氏／華氏

ミリリットル／リットル／立

方ミリメートル／立方センチ

メートル／立方メートル／立

方インチ／ガロン／パイン

ト／液体オンス／液量オン

ス／バレル

4 重量

5 温度

6 容積
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*miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P166

メニュー項目 設定項目（青字：お買い上げ時の設定または状態） 参照先

メッセージR着信音

メッセージF着信音

SMS着信音

Message03

Message04

Message05

オープン／クローズ音

パワーオン／オフ時音

ボタン確認音

ON／OFF

効果音なし／効果音1／効果

音2／効果音3

ON／OFF4 効果音選択

2 効果音音量 ボタン確認音

パワーオン／オフ時音

オープン／クローズ音

ポップアップ表示時音

着信音

テレビ電話着信音

メール着信音

SMS着信音

メッセージF着信音

メッセージR着信音

メール／メッセージ着信音

P69

Ring013 着信音選択

Ring02

Message02

テレビ電話着信音

着信音

P68

P67サウンド

1 着信音量 レベル 0～7（レベル 3）

レベル 0～7（レベル 3）

レベル 0～7（レベル 3）

レベル 0～7（レベル 3）

レベル 0～7（レベル 3）

レベル 0～7（レベル 3）

レベル 0～7（レベル 3）

レベル 0～7（レベル 3）

レベル 0～7（レベル 3）

レベル 0～7（レベル 3）

－ P1803 miniSDフォーマット
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メニュー項目 設定項目（青字：お買い上げ時の設定または状態） 参照先

8 呼出時間表示設定 0秒

P72

表示

1 メイン画面 P72

P67

時間　3秒／回数　1回メール着信鳴動時間

6 マナーモード設定 マナーモード／オリジナルマナーモード

メール／メッセージ

音声／テレビ電話

パターン1（バイブのみ）／パ

ターン2（バイブのみ）／メロ

ディ+バイブ／OFF

パターン1（バイブのみ）／パ

ターン2（バイブのみ）／メロ

ディ+バイブ／OFF

P70

P71

1 マナーモード －

2 オリジナルマナーモード 音声／テレビ電話着信音 ON／OFF

ON／OFF

ON／OFF

ON／OFF

7 メール鳴動設定

音声／テレビ電話バイブ

メール／メッセージ着信音

メール／メッセージバイブ ON／OFF

ボタン確認音

オープン／クローズ音

電池アラーム音

ON／OFF

ON／OFF

ON／OFF

メール鳴動設定

5 バイブレータ設定

ポップアップ表示時音 ON／OFF P69
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メニュー項目 設定項目（青字：お買い上げ時の設定または状態） 参照先

P75

ダイヤル表示サイズ

ダイヤル表示色

メイン画面

3 フォント

4 メニュー画面

5 バックライト

小／大

全16色（オレンジ）

ピクチャ表示／リスト表示

10秒／30秒／60秒／120秒／

180秒

1 待受画面 時計表示設定 アナログ／デジタル表示

（小）／デジタル表示（大）

Outgoing_call_clean

壁紙 Sub_wind

2 着信画面

3 発信画面

時計文字色 全16色（ディープブルー）

Sub_incoming

Sub_outgoing

3 発信画面

2 サブ画面

Incoming_call_clean2 着信画面

壁紙 Wind

時計文字色 全16色（ブラック）

時計1 東京

時計2 ロンドン

P74

1 待受画面 時計表示設定 表示しない／デジタル表示

（小）／デジタル表示（大）／

デュアルクロック／テーマ1／

テーマ2／テーマ3／テーマ4

P73
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メニュー項目 設定項目（青字：お買い上げ時の設定または状態） 参照先

5 登録外着信拒否

6 応答設定

2 通話機能

1 再接続機能 アラーム高音／アラーム低音／アラームなし

ON／OFF

通話ボタンアンサー／オープンアンサー／エニーキーアン

サー P82

P79

P78

P77

P76

履歴なし

履歴なし

履歴なし

2 通話時間表示

1 通話履歴

1 着信履歴

2 リダイヤル

3 全履歴

設定

1 通話／応答

許可／着信拒否リスト／全着信拒否

直前通話時間、積算通話時間（着信）、積算通話時間（発信）、

全積算通話時間（すべて00：00：00）

3 イヤホン自動応答

4 着信拒否／許可

P80

P81

イヤホン自動応答

イヤホン自動応答時間

（0～120秒）

10

ON／OFF

6 配色パターン スペース／ラブリー／クリア／クリーン

P75

サブ画面

ボタン

10秒／30秒／60秒／120秒／

180秒

10秒／30秒／60秒／120秒／

180秒
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メニュー項目 設定項目（青字：お買い上げ時の設定または状態） 参照先

P86

画像

画像一覧

画像

画像一覧

画像

標準画像／選択画像

未設定

標準画像／選択画像

未設定

標準画像／選択画像

1 代替画像

2 応答保留画像

3 保留画像

3 テレビ電話

1 テレビ電話設定

2 テレビ電話画像選択

音声自動再発信

テレビ電話画面設定

子画面表示

発信時自画像送信

送信画質設定

ON／OFF

両方／相手画像／自画像

自画像／相手画像

ON／OFF

画質優先／標準／動き優先

照明設定 常時点灯／端末設定に従う
P85

5 国際ダイヤル設定

6 通話中クローズ設定

2 国際電話設定

自動／付加なし

WORLD CALL

009130010

名称

番号

通話終了／継続（消音）

1 自動付加設定

P84

2 通話品質アラーム アラーム高音／アラーム低音／アラームなし

3 通話時間通知

4 プレフィックス設定

ON／OFF

009130010

未登録

プレフィックス1

プレフィックス2～3
P83
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メニュー項目 設定項目（青字：お買い上げ時の設定または状態） 参照先

3 端末暗証番号

0000

ON／OFF

P91

3 パスワード変更

2 PINコードリクエスト※

2 PIN2コード※

1 PIN1コード※

0000

0000

5 ネットワーク

6 接続先選択

1 ネットワーク接続モード選択

2 ネットワークモード

3 リストから登録

4 ネットワーク名表示

自動／手動

自動／3G／GSM

（FOMAカード内の設定内容を表示）

ON／OFF

ｉモード

P88

P89

7 セキュリティ

パワーオン／即時／ロック解除 P901 オールロック

3 サマータイム設定

時刻お知らせ OFF

2006.01.01

DD/MM/YYYY／MM/DD/YYYY／

YYYY/MM/DD

ON／OFF

日付設定

日付表示形式

2 日付設定

P87

P86

画像一覧 未設定

4 時計／時間設定

1 時刻設定 00：00：00時刻設定

12時間表示／24時間表示時刻表示形式

※： FOMAカードの設定が優先されます。
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1 メモリー全削除

2 設定リセット

3 SMSセンター

4 休日リセット

2 設定リセット

－

－

DoCoMo

81903101652

SMSセンター

アドレス
P93

－

2 固定メモリー

3 FOMAカード（UIM）メモリー

4 miniSD

－

－

－

1.日本語　2.English P918 Bilingual※

9 その他

1 メモリー状況

1 一般メモリー －

P92

メニュー項目 設定項目（青字：お買い上げ時の設定または状態） 参照先

※： 設定内容がFOMA端末と挿入されたFOMAカードに記憶されますが、それぞれの設定が異なる場合は、FOMAカードの設定が優先されま

す。
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サブメニュー項目内の設定項目一覧

テレビ電話通話中画面→P52

電話帳一覧画面→P60

設定項目（青字：お買い上げ時の設定）サブメニュー項目

×1／×2

明るい／標準／暗い

ON／OFF

両方／相手画像／自画像

自画像／相手画像

常時点灯／端末設定に従う

標準／動き優先／画質優先

カメラ設定

（ズーム）

（明るさ）

（ナイトモード）

テレビ電話設定

テレビ電話画面設定

子画面表示

照明設定

送信画像品質

設定項目（青字：お買い上げ時の設定）サブメニュー項目

全件検索／グループ検索／フリガナ検索／メモリー検索／電話番号検索／ドメ

イン検索

ON／OFF

本体のみ／FOMAカードのみ

検索方法選択

表示切替

画像表示

表示データ
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静止画撮影待機画面→P102

設定項目（青字：お買い上げ時の設定）サブメニュー項目

1280×1024／640×480／352×288／320×240／176×220／176×144／

128×96／電話帳

スーパーファイン／ファイン／標準

OFF／自動／常時点灯／撮影時

OFF／3／6／9

x1 ～ x10（x1）

-2 ～ 0 ～ ＋2（0）

自動／晴天／曇り／電球／蛍光灯

ON／OFF

フレーム選択／フレームなし

なし／3秒／5秒／10秒

なし／白黒／セピア／ネガ

シャッター音1／シャッター音2

制限なし／100KB／9KB

（サイズ）

（保存画質設定）

（ライト）

（マルチショット）

（ズーム）

（明るさ）

（ホワイトバランス）

（ナイトモード）

（フレームショット）

（セルフタイマー）

（撮影効果）

（シャッター音）

（画像サイズ選択）

自動／50Hz地域／60Hz地域（ちらつき調整）

本体メモリー／miniSD（保存先）
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静止画撮影終了画面（マルチショット撮影後）→P102

動画撮影待機画面→P106

設定項目（青字：お買い上げ時の設定）サブメニュー項目

オリジナル表示／全画面表示

1 ～ 9 秒（1）

名前／日付／種類

簡易リスト表示／詳細リスト表示／ピクチャ表示

スライドショー

表示方法

設定

間隔（秒）

並べ替え

表示

設定項目（青字：お買い上げ時の設定）サブメニュー項目

スーパーファイン／ファイン／標準

OFF／常時点灯／撮影時

x1 ～ x10（x1）

-2 ～ 0 ～ ＋2（0）

自動／晴天／曇り／電球／蛍光灯

ON／OFF

なし／白黒／ネガ／セピア

30秒／1分／2分／5分／60分／メール用

自動／50Hz地域／60Hz地域

本体メモリー／miniSD

音声＋映像／映像のみ／音声のみ

（保存画質設定）

（ライト）

（ズーム）

（明るさ）

（ホワイトバランス）

（ナイトモード）

（撮影効果）

（録画時間）

（ちらつき調整）

（保存先）

（撮影種別）
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メッセージR／F一覧画面→P115

受信メール一覧画面→P129

送信メール一覧画面→P134

設定項目（青字：お買い上げ時の設定）サブメニュー項目

題名順（昇順）／題名順（降順）／古い順／新しい順

全て／未読のみ／既読のみ／保護のみ／非保護のみ／貼付データあり／添付

ファイルあり

ソート

フィルタ

設定項目（青字：お買い上げ時の設定）サブメニュー項目

題名順（昇順）／題名順（降順）／アドレス順（昇順）／アドレス順（降

順）／古い順／新しい順

全て／未読のみ／既読のみ／保護のみ／非保護のみ／貼付データあり／添付

ファイルあり／ｉモードメール／SMS／SMS送達通知

ソート

フィルタ

設定項目（青字：お買い上げ時の設定）サブメニュー項目

題名順（昇順）／題名順（降順）／アドレス順（昇順）／アドレス順（降

順）／古い順／新しい順

全て／保護のみ／非保護のみ／添付ファイルあり／ｉモードメール／SMS

ソート

フィルタ
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未送信メール一覧画面→P137

ソフト一覧画面→P149

次のページへ続く

設定項目（青字：お買い上げ時の設定）サブメニュー項目

ソフト名（昇順）／ソフト名（降順）／使用日時（昇順）／使用日時（降順）

／保存日時（昇順）／保存日時（降順）／ソフトサイズ（昇順）／ソフトサイ

ズ（降順）／使用回数（昇順）／使用回数（降順）

通信する／通信しない／起動ごとに確認

ソート

通信設定

許可する／許可しないｉアプリTo設定

利用する／利用しないアイコン情報設定

する／しない自動起動設定

表示する／表示しないソフト情報表示設定

設定項目（青字：お買い上げ時の設定）サブメニュー項目

題名順（昇順）／題名順（降順）／アドレス順（昇順）／アドレス順（降

順）／古い順／新しい順

全て／添付ファイルあり／ｉモードメール／SMS

ソート

フィルタ
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画像フォルダ一覧画面→P155／画像ファイル一覧画面→P155／画像表示画面→P155

画像編集画面→P159

設定項目（青字：お買い上げ時の設定）サブメニュー項目

名前／日付／種類並べ替え

簡易リスト表示／詳細リスト表示／ピクチャ表示表示

スライドショー

オリジナル表示／全画面表示表示方法

設定

1秒 ～ 9秒（1秒）間隔（秒）

640×480／320×240／160×120／壁紙サイズ／電話帳サイズ／サブ画面サイ

ズ

サイズ変更

挿入

→「テキストボックス」（P251）テキスト

→「フレーム」（P250）フレーム

→「スタンプ」（P251）スタンプ

1280×960／640×480／320×240／160×120／壁紙サイズ／電話帳サイズ／

ユーザー設定サイズ

トリミング

白黒／セピア／ネガ／白黒ネガ／カラーバランス／コントラスト／シャープネ

ス／ソフトネス／モザイク

撮影効果

設定項目（青字：お買い上げ時の設定）サブメニュー項目
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動画フォルダ一覧画面→P161／動画ファイル一覧画面→P161／動画再生画面→P162

メロディフォルダ一覧画面→P164／メロディファイル一覧画面→P164／メロディ再生画面→P165

設定項目（青字：お買い上げ時の設定）サブメニュー項目

名前／日付／種類

簡易リスト表示／詳細リスト表示／ピクチャ表示

並べ替え

表示

プレーヤー設定

スペクトルアナライザ／ダンシングノートビジュアル効果

ピンク／青／バイオレットプレーヤー（色）

OFF ～ レベル7（ レベル3）音量

設定項目（青字：お買い上げ時の設定）サブメニュー項目

名前／日付／種類

簡易リスト表示／詳細リスト表示／ピクチャ表示

並べ替え

表示

なし／現在のファイル／全ファイル／シャッフル再生設定

プレーヤー設定

スペクトルアナライザ／ダンシングノートビジュアル効果

ピンク／青／バイオレットプレーヤー（色）

OFF ～ レベル7（ レベル3）音量
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お買い上げ時に登録されているデータ

待受画面

■メイン画面

■サブ画面

Clock_bg1

Flower

Clock_bg2

Red-glare

Clock_bg3

Space

Clock_bg4 Colorful

Wind

Sub_colorful Sub_flower Sub_red glare Sub_space Sub_wind
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発着信画面

■メイン画面

■サブ画面

Sub_incoming Sub_outgoing

Clean_in_calling

Incoming_call

Outgoing_call

Clean_out_calling

Incoming_call_clean（グレー） 
Incoming_call_clear（茶） 
Incoming_call_lovely（ピンク） 

Outgoing_call_clean（グレー） 
Outgoing_call_clear（茶） 
Outgoing_call_lovely（ピンク） 

Clear_in_calling

Lovely_in_calling

Space_in_calling

Clear_out_calling

Lovely_out_calling

Space_out_calling
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フレーム

・複数のファイルサイズのあるフレームは、ファイルサイズによって見え方が異なります。
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スタンプ

・ファイルサイズによって見え方が異なります。

テキストボックス

ｉモーション

お知らせ

・上記ｉモーションは、3Dサウンド対応のｉモーション

ですが、本FOMA端末は対応していないため、3Ｄサウ

ンドでは再生されません。

メロディ一覧

・ 各メロディの権利は、LG電子ジャパン株式会社に帰属し

ます。

曲　名 

Alarm01 ～ Alarm03  

Beautiful Life  

Bless You  

Blues Mania  

Cave No.31  

Chicken Soup  

Come to Me  

Dark Valley  

Driving Bayside  

Energetic Today  

Funny Funky  

Green Park  

Hide And Seek  

High As Moon  

Hunter G  

曲　名 

If I Could   

Jasmine  

Keep Tension  

Message01 ～ Message12  

Nothing To Talk  

Play Dominoes 

Ring01 ～ Ring03 

Roll The Dice  

Salute For Me  

Secret Of Nature  

She Smiles  

Touch Of Light  

Violet  

Welcome My Friend   

What Happened ファイル名

DiMAGIC eco-motion
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用語一覧

■3G：

ITU（国際電気通信連合）が定めた世界標準規格

（IMT-2000）に準拠した第3世代移動体通信システ

ムの総称です。

■3GPP：

3rd Generation Partnership Projectの略で、第3世代

移動体通信システムを標準規格化するために設置

された団体の名称、およびその規格です。

■GSM：

Global System for Mobile Communicationsの略で、

無線通信方式の１つです。ヨーロッパで規格が統

一され、世界的に普及している第2世代移動体通

信システムです。

■GPRS：

General Packet Radio Serviceの略で、GSMネット

ワーク網で利用できる通信速度最大115kbpsのパ

ケット通信サービスです。

■IrDA：

Infrared Data Associationの略で、赤外線でのデー

タ通信の仕様を制定する業界団体の名称、および

その規格です。

■SSL：

Secure Sockets Layerの略で、データを暗号化し

て安全に通信を行うデータ通信方式です。

■USB：

Universal Serial Busの略で、パソコンとパソコンの

周辺機器などを接続するための規格です。

■ローミング：

ローミングとは、ドコモのサービスエリア圏外で、

ドコモと提携している通信事業者のネットワーク

を利用することです。海外でご利用になる場合は、

国際ローミングサービスを利用することで、通話

やｉモード通信などのドコモのサービスを受ける

ことができます。
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記号・特殊文字一覧

■ 全角記号

特殊文字

お知らせ

・特殊文字は、ｉモードメール対応機種以外の携帯電話やパソコンなどに送信した場合、正しく表示されないことがありま

す。
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■ 半角記号

絵文字・顔文字一覧

絵文字一覧

■ 絵文字１

■ 絵文字２
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顔文字一覧

お知らせ

・絵文字・顔文字の入力方法については「絵文字／記号／顔文字の切り替え」（P207）を参照してください。

カテゴリー 

喜び 

 

 

 

 

泣き 

 

 

 

 

しらけ 

顔文字 カテゴリー 

怒り 

 

 

 

 

汗 

 

 

 

 

驚き 

顔文字 カテゴリー 

照れ 

 

 

 
 

あいさつ 

 

 

 
 

その他 

顔文字 
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定型文一覧

カテゴリー 

インターネット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あいさつ 

定型文 

@docomo.ne.jp 

.ne.jp 

.co.jp 

.com 

.or.jp 

.go.jp 

.ac.jp 

http:// 

www. 

.html 

おはようございます 

おやすみなさい 

こんにちは 

こんばんは 

お疲れ様です 

お久しぶりです 

昨日は、どうもありがとうございました 

行ってきます 

 
カテゴリー 

あいさつ 

 

ビジネス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プライベート 

定型文 

いってらっしゃい 

お誕生日おめでとう！ 

いつもお世話になっております 

よろしくお願い致します 

申し訳ございません 

大変失礼致しました 

至急℡下さい 

少々お待ち頂けますか 

後ほどご連絡いたします 

メールでご連絡いたします 

FAX確認をお願いします 

電車遅延のため、遅れます 

遊びに行こう 

飲みに行きませんか？ 

遅れます 

変更します 

中止です 

先に行きます 
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カテゴリー 

プライベート 

 

 

 

返事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

絵文字熟語 

定型文 

先に帰ります 

時間です 

何してるの？ 

どこにいるの？ 

Thank you! 

bye-bye! 

ＯＫです 

ＮＧです 

ありがとう 

ごめんなさい 

もう少し待ってて 

後で連絡入れます 

今℡できない 

了解！！ 

 

 
カテゴリー 

絵文字熟語 

 

　 

 

 

 

自由定型文 

定型文 

 

 

 

 

 

 

お買い上げ時は1～10が空欄 

（うれしい） 

（ラブラブ） 

（は？） 

（こんにちは） 

（電話待ってます） 

（うれしい） 

（怒る） 

（クリスマス） 

（帰る） 

（OK） 
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区点コード一覧

区点コードを入力するには、最初に「区点１～３桁目」に記載されている３桁の数字を入力し、続けて「区点

４桁目」に記載されている１桁の数字を入力します。

・区点コード一覧の表示は、ディスプレイの表示と見えかたが異なる場合があります。
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次のページへ続く

付
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世界時計都市名一覧

国　名 都市名 国　名 都市名 国　名 都市名

アイルランド ダブリン

アフガニスタン カブール

インドネシア ジャカルタ

アメリカ合衆国 アンカレッジ

エジプト カイロ

デンマーク コペンハーゲン

グアム

オーストラリア キャンベラ

ドイツ ベルリン

シアトル

シドニー

日本 東京

シカゴ

オーストリア ウィーン

ニュージーランド オークランド

ダラス

オランダ アムステルダム

ハンガリー ブダペスト

デトロイト

カナダ モントリオール

バングラデシュ ダッカ

デンバー

大韓民国 ソウル

フィリピン マニラ

ニューヨーク

ギリシャ アテネ

フィンランド ヘルシンキ

ホノルル

クウェート国 クウェート

ブラジル リオデジャネイロ

ボストン

サウジアラビア王国 ジェッダ

フランス パリ

ロサンゼルス

シンガポール シンガポール

ベトナム ハノイ

ワシントン

スウェーデン ストックホルム

ベネズエラ カラカス

ベルギー ブリュッセル

アラブ首長国連邦 アブダビ

スペイン マドリード アゾレス

アルゼンチン

イギリス

イタリア

イラン

ブエノスアイレス

スリランカ コロンボ

ポルトガル

リスボン

ロンドン

タイ

台湾（中華民国）

バンコク メキシコ メキシコシティ

ローマ

台北 レバノン ベイルート

テヘラン

チェコ共和国 プラハ

中華人民共和国 北京

香港

ロシア モスクワ

インド ニューデリー
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*miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P166

マルチアクセスの組み合わせについて

FOMA端末では、マルチアクセス機能を利用して音声電話とパケット通信（ｉモードやｉモードメールなど）、

SMSを同時に使用できます。マルチアクセス機能によって使用できる通信の組み合わせは次のとおりです。

○：使用できます。 ×：使用できません。 ―：同時に起こらない組み合わせです。

※1：キャッチホンをご契約の場合に、現在の通話を保留にして操作できます。

※2：「留守番電話サービス」または「転送でんわサービス」をご契約されていて、それぞれのサービスを「開始」していない状

態では、現在の通信を終了してから新たに発生した着信に応答することができます。

※3：通話終了後に不在着信画面が表示され、かけてきた相手を確認できます。

※4：ｉアプリ通信中は利用できません。

※5：画面上部にマークが表示され、メールがｉモードセンターに保存されます。

※6：ダウンロード中はメールを受信できません。

※7：通話／ｉアプリを終了後に、SMSを受信することができます。

※8：パケット通信中は、通信が必要なｉアプリを起動できません。

※9：ｉアプリ通信中は、パケット通信を利用できません。

※10：ｉモードのサイト画面から呼び出した場合のみ起動することができます。

※11：ｉモードのサイト画面のサブメニューからメールを作成した場合のみ送信できます。メールの本文には表示中のサイトま

たはリンク先のサイトのURLが挿入されます。

発信 

× 

× 

○※4 

× 

× 

着信 

×※3 

×※3 

○※4 

× 

× 

テレビ電話 

 音声電話通話中 

テレビ電話通話中 

ｉアプリ使用中 

ｉモード中 

パケット（データ）通信中 

 

利用する通信 

 利用中の通信 

 

発信 

○※1 

× 

○ 

○ 

○ 

着信 

○※1※2 

×※3 

○ 

○ 

○ 

音声電話 

　 

○ 

× 

× 

－ 

× 

 

○ 

× 

－ 

○※10 

○※8

ｉモード 

 

ｉアプリ 

送信 

○ 

× 

× 

○※11 

× 

受信 

○ 

×※5 

×※5 

○※6 

×※5

ｉモードメール 

発信 

○ 

× 

○※9 

× 

－ 

パケット通信 

送信 

○ 

× 

－ 

－ 

○ 

受信 

○ 

×※7 

×※7 

○※6 

○※5

SMS
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マルチタスクの組み合わせについて

マルチタスク機能を利用して複数の機能を同時に実

行して、画面を切り替えながら使用できます。

マルチタスクを利用する

1．各機能を実行中にN ※1：「自局番号」機能を除きます。

※2：ｉモード／ｉアプリ／メール機能に切り替えると再

生が終了し、 が表示されます。

※3：「スケジュール」機能を除きます。

※4：「カスタムメニュー」「赤外線通信」「電卓」

「miniSDメモリーカード」機能を除きます。

2． を選択 C 次の新しい機能を選択 C

通話

電話番号入力画面が表示されます。→P46

メール

メールメニューが表示されます。→P127

ｉモード

ｉモードメニューが表示されます。→P109

ｉアプリ

ソフト一覧画面が表示されます。→P147

電話帳検索

電話帳検索画面が表示されます。→P60

メロディ

メロディのフォルダ一覧画面が表示されます。

→P164

実行中の機能を確認できます。マー
クを選択すると機能を切り替えられ
ます。 

説　明マーク

ステーショナリー

機能※3実行中

説　明マーク

設定機能設定中

説　明マーク

音声通話機能実行中

電話帳機能※1実行中

メール機能実行中

ｉモード機能実行

中

ｉアプリ機能実行中

（ ※2）
データBOX機能実行中

（マルチメディアプ

レーヤ再生中）

自局番号表示中

マルチメディア機

能実行中

スケジュール機能

実行中

電卓機能実行中

説　明マーク

ネットワークサービ

ス機能設定中／最近

の通話履歴表示中

ツール機能※4実行中

サウンド機能設定中

表示機能設定中
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カメラモード

静止画撮影待機画面が表示されます。→P102

スケジュール

スケジュールの１ヶ月表示画面が表示されます。

→P183

電卓

電卓画面が表示されます。→P175

自局番号

自局番号が表示されます。→P65

・ 実行中の機能によっては選択できない機能があります。

→P271

お知らせ

・待受画面からタスクメニュー画面を表示するには、N
を1秒以上押します。

・マルチタスクで実行している機能では、利用できない

サブメニュー項目があります。

・FOMA端末のメモリー状況によって、「電話帳検索」を

利用できない場合があります。

タスクを終了する

1.Q／P
・実行中の機能が終了します。

・ソフト起動中／ｉモード接続中の場合は、P
を押して終了させてください。
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機能の組み合わせ

タスクメニュー画面の項目は、新しく実行中の機能によって選択できないものがあります。実行中の機能と、タ

スクメニューから新しく実行できる機能の組み合わせは次のとおりです。

○：利用できます。 ×：利用できません。

※1：電話帳から機能を実行している場合は、あらたに電話帳機能を利用できません。

※2：電話帳機能を実行している場合は、利用できません。

※3：着信履歴／発信履歴／電話帳から機能を実行している場合は、利用できません。

・次の機能を利用中・起動中の場合は、Nを押しても動作しません。

－警告画面やお知らせメッセージを表示中

－音声電話／テレビ電話の発着信中

－テレビ電話通話中

－パソコンなどと接続してデータ通信中

－動画の撮影中

－データのコピー中／移動中／全件削除中／ダウンロード中

－赤外線通信中

 音声電話通話中 

メールメニューの機能を使用中 

ｉモードメニューの機能を使用中 

ｉアプリメニューの機能を使用中 

メール／ｉモード／ｉアプリ以

外のメニュー内にある機能を使

用中 

自局番号の表示中 

 

タスクメニュー項目 

実行中の機能 

 

 

× 

○ 

○ 

○ 

○
 
 

 

○ 

 

○ 

× 

× 

× 

○
 
 

 

○ 

 

○ 

× 

× 

× 

○
 
 

 

○ 

 

○ 

× 

× 

× 

○
 
 

 

○ 

 

○※1 

○※1 

○※1 

○ 

○
※2
 

 

 

○ 

通　話 メール ｉモード ｉアプリ 電話帳検索 
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音声電話通話中 

メールメニューの機能を使用中 

ｉモードメニューの機能を使用中 

ｉアプリメニューの機能を使用中 

メール／ｉモード／ｉアプリ以

外のメニュー内にある機能を使

用中 

自局番号の表示中 

タスクメニュー項目 

実行中の機能 

 

 

× 

× 

× 

× 

×
 
 

 

○ 

 

× 

× 

× 

× 

×
 
 

 

○ 

 

○
※3

 

○
※3

 

○
※3

 

○ 

×
 
 

 

○ 

 

○
※3

 

○
※3

 

○
※3

 

○ 

×
 
 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○
 
 

 

× 

メロディ カメラモード スケジュール 電　卓 自局番号 
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FOMA端末から利用できるサービス

お知らせ

・コレクトコール（106）をご利用の際には、通話を受け

た方に通話料と1回の通話ごとの取扱手数料90円（税込

94.5円）がかかります（2006年3月現在）。

・番号案内（104）をご利用の際には、案内料100円（税

込105円）に加えて通話料がかかります。目や上肢など

の不自由な方には、無料でご案内しております。詳し

くは、一般電話から116番（NTT営業窓口）までお問い

合わせください（2006年3月現在）。

・FOMA端末から110番・119番・118番通報の際は発信場

所が特定できません。警察・消防機関側から確認など

の電話をする場合があるため、携帯電話からかけてい

ることと、電話番号と明確な現在位置を伝えてくださ

い。また、通報は途中で通話が切れないように立ち止

まって通報し、通報後はすぐに電源を切らず、10分程

度は着信のできる状態にしておいてください。

・おかけになった地域により、管轄の消防署・警察署に

接続されない場合があります。接続されない場合は、

お近くの公衆電話または一般電話からおかけください。

・一般電話の「転送電話」をご利用のお客様で転送先を携

帯・自動車電話（携帯電話）に指定した場合、一般電

話／携帯電話の設定によって携帯電話が通話中、サービ

スエリア外および電源を切っているときでも発信者には

呼び出し音が聞こえることがあります。

・116番（NTT営業窓口）、ダイヤルQ2、伝言ダイヤル、

クレジット通話などのサービスは利用できませんので

ご注意ください（一般電話または公衆電話から、

FOMA端末へおかけになる際の自動クレジット通話は

利用できます）。

ご利用になれるサービス

コレクトコール（料金着信払通話）

電話番号

（局番なし）106

一般電話の番号案内およびドコモと

ご契約の携帯電話の番号案内（有料）

（電話番号の案内を希望されないお

客様についてはご案内できません）

（局番なし）104

電報の発信（有料） 午前8時～午後10時 （局番なし）115

時報サービス（有料） （局番なし）117

天気予報（有料） 知りたい地域の

市外局番＋177

警察への緊急通報 （局番なし）110

消防・救急への緊急通報 （局番なし）119

海上で事件・事故が起きたときの緊

急通報

（局番なし）118

災害用伝言ダイヤル（有料） （局番なし）171
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データリンクソフトのご紹介

添付のFOMA L600i用のCD-ROMに収録されている「FOMAデータリンクソフト」を使うと、FOMA端末とパソコ

ンをFOMA USB接続ケーブル（別売）で接続して、電話帳、ブックマークを双方向に転送できます。データをパ

ソコンに取り込むことにより、編集・バックアップが可能になります。

・LG電子ジャパン株式会社 http://jp.lge.com/index.do

インストール方法、動作環境、操作方法、制限事項などの詳細については、上記ホームページ、またはデータ

リンクソフトのヘルプをご覧ください。

■対応OS

Windows98SE、Windows Me、Windows2000、Windows XP（各日本語版）

・上記OSが動作するPC/AT互換機

■免責事項について

LG電子ジャパン株式会社は、本ソフトウェアの瑕疵担保責任、その他の一切の保証責任を負わないものとし

ます。また、LG電子ジャパン株式会社は、データリンクソフトおよび関連資料に関して発生するいかなる問

題も、お客様の責任と費用負担により解決されるものとします。

お知らせ

・データリンク同期中は他の機能を使用できません。

・待受画面の状態からのみ、データリンクソフトと同期できます。

「FOMAデータリンクソフト」に関するお問い合わせ先

LG電子ジャパン株式会社 カスタマーサービス

■ 受付時間　午前10:00 ～　午後6:00

（土・日・祝日を除く）
■ 電話番号　 0120-813-023

※携帯電話・PHSからは 03-5675-7323 へおかけください。

●ダイヤルの番号をよくご確認の上、お間違いないようおかけください。
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故障かな？と思ったら、まずチェック

状　態 

FOMA端末の電源が入らない（FOMA端末が使え

ない） 

 

ボタンを押しても動かない 

 

充電できない 

 

 

       が表示され、電話をかけると話中音（プープー）

が聞こえる 

カメラ／ビデオカメラの利用時や、テレビ電話利

用時にカメラ映像が暗くて何も表示されない 

待受画面に「オールロック」と表示されている 

電話の着信時／メールの受信時に設定と異なる着

信音が鳴る 

 

 

設定した画像やメロディなどがお買い上げ時の設

定に戻る 

 

チェック内容 

電池パックが正しく取り付けられているか確認して

ください。 

電池残量が十分に残っているか確認してください。 

電源を入れ直すか、電池パックを取り付け直してく

ださい。 

電池パックが正しく取り付けられているか確認して

ください。 

充電方法が正しいかどうか確認してください。 

サービスエリア内か、電波の弱い場所にいないか確

認してください。 

カメラの回転方向を確認してください。 

 

オールロックを設定しています。 

電話帳で電話着信音／メール着信音を設定している

か確認してください。 

グループ設定で電話着信音／メール着信音を設定し

ているか確認してください。 

設定した画像やメロディを取得したときに取り付け

ていたFOMAカードと異なるFOMAカードが取り付

けられていないか確認してください。 

 
参照先 

P38 
 

P41 
 

P38、43 

 

P38 
 

P39 
 

P31 

 

P29、101 
 

P90 
 

P59 

 

P64 

 

P37 
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*miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P166

■海外利用時

状　態 

　　 が表示されたままで国際ローミングサービス

が利用できない 

 

 

 

 

 

 

テレビ電話／SMS／ｉモード／パケット通信が利

用できない 

 

 

 

 

音声電話やテレビ電話がかかってこない 

 

海外から帰国後、      のままである 

 

 

 

チェック内容 

国際ローミングサービスのサービスエリア内か、電

波の弱い場所にいないか確認してください。 

利用可能なサービスエリアまたは通信事業者かどう

か、『国際ローミングサービスマニュアル』や

WORLD WINGのホームページで確認してください。 

「ネットワークモード」を「自動」もしくはサービ

スに対応しているネットワークに切り替えてくださ

い。 

利用可能なサービスエリアまたは通信事業者かどう

か、『国際ローミングサービスマニュアル』や

WORLD WINGのホームページで確認してください。 

「ネットワークモード」を「自動」もしくはサービ

スに対応しているネットワークに切り替えてくださ

い。 

「ローミング時着信規制」を規制する設定にしてい

ないかどうかを確認してください。 

「ネットワークモード」を「GSM」に設定していな

いかどうかを確認してください。 

 
参照先 

 

P215 
 
 

－ 

 

 

P88 

 
 
 

－ 

 

 

P88 

 
 

P198 

 

P88
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こんな表示が出たら

エラーメッセージ 説　明 参照先

FOMAカード（UIM）が異なるため

起動できませんでした

FOMAカード動作制限機能によりｉアプリを自動起動できませんでし

た。ファイルの取得時に挿入していたFOMAカードを挿入してから操作

してください。

－

FOMAカード（UIM）が異なるため

ご利用できません

FOMAカード動作制限機能により操作できません。ファイルの取得時に

挿入していたFOMAカードを挿入してから操作してください。
－

FOMAカード（UIM）が異なるため

送信できません

FOMAカード動作制限機能によりメールを送信できません。メール作成

時に挿入していたFOMAカードを挿入してから操作してください。 －

FOMAカード（UIM）が異なるため

正しく表示できません

FOMAカード動作制限機能により表示できません。ファイルの取得時に

挿入していたFOMAカードを挿入してから操作してください。
－

FOMAカード（UIM）を挿入してく

ださい

FOMAカードが挿入されていません。挿入してから操作してください。
－

ｉモード問い合わせできませんで

した

ｉモード問い合わせが正しくできませんでした。
－

ｉモードメールがつながりにくく

なっています　しばらくお待ち下

さい（555）

回線設備が故障、または回線が非常に混み合っています。しばらくたっ

てから操作してください。 －

miniSDが挿入されていません miniSDメモリーカードが正しく装着されていません。miniSDメモリー

カードを正しく装着してから再度操作してください。
P167

FOMAカードが異なるため指定さ

れたソフトは起動できません

FOMAカード動作制限機能によりｉアプリを起動できません。ファイル

取得時に挿入していたFOMAカードを挿入してから操作してください。
－

miniSDが取り出されました miniSDメモリーカード操作中にminiSDメモリーカードが抜かれました。

miniSDメモリーカードを装着してから再度操作してください。
P167
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エラーメッセージ 説　明 参照先

PIN1ロック解除コードが認証でき

ません

PIN1ロック解除コードが間違っています。正しいPIN1ロック解除コード

を入力してください。
P97

PIN1コードが違います PIN1コードが間違っています。正しいPIN1コードを入力してください。 P97

PIN1（PIN2）コードが認識できませ

んでした

PIN1／PIN2コードを3回連続して間違えるとPINロックがかかります。PIN

ロック解除コードを入力してください。

PIN1（PIN2）コードがロックされま

した

PIN1／PIN2コードを3回連続して間違えるとPINロックがかかります。PIN

ロック解除コードを入力してください。

P97

P97

SMSセンター設定を確認してくだ

さい

SMSセンター設定が間違えています。正しい設定を行ってから操作し

てください。
P93

SSL通信が無効です サーバの認証エラーのため接続できません。 －

－

URLが長すぎて登録できません サイトのURLの文字数が長すぎるため登録できません。 －

URLが長すぎて表示できません サイトのURLの文字数が長すぎるため表示できませんでした。 －

Toの宛先を設定してください メールの宛先（Toタイプ）が入力されていません。入力してから送信

してください。
P139

SSL通信が無効に設定されていま

す

「証明書」の設定でそのサーバのSSL証明書が「無効」に設定されてい

ます。設定を「有効」にしてから操作してください。
P118

SSL通信が切断されました SSL通信に対応したサイトに接続できませんでした。もう一度操作して

みてください。

UIMに登録できないデータがありま

す

（本体選択で再表示）

電話帳の登録先をFOMA端末本体の電話帳からFOMAカードの電話帳に

切り替えたとき、FOMAカードの電話帳に登録できる文字数以上が入力

されている、または登録できない項目が入力されています。

P58
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エラーメッセージ 説　明 参照先

URL履歴はありません URL履歴が記録されていません。 －

9Ｋサイズ制限中のため利用でき

ません。

「画像サイズ選択」が「9KB」に設定されているため「マルチショット」

「フレームショット」を設定できません。設定するときは「画像サイズ

選択」を「制限なし」に設定してください。

P104

URLが不正です URLが正しく入力されていません。正しく入力してから操作してくださ

い。
－

空きメモリーがありません 入力したメモリー番号は既に使われているため、電話帳を登録できま

せん。別のメモリー番号を入力してください。
－

宛先を入力してください メールの宛先が入力されていません。入力してから送信してください。 P139

アニメーションを作成できません

でした

エラーが発生したため、アニメーションを作成できませんでした。
－

宛先を確認してください 宛先が間違えているため、SMSを送信できませんでした。正しい宛先

を入力してから操作してください。
－

アプリケーションを起動できませ

ん

エラーが発生したため、ｉモード機能を起動できません。
－

暗証番号が違います 端末暗証番号が間違っています。正しい端末暗証番号を入力してくだ

さい。

一部コピーできないデータがあり

ます　コピーしますか？

データにコピーできないデータが含まれています。その状態でコピー

する場合は「はい」を選択します。

P96

－

移動ができませんでした エラーが発生したためファイルを移動できませんでした。 －

エラーが発生しました エラーが発生したためｉアプリを終了しました。 －

エラーが発生しました　名前を変

更できません

エラーが発生したため、名前を変更できません。
－
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エラーメッセージ 説　明 参照先

応答がありません　リライトしま

すか？

赤外線通信の接続中にタイムアウトになったため、通信が中断されま

した。再度接続を行う場合は「はい」を選択します。
－

応答がありませんでした（408） サイトからの応答がないため接続できませんでした。もう一度操作し

てみてください。
－

同じURLが登録されています　上

書きしますか？

既に同じURLが登録されています。上書きするときは「はい」を選択し

ます。
－

同じ宛先があります　削除して送

信しますか？

同じ宛先が入力されています。削除して送信するときは「はい」を選

択します。
－

同じファイル名が既に存在します 同じファイル名が存在します。ファイル名を変えて保存してください。 －

同じフォルダ名が既に存在します 同じフォルダ名が存在します。フォルダ名を変えてください。 －

同じフォルダに貼付けできません コピー元のフォルダ内にはファイルをコピー／移動できません。別の

フォルダを選択してI［貼付］を押してください。
－

オールロックされています オールロックが設定されています。オールロックを解除してから再度

操作してください。
P90

画像サイズ設定が制限なし以外は

設定できません

「画像サイズ選択」が「制限なし」以外に設定されているため「保存画

質設定」を設定できません。設定するときは「画像サイズ選択」を

「制限なし」に設定してください。

P104

海外ではメッセージFを受信できま

せん　電話機のセンター問い合わせ

設定よりメッセージFの設定を解除

してください（566）

海外ではメッセージFを問い合わせできません。「ｉモード問い合わせ」

設定で問い合わせる項目から「メッセージF」を外してください。
P119、144

画像に誤りがあり正しく動作しま

せん

容量不足またはエラーが発生したため正しく動作しません。
－

画像を保存できません エラーが発生したため画像を保存できません。 －
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エラーメッセージ 説　明 参照先

画面メモがいっぱいです　削除す

るものを選択してください

画面メモが最大保存可能件数まで保存されているため、これ以上保存

できません。「はい」を選択して不要な画面メモを削除してください。
P112

規定のアクセス回数を超えたため

参照できません（491）

アクセス可能な回数を超えたため表示できませんでした。
－

起動に失敗しました エラーによりソフトの起動に失敗しました。 －

画面メモの読み込みに失敗しまし

た

画面メモの読み込みに失敗したため表示できません。
－

画面メモはありません 画面メモが保存されていません。 －

画面メモを登録できませんでした エラーが発生したため画面メモを保存できませんでした。 －

圏外です 圏外、または電波の届かない場所にいます。 が点灯する場所まで

移動してください。
－

携帯電話／FOMAカード（UIM）の

製造番号を送信しますか？

IP（情報サービス提供者）が「携帯電話／FOMAカード（UIM）の製造

番号」によるお客様の識別が必要な場合に表示されます。「携帯電話／

FOMAカード（UIM）の製造番号」はインターネットを経由して送信さ

れるため、第三者に知得されることがあります。なお、この操作によ

りご使用の電話番号、お客様の住所や年齢、性別がIP（情報サービス提

供者）などに通知されることはありません。接続するときは「はい」

を選択します。

－

異なるFOMAカード（UIM）でダウ

ンロード済みです　ソフトを上書

きしますか

既に異なるFOMAカードを挿入してダウンロードした同じｉアプリが保

存されています。上書きするときは「はい」を選択します。 －

画面メモがいっぱいです 画面メモが最大保存可能件数まで保存されています。「はい」を選択す

ると不要な画面メモを削除できます。
－
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このカードは認識できません FOMAカードが認識できない、または正しくないカードが挿入されてい

ます。FOMAカードを取り付け直すか、正しいFOMAカードに取り付け

直してから操作してください。

P36

この画像サイズではズームできま

せん

「サイズ」が「1280×1024」に設定されているため、ズームできませ

ん。ズームを利用する場合は、「サイズ」を「640×480」以下に設定

してください。

P103

このサイトとのSSL通信は無効です 書き換えられたSSL証明書を受信したため接続できませんでした。 －

このサイトの安全性が確認できま

せん　接続しますか？

対応していないSSL証明書を受信しました。接続するときは「はい」を

選択します。
－

このサイトは安全でない可能性が

あります　接続しますか？

時計設定をしていない状態でSSL通信に対応したサイトに接続しまし

た。「時計設定」を行ってください。
－

期限切れまたは有効期間前のSSL証明書を受信しました。接続するとき

は「はい」を選択します。
－

この接続先の安全性が確認できま

せん　接続しますか？

FOMA端末内のSSL証明書が期限切れの状態です。接続するときは「は

い」を選択します。
－

時計設定をしていない状態でSSL通信に対応したサイトに接続しまし

た。時計設定を行ってください。
P86

SSL通信に対応したサイト接続中にクライアント証明書の送付要求が発

生しました。接続するときは「はい」を選択します。

SSL証明書のCNが一致しないときに表示されます。接続するときは

「はい」を選択します。

－

－
この接続先は安全でない可能性が

あります　接続しますか？
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この端末でのみ使用可能なファイ

ルが含まれています

このソフトは登録データを利用し

ます。

FOMA端末外への出力が禁止されているファイルが含まれているため、

送信できません。

ダウンロード時にお客様の携帯電話に保存されている登録データ（電

話帳、ブックマーク、スケジュールなど）を利用します。

－

－

－

このソフトは携帯電話／FOMAカー

ド（UIM）の製造番号を利用します

ダウンロード時にIP（情報サービス提供者）がお客様を識別し、お客様

の携帯電話で使用できるかどうかを判定する場合に表示されます。「携

帯電話／FOMAカード（UIM）の製造番号」は、インターネットを経由し

て送信されるため、第三者に知得されることがあります。なお、この操

作によりご使用の電話番号、お客様の住所や年齢、性別がIP（情報サー

ビス提供者）などに通知されることはありません。

このデータは設定できません ファイル制限が設定されているファイルのため設定できません。 －

このデータは送信できません FOMA端末外への出力が禁止されているファイルのため送信できません。 －

－このデータは編集できません ファイル制限が設定されているファイルのため編集できません。

－このデータは保存できません サイトから取得したデータが不正のため保存できません。

このデータは再生できません。削

除しますか？

再生期限付きデータを取得した時の日付と、現在のFOMA端末の日付に

違いがあるため再生できません。削除するときは「はい」を選択しま

す。

－

このデータは再生できない可能性

があります

ダウンロードデータが不正のため再生できない場合があります。
－

このデータは再生できません データが不正なため再生できません。 －

このデータは移動できません ファイル制限が設定されているファイルのため移動できません。 －

このデータはコピーできません ファイル制限が設定されているファイルのためコピーできません。 －
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－
保存できないデータのため取得しても保存できません。取得する場合

は「はい」を選択します。

このデータは保存できません　取

得しますか？

このデータを取得するためには時

刻設定をしてください

時計設定がされていないため取得できません。時計設定をしてから操

作してください。
P86

このファイルは壁紙に設定できま

せん

壁紙には使用できないファイルです。
－

コピーに失敗しました

これ以上フォルダを追加できませ

ん

電話帳のコピー中に電話番号とメールアドレスのデータにエラーが発

生したため、電話番号とメールアドレスのコピーができませんでした。

フォルダが最大作成可能件数まで作成されているため、これ以上作成

できません。不要なフォルダを削除してください。

－

－

これ以上保護できません ファイルが最大保護可能件数まで保護されているためこれ以上保護で

きません。他のファイルの保護を解除してから操作してください。
－

サービス未契約です

サービス未提供です

ｉモードを契約していないためｉモードサービスを利用できません。

ｉモードを契約してください。

SMSサービスを行っていない地域にいるため、送信できません。

－

－

最後まで取得できていません データを最後まで取得できていないため保存できません。 －

再生可能期限が切れました。削除

しますか？

再生可能期限が切れているｉモーションのため再生できません。削除

するときは「はい」を選択します。
－

再生可能回数が終了しました。削

除しますか？

再生可能回数が終了したｉモーションのため再生できません。削除す

るときは「はい」を選択します。
－

サーバに接続できません 何らかの原因でサーバに接続できませんでした。もう一度操作してみ

てください。
－

サポートされていない画像サイズ

です

「サイズ」が「1280×1024」「640×480」「電話帳」のため、「フレーム」

は挿入できません。
－
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再生可能日前です。再生できませ

ん。

再生可能日前のためｉモーションを再生できません。再生可能開始日

を確認してください。
－

再生制御に誤りがあるため取得で

きません

ｉモーションの再生制御に誤りがあるため取得できません。
－

再生制限データに誤りがあるため

取得できません

ｉモーションの再生制限データに誤りがあるため取得できません。
－

再生できません エラーが発生したため、再生できません。 －

再生できませんでした エラーが発生したため、再生できませんでした。 －

最大サイズを超えたため中断しま

した

最大サイズを超えたので中断しま

した

データ量が最大サイズを超えたので正常にダウンロードできませんで

した。
－

最大サイズを超えています　受信

できませんでした（452）

受信するデータが最大サイズを超えているため受信できませんでした。
－

サイトが移動しました（301） サイトやインターネットホームページが自動的にURL転送を行っている

か、URLが変更されています。ブックマークやホームなどに登録してい

る場合は登録し直してください。

－

サイトに接続できませんでした

（XXX）

削除される添付ファイルがありま

す

何らかの原因でサイトに接続できませんでした。もう一度操作してみ

てください。

（XXX）には3桁の数字が表示されます。

転送するｉモードメールにFOMA端末外への出力が禁止されているファ

イルが添付されています。

－

－

削除できませんでした エラーが発生したため、削除できませんでした。 －

指定サイトがみつかりません（404） サイトが見つかりませんでした。サイトが存在しない可能性があります。 －
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指定サイトに表示データがありま

せん（204）

接続したサイトなどに表示するデータがありません。
－

指定されたソフトがありません サイトやメールなどから起動するｉアプリがありませんでした。

指定されたソフトがありません

終了しますか

サイトやメールなどから起動するｉアプリがありませんでした。

－

指定されたソフトを起動します

か？

ｉアプリを起動できるURL（リンク）を選択しました。起動するときは

「はい」を選択します。
－

－

指定されたソフトを起動できませ

んでした

サイトやメールなどからｉアプリを起動できませんでした。
－

指定したサイトへは接続できませ

んでした（504）

何らかの原因でサイトに接続できませんでした。もう一度操作してみ

てください。
－

指定したファイルがみつかりませ

ん（492）

選択したファイルがFOMA端末内にありません。
－

自動起動はこれ以上設定できませ

ん

しばらくお待ちください

自動起動を設定可能件数まで設定しているためこれ以上別のソフトに

設定できません。

回線設備が故障、または回線が非常に込み合っています。しばらくたっ

てから再度操作してください。

－

－

充電してください 電池残量が不足しているため操作できません。充電してから再度操作

してください。
P39

受信できませんでした メールが正しく受信できませんでした。 －

受信メールはありません 受信メールが保存されていません。 －

証明書がありません SSL証明書が保存されていません。 －

受信BOXがいっぱいです 受信メールが最大保存件数まで保存されているためこれ以上保存でき

ません。不要な受信メールを削除してください。
P131
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スケジュールが一杯です スケジュールを最大設定件数まで設定しているためこれ以上設定でき

ません。不要なスケジュールを削除してください。

ストリーミングタイプのｉモーションには対応していないため再生で

きません。

P184、185

ストリーミング再生はサポートさ

れていません
－

正常に接続できませんでした

（XXX）

何らかの原因でｉモードに接続できませんでした。

（XXX）には3桁の数字が表示されます。
－

接続相手が見つかりません　継続

しますか？

赤外線通信する相手が見つかりません。FOMA端末を相手の赤外線ポー

トに正しく向けてください。もう一度通信を試みる場合は「はい」を

選択します。

P174

接続が中断されました 回線が混雑しているか、通信エラーが発生したため接続が中断されま

した。しばらくしてから操作してください。
－

接続できません ダウンロード中にエラーが発生しました。再接続するときは「再試行」

を選択します。

電波が弱いため、接続できません。電波の強い場所で操作してくださ

い。

－

接続できませんでした

接続できませんでした（562）

ネットワークの問題で接続できませんでした。しばらくたってからも

う一度操作してください。
－

設定時間内に接続できませんでし

た

「接続待ち時間設定」で設定した時間内に接続できませんでした。設定

を変更するかもう一度操作してください。
P119

操作できませんでした 圏外または電波の届かない場所にいるためネットワークに接続できま

せん。電波状態の良い場所へ移動してネットワークの設定を行ってく

ださい。

－

送信BOXがいっぱいです 送信メールが最大保存件数まで保存されているためこれ以上保存でき

ません。不要な送信メールを削除してください。
P136
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送信エラー 送信エラーが発生しました。 －

送信できません　宛先を確認して

ください（451）

メールが正しく送信できませんでした。宛先を確認してから送信して

ください。
－

送信できませんでした　送信先の

メールがいっぱいです（551）

送信相手のメールがいっぱいです。
－

送信できませんでした メールが正しく送信できませんでした。
－

送信できませんでした（XXX） （XXX）には3桁の数字が表示されます。

ソフトがあるためフォルダを削除

できません

フォルダ内にソフトが保存されているため削除できません。ソフトを

削除してから操作してください。
P150

ソフトに誤りがあります ソフトにエラーがあるため、ダウンロードやバージョンアップができ

ません。
－

ソフトに誤りがあるためダウン

ロードできません

ソフトにエラーがあるため、ダウンロードやバージョンアップができ

ません。
－

ソフトの空き容量が不足しています

既存のソフトを削除してください

ソフトの保存容量が不足しているため、これ以上保存できません。不

要なソフトを削除してください。

対応機種ではありません ダウンロードやバージョンアップしようとしているソフトがFOMA端末

に対応していません。

P150

ダウンロードを中止しました エラーが発生したため、ダウンロードを中止しました。

ダウンロード済みです 同じバージョンのソフトがすでにダウンロードされています。

－

－

－

送信メールはありません 送信メールが保存されていません。

そのソフトは最新です 目的のソフトが更新されていないため実行できません。

－

－

ただいまｉモードメールが混みあっ

ています　しばらくお待ち下さい

（553）

回線が非常に混み合っています。しばらくたってから操作してくださ

い。 －
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P58
短縮ダイヤル未登録です 電話番号入力画面で入力した番号と一致するメモリー番号の電話帳が

登録されていません。

端末暗証番号　認証できません 端末暗証番号が間違っています。正しい端末暗証番号を入力してくだ

さい。
P96

着信が拒否されました ネットワークへの接続が失敗したため、電話をかけることができませ

ん。再度電話をかけ直してください。
－

着信拒否しました 電話帳に登録されていない相手から電話がかかってきたため、着信を

拒否しました。電話を受けられるようにするには、「登録外着信拒否」

を「OFF」に設定してください。

「着信拒否リスト」に登録されている相手から電話がかかってきたため、

着信を拒否しました。

「全着信拒否」が「非接続」に設定されているため、着信を拒否しまし

た。

P82

P81

P81

中断されました 何らかの原因でｉモード問い合わせが中断されました。もう一度操作

してみてください。
－

著作権保護のため送信できません FOMA端末外への出力が禁止されているファイルのためメールに添付し

て送信できません。
－

中断されました　継続しますか？ 赤外線通信の接続中にエラーが発生したため、通信が中断されました。

再度接続を試みるときは「はい」を選択します。
－

中断しました 赤外線通信中にエラーが発生したため、赤外線受信を中断しました。

通信しますか？ 赤外線送信をするときに表示されます。赤外線送信するときは「はい」

を選択します。

－

低電圧 電池残量が不足しています。充電してから操作してください。 P39

P175
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データがいっぱいです データが最大保存可能件数まで保存されているためこれ以上保存でき

ません。不要なデータを削除してください。

P131、150、

157、158、

162

データが不正です 不正なデータをダウンロードしました。 －

データ取得を中止しました データが不正なため、取得できません。 －

電池残量不足です　カメラを終了

します

電池残量が不足しているため、カメラを終了します。充電してから再

度操作してください。
P39

電池残量不足です　充電してから

行ってください

電池残量が不足しているため操作できません。充電してから再度操作

してください。
P39

電話番号のコピーに失敗しました 電話帳のコピー中に電話番号のデータにエラーが発生したため、電話

番号のコピーができませんでした。
－

登録可能件数を超えているためコ

ピーができません

FOMAカードの電話帳のメモリがいっぱいのため、電話帳をコピーでき

ませんでした。不要な電話帳を削除してから操作してください。
P62

登録件数が一杯です 選択した登録先のメモリがいっぱいのため、電話帳を登録できません。

不要な電話帳を削除してから操作してください。
P62

電話番号が長すぎるため末尾が削

除されます

電話帳を参照してSMSの宛先を入力したときに、参照した電話番号の

桁数が最大入力可能文字数を超えています。
－

添付できるファイルがありません 添付できるファイルが保存されていません。 －

添付ファイルが削除されます FOMAカード動作制限機能が設定されたファイルが添付されているため

削除されました。
－

添付可能な最大サイズを超えてい

ます

メールに添付できる最大サイズを超えています。メールに添付可能な

ファイルやサイズを確認してから送信してください。
P140
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内容を破棄して編集を終了します

よろしいですか？

編集中の内容を保存せずに終了しようとしています。内容を保存せず

に終了するときは「はい」を選択します。
－

登録できませんでした エラーが発生したため、登録できませんでした。 －

P58

入力データまたはURLが長すぎま

す

テキストボックスなどで入力した文字やURLなどの文字数が多すぎて送

信できません。文字数を減らしてから送信してください。
－

入力データをご確認ください

（205）

サイトなどで入力して送信したデータ（文字など）が間違っています。

入力内容を確認して再度操作してください。
－

認証タイプに未対応です（401） 対応していない認証タイプのため接続できません。 －

登録中です　しばらくしてからご

利用ください（554）

ユーザ登録中のため操作できません。しばらくしてから操作してください。
－

名前を入力してください 名前が入力されていません。名前を入力してから保存してください。

ネットワーク暗証番号が誤ってま

す

ネットワーク暗証番号が間違っています。正しいネットワーク暗証番

号を入力してください。
P96

ネットワークが見つかりません ネットワークが見つからないため、ネットワークサービスの設定がで

きません。しばらくしてから操作し直してください。
－

ネットワークから応答がありませ

ん　手動で検索しますか？

接続先のネットワークを自動で検索できませんでした。手動で検索す

るときは「はい」を選択します。
P87

パスワードをご確認ください

パスワードをご確認ください

（401）

入力したパスワードが間違っています。正しいパスワードを入力して

ください。 －

認証を中止しました（XXX） 認証画面で認証を取消ししたときに表示されます。

（XXX）には3桁の数字が表示されます。
－

認証できません 認証エラーが発生しました。 －
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エラーメッセージ 説　明 参照先

ファイルが壊れていました 取得したファイルが壊れているため操作できません。
－

ファイルが壊れていました（493）

ファイルエラーです ファイルがエラーのため保存できません。 －

ファイルが不正です ファイルが不正のため、表示／再生／保存できません。 －

ファイルサイズが大きすぎます ファイルが大きすぎるためメールに添付できません。 －

発信者番号通知をONにしてくださ

い

電話番号が通知されていません。電話番号を通知する設定にしてから

再度操作してください。
P194

ファイル制限のある画像が含まれ

ています

ファイル制限が設定されているファイルが含まれているため、アニメー

ションを作成できません。
－

ファイルは削除されました ファイルが貼り付けられている受信メールを転送した場合に表示され

ます。ファイルを添付する場合は、添付操作を行ってください。
P140

ファイル名を入力してください ファイル名が入力されていません。ファイル名を入力してから再度操

作してください。

P157、158、

162

ファイルを添付することができま

せん

送信できるメールサイズを超えてしまうためファイルを添付できませ

ん。
－

ファイルを開けません　不明なフ

ァイル形式です

本FOMA端末では開けないファイル形式です。
－

フォルダがすでに存在しているた

め作成できませんでした

既に同じ名前のフォルダが存在するため作成できません。他の名前に

してください。
－

フォルダがすでに存在しているた

め名前変更できませんでした

既に同じ名前のフォルダが存在するため変更できません。他の名前に

してください。
－
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エラーメッセージ 説　明 参照先

フォルダ内にメールが存在します。

フォルダ内のメールを全削除して

からフォルダを削除してください

フォルダ内にメールが保存されているため削除できません。メールを

すべて削除してから操作してください。 P131

フォルダを追加できません フォルダが最大作成可能件数まで作成されているためこれ以上追加で

きません。不要なフォルダを削除してから操作してください。

P131、149、

156

フォルダ名が不正です フォルダ名に使用できない文字が含まれています。 －

フォルダを作成できません エラーが発生したためフォルダを作成できませんでした。 －

不明なエラーです 不明のエラーが発生しました。 －

ページが不正です ページが不正のため表示できません。 －

ページの合計が最大サイズを超え

ています

ページの合計が最大サイズを超えたので正常に受信できませんでした。
－

ブックマークがいっぱいです　削

除するものを選択してください

ブックマークが最大登録可能件数まで登録されているためこれ以上登

録できません。「はい」を選択して不要なブックマークを削除してくだ

さい。

P111

ブックマーク登録できません エラーが発生したためブックマークを登録できませんでした。 －

ブックマークの登録はありません ブックマークが登録されていません。あらかじめ登録してください。 P120

編集中のデータを破棄して終了し

ますか？

PまたはQを押して電話帳などの編集中の内容を保存せずに終了

しようとしています。内容を保存せずに終了するときは「はい」を選

択します。

－

ホームが設定されていません ホームが設定されていません。設定してから操作してください。 P118

編集をキャンセルしますか？ 編集した内容を保存せずに終了しようとしています。内容を保存せず

に編集を終了するときは「はい」を選択します。編集を続けるときは

「いいえ」を選択します。

－



294

付
録

付録

エラーメッセージ 説　明 参照先

保存に失敗しました エラーが発生したため保存できませんでした。 －

保存メールはありません 未送信メールが保存されていません。 －

保存領域がありません 保存領域に空きがないため保存できません。不要なファイルを削除し

てください。
－

本文がオーバーするので入力でき

ません

SMSを転送したときに、本文が全角70文字もしくは半角160文字を超え

たため入力できません。
－

ホームは無効です ホーム設定に登録されているURLが正しく入力されていません。正しく

入力してから操作してください。
P118

本文が最大サイズを超えています 署名を貼り付けると全角5000文字を超えるため貼り付けできません。

全角5000文字以下になるまで本文または署名文を削除してください。
P145

本文が最大サイズを超えるため、

署名をつけることができません

署名を貼り付けると全角5000文字を超えるため貼り付けできません。

全角5000文字以下になるまで本文または署名文を削除してください。
P145

本文が長すぎるため末尾が削除さ

れます

受信メールを引用返信または転送したときに、本文が全角5000文字を

超えるため本文の末尾が削除されます。
－

本文を編集できません 全角5000文字分のデータがメールに添付されているため、本文を入力

できません。
－

マナーモード中です　音声を再生

しますか？

FOMA端末がマナーモードに設定されています。音声付きで動画を再生

するときは「はい」を選択します。
－

マナーモード中です　再生します

か？

FOMA端末がマナーモードに設定されています。メロディを再生すると

きは「はい」を選択します。
－

未入力の項目があります 未入力の項目があります。入力してから操作してください。 －

未送信BOXがいっぱいです 未送信メールが最大保存可能件数まで保存されているためこれ以上保

存できません。不要な未送信メールを削除してください。
P138
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迷惑ストップサービス未契約です

メールアドレスのコピーに失敗し

ました

迷惑電話ストップサービスをお申し込みいただいていないため、設定

ができません。ご利用になる場合は、迷惑電話ストップサービスをお

申し込みください。

電話帳のコピー中にメールアドレスのデータにエラーが発生したため、

メールアドレスのコピーができませんでした。

P194

－

メール選択受信をご利用になる場合

は［メール設定］から［メール選択

受信設定］をONにしてください

メール選択受信設定が「OFF」に設定されています。設定を「ON」に

してから操作してください。 P144

未入力メールは保存できません 宛先／件名／本文に何も入力されてなく、ファイルも添付されていな

いため保存できません。
P139

無効なセキュリティコード 端末暗証番号が間違っています。正しい端末暗証番号を入力してくだ

さい。
P96

無効なデータを受信しました

無効なデータを受信しました

（XXX）

受信したデータにエラーがあるため、表示できません。受信したデー

タは破棄されます。

（XXX）には3桁の数字が表示されます。

－

メールデータが壊れています

メール添付可能なファイル数は10

個までです

メッセージがいっぱいです

エラーが発生したためメールを表示／作成できません。

メールに添付できるファイル数を超えています。1件のメールに添付可

能なファイル数は最大10個です。

受信メールがいっぱいで、メールを新たに受信できません。不要な受

信メールを削除してください。

メッセージデータが壊れているため、表示できません。メッセージデータが壊れています

－

P140

P131

－

メッセージFが保存されていません。メッセージFはありません －

メッセージRが保存されていません。メッセージRはありません －
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メモリーが一杯のため保存できま

せん

FOMA端末のメモリーがいっぱいのため、赤外線通信で受信したデータ

を保存できません。不要なデータを削除してから操作してください。

メモリーがいっぱいのため、静止画や動画を撮影できません。

メモリーがいっぱいのため、編集した静止画を保存できません。

P62、111、

157、158、

162

－

－

－

メモリーが不足しているため、各機能を起動できません。メモリー不足です

文字数オーバーのため文末が削除

されます　送信しますか？

－
動画撮影中にメモリーがいっぱいになったため、撮影したところまで

を保存し、撮影を終了します。

送信可能な文字数を超えるため文末を削除して送信します。送信する

ときは「はい」を選択します。

文字数超過により全ての文字を貼

付け出来ません　貼付けますか？
－

最大文字数を超えるため、文字の一部を貼り付けることができません。

貼り付けできる分だけ貼り付けるときは「はい」を選択します。

文字数超過により貼付け出来ませ

ん
－

最大文字数を超えているため、文字を貼り付けることができません。

不要な文字をQを押して削除してから操作してください。

容量が不足しています　いくつか

のファイルを削除してください

P157、158、

162

保存容量がいっぱいです。不要なファイルを削除してから再度操作し

てください。
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オプション・関連機器のご紹介

FOMA端末にさまざまな別売りのオプション機器を組

み合わせることで、パーソナルからビジネスまでさ

らに幅広い用途に対応できます。なお、地域によっ

てはお取り扱いしていない商品もあります。

詳しくは、ドコモショップの窓口へお問い合わせく

ださい。また、オプションの詳細については各機器

の取扱説明書などをご覧ください。

・FOMA ACアダプタ 01 ・ FOMA DCアダプタ 01

・リアカバー L01 ・電池パック L01

・平型ステレオイヤホンセット P01

・FOMA USB接続ケーブル

・ステレオイヤホンセット P001※1

・平型スイッチ付イヤホンマイク P01／P02

・スイッチ付イヤホンマイク P001／P002※1

・FOMA海外兼用ACアダプタ 01※2

※1：イヤホンジャック変換アダプタ P001が必要です。

※2：海外で使用する場合は、渡航先に適合した変換プラグ

アダプタが必要です。

保証とアフターサービス

保証について
■FOMA端末をお買い上げいただくと、保証書がつ

いていますので、必ずお受け取りください。記載

内容および「販売店名・お買い上げ日」などの記

載事項をお確かめの上、大切に保管してください。

必要事項が記載されていない場合は、すぐにお買

い上げいただいた販売店へお申し付けください。

無償保証期間は、お買い上げ日より1年間です。

■この製品は付属品を含め、改良のため予告なく製

品の全部または一部を変更することがありますの

で、あらかじめご了承ください。

■FOMA端末の故障・修理やその他取り扱いによっ

て電話帳などに登録された内容が変化・消失する

場合があります。万が一に備え、電話帳などの内

容はメモなどに控えをお取りくださるようお願い

します。なお、パソコン（Windows XP、Windows

2000、Windows Me、Windows 98SE）をお持ちの

場合は、専用のデータリンクソフトとFOMA USB

接続ケーブル（別売）をご利用いただくことによ

り、電話帳などに登録された内容をパソコンに転

送・保管していただくことができます。また、

FOMA端末の修理などを行った場合、ｉモード・

ｉアプリにてダウンロードした情報は、一部を除

き著作権法により新しいFOMA端末などに移行を

行っておりません。



298

付
録

付録

アフターサービスについて

調子が悪い場合は

修理を依頼される前に、この取扱説明書の「故障か

な？と思ったら、まずチェック」をご覧になってお

調べください。それでも調子がよくないときは、取

扱説明書裏面の「故障お問い合わせ先」にご連絡の

上、ご相談ください。

お問い合わせの結果、修理が必要な場合

ドコモ指定の故障取扱窓口にご持参いただきます。

ただし、故障取扱窓口の営業時間内の受付となりま

す。また、ご来店時には必ず保証書をご持参くださ

い。

●保証期間内は

－保証書の規定に基づき無償で修理を行います。

－故障修理を実施の際は、必ず保証書をお持ちく

ださい。保証期間内であっても保証書の提示が

ないもの、お客様のお取り扱い不良による故

障・損傷などは有償修理となります。

－ドコモの指定以外の機器および消耗品の使用に

起因する故障は、保証期間内であっても有償修

理となります。

●以下の場合は、修理できないことがあります。

水濡れシールが反応している場合、試験の結果、

水濡れ、結露・汗などによる腐食が発見された場

合、および内部の基板が破損・変形している場合

は修理できないことがありますのであらかじめご

了承願います。なお、修理を実施できる場合でも

保証対象外になりますので有償修理となります。

●保証期間が過ぎたときは

ご要望により有償修理いたします。

●部品の保有期間は

FOMA端末の補修用性能部品（機能を維持するた

めに必要な部品）の最低保有期間は、製造打ち切

り後4年間です。この部品保有期間を修理可能期

間といたします。また、保有期間が経過した後も、

故障箇所によっては修理可能なことがありますの

で、取扱説明書裏面の「故障お問い合わせ先」へ

お問い合わせください。

お願い

●FOMA端末および付属品の改造はおやめください。

－火災・けが・故障の原因となります。

－FOMA端末・FOMAカードは、電波の混信やネッ

トワークの故障を防ぐため、法律により技術基

準が定められており、技術基準を満たさない

FOMA端末・FOMAカードは使用できません。
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－改造（部品の交換・改造・塗装など）が施され

たFOMA端末の故障修理は、改造部分を元の状

態（ドコモ純正品状態）に戻していただいた場

合のみ、故障修理のお取り扱いをさせていただ

きます。ただし、改造の内容によっては、故障

修理をお断りする場合があります。

－改造が原因による故障・損傷の場合は、保証期

間内であっても有償修理となります。

●FOMA端末に貼付されている銘板シールは、剥がさ

ないでください。銘板シールには、技術基準を満

たす証明書の役割があり、銘板シールが故意に剥

がされたり、張り替えられた場合など、銘板シー

ルの内容が確認できないときは、技術基準適合の

判断ができないため、故障修理をお受けできない

場合がありますので、ご注意願います。

●各種機能の設定や積算通話時間などの情報は、

FOMA端末の故障・修理やその他取り扱いによって

クリア（リセット）される場合があります。お手

数をおかけしますが、この場合は再度設定を行っ

てくださるようお願いいたします。

●FOMA端末の下記の箇所に磁気を発生する部品を

使用しています。キャッシュカードなど磁気の影

響を受けやすいものを近づけますとカードが使え

なくなることがありますので、ご注意ください。

使用箇所：受話口（スピーカ）

●電話機が濡れたり湿気を帯びてしまった場合は、

すぐに電源を切って電池パックを外し、お早めに

故障取扱窓口へご来店ください。ただし、電話機

の状態によって修理できないことがあります。

メモリダイヤル（電話帳機能）およびダウンロー
ド情報などについて

■お客様ご自身で携帯電話機などに登録された情報

内容は、別にメモを取るなどして保管してくださ

るようお願いいたします。情報内容の変化、消失

に関し、当社は何らの義務を負わないものとし、

一切の責任を負いかねます。

■携帯電話を機種変更や故障修理をする際に、お客

様が作成されたデータまたは外部から取り込まれ

たデータあるいはダウンロードされたデータなど

が変化・消失などする場合があります。これらに

ついて当社は一切の責任を負いかねます。また、

当社の都合によりお客様の携帯電話を代替品と交

換することにより修理に代えさせていただく場合

がありますが、その際にはこれらのデータなどは

一部を除き交換後の製品に移し替えることはでき

ません。本FOMA端末はｉモード公式サイトから

ダウンロードした画像・着信メロディを故障修理

時に移し替えいたします（一部移し替えできない

コンテンツもあります。また、故障の程度によっ

ては移し替えできない場合があります）。
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次のページへ続く

frequency (RF) energy set by the Federal

Communications Commission of the U.S. Government.

These limits are part of comprehensive guidelines and

establish permitted levels of RF energy for the general

population. The guidelines are based on standards that

were developed by independent scientific organizations

through periodic and thorough evaluation of scientific

studies.

The exposure standard for wireless mobile phones

employs a unit of measurement known as the Specific

Absorption Rate (SAR). The SAR limit set by the FCC

is 1.6W/kg.* Tests for SAR are conducted using

standard operating positions accepted by the FCC

with the phone transmitting at its highest certified

power level in all tested frequency bands. Although the

SAR is determined at the highest certified power level,

the actual SAR level of the phone while operating can

be well below the maximum value. This is because the

phone is designed to operate at multiple power levels

so as to use only the power required to reach the

network. In general, the closer you are to a wireless

base station antenna, the lower the output.

Before a phone model is available for sale to the public,

it must be tested and certified to the FCC that it does

not exceed the limit established by the U.S.

government-adopted requirement for safe exposure.

The tests are performed on position and locations (for

example, at the ear and worn on the body) as

required by FCC for each model. The highest SAR

value for this model phone as reported to the FCC

when tested for use at the ear is 0.28W/kg, and when

worn on the body, is 0.524W/kg. (Body-worn

measurements differ among phone models, depending

upon available accessories and FCC requirements.)

While there may be differences between the SAR

levels of various phones and at various positions, they

all meet the U.S. government requirement.

The FCC has granted an Equipment Authorization for

this model phone with all reported SAR levels

evaluated as in compliance with the FCC RF exposure

guidelines. SAR information on this model phone is on

file with the FCC and can be found under the Display

Grant section at http://www.fcc.gov/oet/fccid after

search on FCC ID BEJL600I.

For body worn operation, this phone has been tested

and meets the FCC RF exposure guidelines when used

with an accessory designated for this product or when

used with an accessory that contains no metal and

that positions the handset a minimum of 1.5 cm from

the body.

＊ In the United States, the SAR limit for wireless

mobile phones used by the public is 1.6 watts/kg

(W/kg) averaged over one gram of tissue. SAR

携帯電話機の比吸収率などについて

携帯電話機の比吸収率（SAR）について

この機種FOMA L600iの携帯電話機は、国が定めた電

波の人体吸収に関する技術基準に適合しています。

この技術基準は、人体頭部のそばで使用する携帯電

話機などの無線機器から送出される電波が人間の健

康に影響を及ぼさないよう、科学的根拠に基づいて

定められたものであり、人体側頭部に吸収される電

波の平均エネルギー量を表す比吸収率（SAR：

Specific Absorption Rate）について、これが2W/kg ※

の許容値を超えないこととしています。この許容値

は、使用者の年齢や身体の大きさに関係なく十分な

安全率を含んでおり、世界保健機関（WHO）と協力

関係にある国際非電離放射線防護委員会（ICNIRP）

が示した国際的なガイドラインと同じものとなって

います。

すべての機種の携帯電話機は、発売開始前に、電波

法に基づき国の技術基準に適合していることの確認

を受ける必要があります。この携帯電話機FOMA

L600i のSARの値は0.426W/kg です。この値は、財

団法人テレコムエンジニアリングセンターによって

取得されたものであり、国が定めた方法に従い、携

帯電話機の送信電力を最大にして測定された最大の

値です。個々の製品によってSARに多少の差異が生

じることもありますが、いずれも許容値を満足して

います。また、携帯電話機は、携帯電話基地局との

通信に必要な最低限の送信電力になるよう設計され

ているため、実際に通話している状態では、通常

SARはより小さい値となります。

SARについて、さらに詳しい情報をお知りになりた

い方は、下記のホームページをご参照ください。

総務省のホームページ

http://www.tele.soumu.go.jp/j/ele/index.htm

社団法人電波産業会のホームページ

http://www.arib-emf.org/index.html

ドコモのホームページ

http://www.nttdocomo.co.jp/product/

LG電子ジャパンのホームページ

http://jp.lge.com/index.do

※：技術基準については、電波法関連省令（無線設

備規則第14条の2）で規定されています。

Radio Frequency (RF) Signals 

THIS MODEL PHONE MEETS THE U.S.

GOVERNMENT'S REQUIREMENTS FOR EXPOSURE TO
RADIO WAVES.

Your wireless phone contains a radio transmitter and

receiver. Your phone is designed and manufactured

not to exceed the emission limits for exposure to radio
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local laws and regulations restricting the use of

wireless devices while driving must be observed.

HOSPITALS

Mobile phones should be switched off wherever you

are requested to do so in hospitals, clinics or health

care facilities. These requests are designed to prevent

possible interference with sensitive medical equipment.

PETROL STATIONS

Obey all posted signs with respect to the use of

wireless devices or other radio equipment in locations

with flammable material and chemicals. Switch off your

wireless device whenever you are instructed to do so

by authorized staff.

INTERFERENCE

Care must be taken when using the phone in close

proximity to personal medical devices, such as

pacemakers and hearing aids.

Pacemakers

Pacemaker manufacturers recommend that a

minimum separation of 15cm be maintained between a

mobile phone and a pacemaker to avoid potential

interference with the pacemaker. To achieve this use

the phone on the opposite ear to your pacemaker and

do not carry it in a breast pocket.

Hearing Aids

Some digital wireless phones may interfere with some

hearing aids. In the event of such interference, you

may want to consult your hearing aid manufacturer to

discuss alternatives.

For other Medical Devices:

Please consult your physician and the device

manufacturer to determine if operation of your phone

may interfere with the operation of your medical

device.

本製品および付属品の輸出管理
について

本製品及び付属品は、日本輸出管理規制（外国為替

及び外国貿易法ならびに関係法令）の適用及び米国

輸出管理規則（Export Administration Regulations：

EAR）に定める輸出規制の対象貨物に該当します。

輸出・再輸出の禁止されている国、最終使用者への

輸出・再輸出や禁止された最終使用目的での輸出・

再輸出など、前記規制に違反する輸出及び再輸出は

禁止されております。輸出が制限されている国に持

ち出す場合には、お客様の責任及び費用負担におい

て、同規則に基づく輸出許可取得等の手続をお取り

下さい。詳しくは、経済産業省又は米国商務省へお

問い合わせください。

values may vary depending upon national reporting

requirements and the network band.

Declaration of Conformity

The product “FOMA L600i” is declared to conform
with the essential requirements of European Union

Directive 1999/5/EC Radio and Telecommunications

Terminal Equipment Directive 3.1(a), 3.1(b) and 3.2.

This mobile phone complies with the EU requirements

for exposure to radio waves.

Your mobile phone is a radio transceiver, designed and

manufactured not to exceed the SAR* limits** for

exposure to radio-frequency (RF) energy, which SAR*

value, when tested for compliance against the

standard was 1.00W/kg. While there may be

differences between the SAR* levels of various

phones and at various positions, they all meet*** the

EU requirements for RF exposure.

＊ The exposure standard for mobile phones

employs a unit of measurement known as the

Specific Absorption Rate, or SAR.

＊＊ The SAR limit for mobile phones used by the

public is 2.0 watts/kilogram (W/kg) averaged

over ten grams of tissue, recommended by

The Council of the European Union. The limit

incorporates a substantial margin of safety to

give additional protection for the public and to

account for any variations in measurements.

＊＊＊ Tests for SAR have been conducted using

standard operating positions with the phone

transmitting at its highest certified power level

in all tested frequency bands. Although the

SAR is determined at the highest certified

power level, the actual SAR level of the phone

while operating can be well below the

maximum value. This is because the phone is

designed to operate at multiple power levels so

as to use only the power required to reach the

network. In general, the closer you are to a

base station antenna, the lower the power

output.

Important Safety Information

AIRCRAFT

Switch off your wireless device when boarding an

aircraft or whenever you are instructed to do so by

airline staff. If your device offers a 'flight mode' or
similar feature consult airline staff as to whether it can

be used on board.

DRIVING

Full attention should be given to driving at all times and
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value, when tested for compliance against the
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differences between the SAR* levels of various
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give additional protection for the public and to
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＊＊＊ Tests for SAR have been conducted using
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in all tested frequency bands. Although the

SAR is determined at the highest certified

power level, the actual SAR level of the phone

while operating can be well below the

maximum value. This is because the phone is

designed to operate at multiple power levels so

as to use only the power required to reach the

network. In general, the closer you are to a

base station antenna, the lower the power

output.

Important Safety Information
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airline staff. If your device offers a 'flight mode' or
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Export/Re-export regulations of Japan and 
USA
The export and re-export regulations of Japan and

United States apply to this product and its accessories.

Exports(and re-exports) contrary to those laws and

regulations, including but not limited to exports and

re-exports to sanctioned countries and to restricted

end uses or end users is prohibited. A user must apply

for approvals or permissions for export (or re-export)

to the restricted countries at the user's expense and
responsibility in accordance with such regulations. For

further information, contact Japanese Ministry of

Economy, Trade, and Industry or the U.S. Department

of Commerce.
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アフターサービス..................................298
アラーム..........................................................172
選択／解除..............................................173
編集................................................172、173
ON／OFF ...................................172、173

暗証番号.............................................................96
端末暗証番号............................................96
ネットワーク暗証番号....................96
ｉモードパスワード..........................96
PINロック解除コード........................97
PIN1コード..................................................97
PIN2コード..................................................97

あんしん設定.................................................95
イヤホン自動応答.....................................80
英語ガイダンス........................................197
設定................................................................197
設定確認....................................................198

絵文字
入力方法....................................................207

絵文字・顔文字一覧............................254

応答方法を設定
オープンアンサー................................82
エニーキーアンサー..........................82

応答メッセージ........................................196
削除................................................................197
設定................................................................197

オプション・関連機器の紹介....297
音楽データを再生..................................169

カ

海外利用..........................................................213
国際ローミングについて...........214
国際SMS.....................................................141
出発前の準備........................................214
主要国の国番号..................................219
主要国の国際電話アクセス番号
（表2）.......................................................220
通信事業者の設定............................216
電話を受ける........................................217
電話をかける........................................216
問い合わせ..............................................219
ネットワーク設定................................87

不通の対処と注意............................217
ユニバーサルナンバー用国際識
別番号（表1）..................................220

利用できるサービス.......................215
WORLD WING ........................................221

顔文字
一覧................................................................255
入力方法....................................................207

カスタムメニュー..................................173
削除................................................................174
新規追加....................................................174
開く................................................................174
編集................................................................174

画像を表示....................................................155
ズーム..........................................................158
スライドショー...................157、158
全画面表示...............................155、158

カメラ................................................................100
静止画を撮影........................................101

カメラの設定
明るさ..........................................102、104
画像サイズ選択..................................104
サイズ..........................................................103

索　引

●メールアドレス設定、メール受信／拒否設定、メールサイズ制限、メール機能停止／再開など、ｉモード

センター内の設定については、『ｉモード操作ガイド』をご覧ください。

●データ通信については添付のCD-ROMに収録されている「データ通信マニュアル」（データ通信マニュア

ル.pdf）をご覧ください。
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撮影効果....................................................104
シャッター音........................................104
ズーム..........................................102、104
セルフタイマー..................................104
ちらつき調整........................................104
ナイトモード........................................104
フレームショット............................104
保存画質設定........................................103
保存先..........................................................104
ホワイトバランス............................104
マルチショット..................................103
ライト..........................................................103

画面の見かた.................................................31
画面メモ
一覧................................................................112
削除................................................112、113
タイトル編集.........................112、113
表示................................................................112
保護／保護解除...................112、113
保存................................................................120
URL表示......................................112、113

記号
入力方法....................................................207

記号・特殊文字一覧............................253
キャッチホン..............................................192
開始................................................................192
設定確認....................................................192
停止................................................................192

区点コード
区点コード入力..................................209

区点コード一覧........................................258
効果音音量.......................................................68
オープン／クローズ音....................68
パワーオン／オフ時音....................68
ボタン確認音............................................68
ポップアップ表示時音....................68

効果音選択.......................................................69
オープン／クローズ音....................69
パワーオン／オフ時音....................69
ボタン確認音............................................69
ポップアップ表示時音....................69

公共モード（電源OFF）........................49
国際ダイヤル設定
自動付加設定............................................83
国際電話設定............................................84

国際SMS...........................................................141
“故障かな？と思ったら、まず

チェック”.................................................275
こんな表示が出たら............................277

サ

サービスダイヤル..................................198
海外故障....................................................198
海外紛失....................................................198
故障問合せ..............................................198
総合案内・受付..................................198

再接続機能.......................................................82
サイト表示....................................................120
サイドボタン.................................................35

サウンド.............................................................67
効果音音量..................................................68
効果音選択..................................................69
着信音選択..................................................68
着信音量.......................................................68
バイブレータ............................................70
マナーモード............................................70
メール鳴動設定......................................72
呼出時間.......................................................72

撮影
静止画..........................................................101
動画................................................................106

自局番号.............................................................65
辞書編集..........................................................211
削除................................................................211

充電.........................................................................39
受信メール....................................................129
受信BOX..........................................................129
受話音量調節.....................................48、54
スケジュール..............................................182
休日設定／休日削除.......184、185
削除................................................184、185
指定日へ移動.........................184、185
新規作成....................................182、184
選択／解除..............................................185
表示................................................................183
開く................................................................184
編集................................................................185

ステーショナリー..................................181
ストップウォッチ..................................179
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静止画を編集..............................................159
アニメーション作成.......................157
回転................................................................159
壁紙に設定...............................157、158
鏡像................................................................160
サイズ変更..............................................159
削除................................................157、158
撮影効果....................................................160
スタンプ....................................................160
テキスト....................................................159
トリミング..............................................160
フレーム....................................................160
保存................................................................159
名称変更....................................157、158
メール作成...............155、157、158
リストへ移動........................................158

世界時計..........................................................178
都市選択....................................................179
ホーム設定..............................................179

赤外線通信....................................................174
自局番号送信............................................66
受信................................................................175
送信................................................................175
電話帳送信.....................................62、63
ブックマーク送信............................111

赤外線ポート.................................................31
セキュリティ.................................................90
オールロック............................................90
端末暗証番号変更................................91
PINコードリクエスト........................90

PIN1コード変更.......................................91
PIN2コード変更.......................................91

設定
セキュリティ設定................................90
その他の設定............................................92
通話／応答設定......................................78
通話機能設定............................................82
テレビ電話設定......................................84
時計／時間設定......................................86
ネットワーク設定（海外利用）
..........................................................................87

バイリンガル設定................................91
ｉモードから接続先を変更........89

設定の初期化
設定リセット............................................93
メモリー全削除......................................92

送信メール....................................................134
送信BOX..........................................................134
ソフトキーの操作方法..........................34

タ

ダイヤルボタン文字割り当て一覧
............................................................................212

単位変換ツール........................................176
温度................................................................178
為替レートを設定............................176
重量................................................................178
速度................................................................178
通貨................................................................177

長さ................................................................178
面積................................................................178
容積................................................................178

端末暗証番号.................................................96
変更...................................................................91

着信音選択.......................................................68
着信音.............................................................69
テレビ電話着信音................................69
メッセージF着信音............................69
メッセージR着信音............................69
メール着信音............................................69
SMS着信音..................................................69

着信音量.............................................................68
着信音.............................................................68
テレビ電話着信音................................68
メッセージF着信音............................68
メッセージR着信音............................68
メール／メッセージ着信音........68
SMS着信音..................................................68

着信画面を設定
サブ画面.......................................................74
メイン画面..................................................72

着信中動作設定........................................195
着信拒否....................................................196
通常着信....................................................195
転送でんわ..............................................196
留守番電話..............................................195

着信履歴.............................................................78
着信を拒否／許可.....................................81
許可...................................................................81
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全着信拒否..................................................81
着信拒否リスト......................................81

追加サービス..............................................196
削除................................................................196
登録................................................................196
編集................................................................196
利用................................................................196

ツール................................................................171
通話／応答.......................................................78
通話機能を設定...........................................82
通話時間通知.................................................83
通話時間表示.................................................80
リセット.......................................................80

通話中クローズ設定...............................84
通話中着信設定........................................195
開始................................................................195
確認................................................................195
停止................................................................195

通話品質アラーム.....................................83
通話履歴.............................................................78
削除...................................................................79
全履歴.............................................................79
着信履歴.......................................................78
電話帳登録..................................................79
発信履歴.......................................................79
表示...................................................................78
メール作成..................................................79
リストへ移動............................................79
リダイヤル..................................................79

定型文................................................................210

削除................................................................210
編集................................................208、210
入力................................................................208
リセット....................................................210

定型文一覧....................................................256
データ通信....................................................199
データ通信の準備の流れ................203
データ転送....................................................200
データリンクソフト............................274
データBOX....................................................153
テレビ電話
受ける.............................................................54
応答保留／解除......................................52
かける.............................................................52
国際電話をかける................................48
受話音量調節............................................54
スピーカホン通話................................52
代替画像...........................................52、53
着信拒否.......................................................49
転送でんわ..................................................49
電話帳からかける................................54
番号通知設定............................................46
プレフィックス選択..........................47
保存...................................................................47
保留／解除..................................................53

テレビ電話の設定
明るさ.............................................................53
応答保留画像............................................85
音声自動再発信......................................84
カメラ設定..................................................53

子画面表示.....................................53、85
照明設定...........................................53、85
ズーム.............................................................53
送信画質設定...............................53、85
代替画像／カメラ画像.......53、85
テレビ電話画面設定.............53、85
テレビ電話設定.........................53、84
ナイトモード............................................53
発信時自画像送信................................85
保留画像.......................................................86

電源を入れる／切る...............................43
転送でんわサービス............................193
開始................................................................193
設定確認....................................................194
停止................................................................193
転送先通話中時設定.......................193
転送先変更..............................................193

電卓......................................................................175
電池残量.............................................................41
電池パック.......................................................37
充電...................................................................39
取り付け.......................................................38
取り外し.......................................................38

電話
受ける.............................................................48
かける.............................................................46
現在の通話を終了............................192
国際電話をかける................................48
受話音量調節............................................48
新規発信.......................................................47
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スピーカホン通話................................46
着信拒否.......................................................49
通話切替....................................................193
転送でんわ..................................................49
電話帳からかける................................47
番号通知設定............................................46
プレフィックス選択..........................47
保存...................................................................47
保留／解除.....................................46、47
保留通話解除............................................47
ミュート設定............................................47
留守番電話..................................................49

電話帳...................................................................57
コピー.................................................62、63
削除.......................................................62、63
自局番号.......................................................65
新規作成.......................................................62
赤外線送信.....................................62、63
電話帳検索..................................................60
電話帳登録..................................................58
電話帳登録件数......................................63
編集.......................................................62、63
メール作成.....................................61、63
URL接続.............................................62、63

電話帳の設定.................................................63
画像表示...........................................62、64
グループ設定............................................64
検索カテゴリー別メニュー........61
検索方法選択...............................60、62
ドメインリスト作成.............61、64

表示切替.......................................................62
表示データ.....................................62、63

動画を再生....................................................161
拡大再生....................................................163
プレーヤー設定..................................164
ポーズ..........................................162、163
ミュート設定........................................164
メール作成...............................161、163

動画を編集
キャプチャ..............................................163

登録外着信拒否...........................................82
時計／時間設定...........................................86
サマータイム設定................................87
時刻設定.......................................................86
日付設定.......................................................86

ナ

並べ替え（ソート）
ソフト一覧..............................................150
ファイル一覧（画像）....................157
ファイル一覧（動画／ｉモー
ション）..................................................163

ファイル一覧（メロディ）........163
フォルダ一覧（画像）....................156
フォルダ一覧（動画／ｉモー
ション）..................................................156

フォルダ一覧（メロディ）........156
メール一覧（受信）..........................131
メール一覧（送信）..........................136

メール一覧（未送信）....................138
ネットワーク（海外利用）.................87
ネットワーク接続モード選択
..........................................................................87

ネットワーク名表示..........................89
ネットワークモード..........................88
リストから登録......................................88

ネットワーク暗証番号..........................96
ネットワークサービス......................189

ハ

配色パターン設定.....................................76
バイブレータ設定.....................................70
音声／テレビ電話................................70
メール／メッセージ..........................70

バイリンガル.................................................91
パケット通信..............................................200
バックライト設定.....................................75
サブ画面.......................................................75
ボタン.............................................................75
メイン画面..................................................75

発信者番号通知サービス................194
設定................................................................194
設定確認....................................................194

発信履歴.............................................................79
番号通知お願いサービス................194
開始................................................................195
設定確認....................................................195
停止................................................................195
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比吸収率（SAR）......................................300
日付カウンター........................................186
削除................................................................188
新規作成....................................................187
選択／解除..............................................188
表示................................................................187
開く................................................................188
編集................................................................188

日付サーチ....................................................186
ビデオカメラ..............................................106
動画を撮影..............................................106

ビデオカメラの設定
明るさ..........................................106、107
撮影効果....................................................107
撮影種別....................................................108
ズーム..........................................106、107
ちらつき調整........................................107
ナイトモード........................................107
保存画質設定........................................107
保存先..........................................................108
ホワイトバランス............................107
ライト..........................................................107
録画時間....................................................107

表示.........................................................................67
サブ画面.......................................................74
ダイヤルフォント................................75
配色パターン............................................76
バックライト............................................75
メイン画面..................................................72
メニュー画面............................................75

ファイルの情報表示
画像ファイル.........................157、158
動画／ｉモーションファイル
.......................................................163、164

メロディファイル............................166
ファイル名を変更
画像ファイル.........................157、158
動画／ｉモーションファイル
......................................................................162

メロディファイル............................162
ファイルを移動
画像ファイル........................................156
動画／ｉモーションファイル
......................................................................162

メロディファイル............................162
ファイルをコピー
画像ファイル........................................156
動画／ｉモーションファイル
......................................................................162

メロディファイル............................162
ファイルを削除
画像ファイル.........................157、158
動画／ｉモーションファイル
......................................................................162

メロディファイル............................162
フォルダの作成／削除
画像................................................................156
受信BOX ....................................................131
動画／ｉモーション.......................156
メロディ....................................................156

フォルダ情報を表示
画像................................................................156
動画／ｉモーション.......................156
メロディ....................................................156

フォルダ名を変更
受信BOX ....................................................131

プリインストール..................................154
プレフィックス設定...............................83
保護／保護解除
画面メモ....................................112、113
メール...........................131、132、136
メッセージR／F..................................116

保証......................................................................297

マ

マイメニュー（ｉモード）.............125
待受画面設定（サブ画面)..................74
壁紙...................................................................74
時計表示設定............................................74
時計文字色..................................................74

待受画面設定（メイン画面) ...............72
壁紙...................................................................73
時計表示設定............................................73
時計文字色..................................................73
時計1................................................................73
時計2................................................................73

マナーモード設定.....................................70
オリジナルマナーモード..............71
マナーモード............................................71
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マルチアクセス........................................268
マルチタスク..............................................269
マルチメディア（カメラ）.................99
未送信メール..............................................137
未送信BOX....................................................137
迷惑電話ストップサービス..........194
迷惑電話全登録削除.......................194
迷惑電話着信拒否登録.................194
迷惑電話1登録削除.........................194

メール................................................................127
アドレス登録.........................132、136
移動................................................131、132
コピー..........................................132、137
再編集..........................................................136
削除

.............131、132、136、138、140
自動振り分け.........................131、133
送信.................................138、139、140
ソート...........................131、136、138
転送................................................................132
添付ファイル保存............................132
貼付ファイル保存............................132
電話帳登録...............................132、137
表示.................................129、134、137
フィルタ.....................131、136、138
返信................................................................131
保護／保護解除
.......................................131、132、136

ｉモーションを取り込む...........134
メール作成....................................................139

宛先追加....................................................140
宛先メニュー........................................140
削除................................................................140
署名貼付....................................................140
送信................................................................139
添付ファイルメニュー.................140
保存................................................................139
本文消去....................................................140

メール自動受信........................................133
メール選択受信........................................143
メールの設定..............................................144
引用符..........................................................145
署名................................................................145
スクロール..............................................145
添付ファイル........................................144
貼付データ..............................................145
メール一覧表示..................................145
メール設定確認..................................146
メール設定リセット.......................146
メールデータリセット.................146
メロディ自動再生............................145
文字サイズ..............................................145
ｉモード問い合わせ.......................144
SMS送達通知設定.............................144
SMS有効期間設定.............................144

メール鳴動設定...........................................72
メッセージR／F .......................................114
削除................................................................116
問い合わせ..............................................117
表示................................................................114

ファイル保存........................................117
保護／保護解除..................................116
メロディ保存........................................116

メニュー一覧..............................................224
メニュー画面設定.....................................75
メニューの操作方法...............................34
メモ......................................................................185
削除................................................................186
新規作成....................................185、186
選択／解除..............................................186
開く................................................................186
表示................................................................185
編集................................................................186

メモリーの使用状況
静止画..........................................156、157
動画................................................156、163
メモリー状況............................................92
メロディ....................................156、163

メロディ..........................................................164
繰り返しエリア設定.......165、166
再生................................................164、165
再生設定....................................................166
着信音に設定........................................165
プレーヤー設定..................................166
ミュート設定........................................166
メール作成...............................164、165

文字サイズ
メール..........................................................145
ｉモード....................................................118

文字入力..........................................................205



絵文字／記号／顔文字の切り
替え..........................................................207

改行................................................208、209
切取り..........................................208、209
区点コード..............................................209
コピー..........................................208、209
自局番号の引用..................................209
スペース....................................208、209
全角／半角の切り替え.................206
定型文編集...............................208、210
電話帳の引用........................................209
入力モードの切り替え.................206
貼付け..........................................208、209
文字の入力..............................................206
元に戻す....................................................209

文字入力の設定
大／小文字切替...................208、209
辞書編集....................................208、211
全／半角切替.........................206、209
定型文編集...............................208、210
予測ON／OFF........................206、209

文字フォント
ダイヤル文字............................................75

ヤ

ユーザ認証....................................................201
用語一覧..........................................................252
呼出時間設定.................................................72

ラ

リストから登録...........................................88
上へ／下へ移動.........................88、89
削除...................................................................88
新規追加.......................................................88

リダイヤル.......................................................79
留守番電話サービス............................190
アイコン消去........................................191
開始................................................................191
件数増加鳴動設定............................191
設定確認....................................................191
設定（変更）...........................................191
着信通知....................................................191
停止................................................................191
メッセージ再生..................................191
メッセージ問合せ............................191
呼出時間設定........................................191

ローミング時着信規制......................198
開始................................................................198
設定確認....................................................198
停止................................................................198

英数字

ATコマンド..................................................204
Bookmark ........................................................111
一覧................................................................111
削除................................................................111
赤外線送信..............................................111
接続................................................................111

登録................................................................120
ブックマーク編集............................111
ｉモードメール作成.......................111
URLコピー................................................111
URL表示......................................................111

FOMAカード...................................................36
暗証番号.......................................................37
機能差分.......................................................37
動作制限機能............................................37
取り付け.......................................................36
取り外し.......................................................36

FOMA端末から利用できる
サービス....................................................273

ｉアプリ..........................................................147
起動................................................................149
削除................................................................150
情報表示....................................................150
証明書表示..............................................150
ソート..........................................................150
ダウンロード........................................148
バージョンアップ............................149

ｉアプリの設定
自動起動設定........................................150
ソフト情報表示設定.......................150
通信設定....................................................150
ｉアプリTo設定.................................150

ｉメロディ....................................................124
ｉモーション
情報表示....................................................125
取得................................................................125
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*miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P166

保存................................................................125
ｉモーションの設定............................119
ｉモーションメール............................134
ｉモード..........................................................109
インターネットホームページを
表示..........................................................113

画面メモ....................................................112
サイトの見かたと操作.................122
サイト表示..............................................120
再読み込み..............................................121
詳細表示....................................................121
電話帳登録..............................................121
ホームを表示........................................121
マイメニュー........................................125
文字コード変換..................................121
ラストURL................................................113
リトライ....................................................121
Bookmark ...................................111、120
ｉモードメール作成.......................121

ｉモード問い合わせ............117、143
ｉモードの設定........................................117
画像表示の設定..................................118
証明書有効／無効............................119
スクロール..............................................118
接続先選択..................................................89
接続待ち時間設定............................119
ホームを登録........................................118
メッセージ一覧表示.......................118
メッセージ貼付メロディ...........118
文字サイズ..............................................118

ｉモーション自動再生.................119
ｉモード設定確認............................119
ｉモード設定リセット.................119
ｉモードデータリセット...........119
ｉモード問い合わせ内容...........119

ｉモードパスワード................96、126
ｉモードメール........................................127
ｉMenu...............................................................110
miniSDメモリーカード........................179
データBOX ..............................................180
取り付け／取り外し.......................167
ファイルを表示..................................169
フォルダ構成........................................168
メモリー情報........................................180
miniSDフォーマット........................180

PINロック解除コード..............................97
PIN1コード............................................91、97
PIN2コード............................................91、97
SMS
移動................................................................131
コピー..........................................................132
再編集..........................................................136
削除..........131、132、136、138、142
自動振り分け.........................131、133
送信.................................138、141、142
ソート...........................131、136、138
転送................................................................132
電話帳登録...............................132、137
表示.................................129、134、137
フィルタ.....................131、136、138

返信................................................................131
保護／保護解除
.......................................131、132、136

FOMAカードから移動
.......................................131、132、137

FOMAカードに移動
.......................................131、132、137

SMS作成.....................................................141
宛先メニュー........................................142
削除................................................................142
送信................................................................142
保存................................................................142
本文消去....................................................142
SMS送達通知要求.............................142
SMS有効期間.........................................142

SMS問い合わせ.........................................144
SMSセンター設定......................................93
URL
入力................................................................113
履歴................................................................114
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316

クイックマニュアル

クイックマニュアルには、FOMA端末の表示や操作などの基本的な内容を記載しており、本書から切り離して持

ち歩くことができます。クイックマニュアルをご利用になる場合は、次のように折って携帯すると便利です。

1. 本書から切り離す

2. 横半分に折り畳む

3. 縦半分に折り畳む

表紙 

表紙 



線
リ

ト
リ

キ

2

1

3

FOMA L600i
クイックマニュアル

取扱説明書に不明な点がございましたら、下記のとこ
ろまでお問い合わせください。

故障、異常かなと思われたら、下記のところまでお問
い合わせください。

・ダイヤルの番号をよくご確認の上、お間違いないよ
うおかけください。

電話帳

電話帳に登録する

1. 待受画面でC［メニュー］ 「電話帳」 「電話

帳登録」

＜電話帳登録画面＞

2. 次の設定する項目を選択

■保存先を選択

／ （保存先）欄を選択 本体／FOMAカー

ド（UIM）を選択

■名前／フリガナを入力

（名前）欄を選択 名前を入力 C
（フリガナ）欄を選択 フリガナを入力 C

・名前を入力すると自動的に挿入されます。

■電話番号／メールアドレスを入力

（電話番号）欄を選択 電話番号を入力 C
（メールアドレス）欄を選択 メールアドレ

スを入力 C
■グループを選択

（グループ（本体））／ （グループ

（FOMAカード））欄を選択 グループを選択

■画像の設定※

（画像）欄を選択 設定方法を選択

■電話着信音／メール着信音を設定※

（電話着信音）欄を選択 設定方法を選択

（メール着信音）欄を選択 設定方法を選択

■URLの入力※

（URL）欄を選択 URLを入力 C
■自宅／会社住所などを入力※

（郵便番号）欄を選択 郵便番号を入力 C
（自宅住所）欄を選択 自宅住所を入力 C
（会社名）欄を選択 会社名を入力 C
（役職名）欄を選択 役職名を入力 C
（会社住所）欄を選択 会社名を入力 C

総合お問い合わせ先〈DoCoMo インフォメーションセンター〉 
■ドコモの携帯電話、PHSからの場合 

※一般電話などからはご利用できません。 
（局番なしの）151（無料） 

■一般電話などからの場合 

 　　 0120-800-000 
    ※ドコモの携帯電話、PHSからもご利用に 
       なれます。 

故障お問い合わせ先 
■一般電話などからの場合 

 　　 0120-800-000 
　※ドコモの携帯電話、PHSからもご利用にな 
　　れます。 ※一般電話などからはご利用できません。 

■ドコモの携帯電話、PHSからの場合 

（局番なしの）113（無料） 
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（テキストメモ）欄を選択 テキストメモを

入力 C
※：電話帳の保存先を「FOMAカード（UIM）」にした場

合は、表示されません。

3. 設定後I［保存］ メモリー番号を入力※ C
※：電話帳の保存先を「FOMAカード（UIM）」にした場

合は、必要ありません。

着信履歴などの履歴から登録する

1. 待受画面でL／R／A／T
2. 登録する履歴を選択 M［メニュー］ 「電話帳

登録」 「新規登録」／「追加登録」

3. 各項目を設定 設定後I［保存］ メモリー番号

を入力※ C

6

5

※：電話帳の保存先を「FOMAカード（UIM）」にした場

合は、必要ありません。

電話帳を検索する

1. 待受画面でC［メニュー］ 「電話帳」 「電話

帳検索」 検索方法を選択 C

電話帳を修正する

1. 待受画面でU
2. 修正する電話帳を選択 M［メニュー］ 「編集」

・表示する電話帳（本体／FOMAカード）を切り替

える場合は、M［メニュー］→「表示切替」→

「表示データ」→「本体のみ」／「FOMAカード

のみ」を選択します。

7

3. 各項目を修正 修正後I［保存］ メモリー番号

を入力※ C
※：電話帳の保存先を「FOMAカード（UIM）」にした場

合は、必要ありません。

電話帳を削除する

1. 待受画面でU
2. M［メニュー］ 「削除」 「1件削除」／「複数

件削除」／「全件削除」

・1件削除：選択中の電話帳を削除

・複数件削除：複数の電話帳を選択して削除

・全件削除：すべての電話帳を削除

文字入力

文字入力画面について

＜文字入力画面＞

1入力可能文字数：入力可能な残りの文字数をバイ

ト数で表示します。

2操作ガイド欄：全角／半角を表示します。

3入力モード欄：入力モードを表示します。

1

2

3
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9

11

■入力モードを切り替える

I［文字］を数回押す

■全角／半角を切り替える

A
■絵文字／記号／顔文字入力モードに切り替える

Tを数回押す

■濁点、半濁点入力／大文字または小文字切り替え

文字を入力して*を数回押す

■句読点入力

*を数回押す

■改行を入力

#／D

■スペースを入力

M［メニュー］ 「特殊入力」 「スペース」／

文末でR
■文字消去

消去する文字にカーソルを移動 Q
・入力している画面や入力モードによっては、利用できな

い操作があります。

予測入力で文字を入力する
・ひらがなモード（「漢」）でのみ利用できます。

1. 文字入力画面（P7）で文字を入力

・M［カナ英数］：カナ英数候補を表示

・C［確定］：変換しないで入力を確定

・I［変換］：変換候補を表示

2. Hで予測候補／変換候補エリアにカーソルを移動

3. 変換する文字を選択 C

コピー／切り取り／貼り付けを行う

1. 文字入力画面（P7）でM［メニュー］ 「文字編

集」 「コピー」／「切取り」

2. 開始位置へカーソルを移動 C
3. 終了位置へカーソルを移動 C
4. 貼付け先の画面／位置にカーソルを移動

5. M［メニュー］ 「文字編集」 「貼付け」

カメラ機能

静止画を撮影する

1. 待受画面でG

2. 被写体を確認し、C
3. C

連続で撮影する

1. 待受画面でG
2. M［メニュー］ （マルチショット）

3. 連続撮影枚数を選択 C I［閉じる］

4. 被写体を確認し、C

動画を撮影する

1. 待受画面でC［メニュー］ 「マルチメディア」

「ビデオカメラ」

2. 被写体を確認し、C
3. C
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13

15

12

画像、動画やメロディの再生

画像を表示する

1. 待受画面でC［メニュー］ 「データBOX」

「マイピクチャ」

2. フォルダを選択 C ファイルを選択 C

動画を再生する

1. 待受画面でC［メニュー］ 「データBOX」

「ｉモーション」

2. フォルダを選択 C ファイルを選択 C
・動画再生中にできる操作

－C／G：再生／ポーズ（一時停止）

－I［ストップ］：停止

－J：前／次のファイルを再生

－J（押し続ける）：押している間、映像を早

送り／早戻し

－H／FE：音量調節

メロディを再生する

1. 待受画面でC［メニュー］ 「データBOX」

「メロディ」

2. フォルダを選択 C ファイルを選択 C
・メロディ再生中にできる操作

－C／G：再生／ポーズ（一時停止）

－J：前／次のファイルを再生

－J（押し続ける）：押している間、メロディ

を早送り／早戻し

－H／FE：音量調節

テレビ電話のかけかた／受けかた

テレビ電話をかける

1. 電話番号を入力 T 相手が出たら通話

・C［代替］／［カメラ］：相手に送信する映像

を代替画像とカメラ画像で切り替え

・I［保留］／［キャンセル］：通話を保留また

は保留を解除

・H／FE：受話音量を調節

2. 通話が終了したらP

テレビ電話を受ける

1. 電話がかかってきたらT／A
・C［代替］：相手に送信する映像を代替画像に

してテレビ電話を受ける

2. 通話が終了したらP

スピーカホンをON/OFFにする

1. 通話中 Qを2秒以上
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ｉモードメール

ｉモードメールの作成・送信

メール作成画面を表示

1. 待受画面でM［メール］ 「新規メール作成」

「ｉモードメール作成」

＜メール作成画面＞

18

17

宛先を入力

1. （宛先）欄を選択 C 宛先を入力 C

件名を入力

1. （件名）欄を選択 C 件名を入力 C

本文を入力

1. （本文）欄を選択 C 本文を入力 C

メールを送信

1. I［送信］

19

ファイルの添付

画像を添付する

1. メール作成画面（P16）で （添付ファイル）欄を

選択 C 「添付ファイル追加」 「マイピクチャ」

フォルダを選択 C 画像を選択 C

動画を添付する

1. メール作成画面（P16）で （添付ファイル）欄を

選択 C 「添付ファイル追加」 「ｉモーショ

ン」 フォルダを選択 C 動画を選択 C

メロディを添付する

1. メール作成画面（P16）で （添付ファイル）欄を

選択 C 「添付ファイル追加」 「メロディ」

フォルダを選択 C メロディを選択 C

ｉモードメールの受信

1. メールを受信する 受信結果画面が表示される

・受信したｉモードメールをすぐに確認する場合

は、「ｉモードメール」を選択してCを押します。

その他のメール機能

メールを返信する

1. 返信するメールの表示画面でI［返信］ 返信

方法を選択 C 本文を入力 C I［送信］
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22

21

23

6 留守番サービス設定

7 メッセージ問合せ

8 着信通知

9 留守番アイコン消去

3 留守番サービス停止

4 留守番設定確認

5 留守番メッセージ再生

メニュー項目

ネットワークサービス

1 留守番電話

1 留守番サービス開始

2 留守番呼出時間設定

メールを転送する

1. 転送するメールの表示画面でM［メニュー］

「転送」 宛先を入力 C I［送信］

ｉモード問い合わせ

1. 待受画面でM［メール］を2秒以上
ｉアプリ

ｉモード

1 ｉMenu

2 Bookmark

3 画面メモ

4 ラストURL

5 Internet

メニュー項目

メニュー項目

6 メッセージ

1 メッセージR

2 メッセージF

7 ｉモード問い合わせ

8 ｉモード設定

1 ホーム

2 表示

3 証明書

4 その他

1 URL入力

2 URL履歴

メニュー一覧
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25

2 転送サービス停止

3 転送先変更

4 転送先通話中時設定

5 転送サービス設定確認

3 キャッチホンサービス設定確認

3 転送でんわ

1 転送サービス開始

0 件数増加鳴動設定

2 キャッチホン

1 キャッチホンサービス開始

2 キャッチホンサービス停止

メニュー項目

4 迷惑電話ストップ

1 迷惑電話着信拒否登録

2 迷惑電話全登録削除

3 迷惑電話1登録削除

6 番号通知お願いサービス

1 番号通知サービス開始

2 番号通知サービス停止

3 番号通知サービス確認

7 通話中着信設定

1 通話中着信設定開始

2 通話中着信設定停止

3 通話中着信設定確認

5 発信者番号通知

1 発信者番号通知設定

2 設定確認

9 その他

1 追加サービス

2 応答メッセージ

3 英語ガイダンス

4 サービスダイヤル

5 ローミング時着信規制

8 着信中動作設定

メニュー項目

メニュー項目

5 ｉモード問い合わせ

6 メール選択受信

1 受信BOX

2 送信BOX

3 未送信BOX

4 新規メール作成

1 ｉモードメール作成

2 SMS作成

8 メール設定

7 SMS問い合わせ

メニュー項目

メール

27
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30

29

31

1 アラーム

2 カスタムメニュー

3 赤外線通信

ツール

6 自局番号

5 単位変換ツール

1 通貨

2 面積

3 長さ

4 重量

4 電卓

メニュー項目

6 ドメイン検索

3 電話帳登録件数

3 フリガナ検索

4 メモリー検索

5 電話番号検索

メニュー項目

1 表示データ

2 ドメインリスト作成

3 検索方法選択

4 画像表示

4 電話帳設定

5 グループ設定

1 スケジュール

2 メモ

3 日付サーチ

ステーショナリー

メニュー項目

4 日付カウンター

電話帳

1 電話帳登録

2 電話帳検索

1 全件検索

2 グループ検索

2 ビデオカメラ

データBOX

1 マイピクチャ

2 ｉモーション

3 メロディ

4 miniSDメモリーカード

3 表示

2 編集

1 通信

4 その他

メニュー項目

マルチメディア

1 カメラモード
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8 miniSDメモリーカード

サウンド

6 世界時計

7 ストップウォッチ

5 温度

6 容積

7 速度

2 効果音音量

3 着信音選択

4 効果音選択

5 バイブレータ設定

1 データBOX

2 メモリー情報

3 miniSDフォーマット

1 着信音量

6 マナーモード設定

7 メール鳴動設定

8 呼出時間表示設定

表示

1 メイン画面

2 オリジナルマナーモード

1 マナーモード

メニュー項目 メニュー項目

35

2 着信画面

1 待受画面

3 発信画面

2 サブ画面

3 フォント

4 メニュー画面

5 バックライト

6 配色パターン

2 着信画面

3 発信画面

1 待受画面

メニュー項目

1 通話／応答

2 通話機能

1 通話履歴

2 通話時間表示

3 イヤホン自動応答

5 登録外着信拒否

6 応答設定

1 再接続機能

2 通話品質アラーム

4 着信拒否／許可

設定

メニュー項目
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38

37

39

ネットワークサービス

留守番電話サービス

開始に設定する

1. 待受画面でC［メニュー］ 「ネットワークサービ

ス」 「留守番電話」 「留守番サービス開始」

停止に設定する

1. 待受画面でC［メニュー］ 「ネットワークサービ

ス」 「留守番電話」 「留守番サービス停止」

メッセージを再生する

1. 待受画面でC［メニュー］ 「ネットワークサービ

ス」 「留守番電話」 「留守番メッセージ再生」

1 メモリー状況

2 設定リセット

3 SMSセンター

4 休日リセット

9 その他

メニュー項目

メニュー項目

5 ネットワーク

6 接続先選択

7 セキュリティ

8 Bilingual

1 ネットワーク接続モード選択

2 ネットワークモード

3 リストから登録

4 ネットワーク名表示

1 オールロック

2 PINコードリクエスト

3 パスワード変更

メニュー項目

3 通話時間通知

4 プレフィックス設定

5 国際ダイヤル設定

6 通話中クローズ設定

1 テレビ電話設定

2 テレビ電話画像選択

1 時刻設定

2 日付設定

3 サマータイム設定

3 テレビ電話

4 時計／時間設定
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転送でんわサービス

開始に設定する

1. 待受画面でC［メニュー］ 「ネットワークサービ

ス」 「転送でんわ」 「転送サービス開始」

停止に設定する

1. 待受画面でC［メニュー］ 「ネットワークサービ

ス」 「転送でんわ」 「転送サービス停止」

番号通知お願いサービス

開始に設定する

1. 待受画面でC［メニュー］ 「ネットワークサービ

ス」 「番号通知お願いサービス」 「番号通知

サービス開始」

42

41

43

キャッチホン

開始に設定する

1. 待受画面でC［メニュー］ 「ネットワークサービ

ス」 「キャッチホン」 「キャッチホンサービス

開始」

停止に設定する

1. 待受画面でC［メニュー］ 「ネットワークサービ

ス」 「キャッチホン」 「キャッチホンサービス

停止」

停止に設定する

1. 待受画面でC［メニュー］ 「ネットワークサービ

ス」 「番号通知お願いサービス」 「番号通知サー

ビス停止」

FOMA端末から利用できるサービス

サービス

コレクトコール（料金着信払通話）（局番なし）106

（局番なし）104

（局番なし）115

（局番なし）117

知りたい地域の市外局番＋177

（局番なし）110

（局番なし）119

一般電話の番号案内およびドコモと
ご契約の携帯電話の番号案内（有料）
（電話番号の案内を希望されないお
客様についてはご案内できません）

電報の発信（有料）

電話番号

時報サービス（有料）

天気予報（有料）

警察への緊急通報

消防・救急への緊急通報

（局番なし）118海上で事件・事故が起きたときの緊急通報

（局番なし）171災害用伝言ダイヤル（有料）

午前8時～午後10時
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主なマーク

メイン画面

1 ～ ：電波の受信レベル

：圏外

2 ：音声電話通話中

1 23456 78 9 !" #

$ % & ( )

45

：テレビ電話通話中

：スピーカホンで音声通話中

3 （点滅）：ｉモード中

（点滅）：ｉモード通信中

：ダイヤルアップ接続中

：ダイヤルアップ通信中

：SSL対応ページを表示または取得中

4 ：「全着信拒否」を設定中

5 ：機能（タスク）を実行中

6 （白）：ｉモードセンターにメールあり

（ピンク）：ｉモードセンターのメールが満杯

（白）：ｉモードセンターにメッセージRあり

（ピンク）：ｉモードセンターのメッセージR

が満杯
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（白）：ｉモードセンターにメッセージFあり

（ピンク）：ｉモードセンターのメッセージFが

満杯

（白）：ｉモードセンターにメールとメッセー

ジR／Fあり

（ピンク）：ｉモードセンターのメールとメッセー

ジR／Fが満杯

7 （白）：未読のメールあり

（白）：未読のSMSあり

（白）：未読のメールとSMSあり

（ピンク）：受信BOXが満杯

：FOMAカードのSMSが満杯

8 （白）：留守番電話の伝言メッセージあり

（ピンク）：留守番電話の伝言メッセージが満杯

9 （白）：未読のメッセージRあり

（ピンク）：メッセージRが満杯

! （白）：未読のメッセージFあり

（ピンク）：メッセージFが満杯

" ：ｉアプリを起動中

：ｉアプリの自動起動失敗

# ～ ：電池残量表示

$ （ピンク）：マナーモードを設定中
（青）：オリジナルマナーモードを設定中

% ：音声電話とテレビ電話の着信音が鳴り、着
信バイブレータが動作しない状態に設定中



サブ画面

1 ～ ：電波の受信レベル

：圏外

2 ：音声電話通話中

：テレビ電話通話中

：スピーカホン通話利用中

1 2345 6
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：着信バイブレータが「パターン1（バイブのみ）」
または「パターン2（バイブのみ）」で動作する
状態／音声電話またはテレビ電話の着信音が鳴
らず、着信バイブレータが「メロディ+バイブ」
で動作する状態に設定中

：音声電話とテレビ電話の着信音が鳴り、着信
バイブレータが「メロディ+バイブ」で動作する
状態に設定中

：音声電話またはテレビ電話の着信音が鳴らず、
着信バイブレータが動作しない状態に設定中

& ：設定中のアラームあり
：当日のスケジュールあり
：設定中のアラームと当日のスケジュールあり

( ：miniSDメモリーカードを装着中

) ：FOMAカード未装着／FOMAカードにエラーが発生

50

49

51

：ダイヤルアップ接続中

：ダイヤルアップ通信中

3 ：「全着信拒否」を設定中

4 （白）：ｉモードセンター内にメールまたは

メッセージR／Fあり／未読のメールもしくは

SMSまたは未読のメッセージR／Fあり

（ピンク）：ｉモードセンター内のメールまたは

メッセージR／Fが満杯／受信BOX内またはFOMA

カード内のメールもしくはSMS、メッセージR／F

が満杯

5 ：設定中のアラームあり

：当日のスケジュールあり

：設定中のアラームと当日のスケジュールあり

6 ～ ：電池残量表示

取扱説明書に不明な点がございましたら、下記のとこ
ろまでお問い合わせください。

故障、異常かなと思われたら、下記のところまでお問
い合わせください。

・ダイヤルの番号をよくご確認の上、お間違いないよ
うおかけください。

故障お問い合わせ先 
■一般電話などからの場合 

 　　 0120-800-000 
　※ドコモの携帯電話、PHSからもご利用にな 
　　れます。 ※一般電話などからはご利用できません。 

■ドコモの携帯電話、PHSからの場合 

（局番なしの）113（無料） 

総合お問い合わせ先〈DoCoMo インフォメーションセンター〉 
■ドコモの携帯電話、PHSからの場合 

※一般電話などからはご利用できません。 
（局番なしの）151（無料） 

■一般電話などからの場合 

 　　 0120-800-000 
    ※ドコモの携帯電話、PHSからもご利用に 
       なれます。 
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海外のネットワークと利用できるサービス

・通信事業者や地域によっては、「○」のサービスで
もご利用になれない場合があります。

・各国・地域でご利用できるサービスについて、詳し
くはホームページをご確認ください。
http://www.nttdocomo.co.jp/service/world/

ネットワークを設定する

お買い上げ時の設定では、3Gネットワークに接続され
るように設定されています。GSM／GPRSネットワーク
でご利用になる場合は、「ネットワークモード」（P9）
設定を「GSM」または「自動」に設定してください。
また、ネットワークを直接選択して設定するなど、そ
の他の設定についてはP7以降を参照してください。

電話をかける
・相手がFOMAテレビ電話に対応した通信事業者で、

テレビ電話対応機種を利用していれば、Tを押し
てテレビ電話をかけることができます。

滞在国から日本にかける
・「自動付加設定」（P7）が「付加なし」に設定され

ていることをご確認ください。

FOMA L600i
クイックマニュアル（海外利用）

海外での紛失、盗難、利用累積額精算などについて 

-800-0120-0151

-81-3-5366-3114※ 

〈DoCoMo インフォメーションセンター〉（24時間受付） 
●ユニバーサルナンバー 
   ユニバーサルナンバー用 
   国際電話識別番号（表1）  
　※滞在国内通話料がかかる場合があります。 

●上記ユニバーサルナンバーがご利用できない場合 
　滞在国の国際電話 
　アクセス番号（表2）  
※日本向け通話料がかかります。 
※FOMA L600iからご利用の場合は+81-3-5366-3114でつながります（「＋」
は「0」ボタンを1秒以上押します）。 
※ユニバーサルナンバー用国際電話識別番号（表1）／主要国の国際電話アクセス
番号（表2）は、クイックマニュアルのP14、P16をご覧ください。 
※表1、表2の番号形態は変更になる場合があります。 

-800-5931-8600

-81-3-6718-1414※ 

〈ネットワークテクニカルオペレーションセンター〉（24時間受付） 
●ユニバーサルナンバー 
   ユニバーサルナンバー用 
   国際電話識別番号（表1） 
※滞在国内通話料がかかる場合があります。 

●上記ユニバーサルナンバーがご利用できない場合 
   滞在国の国際電話 
   アクセス番号（表2）  
※日本向け通話料がかかります。 
※FOMA L600iからご利用の場合は+81-3-6718-1414でつながります（「＋」
は「0」ボタンを1秒以上押します）。 
※ユニバーサルナンバー用国際電話識別番号（表1）／主要国の国際電話アクセス
番号（表2）は、クイックマニュアルのP14、P16をご覧ください。 
※表1、表2の番号形態は変更になる場合があります。 
 

海外での故障に関して 

ネット
ワーク

3G

GPRS

GSM

音　声

○

○

○

アイコン パケット通信
（ｉモード・
mopera Uなど）

○

○

×

SMS

○

○

○

テレビ
電話

○

×

×
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1. 待受画面で0を１秒以上押して「+」を表示

2. 日本の国番号「81」を入力

3. 市外局番の「0」を除いた相手の電話番号を入力

A(T)

4. 通話が終了したらP

滞在国で他のWORLD WING／WORLD WALKER
利用者にかける
・「自動付加設定」（P7）が「付加なし」に設定され

ていることをご確認ください。

1. 待受画面で0を１秒以上押して「+」を表示

2. 日本の国番号「81」を入力

5

4

3. 市外局番の「0」を除いた相手の電話番号を入力

A(T)

4. 通話が終了したらP

滞在国内にかける

1. 相手の電話番号を市外局番から入力 A(T)

2. 通話が終了したらP

滞在国から他国（日本を除く）へかける
・「自動付加設定」（P7）を「付加なし」に設定され

ていることを確認してください。

1. 待受画面で0を1秒以上押して「＋」を表示

2. 相手の国番号（P13）を入力

6

3. 市外局番の「0」を除いた相手の電話番号を入力

A(T)

4. 通話が終了したらP

電話を受ける

1. 電話がかかってきたらA（T）

滞在先の自分に電話をかけてもらう

日本から電話をかけてもらう

1. 日本にいるときと同様にお客様の携帯電話番号を入

力 発信

日本以外の国から電話をかけてもらう

1. 発信国の国際アクセス番号(P16)を入力

2. 日本の国番号「81」を入力

3. 最初の「0」を除いたお客様の携帯電話番号を入

力 発信
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簡単な操作で電話をかけられるように
設定する

自動付加設定をする

「＋」を入力すると、自動的に「国際電話設定」で設定した
番号に変換して電話をかけるように設定します。

1. 待受画面でC［メニュー］ 「設定」

2.「通話機能」 「国際ダイヤル設定」 「自動付加

設定」 「自動」／「付加なし」

・自動：「＋」を「国際電話設定」で設定した

番号に変換

・付加なし：「＋」の変換なし

9

8

国際電話設定をする

国際電話をかけるときに電話番号の先頭に付加する国
際アクセス番号を設定します。お買い上げ時には
「009130010」（WORLD CALL）が設定されています。

1. 待受画面でC［メニュー］ 「設定」

2.「通話機能」 「国際ダイヤル設定」 「国際電話

設定」 「名称」と「番号」を入力 設定後

I［完了］

・名称：国際電話サービスの名前を入力

・番号：国際アクセス番号を入力

ネットワークを手動で選択する

利用するネットワークを手動で検索します。

1. 待受画面でC［メニュー］ 「設定」

10

2.「ネットワーク｣ 「ネットワーク接続モード選択」

3.「手動」 ネットワークを選択 C

検索するネットワークの種類を設定する

ネットワークを検索するとき、検索するネットワーク
の種類を設定します。

1. 待受画面でC［メニュー］ 「設定」

2.「ネットワーク」 「ネットワークモード」

「自動」／「3G」／「GSM」
・自動：接続できるすべてのネットワークを検索

・3G：3Gに対応したネットワークのみ検索

・GSM：GSM／GPRSに対応したネットワークのみ検索
※ 帰国後は「3G」に設定してください。

優先的に接続するネットワークを登録する

ネットワークを登録する

ネットワークを自動で検索する場合に、優先的に接続
するネットワーク（通信事業者）を登録します。

1. 待受画面でC［メニュー］ 「設定」

2.「ネットワーク」 「リストから登録」

・リスト登録画面が表示されます。

3. M［メニュー］ 「新規追加」 「ネットワーク

検索」／「新規ネットワーク」

・ネットワーク検索：リストからネットワークを選択

して登録

・新規ネットワーク：新たなネットワークを登録



主要国の国番号

※ この他の国の番号および詳細については、WORLD WING

のホームページを確認してください。
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11

ネットワークの優先順位を設定する

1. リスト登録画面（P10）で順位を変更するネットワー

クを選択 M［メニュー］

「上へ移動」／「下へ移動」

・上へ移動：優先順位を１つ上へ移動

・下へ移動：優先順位を１つ下へ移動

ネットワーク名を表示する

待受画面に、現在設定されているネットワーク名を表
示するように設定できます。

1. 待受画面でC［メニュー］ 「設定」

2.「ネットワーク」 「ネットワーク名表示」

「ON」／「OFF」

13

12

国際ローミング中は着信を受けないよう
に設定する

1. 待受画面でC［メニュー］ 「ネットワークサー

ビス」

2.「その他」 「ローミング時着信規制」 「着信規

制開始｣※ 「全着信規制」／「データ呼着信規

制」 ネットワーク暗証番号を入力 C
・全着信規制：すべての着信を禁止

・データ呼着信規制：テレビ電話の着信のみ禁止

※：着信規制を停止するには「着信規制停止」を選

択します。

14

ユニバーサルナンバー用国際識別番号（表1）
・一部ご利用できない場合があります。

ご利用地域

アメリカ合衆国

イギリス

イタリア

インドネシア

オーストラリア

番　号

1

44

39

62

61

ご利用地域

カナダ

韓国

ギリシャ

シンガポール

スイス

番　号

1

82

30

65

41

ご利用地域

アイルランド

アメリカ合衆国

アルゼンチン

イギリス

イスラエル

番　号

00

011

00

00

014

ご利用地域

韓国

コロンビア

シンガポール

スイス

番　号

001

009

001

00

イタリア 00

スウェーデン 00

オーストラリア 0011

スペイン 00

タイ 001

台湾 00オーストリア 00

中国 00オランダ 00

カナダ 011 デンマーク 00
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※ この他の国の番号および詳細については、WORLD WING

のホームページを確認してください。

17

16

主要国の国際電話アクセス番号（表2）
・一部ご利用できない場合があります。

※ この他の国の番号および詳細については、WORLD WING

のホームページを確認してください。

ドイツ

ニュージーランド

ノルウェー

フィリピン

00

00

00

00

ブラジル

ベルギー

香港

マレーシア

0021

00

001

00

フィンランド 990

フランス 00

ルクセンブルグ 00

ご利用地域 番　号 ご利用地域 番　号

ご利用地域 番　号 ご利用地域 番　号

トルコ 00 ベトナム 00

ニュージーランド 00 ベルギー 00

ノルウェー 00 ポーランド 00

ハンガリー 00 ポルトガル 00

フィリピン 00 香港 001

フィンランド 00 マカオ 00

990 マレーシア 00

フランス

ブラジル

00

0041

0021

0023

モナコ

ルクセンブルグ

ロシア

00

00

810

アイルランド

アメリカ合衆国

アラブ首長国連邦

イギリス

00

011

00

00

ギリシャ

シンガポール

スイス

スウェーデン

00

001

00

00

イタリア 00 スペイン 00

ご利用地域 番　号 ご利用地域 番　号

インド

インドネシア

オーストラリア

オランダ

カナダ

00

001

0011

00

011

タイ

台湾

チェコ

中国

デンマーク

ドイツ

001

002

00

00

00

韓国 001 00





マナーもいっしょに携帯しましょう
FOMA端末を使用する場合は、周囲の方の迷惑にならないように注意しましょう。

こんな場合は必ず電源を切りましょう
■使用禁止の場所にいる場合

携帯電話を使用してはいけない場所があります。以下の場所では、必ずFOMA端末の電源を切ってください。
・航空機内 ・病院内
※医用電気機器を使用している方がいるのは病棟内だけではありません。ロビーや待合室などでも、必ず電源を切ってください。

■運転中の場合
運転中のFOMA端末のご使用は、安全な走行の妨げとなり危険です。
※車を安全なところに停車させてからご使用ください。

■満員電車の中など、植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細動器を装着した方が近くにいる可能性がある場合
植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細動器に悪影響を与える恐れがあります。

■劇場・映画館・美術館など公共の場所にいる場合
静かにすべき公共の場所でFOMA端末を使用すると、周囲の方への迷惑になります。

使用する場所や声・着信音の大きさに注意しましょう
■レストランやホテルのロビーなどの静かな場所でFOMA端末を使用する場合は、声の大きさなどに気をつけましょう。
■街の中では、通行の妨げにならない場所で使用しましょう。

プライバシーに配慮しましょう

カメラ付き携帯電話を利用して撮影や画像送信を行う際は、プライバシーなどにご配慮ください。

こんな機能が公共のマナーを守ります

かかってきた電話に応答しない設定や、FOMA端末から鳴る音をすべて消す設定など、便利な機能があります。

●マナーモード

ボタン確認音・着信音などFOMA端末から鳴る音をすべて消します。→P70

●バイブレータ

電話がかかってきたことを、振動でお知らせします。→P70

●留守番電話サービス、転送でんわサービスなど

電話に出られない場合に、オプションサービスを利用して電話をかけてきた相手の用件を録音・転送します。→P190、P193

ｉMenu ⇒ 料金＆お申込 ⇒ ドコモeサイト 
 
My DoCoMo（https://www.mydocomo.com/）⇒ 各種手続き（ドコモeサイト） 
 ※ ｉモードからご利用になる場合、「ネットワーク暗証番号」が必要となります。 

※ ｉモードからご利用いただく場合のパケット通信料は無料です。海外からのアクセスの場合は有料となります。  
※ パソコンからご利用になる場合、「My DoCoMo ID／パスワード」が必要となります。 
※ 「ネットワーク暗証番号」および「My DoCoMo ID／パスワード」をお持ちでない方・お忘れの方は、裏表紙の総合お問

い合わせ先にご相談ください。 
※ ご契約内容によってはご利用いただけない場合があります。 
※ システムメンテナンスなどにより、ご利用になれない場合があります。 
 

「ドコモeサイト」では住所変更、料金プラン変更などの各種お手続き、資料請求を承っております。 

ｉモードから 
 
パソコンから 
 

パケット通信料無料 
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総合お問い合わせ先 
〈DoCoMo インフォメーションセンター〉 

海外での故障に関して 海外での紛失、盗難、利用累積額精算などについて 

環境保全のため、不要になった電池はNTT DoCoMoまたは代理店、 
リサイクル協力店などにお持ちください。 

-800-5931-8600-800-0120-0151

-81-3-5366-3114※ -81-3-6718-1414※ 

MMBB0186201

06.6（第3.1版） 

■ドコモの携帯電話、PHSからの場合 

※一般電話などからはご利用できません。 
（局番なしの）151（無料） 

■一般電話などからの場合 

 　　 0120-800-000 
　※ドコモの携帯電話、PHSからもご利用になれます。 
●ダイヤルの番号をよくご確認の上、お間違いないようおかけください。 

※一般電話などからはご利用できません。 

故障お問い合わせ先 

■ドコモの携帯電話、PHSからの場合 

（局番なしの）113（無料） 
■一般電話などからの場合 

 　　 0120-800-000 
　※ドコモの携帯電話、PHSからもご利用になれます。 
●ダイヤルの番号をよくご確認の上、お間違いないようおかけください。 
●なお、詳しくはFOMA端末などに添付の「全国サービスステーション
一覧」でご確認ください。 

〈DoCoMo インフォメーションセンター〉（24時間受付） 
●ユニバーサルナンバー 
   ユニバーサルナンバー用 
   国際電話識別番号（表1）  
　※滞在国内通話料がかかる場合があります。 

●上記ユニバーサルナンバーがご利用できない場合 
　滞在国の国際電話 
　アクセス番号（表2）  

※日本向け通話料がかかります。 
※表1、表2の番号形態は変更になる場合があります。 
 
※FOMA L600iからご利用の場合は+81-3-5366-3114でつながりま
す（「＋」は「0」ボタンを1秒以上押します）。 

※ユニバーサルナンバー用国際電話識別番号（表1）／主要国の国際電話
アクセス番号（表2）は、取扱説明書P220をご覧ください。 

〈ネットワークテクニカルオペレーションセンター〉（24時間受付） 
●ユニバーサルナンバー 
   ユニバーサルナンバー用 
   国際電話識別番号（表1） 
※滞在国内通話料がかかる場合があります。 

●上記ユニバーサルナンバーがご利用できない場合 
   滞在国の国際電話 
   アクセス番号（表2）  

※日本向け通話料がかかります。 
※表1、表2の番号形態は変更になる場合があります。 
 
※FOMA L600iからご利用の場合は+81-3-6718-1414でつながりま
す（「＋」は「0」ボタンを1秒以上押します）。 

※ユニバーサルナンバー用国際電話識別番号（表1）／主要国の国際電話
アクセス番号（表2）は、取扱説明書P220をご覧ください。 

製造元 LG電子ジャパン株式会社 
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FOMA端末から利用できるデータ通信
について

FOMA端末とパソコンなどを接続してデータ通信が

できます。データ通信は、パケット通信とデータ転

送に分類できます。

・本FOMA端末は、64Kデータ通信に対応していま

せん。

・FOMA端末は、Remote Wakeupには対応していま

せん。

・FOMA端末は、FAX通信をサポートしていません。

利用できる通信方式

パケット通信

送受信したデータ量に応じて通信料金がかかる通信

方式です。ネットワークに接続したままの状態で必

要なときにのみデータを送受信する使いかたに適し

ています。

ドコモのインターネット接続サービス「mopera U」

などFOMAのパケット通信に対応したアクセスポイ

ントを利用して、受信最大384kbps、送信最大

64kbpsの通信速度でデータ通信ができます。

FOMA L600iは、海外でもW-CDMAまたはGPRSのパ

ケット通信に対応したアクセスポイントを利用し

て、データ通信ができます。

･ 多量のデータの送受信を行うと、通信料金が高額

になりますのでご注意ください。

データ転送

赤外線やデータリンクソフトを利用してFOMA端末

やパソコンなどとデータを送受信する通信方式で

す。通信料金はかかりません。

ご利用に当たっての留意点

インターネットサービスプロバイダの利用料につ
いて

インターネットを利用する場合は、ご利用になるイン

ターネットサービスプロバイダ（以降プロバイダ）に

対する利用料が必要になります。この利用料は、

FOMAサービスの利用料とは別に直接プロバイダにお

支払いいただきます。利用料の詳しい内容については、

ご利用のプロバイダにお問い合わせください。

ドコモのインターネット接続サービス「mopera U」を

ご利用いただけます。「mopera U」をご利用いただく

場合は、お申し込みが必要となります（有料）。

1

データ通信マニュアル
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データ通信マニュアル

2

接続先（プロバイダなど）の設定について

パケット通信を行うときはパケット通信対応の接続

先をご利用ください。

･ DoPaのアクセスポイントには接続できません。

･ PIAFSなどのPHS64K/32Kデータ通信のアクセスポ

イントには接続できません。

ネットワークアクセス時のユーザ認証について

接続先によっては、接続時にユーザ認証（IDとパス

ワード）が必要な場合があります。その場合は、通

信ソフト（ダイヤルアップネットワーク）でIDとパス

ワードを入力して接続してください。IDとパスワード

は接続先のプロバイダまたは接続先のネットワーク管

理者から付与されます。詳しい内容については、そち

らにお問い合わせください。

パケット通信の条件

FOMA端末とパソコンなどを接続して通信を行うに

は、次の条件が必要です。ただし、条件が整ってい

ても基地局の混雑状況や電波状態によって通信でき

ないことがあります。

・FOMA USB接続ケーブル（別売）が利用できるパ

ソコンであること

・FOMAサービスエリア内であること

・アクセスポイントがFOMAのパケット通信の接続方

式（PDP Type）のうち、IP接続に対応していること

お使いになる前に

動作環境について

データ通信を利用するためのパソコンの動作環境は

次のとおりです。

※1：Windows 98には対応していません。

※2：必要メモリ、ハードディスク容量は、パソコンのシス

テム構成によって異なる場合があります。

次のページへ続く

必要環境

･PC-AT互換機でCD-ROMドライブが

使用できる機器

･USBポート（USB仕様Rev1.1/2.0準拠）

･ディスプレイ解像度800×600ドッ

ト、High Color（65,536色）以上を

推奨
Windows XP、Windows 2000、

Windows Me、Windows 98SE（各日

本語版）

･Windows XP：128Mバイト以上※2

･Windows 2000：64Mバイト以上※2

･Windows Me、Windows 98SE：32M

バイト以上※2

5Mバイト以上の空き容量※2

項　目

パソコン本体

OS※1

ハードディスク

容量

必要メモリ
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データ通信の用語一覧

■APN：

Access Point Nameの略です。パケット通信の接続

先（プロバイダやLANなど）を識別するときに使用

されます。ドコモのインターネット接続サービス

「mopera U」のAPNは「mopera.net」となります。

■cid：

Context Identifier の略です。パケット通信の接続先

（APN）をFOMA端末に登録するときに付ける登録

番号です。本FOMA端末では1～10までのcidを使っ

て10件のAPNを登録できます。

■DNS：

Domain Name Systemの略です。URLなどに含まれる

「nttdocomo.co.jp」などの表現を、コンピュータが読

み込めるように数字のみのアドレスに変換するシ

ステムです。

■PDP type :

PDPは、Packet Data Protocol の略です。パケット

通信の方式を表し、通常はPPP接続方式とIP接続方

式からプロバイダなど接続先が指定する方式を選

択します。本FOMA端末は、IP接続方式のみに対

応しています。

接続先が対応するPDP typeにつきましては、プロ

バイダまたは接続先のネットワーク管理者にお問

い合わせください。

■QoS：

Quality of Serviceの略です。ネットワークのサー

ビス品質を示します。FOMA端末ではデータの通

信速度の条件を指定できます。※

※：接続時の速度は通信状況などによって可変し

ます。

■W-TCP：

FOMAネットワークでパケット通信を行うときに、

TCP/IPの伝送能力を最大限に生かすためのTCPパ

ラメータです。

FOMA端末の通信性能を最大限に活用するには、

TCPパラメータの最適化が必要となります。

■パソコンの管理者権限：

Windows XP、Windows 2000のシステムのすべてに

アクセスできる権限のことです。管理者権限を持

たないユーザー（アカウント）は、通信設定ファ

イル（ドライバ）やFOMA PC設定ソフトなどのイ

ンストール／アンインストールができません。

データ通信マニュアル
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データ通信の準備の流れ

FOMA端末とパソコンを接続して、パケット通信を

行うときの準備について説明します。次のような流

れになります。

通信設定ファイルとFOMA PC設定ソフトについて

添付のCD-ROMにはL600i通信設定ファイルとFOMA

PC設定ソフトが収録されています。

・L600i通信設定ファイルは、FOMA端末とパソコン

をFOMA USB接続ケーブル（別売）で接続して、

パケット通信やデータ転送を行うときに必要なソ

フトウェア（ドライバ）です。

・FOMA PC設定ソフトは、パケット通信の接続先

（APN）やダイヤルアップを簡単に設定できるソ

フトウェアです。

パソコンとFOMA端末を接続する

パソコンとFOMA端末をFOMA USB接続ケーブル

（別売）で接続する方法について説明します。

・パソコンとの接続には、FOMA USB接続ケーブル

をご利用ください。市販のUSBケーブルはコネク

タ部の形状が異なるため使用できません。

データ通信マニュアル

次のページへ続く

接続先を設定する 

 L600i通信設定ファイルをパソコンにインストールする 
→P5

接続する→P20、P44

FOMA PC設定 
ソフトを使用 
する場合 
→P16

FOMA PC設定 
ソフトを使用 
しない場合 
→P27

DoCoMoのロゴの 
面を上にする 

端子キャップを 
開ける 

USBコネクタ 
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1. FOMA端末の外部接続端子キャップを開け、FOMA

USB接続ケーブルの外部接続コネクタをまっすぐ

「カチッ」と音がするまで差し込む

2. FOMA USB接続ケーブルのUSBコネクタをパソコ

ンのUSB端子に接続する

取り外しかた

1. FOMA USB接続ケーブル（別売）の外部接続コネ

クタのリリースボタンを押しながら、まっすぐ引

き抜く

2. パソコンのUSB端子からFOMA USB接続ケーブル

を引き抜く

お知らせ

・通信の切断、誤動作、データ消失の原因となるため、

データ通信中にFOMA USB接続ケーブルを取り外さな

いでください。

・FOMA USB接続ケーブルのコネクタは無理に差し込ま

ないでください。各コネクタは、正しい向き、正しい

角度で差し込まないと接続できません。正しく差し込

んだときは、強い力を入れなくてもスムーズに差し込

めるようになっています。うまく差し込めないときは、

無理に差し込まず、もう一度コネクタの形や向きを確

認してください。

通信設定ファイル（ドライバ）を
インストールする

・通信設定ファイルのインストールは、必ずFOMA

端末がパソコンに接続されていない状態で開始し

てください。

・通信設定ファイルのインストールを開始する前に、

他のソフトウェアが稼動していないことをご確認

ください。他のソフトウェアが稼動している場合

は、ソフトウェアを終了させた後にインストール

を開始してください。

・Windows XPまたはWindows 2000でL600i通信設定

ファイルのインストールを行う場合は、必ずパソ

コンの管理者権限を持ったアカウントで行ってく

ださい。それ以外のアカウントでインストールを

データ通信マニュアル

リリースボタン 

リリースボタン 
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行うとエラーになります。パソコンの管理者権限

の設定については、各パソコンメーカー、マイク

ロソフト社にお問い合わせください。

Windows XPにインストールする

1. FOMA L600i用CD-ROMをパソコンにセットする

2.「スタート」 「ファイル名を指定して実行」の

順にクリックする

3.「名前」欄に「＜CD-ROMドライブ名＞：￥L600i

通信設定ファイル￥LGUsbModemDriver_L600i_

WHQL_Ver_1.0.exe」を入力 ［OK］をクリッ

クする

4. 設定言語の選択画面で言語を選択 ［次へ］をク

リックする

ここでは日本語を選択した場合の例で説明します。

5. インストール画面で［次へ］をクリックする

6. インストール確認画面で［OK］をクリックする

データ通信マニュアル

次のページへ続く
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7. パソコンとFOMA端末を接続する

接続方法→P4

・FOMA端末の電源が入っている状態で接続して

ください。

接続後、L600i通信設定ファイルが自動的にインス

トールされます。

すべてのL600i通信設定ファイルのインストールが

完了すると、パソコンの画面のタスクバーから

「新しいハードウェアがインストールされ、使用

準備ができました」というポップアップメッセー

ジが数秒間表示されます。

続いて、L600i通信設定ファイルが正しくインストー

ルされていることを確認してください。→P9

Windows 2000にインストールする

1. FOMA L600i用CD-ROMをパソコンにセットする

2.「スタート」 「ファイル名を指定して実行」の

順にクリックする

3.「名前」欄に「＜CD-ROMドライブ名＞：￥L600i

通信設定ファイル￥LGUsbModemDriver_L600i_

WHQL_Ver_1.0.exe」を入力 ［OK］をクリッ

クする

4. 設定言語の選択画面で言語を選択 ［次へ］をク

リックする

ここでは日本語を選択した場合の例で説明します。

5. インストール画面で［次へ］をクリックする

6. インストール確認画面で［OK］をクリックする

データ通信マニュアル
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7. パソコンとFOMA端末を接続する

接続方法→P4

・FOMA端末の電源が入っている状態で接続して

ください。

接続後、L600i通信設定ファイルが自動的にインス

トールされます。

続いて、L600i通信設定ファイルが正しくインストー

ルされていることを確認してください。→P9

Windows Me/Windows 98SEにインストールする

1. FOMA L600i用CD-ROMをパソコンにセットする

2.「スタート」 「ファイル名を指定して実行」の

順にクリックする

3.「名前」欄に「＜CD-ROMドライブ名＞：¥L600i

通信設定ファイル¥LGUsbModemDriver_L600i_

WHQL_Ver_1.0.exe」を入力 ［OK］をクリッ

クする

4. 設定言語の選択画面で言語を選択 ［次へ］をク

リックする

ここでは日本語を選択した場合の例で説明します。

5. インストール画面で［次へ］をクリックする

6. インストール完了画面で［はい］をクリックする

パソコンが再起動します。

データ通信マニュアル

次のページへ続く
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7. パソコンの再起動後、パソコンとFOMA端末を接

続する

接続方法→P4

・FOMA端末の電源が入っている状態で接続して

ください。

接続後、4種類のL600i通信設定ファイルが自動的

にインストールされます。

続いて、L600i通信設定ファイルが正しくインストー

ルされていることを確認してください。→右記

お知らせ

・L600i通信設定ファイルのインストール中にパソコンか

らFOMA USB接続ケーブル（別売）を抜いた場合や、

［キャンセル］をクリックしてインストールを中止した

場合は、L600i通信設定ファイルが正常にインストール

できなくなることがあります。このようなときは、ア

ンインストール（P10）の手順に従いL600i通信設定フ

ァイルを削除してから、インストールし直してくださ

い。

インストールした通信設定ファイル
（ドライバ）を確認する

1. Windows の「コントロールパネル」を起動する

■Windows XPの場合

「スタート」 「コントロールパネル」を順にク

リックする

■Windows 2000、Windows Me、Windows 98SEの場合

「スタート」 「設定」 「コントロールパネル」

を順にクリックする

2.「コントロールパネル」の「システム」を起動する

■Windows XP、Windows 2000の場合

「パフォーマンスとメンテナンス」から「システム」

アイコンをクリックする

■Windows Me、Windows 98SEの場合

「コントロールパネル」に「システム」アイコンが

表示されないときは「すべてのコントロールパネ

ルのオプションを表示する」をクリックする

3. デバイスマネージャを起動する

■Windows XP、Windows 2000の場合

「ハードウェア」タブ 「デバイスマネージャ」

を順にクリックする

■Windows Me、Windows 98SEの場合

「デバイスマネージャ」タブをクリックする

データ通信マニュアル
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4. 各デバイスをクリックして、インストールされた

ドライバを確認する

「ポート（COM/LPT）」「モデム」「USB（Universal

Serial Bus）コントローラ」（Windows Me/98SEの

場合は「ユニバーサルシリアルバスコントロー

ラ」）の各デバイスの下にすべてのドライバ名が

表示されていることを確認します。

＜Windows XPの場合＞

L600i通信設定ファイルをインストールすると、次の

ドライバがパソコンにインストールされます。

※： Windows Me／Windows 98SEのみにインストールされます。

通信設定ファイル（ドライバ）をアン
インストールする

・通信設定ファイルのアンインストールは、必ず

FOMA端末がパソコンに接続されていない状態で

開始してください。

・Windows XPまたはWindows 2000でL600i通信設定

ファイルのアンインストールを行う場合は、必ず

パソコンの管理者権限を持ったアカウントで行っ

てください。それ以外のアカウントでアンインス

トールを行うとエラーになります。パソコンの管

理者権限の設定については、各パソコンメーカー、

マイクロソフト社にお問い合わせください。

1. FOMA L600i用CD-ROMをパソコンにセットする

2.「スタート」 「ファイル名を指定して実行」の

順にクリックする

データ通信マニュアル

次のページへ続く

デバイス名 ドライバ名

ポート（COM/LPT） FOMA L600i Serial

モデム FOMA L600i Modem

USB（Universal Serial Bus）

コントローラ　またはユ

ニバーサル　シリアルバ

スコントローラ

FOMA L600i Bus

FOMA L600i Modem※

FOMA L600i Serial※
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3.「名前」欄に「＜CD-ROMドライブ名＞：￥L600i

通信設定ファイル￥LGUsbModemDriver_L600i_

WHQL_Ver_1.0.exe」を入力 ［OK］をクリッ

クする

4.［OK］をクリックする

5. アンインストールの完了画面で［OK］をクリック

する

■Windows Me/Windows 98SEの場合

アンインストールの完了画面で［はい］をクリッ

クする

パソコンが再起動されます。

FOMA PC設定ソフトについて

FOMA端末をパソコンに接続してパケット通信を行

うには、通信に関するさまざまな設定が必要です。

FOMA PC設定ソフトを使用すると、次の設定を簡単

な操作で行うことができます。

・FOMA PC設定ソフトを使用せずに、パケット通信

の設定を行うこともできます。→P27

■かんたん設定

ガイドに従い操作することで、「FOMAデータ通信

用ダイヤルアップの作成」を行い、同時に「W-

TCPの設定」などを行います。

■W-TCPの設定

「FOMA パケット通信」を利用する前に、パソコ

ン内の通信設定を最適化します。

通信性能を最大限に活用するには、W-TCP設定に

よる通信設定の最適化が必要となります。

■接続先（APN）の設定

パケット通信を行う際に必要な接続先（APN）の

設定を行います。

FOMAパケット通信の接続先には、電話番号は使

用しません。あらかじめ接続先ごとに、FOMA端

末にAPN（Access Point Name）と呼ばれる接続先

名を登録し、その登録番号（cid）を接続先電話番

号欄に指定して接続します。

データ通信マニュアル
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お知らせ

・FOMA端末に割り当てられているCOMポートの番号が

COM20より大きい場合、APN情報の取得、書き込みが

できません。

・古いバージョンの「FOMA PC設定ソフト」（バージョン

1.00および2.00、以降「旧FOMA PC設定ソフト」）がイ

ンストールされている場合は、「FOMA PC設定ソフト」

（バージョン2.0.1）のインストールを行う前にアンイン

ストールしてください。バージョンの確認方法につい

てはP15を参照してください。

FOMA PC設定ソフトを使用した通信の設
定の流れ

データ通信マニュアル

 ステップ2：各種設定前の準備をする 

ステップ1：FOMA PC設定ソフトをインストールする 
・ 「旧FOMA PC設定ソフト」がインストールされている場合は、 
　「FOMA PC設定ソフト」のインストールを行う前にあらかじめそ 
　れらのソフトをアンインストールしてください。  
　「旧FOMA PC設定ソフト」がインストールされている場合は、 
　「FOMA PC設定ソフト」のインストールはできません。 

・ 各種設定の前にFOMA端末とパソコンが接続され、かつ正しく 
　認識されていることを確認してください。FOMA端末とパソコン 
　の接続方法については、P4を参照してください。  
・ FOMA端末がパソコンに正しく認識されていない場合、各種設 
　定および通信を行うことができません。その場合はL600i通信 
　設定ファイルのインストールを行ってください。→P5

ステップ3：かんたん設定を使用して各種設定をする 
・ mopera Uを利用したパケット通信設定方法→P16  
・ その他のプロバイダを利用したパケット通信設定方法→P18

ステップ4：インターネットに接続する 
・ 接続方法→P20
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インストールをする前に

FOMA PC設定ソフトを利用するためのパソコンの動

作環境についてはP2の「動作環境について」を参照

してください。

・動作環境によってはご使用になれない場合があり

ます。また、P2の動作環境以外でのご使用による

お問い合わせおよび動作保証は、当社では責任を

負いかねますのであらかじめご了承ください。

FOMA PC設定ソフトを
インストールする

・Windows XPまたはWindows 2000でFOMA PC設定

ソフトのインストールを行う場合は、必ずパソコ

ンの管理者権限を持ったアカウントで行ってくだ

さい。それ以外のアカウントでインストールを行

うとエラーになります。パソコンの管理者権限の

設定については、各パソコンメーカー、マイクロ

ソフト社にお問い合わせください。

＜例：Windows XPでインストールする場合＞

1. FOMA L600i用CD-ROMをパソコンにセットする

2.「スタート」 「ファイル名を指定して実行」の

順にクリックする

3.「名前」欄に「＜CD-ROMドライブ名＞：

¥FOMA PC設定ソフト¥setup.exe」を入力

［OK］をクリックする

4.［次へ］をクリックする

旧「W-TCP設定ソフト」および旧「APN設定ソフ

ト」などがインストールされているという画面が

表示された場合は、P14を参照してください。

・インストールを始める前に、現在使用中または

常駐している他のプログラムがないことを確認

してください。使用中のプログラムがあった場

合は、［キャンセル］をクリックして使用中の

プログラムを終了させた後、インストールを再

開してください。

5.「FOMA PC設定ソフト」の使用許諾契約書の内容

を確認し、契約内容に同意する場合は［はい］を

クリックする

［いいえ］をクリックすると、インストールは中

止されます。

6. セットアップタイプを選択 ［次へ］をクリック

する

セットアップ後、「W-TCP設定」のタスクトレイ

常駐の可否を選択できます。

「W-TCP通信」の最適化の設定／解除を操作する

機能で、常駐をおすすめします。

特に問題がない場合は「タスクトレイに常駐する」

にしたまま［次へ］をクリックして、インストー

ルを続行してください。「タスクトレイに常駐す

る」のチェックを外して設定した場合でもFOMA

PC設定ソフトの操作画面の「メニュー」をクリッ

13

データ通信マニュアル
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クし「W-TCP設定をタスクトレイに常駐させる」

を選択することにより設定を変更できます。

※「タスクトレイに常駐する」設定が有効になっ

ている場合は選択できません。

パソコン画面右下（通常）のタスクトレイに

が表示されます。

7. インストール先を確認 ［次へ］をクリックする

変更がある場合は［参照］をクリックし、任意の

インストール先を指定して［次へ］をクリックし

てください。

ハードディスク容量が不足する場合などには、違

うドライブにインストールすることもできます

が、通常はそのままお進みください。

8. プログラムフォルダのフォルダ名を確認 ［次へ］

をクリックする

変更がある場合は新規フォルダ名を入力し、［次

へ］をクリックしてください。

9.［完了］をクリックする

セットアップを完了すると、「FOMA PC設定ソフ

ト」の操作画面が起動します。このまま各種設定

を開始できます。

FOMA PC設定ソフトをインストールする
ときの注意

■「旧W-TCP設定ソフト」がインストールされてい

る場合

次の画面が表示されます。

「アプリケーション（プログラム）の追加と削除」

から「旧W-TCP設定ソフト」を削除してください。

■「旧APN設定ソフト」がインストールされている

場合

次の画面が表示されます。

［OK］をクリックすると、「旧APN設定ソフト」が

自動的にアンインストールされた後、FOMA PC設

定ソフトがインストールされます。

■「旧FOMA PC設定ソフト」、または既に「FOMA

PC設定ソフト」がインストールされている場合

次の画面が表示されます。

データ通信マニュアル

次のページへ続く
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「アプリケーション（プログラム）の追加と削除」

から「FOMA PC設定ソフト」を削除してください。

■インストール途中で［キャンセル］を押した場合

セットアップ途中で［キャンセル］や［いいえ］

をクリックし、先へ進まない命令を出した場合、

次の画面が表示されます。

［完了］をクリックしてインストールを終了して

ください。

再度インストールする場合は、インストールの操

作を最初からやり直してください。

■FOMA PC設定ソフトのバージョン情報の確認につ

いて

FOMA通信設定ソフト起動後、「メニュー」

「バージョン情報」を順にクリックする

次の画面が表示され、FOMA PC設定ソフトのバー

ジョン情報が確認できます。

通信の設定を行う

パケット通信に関する各種の設定をします。

・設定前にFOMA端末がパソコンに正しく接続され

ていることを確認してください。→P4

・Windows Me、Windows 98SEでは、FOMA端末に割

り当てられているCOMポートの番号がCOM20より

大きい場合、APN情報の取得、書き込みができませ

ん。その場合は、設定に「ハイパーターミナル」を

使用します。「接続先（APN）を設定する」→P30

・本FOMA端末は、64Kデータ通信に対応していま

せん。

データ通信マニュアル
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FOMA PC設定ソフトを起動する

1.「スタート」 「プログラム」 「FOMA PC設定

ソフト」 「FOMA PC設定ソフト」を順にクリッ

クする

■Windows XPの場合

「スタート」 「すべてのプログラム」

「FOMA PC設定ソフト」 「FOMA PC設定ソフ

ト」を順にクリックする

FOMA PC設定ソフトが起動します。

・mopera Uを利用したパケット通信設定方法

→右記

・その他のプロバイダを利用したパケット通信設

定方法→P18

かんたん設定「mopera Uを利用したパケッ
ト通信設定方法」

通信速度最大384kbps（受信側）のパケット通信の設

定を行います。FOMA端末を使用したインターネッ

ト接続には、ブロードバンド接続オプションや国際

ローミングなどに対応したドコモのインターネット

接続サービス「mopera U」が便利です（別途お申し

込みが必要です）。使用した月だけ月額使用料がかか

るプランもございます。

・パケット通信について：受信最大384kbps、送信最

大64kbpsのパケット通信が可能です。送受信した

データ量に応じて通信料金が計算されますので、

時間を気にせずデータ通信ができます。通信環境

やネットワークの混雑状況の影響により通信速度

が変化するベストエフォートによる提供です。

・本FOMA端末では、ドコモのインターネット接続

サービス「mopera」はご利用いただけません。

・パケット通信を利用して画像を含むホームページ

の閲覧、ファイルのダウンロードなどのデータ量

の多い通信を行うと、通信料金が高額になります

のでご注意ください。

・通信設定ファイルのインストールを開始する前に、

他のソフトウェアが稼動していないことをご確認

ください。他のソフトウェアが稼動している場合

は、ソフトウェアを終了させた後にインストール

を開始してください。

データ通信マニュアル

次のページへ続く
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1.［かんたん設定］をクリックする

2.「パケット通信」を選択 ［次へ］をクリックする

3.「『mopera U』への接続」を選択 ［次へ］をク

リックする

「mopera U」以外の接続先をご利用のお客様は、

P18を参照してください。

｢mopera U｣をご利用いただく場合は、お申し込み

が必要となります（有料）。

・本FOMA端末では、ドコモのインターネット接

続サービス「mopera」はご利用いただけません。

「『mopera』への接続」は選択しないでください。

4．「mopera U」をご契約済みの場合は［はい］をク

リックする

5.［OK］をクリックする

パソコンに接続されたFOMA端末から接続先（APN）

設定を取得します。しばらくお待ちください。

端末設定取得が完了すると、「ダイヤルアップ作

成」画面が表示されます。

3番目の接続先（APN）が「mopera U」用の接続

先に変更されます。

6.「接続名」欄に接続名を入力 ［次へ］をクリッ

クする

作成している接続設定に任意の名前を設定します。

・「接続名」欄に次の半角文字は入力できません。

￥/:＊?<>│”

7.［次へ］をクリックする

「『mopera U』への接続」を選択した場合、「ユーザー

名」「パスワード」の各欄は空欄でも接続できます。

■Windows XP、Windows 2000の場合

Windows XPおよびWindows 2000の場合は、ユーザー

の選択を任意で行ってください。Windows Meおよび

Windows 98SEの場合は、使用可能ユーザーの選択は

表示されません。

データ通信マニュアル
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8.「最適化を行う」をチェック ［次へ］をクリッ

クする

パケット通信に必要な「W-TCP設定」を最適化し

ます。既に最適化されている場合には、最適化の

確認画面は表示されません。その場合は操作9に

進みます。

9. 設定情報を確認 ［完了］をクリックする

設定された内容が一覧で表示されます。設定内容

に誤りがないことを確認してから、［完了］をク

リックしてください。

設定内容を変更する場合は［戻る］をクリックし

ます。

・「デスクトップにダイヤルアップのショートカッ

トを作成する」をチェックすると、デスクトップ

にショートカットが作成されます。

10.［OK］をクリックする

「最適化」の設定を変更した場合、設定変更を有

効にするためにパソコンを再起動する必要があり

ます。再起動の選択画面が表示された場合は［は

い］をクリックしてください。

設定完了後、通信を行います。→P20

かんたん設定「その他のプロバイダを利用
したパケット通信設定方法」

通信速度最大384kbps（受信側）のパケット通信の

設定を行います。

・パケット通信について：受信最大384kbps、送信

最大64kbps（一部機種を除く）のパケット通信が

可能です。送受信したデータ量に応じて通信料金

が計算されますので、時間を気にせずデータ通信

が行えます。通信環境やネットワークの混雑状況

の影響により通信速度が変化するベストエフォー

トによる提供です。

・パケット通信を利用して画像を含むホームページ

の閲覧、ファイルのダウンロードなどのデータ量

の多い通信を行うと、通信料金が高額になります

のでご注意ください。

1.［かんたん設定］をクリックする

2.「パケット通信」を選択 ［次へ］をクリックする

3.「その他」を選択 ［次へ］をクリックする

4.［OK］をクリックする

パソコンに接続されたFOMA端末から接続先（APN）

設定を取得します。しばらくお待ちください。

5.「接続名」欄に接続名を入力する

作成している接続設定に任意の名前を設定します。

・「接続名」欄に次の半角文字は入力できません。

￥/: ＊?<> │”

データ通信マニュアル

次のページへ続く
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・「発信者番号通知を行う」をチェックすると、

通信時、接続先に発信者番号を通知します。

6.［接続先（APN）設定］ ［追加］の順にクリッ

クし、接続先（APN）を設定する

ご利用のプロバイダのFOMAパケット通信に対応

した接続先（APN）を正しく入力して、［OK］を

クリックしてください。「接続先（APN）設定」

画面に戻ります。

・接続先には、半角文字で英数字、ハイフン（-）、

ピリオド（.）のみ入力できます。

・接続先（APN）は、cidの1、2、4～10に登録で

きます。お買い上げ時、cid3には「mopera.net」

が登録されています。

・［詳細設定］をクリックして「IP接続」を選択

します。本FOMA端末は接続方式（PDP type）

の設定は、「IP接続」のみに対応していますので、

「PPP接続」は選択しないでください。

7. 接続先を選択 ［OK］をクリックする

「パケット通信設定」画面に戻ります。

8.［詳細情報の設定］をクリック TCP/IPを設定

［OK］をクリックする

接続先の「IPアドレス」「ネームサーバー」の設定を

行います。プロバイダやLANなどのダイヤルアップ

情報として入力が必要な場合は、プロバイダやネッ

トワーク管理者の指示に従って各種情報を入力して

ください。

9.「接続先（APN）の選択」欄で接続先（APN）を

確認 ［次へ］をクリックする

10.ユーザー名、パスワードを入力 ［次へ］をク

リックする

データ通信マニュアル
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■Windows XP、Windows 2000の場合

Windows XPおよびWindows 2000の場合は、ユーザー

の選択を任意で行ってください。Windows Meおよび

Windows 98SEの場合は、使用可能ユーザーの選択は

表示されません。

ユーザー名、パスワードは、プロバイダから提供

された各種情報を、大文字／小文字などに注意し、

正確に入力してください。

11.「最適化を行う」をチェック ［次へ］をクリッ

クする

パケット通信に必要な「W-TCP設定」を最適化し

ます。既に最適化されている場合には、この画面

は表示されません。その場合は操作12に進みます。

12.設定情報を確認 ［完了］をクリックする

設定された内容が一覧で表示されます。設定内容

に誤りがないことを確認してください。

設定内容を変更する場合は［戻る］をクリックし

ます。

・「デスクトップにダイヤルアップのショートカッ

トを作成する」をチェックすると、デスクトップ

にショートカットが作成されます。

13.［OK］をクリックする

「最適化」の設定を変更した場合、設定変更を有

効にするためにパソコンを再起動する必要があり

ます。再起動の選択画面が表示された場合は［は

い］をクリックしてください。

設定完了後、通信を行います。→下記

設定した通信を実行する

FOMA PC設定ソフトで設定した通信の実行や切断の

方法について説明します。

・通信する前にFOMA端末がパソコンに正しく接続

されていることを確認してください。→P4

・通信するときは、設定に使用したFOMA端末を接

続してください。異なるFOMA端末を接続した場

合は、通信設定ファイルの再インストールが必要

な場合があります。

データ通信マニュアル

次のページへ続く
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1. パソコンのデスクトップの接続アイコン

をダブルクリックする

デスクトップに接続アイコンが表示され

ていない場合は、次の操作を行ってください。

■Windows XPの場合

「スタート」 「すべてのプログラム」 「ア

クセサリ」 「通信」 「ネットワーク接続」

を順にクリックし、FOMA端末の通信用に設定し

た接続先をダブルクリックする

■Windows 2000の場合
「スタート」 「プログラム」 「アクセサ
リ」 「通信」 「ネットワークとダイヤルアッ
プ接続」を順にクリックし、FOMA端末の通信用に
設定した接続先をダブルクリックする

■Windows Me／Windows 98SEの場合
「スタート」 「プログラム」 「アクセサ
リ」 「通信」 「ダイヤルアップネット
ワーク」を順にクリックし、FOMA端末の通信用
に設定した接続先をダブルクリックする

2.［ダイヤル］をクリック 接続を実行する

・「ダイヤル」欄の接続先の番号の先頭に「186」

が表示されている場合は、「186」を削除してか

ら［ダイヤル］をクリックしてください。

・「『mopera U』への接続」を選択した場合は

「ユーザー名」「パスワード」の各欄は空欄のま

ま、［ダイヤル］をクリックしても接続できま

す。その他のプロバイダやダイヤルアップ接続

を選択した場合は、「ユーザー名」「パスワード」

の各欄に入力し、［ダイヤル］をクリックして

ください。

・ユーザー名とパスワードの保存、またはパスワー

ドの保存をチェックすると、次回からは入力を省

略できます。

・OSの種類によっては、ダイヤルアップを接続す

ると接続の完了画面が表示されます。ただし、

以前に接続完了のメッセージを表示しない設定

にした場合は、完了画面は表示されません。

切断のしかた

インターネットブラウザを終了しただけでは通信回

線が切断されない場合があります。次の操作で確実

に切断してください。

1. パソコンのタスクトレイのダイヤルアップ

アイコンをダブルクリックする

接続状態を示す画面が表示されます。

2.［切断］をクリックする

接続が切断されます。

データ通信マニュアル
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お知らせ

・パソコンに表示される通信速度は、実際の通信速度と

は異なる場合があります。

ネットワークに接続できない場合について

ネットワークに接続できない（ダイヤルアップ接続

ができない）場合は、まず次の項目について確認し

てください。

■FOMA L600iがパソコン上で認識できない

・お使いのパソコンが動作環境（P2）を満たして

いるかを確認してください。

・FOMA L600i通信設定ファイルがインストールさ

れているか確認してください。

・FOMA端末がパソコンに接続され、電源が入っ

ているか確認してください。

・FOMA USB接続ケーブル（別売）が、しっかり

と接続されていることを確認してください。

■相手先に接続できない

・ID（ユーザ名）やパスワードの設定が正しいか

どうか確認してください。

・接続先のAPNが正しいかどうかを確認してくだ

さい。

FOMA PC設定ソフトを
アンインストールする

・Windows XP、Windows 2000で「FOMA PC設定ソフ

ト」のアンインストールを行う場合は、必ずパソ

コンの管理者権限を持ったアカウントで行ってく

ださい。それ以外のアカウントでアンインストー

ルを行うとエラーになります。パソコンの管理者

権限の設定については、各パソコンメーカー、マ

イクロソフト社にお問い合わせください。

アンインストールを実行する前に

FOMA PC設定ソフトをアンインストールする前に、

FOMA用に変更されたパソコンの状態を元に戻す必

要があります。

1.「W-TCP設定」を常駐させないようにする

パソコンのタスクトレイの を右クリックして、

ポップアップメニューから「常駐させない」をク

リックします。

2. 起動中の「FOMA PC設定ソフト」「W-TCP設定」

を終了させる

「FOMA PC設定ソフト」や「W-TCP設定」の起動

中にアンインストールしようとすると、アンイン

ストールの中断画面が表示されます。その場合は、

［OK］をクリックしてそれぞれのプログラムを終

了した後、アンインストールを行います。

データ通信マニュアル
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アンインストールする

1. Windowsの「アプリケーションの追加と削除」を

起動する

■Windows XPの場合

「スタート」 「コントロールパネル」 「プ

ログラムの追加と削除」を順にクリックする

■Windows 2000、Windows Me、Windows 98SEの場合

「スタート」 「設定」 「コントロールパネ

ル」 「アプリケーションの追加と削除」を順に

クリックする

Windows Me、Windows 98SEの場合は「アプリケー

ションの追加と削除のプロパティ」が表示されま

す。

2.「NTT DoCoMo FOMA PC設定ソフト」を選択

［変更と削除］をクリックする

3. 削除するプログラム名を確認 ［はい］をクリッ

クする

アンインストールが開始されます。

4.［OK］をクリックする

FOMA PC設定ソフトのアンインストールが終了し

ます。

「W-TCP最適化」の解除

「W-TCP最適化」がされている場合は、次の画面が

表示されます。アンインストールする場合は［はい］

をクリックしてください。W-TCP最適化の解除は再

起動後に行われます。

W-TCP設定

W-TCPの役割

「W-TCP設定」はFOMAネットワークでパケット通信

を行う際に、TCP/IPの伝送能力を最適化するための

「TCPパラメータ設定ツール」です。FOMA端末の通

信性能を最大限に活用するには、このソフトウェア

による通信設定が必要です。

最適化の設定と解除

Windows XPの場合

Windows XPの場合は、ダイヤルアップごとの最適化

設定が可能です。

データ通信マニュアル
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・通信設定ファイルのインストールを開始する前に、

他のソフトウェアが稼動していないことをご確認

ください。他のソフトウェアが稼動している場合

は、ソフトウェアを終了させた後にインストール

を開始してください。

1. プログラムを起動する

■「FOMA PC設定ソフト」から操作する場合

FOMA PC設定ソフトの起動画面の［W-TCP設定］

をクリックする

■タスクトレイから操作する場合

パソコンのタスクトレイの をクリックする

2. 次の操作を行う

■システム設定が最適化されていない場合

「W-TCP設定」画面で［最適化を行う］をクリッ

クする

「W-TCP設定（ダイヤルアップ）」画面が表示され

ます。最適化するダイヤルアップを選択して［実

行］をクリックすると、システム設定、ダイヤル

アップ設定それぞれの最適化が実行されます。

システム設定の最適化は、画面表示に従ってパソ

コンを再起動した後、有効になります。

■システム設定が最適化されている場合

「W-TCP設定（ダイヤルアップ）」画面が表示され

ます。システム設定を変更する場合は「最適化」

欄の設定を変更します。

システム設定の最適化は、画面表示に従ってパソ

コンを再起動した後、有効になります。

■最適化を解除する場合

1）「W-TCP設定（ダイヤルアップ）」画面で［シ

ステム設定］をクリックする

2）［最適化を解除する］をクリックする

画面表示に従ってパソコンを再起動した後、最

適化が解除されます。

接続先（APN）の設定

パケット通信の接続先（APN）を設定します。

接続先（APN）は10件まで設定でき、1～10の接続

先（APN）を管理する登録番号（cid）を付けます。

・設定する前にFOMA端末とパソコンが正しく接続

されていることを確認してください。→P4

1.「FOMA PC設定ソフト」の起動画面で［接続先

（APN）設定］をクリックする

データ通信マニュアル
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2. FOMA端末設定取得画面で［OK］をクリックする

パソコンに接続されたFOMA端末から接続先（APN）

設定を取得します。

3. 接続先（APN）の設定をする

・FOMA端末が接続されていない場合は、画面が

表示されません。

接続先（APN）の追加・編集・削除

■接続先（APN）を追加する場合

1.「接続先（APN）設定」画面で［追加］をクリッ

クする

■登録済みの接続先（APN）を編集する場合

1.「接続先（APN）設定」画面で編集する接続先

（APN）を一覧から選択 ［編集］をクリック

する

■登録済みの接続先（APN）を削除する場合

1.「接続先（APN）設定」画面で削除する接続先

（APN）を一覧から選択 ［削除］をクリック

する

・登録番号（cid）3にお買い上げ時に登録されて

いる接続先（APN）の「mopera.net」も削除さ

れますので、ご注意ください。

ファイルへの保存

FOMA端末に登録された接続先（APN）設定のバッ

クアップや、編集中の接続先（APN）設定の保存が

できます。

1.「接続先（APN）設定」画面で「ファイル」

「上書き保存」／「名前を付けて保存」を順にク

リックする

ファイルからの読み込み

パソコンに保存されている接続先（APN）設定の再

編集や、FOMA端末に書き込みができます。

1.「接続先（APN）設定」画面で「ファイル」

「開く」を順にクリックする

FOMA端末への接続先（APN）情報の書き
込み

表示されている接続先（APN）設定をFOMA端末に

書き込むことができます。

データ通信マニュアル
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1.「接続先（APN）設定」画面で［FOMA端末へ設

定を書き込む］をクリックする

「上書きの確認」画面が表示されます。

2.［はい］をクリックする

FOMA端末からの接続先（APN）情報の読
み込み

パソコンに接続されている本FOMA端末の接続先

（APN）情報のみ読み込むことができます。

1.「接続先（APN）設定」画面で「ファイル」

「FOMA端末からの設定を取得」を順にクリックす

る

「FOMA端末設定取得」画面が表示されます。

2.［OK］をクリックする

ダイヤルアップ作成機能

追加／編集された接続先（APN）からパケット通信

ダイヤルアップを作成して、FOMA端末へ書き込む

ことができます。

1.「接続先（APN）設定」画面で追加／編集された

接続先（APN）を選択 ［ダイヤルアップ作成］

をクリックする

FOMA端末設定書き込み確認画面が表示されます。

2.［はい］をクリックする

FOMA端末へ接続先（APN）情報の書き込みが終

了した後、［OK］をクリックすると「パケット通

信用ダイヤルアップの作成」画面が表示されます。

3. 任意の接続名を入力 ［アカウント・パスワード

の設定］をクリックする

・「mopera U」の場合は空欄でも接続できます。

4. ユーザー名、パスワードを入力 ［OK］をクリッ

クする

ダイヤルアップの作成が完了します。

・Windows XP、Windows 2000の場合はWindowsにロ

グオンできるユーザーに対して使用可能ユーザー

を任意で選択します。

・ご利用のプロバイダよりIP情報、DNS情報が指

示されている場合は、「パケット通信用ダイヤ

ルアップの作成」画面で［詳細情報の設定］を

クリックして、必要な情報を登録した後、［OK］

をクリックします。

お知らせ

・接続先（APN）は、パソコンに接続されるFOMA端末に

登録される情報です。そのため、異なるFOMA端末をパ

ソコンに接続した場合は、そのたびに接続先（APN）

を登録する必要があります。

データ通信マニュアル
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通信ポートを指定する

手動で通信設定を行うときなどのためにFOMA端末

に割り当てられたパソコンのCOMポートを指定でき

ます。

1. FOMA PC設定ソフトの起動画面で「メニュー」

「通信設定」を順にクリックする

2.「COMポート指定」を選択する

3.「COM」欄をクリック COMポート番号を選択

［OK］をクリックする

選択したCOMポートが設定されます。

・COMポートの確認方法は、P28を参照してくだ

さい。

ダイヤルアップネットワークの設定

FOMA PC設定ソフトを使用しないパケット通信のダ

イヤルアップ接続の設定方法について説明します。

FOMA PC設定ソフトを使用しない場合の
ダイヤルアップ設定の流れ

データ通信マニュアル

FOMA端末とパソコンが正しく接続されていることを確認 
します。→P4

COMポートを確認する 

・Windows XPの場合→P28　・Windows 2000の場合→P29 
・Windows Me／Windows 98SEの場合→P29 
 

ダイヤルアップの設定をする 

・Windows XPの場合→P32　・Windows 2000の場合→P36 
・Windows Me／Windows 98SEの場合→P41 

※設定内容の詳細については、プロバイダまたはネットワーク管理 
　者にお問い合わせください。 
 

 

接続先（APN）を設定する→P30

ATコマンドを使用してその他の設定をする→P45

接続する→P44

L600i通信設定ファイル（ドライバ）をインストールする→P5
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COMポートを確認する

パケット通信の接続先（APN）の設定を行う場合、通

信設定ファイルのインストール後に組み込まれた

「FOMA L600i Modem」（モデム）のCOMポート番号を

指定する必要があります。ここではCOMポート番号

の確認方法について説明します。確認したCOMポー

トは接続先（APN）の設定（P30）で使用します。

・ドコモのインターネット接続サービス「mopera U」

をご利用になる場合は、接続先（APN）の設定が

不要なため、COMポートの確認は不要です。

・Windows Me、Windows 98SEでは、FOMA端末に割

り当てられているCOMポートの番号がCOM20より

大きい場合、FOMA PC設定ソフトを利用してAPN

情報の取得、書き込みを行うことができません。そ

の場合は、設定に「ハイパーターミナル」を使用し

ます。「接続先（APN）を設定する」→P30

接続先（APN）と登録番号（cid）について

パケット通信の接続には、通常の電話番号の代わり

に接続先（APN）を使用します。

・接続先（APN）はパソコンからFOMA端末に登録

します。1～10の登録番号（cid）を付けて登録し、

その登録番号（cid）は接続先番号の一部として次

のように使用されます。

＜例：登録番号（cid）が1の接続先番号＞

*99***1#

・お買い上げ時、cid3には「mopera U」の接続先

（APN）「mopera.net」が登録されています。

Windows XPでCOMポートを確認する

1.「スタート」 「コントロールパネル」を順にク

リックする

2.「コントロールパネル」の「プリンタとその他の

ハードウェア」 「電話とモデムのオプション」

を順にクリックする

3.「所在地情報」画面が表示された場合は、「市外局

番／エリアコード」を入力 ［OK］をクリック

する

4.「モデム」タブをクリックし、「FOMA L600i

Modem」の「接続先」欄のCOM ポートを確認

［OK］をクリックする

・表示される内容およびCOMポートの番号は、お

使いのパソコンによって異なります。

データ通信マニュアル
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Windows 2000でCOMポートを確認する

1.「スタート」 「設定」 「コントロールパネル」

を順にクリックする

2.「コントロールパネル」の「電話とモデムのオプ

ション」アイコンをダブルクリックする

3.「所在地情報」画面が表示された場合は、「市外局

番」を入力 ［OK］をクリックする

4.「モデム」タブをクリックし、「FOMA L600i

Modem」の「接続先」欄のCOMポートを確認

［OK］をクリックする

・表示される内容およびCOMポートの番号は、お

使いのパソコンによって異なります。

Windows Me／Windows 98SEでCOMポートを
確認する

1.「スタート」 「設定」 「コントロールパネル」

を順にクリックする

2.「コントロールパネル」の「モデム」アイコンを

ダブルクリックする

コントロールパネルに「モデム」アイコンが表示

されないときは「すべてのコントロールパネルの

オプションを表示する」をクリックします。

3.「FOMA L600i Modem」がセットアップされてい

ることを確認 「検出結果」タブをクリックする

データ通信マニュアル
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4.「FOMA L600i Modem」が設定されているCOMポー

トを確認 ［OK］をクリックする

・表示される内容およびCOMポートの番号は、お

使いのパソコンによって異なります。

接続先（APN）を設定する

接続先（APN）を設定するには、ATコマンドを入力

するための通信ソフトが必要です。ここでは

Windows標準添付の「ハイパーターミナル」を使っ

た設定方法を説明します。

・設定する前にFOMA端末とパソコンが正しく接続

されていることを確認してください。→P4

・パケット通信を行う場合の接続先（APN）を設定

します。接続先（APN）は最大10件設定できます。

・「mopera U」以外の接続先（APN）については、

プロバイダまたはネットワーク管理者にお問い合

わせください。

・P31の操作5以降、「ハイパーターミナル」で入力

したATコマンドが表示されないことがあります。

このようなときは、

ATE1

と入力すれば、以降に入力するATコマンドが表

示されるようになります。

＜例：Windows XPの設定方法＞

1.「スタート」 「すべてのプログラム」 「アク

セサリ」 「通信」 「ハイパーターミナル」

を順にクリックする

ハイパーターミナルが起動します。

データ通信マニュアル

次のページへ続く
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■Windows 2000、Windows Meの場合

「スタート」 「プログラム」 「アクセサ

リ」 「通信」 「ハイパーターミナル」を順

にクリックする

■Windows 98SEの場合

「スタート」 「プログラム」 「アクセサ

リ」 「通信」 「ハイパーターミナル」を順

にクリックし、「Hypertrm.exe」をダブルクリッ

クする

2.「名前」欄に任意の名前を入力 ［OK］をクリッ

クする

ここでは例として「FOMA」と入力します。

3.「接続方法」欄をクリックしてFOMA端末に割り

当てられたCOMポート番号を選択 ［OK］をク

リックする

・「COMポートを確認する」（P28）で確認した

COMポートの番号を選択します。

■「FOMA L600i Modem」のCOMポートを選択できな

い場合

次の操作を行ってください。

1）［キャンセル］をクリックする

「接続の設定」画面が終了します。

2）「ファイル」をクリック 「プロパティ」を選

択する

3）「FOMAのプロパティ」画面の「接続の設定」

タブの「接続方法」欄をクリック 「FOMA

L600i Modem」を選択する

4）「国/地域番号と市外局番を使う」のチェック

を外す

5）［OK］をクリックする

4. COMポートのプロパティ画面で［OK］をクリッ

クする

5. 接続先（APN）を入力 を押す

AT+CGDCONT=<cid>,"IP","APN"の形式で入力しま

す。<cid>と"APN"の部分には、それぞれ次の情報

を任意で入力してください。"IP"はそのまま入力し

ます。

入力後、「OK」と表示されれば、接続先（APN）

の設定は完了です。

データ通信マニュアル
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・<cid>…1、2、4～10までのうち任意の番号を入

力します。
※ 既にcidが設定してある場合は設定が上書きされます

のでご注意ください。

・"APN"…接続先（APN）を" "で囲んで入力します。

＜例：cidの2にXXX.netというAPNを設定する場合＞

AT+CGDCONT=2,"IP","XXX.net"

6.「OK」と表示されたことを確認 「ファイル」

「ハイパーターミナルの終了」を順にクリック

する

ハイパーターミナルが終了されます。

・接続の切断確認画面が表示される場合は、［は

い］をクリックします。

・保存確認画面が表示されますが、保存する必要

はありません。

ATコマンドで接続先（APN）設定をリセットするとき

指定したcid の接続先（APN）をリセットするときは、

次のように入力します。

AT＋CGDCONT=<cid>

ATコマンドで接続先（APN）設定を確認するとき

現在の設定内容を表示させるときは、次のように入

力します。

AT＋CGDCONT?

ダイヤルアップの設定を行う

＜例：<cid>=3を使いドコモのインターネット接続サー

ビス「mopera U」へ接続する場合＞

･「mopera U」以外のプロバイダに接続する場合の設

定内容については、プロバイダまたはネットワーク

管理者へお問い合わせください。

Windows XPでダイヤルアップの設定を行う

1.「スタート」 「すべてのプログラム」 「アク

セサリ」 「通信」 「新しい接続ウィザード」

を順にクリックする

2.「新しい接続ウィザード」画面で［次へ］をクリッ

クする

データ通信マニュアル
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3.「インターネットに接続する」を選択 ［次へ］

をクリックする

4.「接続を手動でセットアップする」を選択 ［次

へ］をクリックする

5.「ダイヤルアップモデムを使用して接続する」を

選択 ［次へ］をクリックする

6.「デバイスの選択」画面が表示された場合は、「モ

デム－FOMA L600i Modem」を選択 ［次へ］を

クリックする

・「デバイスの選択」画面は、複数のモデムがイン

ストールされているときのみ表示されます。

7.「ISP名」欄に任意の名前を入力 ［次へ］をク

リックする

8.「電話番号」欄に接続先の番号を入力 ［次へ］
をクリックする

・接続先の番号には、先頭に「186」または「184」
を付けないでください。

9. 接続の利用範囲を選択 ［次へ］をクリックする

ユーザーの選択を任意で行ってください。
・OSの設定によってはこの画面が表示されない場
合があります。その場合は操作10に進みます。

データ通信マニュアル
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10.「ユーザー名」「パスワード」「パスワードの確認

入力」の各欄に入力 ［次へ］をクリックする

「ユーザー名」「パスワード」「パスワードの確認

入力」の各欄にプロバイダまたはネットワーク

管理者から指定された設定を入力します。

「mopera U」に接続する場合は空欄でも接続できます。

11.［完了］をクリックする

12.「スタート」 「すべてのプログラム」 「アク

セサリ」 「通信」 「ネットワーク接続」を

順にクリックする

13.作成したダイヤルアップのアイコンを選択

「ファイル」 「プロパティ」を順にクリックす

る

14.「全般」タブで設定を確認する

パソコンに2台以上のモデムが接続されている場合

は、「接続方法」欄で「モデム－FOMA L600i Modem」

のみにチェックが付いていることを確認します（チ

ェックが付いていない場合には、チェックします）。

・「ダイヤル情報を使う」にチェックが付いてい

ないことを確認します（チェックが付いている

場合は、チェックを外します）。

データ通信マニュアル
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15.「ネットワーク」タブをクリックし、各種設定を

行う

「呼び出すダイヤルアップサーバーの種類」欄は、

「PPP:Windows 95/98/NT4/2000,Internet」を選択

します。

「この接続は次の項目を使用します」欄は、「イン

ターネットプロトコル(TCP/IP)」を選択します。

・「QoSパケットスケジューラ」は設定を変更で

きません。

16.［設定］をクリックする

17.すべてのチェックを外し、［OK］をクリックする

18.「ネットワーク」タブ画面で［OK］をクリック

する

データ通信マニュアル
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Windows 2000でダイヤルアップの設定を行う

1.「スタート」 「プログラム」 「アクセサリ」

「通信」 「ネットワークとダイヤルアップ

接続」を順にクリックする

2.「ネットワークとダイヤルアップ接続」

画面で「新しい接続の作成」アイコン

をダブルクリックする

3.「所在地情報」画面が表示された場合は、「市外局

番」を入力 ［OK］をクリックする

「所在地情報」画面は操作2で「新しい接続の作成」

をはじめて起動したときのみ表示されます。

2回目以降はこの画面は表示されず、操作5の「ネッ

トワークの接続ウィザード」画面が表示されます。

4.「電話とモデムのオプション」画面で［OK］をク

リックする

5.「ネットワークの接続ウィザード」画面で［次へ］

をクリックする

6.「インターネットにダイヤルアップ接続する」を

選択 ［次へ］をクリックする

7.「インターネット接続を手動で設定するか、また

はローカルエリアネットワーク(LAN) を使って接

続します」を選択 ［次へ］をクリックする

8.「電話回線とモデムを使ってインターネットに接

続します」を選択 ［次へ］をクリックする

9.「インターネットへの接続に使うモデムを選択す

る」欄に「FOMA L600i Modem」が表示されてい

ることを確認 ［次へ］をクリックする

・この画面は、複数のモデムがインストールされ

ているときのみ表示されます。

・「FOMA L600i Modem」が表示されていない場

合は、「インターネットへの接続に使うモデム

を選択する」欄をクリックして「FOMA L600i

Modem」を選択します。

データ通信マニュアル
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10.「電話番号」欄に接続先の番号を入力 ［詳細

設定］をクリックする

「市外局番とダイヤル情報を使う」のチェックを

外します。

・接続先の番号には、先頭に「186」または「184」

を付けないでください。

11.「接続」タブの各項目を画面例のように設定する

「mopera U」以外のプロバイダに接続する場合、

「接続の種類」「ログオンの手続き」の各欄にプロ

バイダまたはネットワーク管理者から指定された

設定を入力します。

12.「アドレス」タブをクリックし、IPアドレスおよ

びDNS（ドメインネームサービス）アドレスを画

面例のように設定 ［OK］をクリックする

「mopera U」以外のプロバイダに接続する場合は、

「IPアドレス」「ISPによるDNS（ドメインネームサー

ビス）アドレスの自動割り当て」の各欄にプロバ

イダまたはネットワーク管理者から指定された設

定を入力します。

データ通信マニュアル
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13.「インターネットアカウントの接続情報」画面で

［次へ］をクリックする

14.ユーザー名、パスワードを入力 ［次へ］をク

リックする

「ユーザー名」「パスワード」の各欄にプロバイダ

またはネットワーク管理者から指定された設定を

入力します。「mopera U」に接続する場合は空欄

でも接続できます。

空欄の場合、ユーザー名やパスワードの空白を確

認する画面が続けて表示されます。

各画面で［はい］をクリックします。

15.「接続名」欄に任意の名前を入力 ［次へ］を

クリックする

16.「いいえ」を選択 ［次へ］をクリックする

データ通信マニュアル
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17.［完了］をクリックする

「今すぐインターネットに接続するにはここを選

び完了をクリックしてください」が表示される場

合はチェックを外します。

18.作成したダイヤルアップのアイコンを選択 「ファ

イル」 「プロパティ」を順にクリックする

19.「全般」タブで設定を確認する

パソコンに2台以上モデムが接続されている場合

は、「接続の方法」欄で「モデム－FOMA L600i

Modem」のみにチェックが付いていることを確認

します（チェックが付いていない場合には、チェ

ックします）。

「ダイヤル情報を使う」にチェックが付いていない

ことを確認します（チェックが付いている場合は、

チェックを外します）。

データ通信マニュアル
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20.「ネットワーク」タブをクリックし、各種設定を

行う

「呼び出すダイヤルアップサーバーの種類」欄は、

「PPP：Windows 95/98/NT4/2000, Internet」を選択

します。

「チェックボックスがオンになっているコンポーネ

ントはこの接続で使われます」欄は「インターネッ

トプロトコル（TCP/IP)」のみをチェックします。

21.［設定］をクリックする

22.すべてのチェックを外し、［OK］をクリックする

23.「ネットワーク」タブの画面で［OK］をクリッ

クする

データ通信マニュアル
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Windows Me／Windows 98SEでダイヤルアッ
プの設定を行う

1.「スタート」 「プログラム」 「アクセサリ」

「通信」 「ダイヤルアップネットワーク」

を順にクリックする

2.「ダイヤルアップネットワークへようこそ」画面

で［次へ］をクリックする

この画面はダイヤルアップネットワークをはじめ

て起動したときのみ表示されます。［次へ］をク

リックして操作4に進みます。

2回目以降はこの画面は表示されず、操作3の「ダ

イヤルアップネットワーク」画面が表示されます。

3.「ダイヤルアップネットワーク」画面

で「新しい接続」アイコンをダブルク

リックする

4.「接続名」欄に任意の名前を入力 ［次へ］をク

リックする

「モデムの選択」欄に「FOMA L600i Modem」が表

示されていることを確認します。

・「FOMA L600i Modem」が表示されていない場

合は、「モデムの選択」欄をクリックして

「FOMA L600i Modem」を選択します。

5.「電話番号」欄に接続先の番号を入力 ［次へ］

をクリックする

「市外局番」欄には入力しません。

・接続先の番号には、先頭に「186」または「184」

を付けないでください。

6. 接続名（任意の名前）を確認 ［完了］をクリッ

クする

データ通信マニュアル
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7.「スタート」 「プログラム」 「アクセサリ」

「通信」 「ダイヤルアップネットワーク」

を順にクリックする

8. 作成したダイヤルアップのアイコンを選択

「ファイル」 「プロパティ」を順にクリックす

る

9.「全般」タブで「電話番号」および「接続方法」

を確認する

「市外局番とダイヤルのプロパティを使う」のチェッ

クを外します。

「接続方法」欄に「FOMA L600i Modem」が表示さ

れていることを確認します。

・「FOMA L600i Modem」が表示されていない場

合は、「接続方法」欄をクリックして「FOMA

L600i Modem」を選択します。

10.「ネットワーク」タブをクリックして各種設定を行う

「ダイヤルアップサーバーの種類」欄は、「PPP：

インターネット、Windows2000/NT、Windows Me」

を選択します。

「使用できるネットワークプロトコル」は「TCP/IP」

のみをチェックします。

データ通信マニュアル
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■Windows 98SEの場合

「サーバーの種類」タブをクリックして各種設定

を行う

「ダイヤルアップサーバーの種類」欄は「PPP：イ

ンターネット、Windows NT Server、Windows 98」

を選択します。

「使用できるネットワークプロトコル」は「TCP/IP」

のみをチェックします。

11.「セキュリティ」タブをクリックし、ユーザー名

とパスワードを入力 ［OK］をクリックする

「ユーザー名」「パスワード」の各欄にプロバイダ

またはネットワーク管理者から指定された設定を

入力します。「mopera U」に接続する場合は空欄

でも接続できます。

■Windows 98SEの場合

［OK］をクリックする

データ通信マニュアル
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ダイヤルアップ接続する

FOMA PC設定ソフトを使わずに、パケット通信のダ

イヤルアップ接続をする方法について説明します。

・ダイヤルアップ接続の前にFOMA端末とパソコン

が正しく接続されていることを確認してくださ

い。→P4

＜例：Windows XPの場合＞

1.「スタート」 「すべてのプログラム」 「アク

セサリ」 「通信」 「ネットワーク接続」を

順にクリックする

2. 接続先のアイコンをダブルクリックする

P33の操作7で設定したISP名のダイヤルアップの接

続先アイコンを選択して「ネットワークタスク」

→「この接続を開始する」を順にクリックするか、

または接続先のアイコンをダブルクリックします。

3. 内容を確認 ［ダイヤル］をクリックする

接続中を示す画面が表示された後、接続の完了メッ

セージが表示され、ダイヤルアップ接続が完了しま

す。

・Windows Me、Windows 98SEの場合は、内容を

確認して［接続］をクリックします。

・「ユーザー名」「パスワード」の各欄にプロバ

イダまたはネットワーク管理者から指定された

設定を入力します。「mopera U」に接続する場

合は、「ユーザー名」「パスワード」の各欄は空

欄でも接続できます。

・接続の完了メッセージが表示されない場合は、

接続先の設定を確認してください。

データ通信マニュアル
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切断のしかた

インターネットブラウザを終了しただけでは、通信

回線が切断されない場合があります。次の操作で確

実に切断してください。

1. パソコンのタスクトレイのダイヤルアッ

プアイコンをダブルクリックする

接続状態を示す画面が表示されます。

2.［切断］をクリックする

接続が切断されます。

お知らせ

・パソコンに表示される通信速度は、実際の通信速度と

は異なる場合があります。

ATコマンドについて

ATコマンドとは、パソコンでFOMA端末の機能の設

定や変更を行うためのコマンド（命令）です。

ATコマンドの入力形式

ATコマンドの入力は、ハイパーターミナルなどの通

信ソフトのターミナルモード画面で行います。

・ターミナルモードとは、パソコンで入力された文

字が通信ポートに接続されている回線に送信され

るモードのことを示します。

■入力例：

ATD:*99***1#

■入力時の注意：

・必ず半角英数字で入力してください。

・ATコマンドを入力するときは、パラメータ（設

定用の数字や記号）も含めて1行※で入力してく

ださい。

※：通信ソフトのターミナルモード画面では、最

初の文字から を入力した直前の文字までを

1行とします。ATコマンドも含めて160文字

まで入力できます。

データ通信マニュアル
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次のページへ続く

ATコマンド一覧

・FOMA L600i Modemで使用できるATコマンドです。

・以下のコマンドは、入力可能ですが機能しない無効なコマンドです。

AT（ATのみ入力） ATP（パルス設定） ATT（トーン設定） ATS6（ダイヤルするまでのポーズ

時間設定）ATS8（カンマダイヤルによるポーズ時間設定） ATS10（自動切断までの遅延時間設定）

ATコマンド 

AT&C<n> 

 

 

AT&D<n> 

 

 

 

 

 

 

AT&F 

 

 

 

概　要 

DTEへの回路CD信号の動作条件を

選択します。 

 

DTEから受け取る回路ER信号がオ

ンまたはオフへ遷移したときの動

作を選択します。 

 

 

 

 

すべてのレジスタを工場出荷時の

設定値に戻します。通信中にこの

コマンドが入力された場合、回線

切断の処理が行われます。 

パラメータ／説明 

n=0 ： CD は常にON  

n=1 ： CD は相手モデムのキャリアに応

じて変化する（初期値） 

n=0 ： ERの状態を無視する（常にONと

みなします）  

n=1 ： ERがONからOFFに変化すると、オ

ンラインコマンド状態になる 

n=2 ： 回線を切断しERがONからOFFに

変化すると、オフライン状態になる（初期

値） 

n=0のみ指定可能（省略可） 

 

 

 

コマンド実行例 

AT&C1  

OK 

 

AT&D1  

OK 

 

 

 

 

 

－ 
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ATコマンド 

AT+CGDCONT 

 

AT+CGEQMIN 

 

 

 

 

 

AT+CGEQREQ 

 

 

 

 

 

AT+CGMR 

 

 

 

概　要 

パケット通信の接続先（APN）を設定

します。 

PPPパケット通信の接続確立時にネッ

トワーク側から通知されるQoS（サービ

ス品質）を許容するかどうか判定する

基準値を登録します。 

 

 

PPPパケット通信の発信時にネットワー

ク側へ要求するQoS（サービス品質）

を設定します。 

 

 

 

FOMA端末のバージョンを表示します。 

 

 

パラメータ／説明 

P55をご参照ください。 

 

AT+CGEQMIN=［パラメータ］  

→P55  

AT+CGEQMIN=?  

：設定可能な値のリストを表示する 

AT+CGEQMIN?  

：現在の設定値を表示する 

AT+CGEQREQ＝［パラメータ］  

→P56  

AT+CGEQREQ=?  

：設定可能な値のリストを表示する 

AT+CGEQREQ?  

：現在の設定値を表示する 

－ 

 

 

コマンド実行例 

P55をご参照ください。 

 

P56をご参照ください。 

 

 

 

 

 

P57をご参照ください。 

 

 

 

 

 

AT+CGMR  

+CGMR:"L600i_XX_XX.XX.XX" 

OK
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次のページへ続く

ATコマンド 

AT+CGREG=<n> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

AT+CGSN

概　要 

ネットワークへの登録状態を通知する

かどうかを設定します。ネットワークか

ら応答される通知情報に応じて圏内

または圏外を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

FOMA端末の製造番号を表示します。 

パラメータ／説明 

n=0：通知なし（初期値）  

n=1：通知あり  

　　  圏内／圏外が切り替わると通知する 

  

AT+CGREG?：現在の状態を表示する  

  

＜リザルト＞  

+CGREG:<n>,<stat>  

n：通知の有無の現在の設定値を表示

する  

stat=0：パケット通信圏外  

stat=1：パケット通信圏内  

stat=4：不明  

stat=5：パケット通信圏内（ローミング時） 

－ 

 

コマンド実行例 

AT+CGREG=1  

OK  

（通知ありに設定した場合） 

  

AT+CGREG?  

+CGREG: 1,0  

OK  

（パケット通信圏外の場合） 

 

 

 

 

 

 

AT+CGSN  

XXXXXXXXXXXXXXX  

OK

*L600i(J)Data Comu CD-ROM  06.2.9 3:34 PM  ページ 48



49

データ通信マニュアル

ATコマンド 

AT+CMEE=<n> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

概　要 

FOMA端末のエラーレポートの有無を

設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パラメータ／説明 

n=0：通常のERROR リザルトを用いる（初

期値）  

n=1：+CME ERROR:<err>リザルトコードを

使用し、<err>は数値を用いる  

n=2：+CME ERROR:<err>リザルトコードを

使用し、<err>は文字を用いる  

AT+CMEE?：現在の設定値を表示する 

  

  

右記は誤ったPINロック解除コード、および

PIN1/PIN2コードを入力した場合の表示

例です。  

 

コマンド実行例 

AT+CMEE=0  

OK  

  

AT+CPIN="12345678","1234" 

ERROR 

  

AT+CMEE=1  

OK  

  

AT+CPIN="12345678","1234" 

+CME ERROR : 16 

  

AT+CMEE=2  

OK  

 

AT+CPIN="12345678","1234" 

+CME ERROR : incorrect 

password
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次のページへ続く

ATコマンド 

AT+CNUM 

 

 

 

 

 

 

AT+CPIN 

 

 

 

 

 

概　要 

FOMA端末の自局電話番号を表示し

ます。 

 

 

 

 

 

FOMAカードの暗証番号を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パラメータ／説明 

＜リザルト＞  

+CNUM:,<number>,<type>  

number：自局電話番号  

type=129：電話番号に「+」（国際アク

セスコード）が含まない  

type=145：電話番号に「+」（国際アク

セスコード）を含む 

PIN1/PIN2/PINロック解除コードを入力し

ます。  

AT+CPIN=?  

：PIN1/PIN2コードの状態を示します。 

→P58  

 

コマンド実行例 

AT+CNUM  

+CNUM:,"090XXXXXXXX", 

129  

OK 

 

 

 

AT+CPIN? 

+CPIN：SIM PIN 

OK 

 

(PIN1/PIN2コードとして

「1234」を入力）  

AT+CPIN="1234"  

OK  

  

（PINロック解除コードとして

「12345678」、PIN1/PIN2コー

ドとして「1234」を入力）  

AT+CPIN="12345678","1234"

OK 
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ATコマンド 

AT+CRC=<n> 

 

 

 

 

AT+CREG=<n> 

 

 

 

 

概　要 

着信時に拡張リザルトコードを使用す

るかどうかを設定します。 

 

 

 

圏内／圏外情報の表示に関するリザ

ルト表示の有無を設定します。（パソコ

ンのOSによっては設定できない場合

があります。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パラメータ／説明 

n=0 ： 使用しない（初期値）  

n=1 ： 使用する  

  

AT+CRC?：現在の設定値を表示する 

 

n=0 ： 通知なし（初期値）  

n=1 ： 通知あり  

　　　圏内／圏外が切り替わると通知

　　　する  

  

AT+CREG?：現在の状態を表示する  

  

＜リザルト＞  

+CREG:<n>,<stat>  

n ： 通知の有無の現在の設定値を表示

する  

stat=0 ： 音声圏外  

stat=1 ： 音声圏内  

stat=4 ： 不明  

stat=5 ： 音声圏内（ローミング時） 

コマンド実行例 

AT+CRC=0  

OK  

AT+CRC?  

+CRC:0  

OK 

AT+CREG=1  

OK  

（通知ありに設定）  

  

AT+CREG?  

+CREG:1,0  

OK  

（圏外の場合）  

  

（圏外から圏内に移動した場

合）  

+CREG:1
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次のページへ続く

ATコマンド 

AT+GMI 

 

 

AT+GMM 

 

 

AT+GMR 

 

 

 

ATD 

 

 

 

 

 

ATE<n> 

 

ATH 

 

 

 

概　要 

製造元名を表示します。 

 

 

FOMA端末の製品名を表示します。 

 

 

FOMA端末のバージョンを表示します。 

 

 

 

FOMA端末にパラメータ、ダイヤルパ

ラメータの指定に従った自動発信処

理を行います。 

 

 

 

コマンドモードのときにDTEに対するエ

コーバックの有無を指定します。 

パケット通信時に回線を切断します。 

 

 

 

パラメータ／説明 

－ 

 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

 

<cid>:1～10、+CGDCONTで設定した

APNを表す  

  

・cidを省略して「ATD*99***#」と入

　力すると、自動的にcid1に登録されて

　いるAPNに発信されます。 

n=0 ： エコーバックなし  

n=1 ： エコーバックあり（初期値） 

ー 

 

 

 

コマンド実行例 

AT+GMI  

NTT DoCoMo  

OK 

AT+GMM  

FOMA L600i Modem  

OK 

AT+GMR  

L600i-MSM6271-XXXX-XXX-

XX-XXXX-DCM-JP....  

OK 

ATD*99***3#  

CONNECT 

 

 

 

 

ATE1  

OK 

（パケット通信中） 

+++ 

ATH 

NO CARRIER
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ATコマンド 

ATI<n> 

 

 

 

 

 

ATQ<n> 

 

 

 

ATS3=<n> 

 

 

 

 

ATS4=<n> 

 

 

 

 

 

概　要 

認識コードを表示します。 

 

 

 

 

 

DTEへのリザルトコードを表示するか

どうか設定します。 

 

 

キャリッジリターン（CR）キャラクタを設

定します。 

 

 

 

ラインフィード（LF）キャラクタを設定し

ます。 

 

 

 

 

パラメータ／説明 

n=0 ： 「NTT DoCoMo」を表示する  

n=1 ： 製品名を表示する  

n=2 ： 端末のバージョンを表示する 

 

 

 

n=0 ： 表示する（初期値）  

n=1 ： 表示しない 

 

 

n=13 ： 初期値（13のみ設定できます。）

  

ATS3?：現在の設定値を表示する  

 

 

n=10 ： 初期値（10のみ設定できます。）

   

ATS4?：現在の設定値を表示する 

 

コマンド実行例 

ATI0  

NTT DoCoMo  

OK  

ATI1  

FOMA L600i Modem  

OK 

ATQ0  

OK  

ATQ1  

（このとき、「OK」は表示されない） 

ATS3=13  

OK  

ATS3?  

013  

OK 

ATS4=10  

OK  

ATS4?  

010  

OK
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ATコマンド 

ATS5=<n> 

 

 

 

 

ATV<n> 

 

 

概　要 

バックスペース（BS）キャラクタを設定

します。 

 

 

 

すべてのリザルトコードの表示を数字

または英文字に設定します。 

 

パラメータ／説明 

n=8 ： 初期値（8 のみ設定できます。）  

  

ATS5? ： 現在の設定値を表示する 

 

 

n=0 ： リザルトコードを数値で表示する  

n=1 ： リザルトコードを文字で表示する

（初期値） 

コマンド実行例 

ATS5=8  

OK  

ATS5?  

008  

OK 

ATV1  

OK
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ATコマンドの補足説明

■コマンド名：+CGDCONT

・概要

パケット発信時の接続先（APN）の設定を行い

ます。

本コマンドは設定コマンドですが、&Fによるリ

セットは行われません。

・書式

+CGDCONT=［<cid>［ ,"IP "［ ,"<APN>"］ ］ ］

・パラメータ説明

<cid>※：1 ～10

<APN>※：任意

※：<cid> は、FOMA 端末内に登録するパケッ

ト通信での接続先（APN）を管理する番号

です。FOMA 端末では1～10が登録できま

す。なお<cid>=3にはmopera.netが初期値と

して登録されています。

<APN>は、接続先を示す接続先ごとの任意

の文字列です。

・コマンド実行例

abcというAPN名を登録する場合のコマンド

（cid 2 に登録する場合）

AT+CGDCONT=2,"IP","abc"

OK

－パラメータを省略した場合の動作

AT+CGDCONT=<cid>

：指定された<cid>を初期値に設定します。

AT+CGDCONT=?

：設定可能な値のリスト値を表示します。

AT+CGDCONT?

：現在の設定を表示します。

■コマンド名：+CGEQMIN=［パラメータ］

・概要

パケット通信確立時にネットワーク側から通知

されるQoS（サービス品質）を許容するかどう

かの判定基準値を登録します。

本コマンドは設定コマンドですが、&Fによるリ

セットは行われません。

・書式

+CGEQMIN=［<cid>［,,<Maximum bitrate UL>

［ ,<Maximum bitrate DL>］ ］ ］

・パラメータ説明

<cid>※ : 1 ～10

<Maximum bitrate UL>※ : なし（初期値）または

64

<Maximum bitrate DL>※ : なし（初期値）または

384

※：<cid> は、FOMA端末内に登録するパケット

通信での接続先（APN）を管理する番号で

す。FOMA端末では1～10が登録できます。
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次のページへ続く

なお<cid>=3にはmopera.netが初期値として

登録されています。<Maximum bitrate UL>

および<Maximum bitrate DL>は、FOMA端

末と基地局間の上りおよび下り最低通信速

度［kbps］の設定です。なし（初期値）の

場合はすべての速度を許容しますが、64お

よび384を設定した場合はこれらの値以外

での速度の接続は許容しないため、パケッ

ト通信が接続できない場合がありますので

ご注意ください。

・コマンド実行例

（1）上り／下りすべての速度を許容する場合の

コマンド（cid が2の場合）

AT+CGEQMIN=2

OK

（2）上り64kbps／下り384kbpsの速度のみ許容

する場合のコマンド（cid が2の場合）

AT+CGEQMIN=2,,64,384

OK

（3）上り64kbps／下りはすべての速度を許容す

る場合のコマンド（cidが2の場合）

AT+CGEQMIN=2,,64

OK

（4）上りすべての速度／下り384kbpsの速度の

み許容する場合のコマンド（cid が3の場合）

AT+CGEQMIN=3,,,384

OK

－パラメータを省略した場合の動作

AT+CGEQMIN=<cid>：指定された<cid>を初期

値に設定します。

■コマンド名：+CGEQREQ=［パラメータ］

・概要

パケット通信の発信時にネットワークへ要求す

るQoS（サービス品質）を設定します。

本コマンドは設定コマンドですが、&Fによるリ

セットは行われません。

・書式

+CGEQREQ=［<cid>［,,<Maximumbitrate UL>

［ ,<Maximum bitrateDL>］ ］ ］

・パラメータ説明

<cid>※：1 ～10

<Maximum bitrate UL>※　: なし（初期値）または

64

<Maximum bitrate DL>※　: なし（初期値）または

384

※：<cid> は、FOMA端末内に登録するパケット

通信での接続先（APN）を管理する番号で

す。FOMA端末では1～10が登録できます。

なお<cid>=3にはmopera.netが初期値として

登録されています。<Maximum bitrate UL>

および<Maximum bitrate DL>は、FOMA端

末と基地局間の上りおよび下り最低通信速

度［kbps］の設定です。なし（初期値）の

*L600i(J)Data Comu CD-ROM  06.2.9 3:34 PM  ページ 56



57

データ通信マニュアル

場合はすべての速度を許容しますが、64お

よび384を設定した場合はこれらの値以外

での速度の接続は許容しないため、パケッ

ト通信が接続できない場合がありますので

ご注意ください。

・コマンド実行例

上り64kbps ／下り384kbps の速度で接続を要求

する場合のコマンド（cidが2の場合）

AT+CGEQREQ=2,,64,384

OK

－パラメータを省略した場合の動作

AT+CGEQREQ=<cid>: 指定された<cid>を初期

値に設定します。

エラーレポート一覧

リザルトコード

リザルトコード一覧

文字表示数字表示 理　由

15 SIM wrong FOMAカード以外の

SIM（NTTドコモ以

外のICカード）が挿

入されています。

16 incorrect password パスワードが誤って

います。

100 unknown 不明なエラーです。

文字表示数字表示 意　味

０ OK 正常に実行しまし

た。

1 CONNECT 相手と接続しまし

た。

2 RING 着信しています。

3 NO CARRER 回線が切断されまし
た。

4 ERROR コマンドを受け付け

ることができませ

ん。

6 NO DIALTONE ダイヤルトーンが検

出できません。

7 BUSY 話中音検出中です。

8 NO ANSWER 接続完了（タイムア

ウト）

100 RESTRICTION ネットワーク規制中

です。
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お知らせ

・ATVｎコマンド（P54）がn=1に設定されている場合は

文字表示（初期値）、n=0に設定されている場合は数字

表示でリザルトコードが表示されます。

・リザルトコードに「RESTRICTION」（数字表示：100）

が表示された場合は、通信ネットワークが混雑してい

ます。しばらくしてから接続し直してください。

AT+CPIN?のリザルトコード

PIN1の状態 PIN2の状態

入力待ち

ロック解除コード

入力待ち

（ロック状態）

+CPIN: SIM PIN

+CPIN: SIM PUK

+CPIN: SIM PIN2

認証済み +CPIN: READY +CPIN: READY

コマンド誤入力 ERROR ERROR

+CPIN: SIM PUK2

不適切なコマンド

が入力された状態

+CME ERROR:

Operation is not

allowed

+CME ERROR:

Operation is not

allowed
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